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看護師長が病棟運営上で行う看護管理の工夫 
        
                               森木 妙子 
 
Ⅰ 研究の背景と目的 
看護師長の経験の中から見出された看護管理の工夫を利用するためには、その工夫
を可視化することが課題である。看護管理の工夫とは、ある状況に置かれたときに状
況的考えを探求し、思考・方法・構造の再構成を行い、考えついた方法や手段を意思
決定し行動することと定義し、工夫の連続線上のプロセスには深さがあるのではない
かと考えた。 
本研究は、看護師長がどのような看護管理の工夫を行っているのかを明らかにし、
病棟運営との関連を見出し、効果的な看護管理の工夫を体系化することを目的とする。 
Ⅱ 研究方法 
研究方法は量的調査である。看護管理の工夫の調査項目を作成するために面接調査
を行い、それをもとに 53 項目を作成した。病棟運営の成果の調査項目は、概念分析
を参考に 5 項目とした。測定尺度は 5 段階評定法を用いた。本調査を 173 施設に依頼
し、調査用紙を 1764 通配布し、1087 通（回収率 61.6％）から回答を得た。分析は、
SPSS Amos 22.0 共分散構造分析と SPSSver22.0 の重回帰分析を用いた。 
Ⅲ 結果 
１．看護管理の工夫には、2 つの構造があり、24 の要素をもつ深い層と、16 の要素
をもつ浅い層が明らかになった。 
２．深い層の 3 つの高次因子は、1）【病棟看護の探求と自覚】、2）【管理の切り替え】、
3）【人をつなぎ現場力を創造】である。7 つの下位因子は、(1)《互いの仕事の仕方
を理解し合う接触と探求をする》、(2)《病棟看護の方向性に関与する》、(3)《病棟
管理への提言を促す情報を取り出す》、(4)《小さな単位の知恵を仕事管理に使う》、
(5)《前向きな交渉と協働をする》、(6)《部署を巻き込み、人をつなぐアクション》、
(7)《多くの資源をつなぐ連続線上のアクション》であった。 
３．浅い層の 2 つの高次因子は、1)【病棟看護を見渡し方向決め】、2)【人・しくみ
の円滑な流れの創造】である。4 つの下位因子は(1) 《互いの仕事の仕方を理解し
合う接触と探求をする》、(2) 《病棟看護のビジョンを形にする》、(3)《経験に潜む
力を伸ばす》、(4)《既存の支援体制に新しいしくみを加える》であった。 
４．病棟運営との関連は、「多職種の協力が得られるような手際の良い交渉をする」
がすべての成果(5 つ)において影響を及ぼし、「スタッフが理解できるようにビジョ
ンを形にする」「スタッフが話しやすくて聞きやすい環境を作る」「緊急入院をいつ
でも受け入れる体制を病棟でつくる」「病棟全体で考えた方法で中堅の指導力を育
てる」の 4 項目は 3 つの成果に影響を及ぼしていた。 
Ⅳ 考察 
看護師長が病棟運営をしていく際に、管理経験パターンの中にある工夫を蓄積して
いけば、次の課題のときに使うことができる。今回明らかになった病棟運営との関連
の強い工夫を実践し、思考作業の蓄積を多く積むほど、看護師長は深い層と浅い層の
2 つを効果的に活用し、成果をあげることができると考える。 
Ⅴ 結論 
看護管理の工夫には深さがあり、深い層と、直接至る浅い層があるという知見を得
た。ある状況におかれた時、病棟運営との関連の強い工夫の要素を認識し、体系化さ
れた看護管理の工夫の深い層と浅い層を柔軟に活用することが病棟運営の成果を生
み出す。 
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Deliberate contrivances made by chief nurse managers during 
the management and operation of hospital wards 
 
Taeko Moriki 
 
[Background] 
For using the deliberate contrivances in nursing management found from the 
experience of chief nurse managers, making these deliberate contrivances visible is 
an issue. Deliberate contrivances in nursing management refers to searching for 
situational thinking when faced with a particular situation, coming up with a new 
composition of thinking, system, and structure, and deciding the systems and means 
you have come up with. We concluded that the linear deliberate contrivances process 
involves layers of different depths. 
[Purpose] 
The purpose of this study is to shed light on how chief nurse managers make 
deliberate contrivances in nursing management and how this process is related to 
the management and operation of hospital wards. Furthermore, useful deliberate 
contrivances in nursing management are summarized. 
[Methods] 
This study had a quantitative design. An interview-based survey was conducted to 
identify survey items related to deliberate contrivances in nursing management. 
53questionnaire items pertaining to such deliberate contrivances were identified on 
the basis of the qualitative results of the survey. Then, using conceptual analysis,5 
questionnaire items pertaining to the outcomes of the management and operation of 
hospital wards were prepared. As for the measurement scale,5-point interval scale 
was used.173 facilities were invited to participate in the survey. In total, 1,764 copies 
of the survey questionnaire were distributed, and 1,087 completed questionnaires 
were received from the respondents (response rate: 61.6%). For the analysis, we used 
structural equation modeling in SPSS Amos22.0 and multiple regression analysis in 
SPSSver.22.0. 
[Results] 
Ⅰ．Structurally, the nursing management deliberate contrivances were based on 10 
constructs and 24 elements.  
Ⅱ．The 3 higher-order factors of the deeper layer included 1. [Observation and 
realization of nursing care in wards], 2. [Switching management] and 3. 
[Establishment of interpersonal relations and practical skills]. The 7 lower-order 
factors included 1. <Interaction and observation to understand how each person 
works>, 2. <Involvement in direction of nursing care in wards>, 3. <Extraction of 
information which provides suggestions for ward management>, 4. <Use of 
knowledge in small units for work management>, 5. <Positive negotiation and 
collaboration>, 6. <Actions involving the section and connecting people>, and 7. 
<Continuous actions connecting various resources>. 
Ⅲ．The 2 higher-order factors in the shallower layer were 1. [Observation and 
decision making in nursing care in wards] and 2. [Establishment of smooth flow of 
people and systems]. The 4 lower-order factors included 1. <Interaction and 
observation to understand how each person works>, 2. <Realization of 
nursing-care visions in wards>, 3. <Improvement of potential abilities acquired 
through experiences> and 4. <Addition of a new system to the existing support 
system>.  
Ⅳ．With regard to the deliberate contrivances related to the operation and 
management of hospital wards, “Deft negotiations in order to obtain 
multidisciplinary cooperation” affected all outcomes (five), and the following four 
items affected three outcomes each: “Form a vision that can be understood by staff 
members”, “Creating an environment where staff members can easily talk and ask 
questions”, “Creating a system in the hospital ward that allows emergency 
patients to be accepted anytime”, and “Cultivating leadership skills in mid-level 
nurses using methods that have been considered by the whole ward”. 
[Considerations] 
While managing and operating the hospital wards, the chief nurse managers can 
accumulate deliberate contrivances that they have achieved in their nursing 
experience patterns so that they will be able to utilize them when they confront 
similar issues. By implementing the deliberate contrivances that are strongly 
related to operation and management of hospital wards that came to light through 
this study, and by accumulating more thinking work, chief nurse managers can 
effectively use deliberate contrivances from both the shallow and deep layers to 
produce successful outcomes. 
 [Conclusion] 
It was revealed that deliberate contrivances in nursing management consist of two 
layers: a deep layer and a shallow layer which can be reached directly.  
 The successful operation and management of hospital wards can be achieved by 
recognizing deliberate contrivable elements that are strongly associated with 
hospital ward management and by flexibly utilizing the deep and shallow layers of 
deliberate contrivances to aid nursing management.  
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第 Ⅰ 章  序 章  
Ⅰ  研 究 の 背 景  
医 療 を 取 り 巻 く 社 会 環 境 の 変 化 と し て 、 病 院 組 織 で は そ の 変 化 に
適 応 で き る 変 革 が 求 め ら れ て き た 。 情 報 化 社 会 に お い て 病 院 の 経 営
危 機 や 品 質 は 、 病 院 関 係 者 だ け で な く 国 民 に も 認 識 さ れ る よ う に な
り 、 医 療 サ ー ビ ス に 対 す る 社 会 的 ニ ー ズ も 多 様 化 し サ ー ビ ス の 質 ・
範 囲 に 対 す る 要 求 も 高 ま る ば か り で あ る 。 社 会 に お け る 病 院 存 続 の
危 機 や サ ー ビ ス の 質 の 違 い は 、 単 体 の 病 院 の 問 題 レ ベ ル で は な く 、
国 民 を 巻 き 込 ん で こ れ か ら の 財 源 の 課 題 、設 備 の 課 題 、組 織 の 課 題 、
人 材 の 課 題 、 情 報 の 課 題 に 向 き 合 い 、 経 営 を 維 持 し つ つ 医 療 サ ー ビ
ス の 品 質 管 理 や 拡 充 に 対 応 し て い く こ と が 重 要 で あ り 、 病 院 で は そ
の 対 応 策 と し て 様 々 な 視 点 か ら 取 り 組 み が な さ れ て い る ( 高 山
2 0 0 8 )。  
こ の よ う に 病 院 を 取 り ま く 環 境 の 変 化 に 伴 い 、 そ こ に 勤 務 す る 病
棟 師 長 の 役 割 は 拡 大 し 、 業 務 量 も 増 加 し 続 け て い る 。 病 院 組 織 に お
け る 効 率 性 や 合 理 性 の 追 求 が そ こ で 働 く も の に 緊 張 を 強 い て い る
（ 勝 2 0 1 0）。病 院 で は 、在 院 日 数 短 縮 ・ 病 床 削 減 ・ 医 療 費 包 括 化 ・
医 療 安 全 の 推 進 ・ 標 準 化 ・ 効 率 化 が 進 め ら れ 、 看 護 単 位 を 統 括 す る
看 護 師 長 に は 、 看 護 の 質 を 保 障 し つ つ 医 療 経 済 の バ ラ ン ス を と る と
い う 管 理 能 力 が 要 求 さ れ て い る 。  
ア メ リ カ で は 2 0 0 5 年 に A O N E の 看 護 管 理 者 の 離 職 調 査 が 実 施 さ
れ 、調 査 対 象 の 看 護 管 理 者 6 2 2 人 の う ち 6 1％ ( n = 3 8 0 )が 5 年 以 内 に
仕 事 を 変 え て い る 。定 年 退 職 を 除 く 2 7 . 9％ の 看 護 管 理 者 が 仕 事 を 変
え た 理 由 は 、 昇 進 の 追 求 、 人 生 の バ ラ ン ス の 欠 如 、 個 人 的 理 由 、 役
割 に お け る 力 の 不 足 で あ っ た 。 な ん ら か の 理 由 で 管 理 職 の 多 く が 変
わ る と い う こ と は 、 組 織 と し て の 凝 集 力 を 低 く す る 可 能 性 が 否 め な
い 。 医 療 の 質 を 保 証 し 、 患 者 中 心 の 医 療 を 実 現 す る 次 世 代 の リ ー ダ
ー は ど の よ う な 能 力 や 技 能 を 持 つ べ き か 、 そ れ を ど の よ う に 育 成 す
べ き か が 社 会 よ り 要 請 さ れ て い る (勝 山 2 0 1 0 )。  
看 護 師 長 の 管 理 能 力 の 良 否 は 、 看 護 ケ ア の 質 を 左 右 す る と 共 に 、
患 者 や 看 護 職 員 へ の 安 全 や 安 寧 に 影 響 し 、 病 院 経 営 に ま で 影 響 す る
と い え る 。 こ れ ほ ど の 影 響 力 を 与 え る 看 護 師 長 職 に 、 優 れ た 管 理 能
力 を 保 有 し 実 践 で き る 人 材 を 配 置 す る こ と は 、 人 事 管 理 上 の 極 め て
重 要 な 課 題 と い え る (吉 原 2 0 0 9 )。  
江 尻 ( 2 0 0 7 )は 病 棟 運 営 に お い て 、 増 え 続 け る 救 急 患 者 の 病 床 確 保
や 高 齢 患 者 の 重 症 化 や 長 期 化 、看 護 業 務 の 複 雑 化 に よ る リ ス ク 回 避 、
在 院 日 数 短 縮 化 に よ る 看 護 の 役 割 変 化 な ど が 看 護 師 に 忙 し さ だ け を
感 じ さ せ 、 看 護 の や り が い に 影 響 す る と 述 べ て い る 。  
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し か し 師 長 の 考 え 方 や 工 夫 次 第 で 病 棟 の 運 営 は が ら り と 変 化 し 、
看 護 師 の 働 き 方 や 仕 事 の し や す さ は 違 っ て く る の で は な い だ ろ う か 。
日 本 看 護 協 会 で は 、2 0 0 7 年 度「 看 護 職 確 保 定 着 推 進 事 業 」の 一 環 と
し て 、 『 看 護 管 理 者 の た め の 職 場 づ く り マ ニ ュ ア ル 』 を 作 成 し て 中
間 管 理 者 の 職 場 づ く り を 支 援 し (酒 井 2 0 0 7 )、病 棟 の 変 化 に 適 応 で き
る 看 護 職 の 人 材 を 育 成 す る こ と や 仕 事 環 境 を 整 え る こ と 、 成 果 を 上
げ る こ と を 看 護 師 長 の 役 割 ・ 責 務 と 考 え て い る 。 そ こ で 役 割 遂 行 の
プ ロ セ ス と 行 動 の 中 で 、 ス ム ー ズ な 病 棟 運 営 を 行 う た め に 看 護 管 理
の 工 夫 を 取 り 入 れ る こ と は 看 護 師 長 に 求 め ら れ る こ と で あ る 。  
仕 事 に お け る 工 夫 で は 、“ 普 通 の や り か た ”を 潔 し と し な い 人 の 創
造 的 挑 戦 で あ る と 使 わ れ (塚 本 2 0 1 0 )、経 営 の 工 夫 で は 成 功 す る ま で
意 思 決 定 し チ ャ レ ン ジ し 続 け る 行 為 を 工 夫 と 捉 え て お り ( 財 部
2 0 1 0)、 顧 客 満 足 は ス タ ッ フ の 満 足 あ っ て こ そ 高 く な り 、 経 営 的 な
考 え 方 と は 、 「 自 分 以 外 の 人 の 人 生 を 、 よ り 良 い も の に す る こ と に
貢 献 す る こ と で あ り 、 利 益 を 求 め る こ と で は な い 。 利 益 を 上 げ る た
め に は 、 『 収 入 を 増 や す 』 こ と が 重 要 で 、 そ の た め に は 、 質 を 上 げ
て 多 く の 顧 客 に 来 て も ら う こ と が 経 営 の 仕 事 」 と 述 べ て い る (松 村
2 0 0 7)。  
日 常 の 生 活 に お い て は 、 昔 な が ら の 知 恵 と 共 に 、 生 活 実 情 に 合 わ
せ た 新 た に 生 み 出 さ れ た 知 恵 や 工 夫 が あ り 、こ う し た「 知 恵 」や「 工
夫 」 か ら は 学 ぶ こ と が 多 く 、 伝 統 文 化 を 継 承 す る 意 味 で 大 切 な こ と
で あ る 。 さ ら に 、 自 ら 失 敗 し な が ら も 探 究 心 を 持 っ て 経 験 を 積 む 中
で 、 新 た な 工 夫 を 生 み 出 す こ と が で き る と 述 べ て い る (小 林 2 0 0 5 )。 
教 育 分 野 に お け る 工 夫 で は 、青 山 ( 2 0 1 0 )は 、ア イ デ ア に つ い て「 ア
イ デ ア が あ ら ゆ る 活 動 の 基 盤 と な り 、 教 師 が 学 問 を 『 生 み 出 す 力 』
『 活 用 す る 力 』『 思 考 す る 力 』『 表 現 す る 力 』 な ど の 力 量 を 身 に 付 け
て は じ め て 創 意 工 夫 が 可 能 に な り 、 子 供 が 主 体 的 に 学 べ る よ う な 授
業 が 展 開 で き る よ う に な る と 考 え て い る 」 と 述 べ て い る 。  
新 山 王 ( 2 0 1 3 )ら は 、 教 育 に お い て 工 夫 す る に は 素 材 や た く わ え な
ど 今 ま で の 経 験 や 知 識 が 充 実 し て い る こ と が 、 よ り 洗 練 さ れ た 工 夫
を 導 く こ と を 説 明 し て い る 。そ し て 兼 平（ 2 0 0 9）は 探 求 － 選 択 － 判
断 の プ ロ セ ス に 働 く 追 求 過 程 の 内 的 思 考 こ そ に 工 夫 が 存 在 す る と 述
べ て お り 、 看 護 を ｢つ く る ｣活 動 で は 、 看 護 師 の 内 的 思 考 を み る と こ
ろ か ら 介 入 し 、 そ の 追 求 過 程 に 看 護 管 理 の 工 夫 が 潜 ん で い る の で は
な い か と 考 え る 。  
看 護 管 理 の 工 夫 に 関 す る 研 究 で は 、 勝 ( 2 0 1 0 )は 師 長 が 経 験 し た 困
難 に つ い て 、 「 現 場 を 動 か せ な い 状 況 」 「 現 場 を 活 性 化 で き な い 状
況 」 「 危 機 に 対 応 で き な い 状 況 」 「 ワ ー ク ラ イ フ バ ラ ン ス が 崩 れ る
状 況 」を 明 ら か に し て お り 、管 理 上 工 夫 す る た め の 取 り 組 み と し て 、
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「 相 談 相 手 を 見 つ け る 」 「 前 向 き に 考 え る 」 「 発 想 を 変 え る 」 「 目
標 を 導 き 出 す 」 「 自 分 の 姿 を 見 せ る 」 な ど の 考 え や 方 法 が 明 ら か に
さ れ た 。  
ま た 高 谷 ( 2 0 1 0 )は 、 人 的 資 源 管 理 に 関 す る 工 夫 を 明 ら か に し て お
り 、 新 人 看 護 師 の 適 応 の た め に 行 な っ て い る 看 護 師 長 の 工 夫 や 看 護
師 長 が プ リ セ プ タ ー や ス タ ッ フ ・ 副 看 護 師 長 た ち と 協 働 し 行 っ て い
る 工 夫 を 取 り 出 し た 。 そ し て 「 看 護 師 長 が 行 っ て い る 工 夫 を 探 索 す
る こ と は 、 新 人 看 護 師 の 適 応 促 進 や 、 ひ い て は 早 期 離 職 の 防 止 に 効
果 が あ る と 考 え ら れ た 。 看 護 師 長 が 多 岐 に わ た り 凝 ら し て い る 創 意
工 夫 を 、 個 々 の 経 験 に 終 わ ら す こ と な く 、 さ ら に デ ー タ を 重 ね 看 護
管 理 者 が 共 通 し て 行 う 方 略 と し て 新 人 看 護 師 の 適 応 を 促 す た め 、 看
護 師 長 が 用 い る 支 援 プ ロ グ ラ ム の 開 発 に 向 け て 検 討 し て い く 必 要 が
あ る と 考 え ら れ た 」 と 述 べ て い る 。 こ の ほ か に も デ ー タ 活 用 の 工 夫
(田 口 、鶴 田 2 0 0 9 )、ワ ー ク ラ イ フ バ ラ ン ス の 工 夫 (山 本 2 0 11 )な ど が
見 ら れ た 。 こ の よ う に 部 分 的 に 工 夫 に つ い て 取 り 組 ん だ 研 究 は 見 ら
れ た が 、 看 護 管 理 業 務 全 体 の 工 夫 に 焦 点 を 当 て た 先 行 研 究 は 見 当 た
ら な い 。 経 営 参 画 (松 永 2 0 1 3、 松 田 2 0 0 7、 吉 田 2 0 11、 高 山 2 0 0 8 )
や 時 間 管 理 (松 田 2 0 0 7 )、 病 床 管 理 (武 井 2 0 0 9、 黒 崎 2 0 0 9 )な ど の 看
護 管 理 上 の 工 夫 の 必 要 性 も 文 献 で は 言 わ れ て い る 。  
看 護 師 長 の 看 護 管 理 と 工 夫 の 関 係 に つ い て 、 看 護 師 長 が 病 棟 で 運
営 を ス ム ー ズ に 行 う た め に は 、 多 く の 制 約 条 件 の 中 で さ ま ざ ま な 工
夫 を 考 え 、 実 践 で き る こ と が 課 題 で あ る 。 退 院 調 整 が 困 難 と な り 、
在 院 日 数 が 短 縮 さ れ な か っ た り 、 入 院 を 受 け 入 れ る 体 制 に 問 題 が 生
じ た 場 合 、 工 夫 が で き な け れ ば 悪 循 環 を 繰 り 返 す と い う 事 態 を 引 き
起 こ し て し ま う 。  
さ ま ざ ま な 工 夫 は 、 看 護 師 長 の 管 理 業 務 で あ る 人 事 管 理 や 物 品 管
理 、 業 務 管 理 、 経 営 管 理 、 情 報 管 理 に お い て 、 形 に な っ て い な い 状
態 か ら 、 形 に す る プ ロ セ ス を た ど り 、 考 え つ い た 方 法 を 実 践 に 結 び
つ け る と い う 一 連 の 流 れ を 包 括 し た 状 態 で あ る と 考 え ら れ る 。 し か
し そ の 工 夫 の プ ロ セ ス は 見 え て い な い 状 態 で あ る 。 そ こ で 師 長 が 状
況 に 応 じ て 考 え を 探 求 す る 作 業 を 行 い 、 頭 の 中 で 知 恵 を 絞 り 、 ア イ
デ ア を 生 み 出 し 、 ど の よ う な 良 い 方 法 や 手 段 を 決 め 、 そ の 工 夫 を 活
用 し て 実 践 に 至 っ て い る の か を 明 ら か に し た い と 考 え た 。  
 病 棟 師 長 へ の 支 援 と し て 、 看 護 管 理 遂 行 上 の 困 難 や 役 割 葛 藤 を 軽
減 す る た め に 、 管 理 研 修 や メ ン タ ー の 配 置 と い っ た 取 り 組 み も な さ
れ て い る が 、 病 棟 師 長 の 看 護 管 理 の 工 夫 を 明 ら か に す る こ と は 、 ま
ず 自 分 な り の 看 護 管 理 の 方 法 を 導 き だ す 糸 口 を み つ け 、 看 護 師 長 自
身 が 看 護 管 理 の 工 夫 を 探 索 す る 力 を セ ル フ マ ネ ジ メ ン ト で き る と 考
え る 。 卓 越 し た 看 護 師 長 の 看 護 管 理 の 中 に は 、 工 夫 の 経 験 知 が 習 慣
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化 さ れ て い る と 考 え ら れ 、 そ の 要 素 を 使 え る 状 態 に 体 系 化 す る こ と
は 、 他 の 看 護 師 長 の 活 用 に 役 立 て ら れ る 。 ま た 看 護 部 長 が 部 下 で あ
る 病 棟 師 長 を 育 成 す る 際 の 指 標 と な り 、 さ ら に 中 間 管 理 者 を 目 指 す
看 護 職 の 育 成 に も 役 立 て る こ と が 出 来 る と 考 え た 。 研 究 の 目 指 す と
こ ろ は 、 効 果 的 な 看 護 管 理 の 工 夫 の 構 造 を 普 遍 化 し 、 体 系 化 し た 知
識 を 確 立 す る こ と で あ る 。 看 護 管 理 の 工 夫 が で き る 能 力 を 有 す る 看
護 師 長 を 育 成 し 支 援 体 制 を 整 え る こ と は 、 患 者 サ ー ビ ス や 患 者 満 足
度 、 職 員 の 満 足 度 を 高 め 、 さ ら に 病 院 経 営 に ま で 影 響 し 、 看 護 管 理
学 に 貢 献 で き る 研 究 で あ る 。  
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Ⅱ  研 究 目 的  
看 護 師 長 が 病 棟 の 管 理 運 営 を 行 う 時 、 ど の よ う な 看 護 管 理 の 工 夫
を 行 っ て い る の か を 明 ら か に し 、 効 果 的 な 看 護 管 理 の 工 夫 を 体 系 化
す る 。 そ し て 看 護 管 理 を 強 化 で き る 看 護 師 長 の 育 成 に 役 立 て 、 さ ま
ざ ま な 工 夫 の 方 法 を 使 え る よ う に す る こ と を 目 指 す 。  
 
Ⅲ  研 究 の 意 義  
１ ．看 護 師 長 の 病 棟 に お け る 看 護 管 理 の 工 夫 を 明 ら か に す る こ と は 、
自 分 の 実 践 を 振 り か え り 、 管 理 の 強 み と 弱 み を 把 握 し 、 自 分 自 身
の 看 護 管 理 の 評 価 指 標 と し て 役 立 て 、 看 護 管 理 を 工 夫 す る 力 を セ
ル フ マ ネ ジ メ ン ト す る こ と が で き る 。  
２ ． 看 護 師 長 の 看 護 管 理 の 工 夫 の 構 造 を 理 解 す る こ と は 、 新 人 看 護
師 長 や こ れ か ら 看 護 管 理 者 を 目 指 す 看 護 職 が 病 棟 で 看 護 管 理 を 行
う 際 に 、 必 要 最 小 限 の 役 割 遂 行 に 留 ま ら ず 、 役 割 移 行 を ス ム ー ズ
に す る こ と が で き る 。  
３ ． 病 棟 に お け る 看 護 師 長 の 工 夫 の 構 造 が 明 ら か に な る と 、 体 系 化
し た 看 護 管 理 の 工 夫 の 力 を 用 い て 看 護 管 理 教 育 や 指 導 に 使 う こ と
が で き る 。 看 護 師 長 を 育 成 す る 支 援 体 制 を 整 え る こ と は 、 患 者 サ
ー ビ ス や 患 者 満 足 度 、 職 員 の 満 足 度 を 高 め 、 さ ら に 病 院 経 営 に ま
で 影 響 し 、 看 護 管 理 学 に 貢 献 で き る 。  
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第 Ⅱ 章  文 献 検 討  
 
目 的 を 踏 ま え 、 看 護 師 長 の 看 護 管 理 の 工 夫 に つ い て 、 既 存 の 文 献
で の 使 わ れ 方 や 先 行 研 究 で ど こ ま で 明 ら か に な っ て い る か を 知 る た
め に 、 文 献 検 討 を 行 っ た 。  
こ こ で は 、 工 夫 に つ い て 一 般 的 な 概 念 と 他 領 域 で の 使 わ れ 方 に つ
い て 辞 書 類 と C i N i i  A r t i c l e s 検 索 、 テ キ ス ト 5 冊 で 「 工 夫 」「 頭 の
中 」「 知 恵 」「 工 夫 と は 」 を キ ー ワ ー ド に 検 索 し 、 概 念 の 意 味 を 明 ら
か に し て い っ た 。  
看 護 管 理 の 概 念 や 看 護 管 理 者 の 概 念 、 看 護 管 理 の 動 向 、 病 棟 運 営
の 実 態 に つ い て は 、 テ キ ス ト 1 5 冊 、 医 中 誌 で 「 看 護 管 理 者 」「 病 棟
運 営 」「 看 護 管 理 業 務 」「 看 護 師 長 」 を キ ー ワ ー ド に 重 要 だ と 思 わ れ
る 文 献 、 看 護 管 理 に 関 連 す る 文 献 を 選 び 検 討 し た 。  
 看 護 管 理 の 工 夫 に 関 連 す る 文 献 は 、医 中 誌 の「 看 護 」「 工 夫 」を キ
ー ワ ー ド に 検 索 す る と 7 4 8 7 件 、「 看 護 管 理 」「 工 夫 」 で 2 3 5 件 、 病
棟 運 営 上 で 行 う 看 護 管 理 を 検 索 し た い た め 、「 病 棟 運 営 」「 工 夫 」 に
「 管 理 」 を 追 加 し て 4 7 6 件 、 さ ら に 「 病 棟 運 営 」「 工 夫 」「 管 理 」 を
看 護 文 献 で 絞 り 込 み 、 1 8 0 件 で あ っ た 。 さ ら に 原 著 論 文 で 絞 り 込 む
と 4 4 文 献 が 検 索 さ れ た 。  
Ⅰ  工 夫 の 概 念  
１ ．  工 夫 と は  
 
１ ） 工 夫 と は 、 世 界 大 百 科 事 典 第 2 版 の 解 説 に よ る と 、「 中 国 の 宋
明 学 (朱 子 学 ･陽 明 学 )で 多 用 さ れ た 用 語 。〈 功 夫 〉 と 書 く こ と も あ
る 。 当 時 の 俗 語 (話 し 言 葉 )で ，〈 時 間 と 労 力 を 使 う 〉〈 手 間 ひ ま か
け る 〉の 意 で あ る が 、宋 明 学 で は 、完 全 な 人 格 に 至 る た め の 実 践 、
修 行 、 勉 強 、 努 力 な ど を す べ て こ の 語 で 表 現 す る 」 と 述 べ ら れ て
い る 。  
 
２ ） 広 辞 苑 で は 「 い ろ い ろ 考 え て 良 い 方 法 を 得 よ う と す る こ と 。 ま
た 考 え つ い た 方 法 」    
 
３ ） デ ジ タ ル 大 辞 泉 で は 、 ２ つ の 意 味 が あ り 「 よ い 方 法 や 手 段 を み
つ け よ う と し て 、 考 え を め ぐ ら す こ と 。 ま た そ の 方 法 や 手 段 」 と
「 仏 道 修 行 な ど に 専 念 す る こ と 。 特 に 禅 宗 で 、 座 禅 に 専 心 す る こ
と 」  
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４ ） 日 本 国 語 大 辞 典 で は 、 ２ つ の 意 味 が あ り 「 い ろ い ろ 思 案 し て 、
良 い 方 法 を 考 え 出 す こ と 。 あ れ こ れ と 思 い め ぐ ら す こ と 。 そ の 方
法 。手 だ て 。手 段 」と「（ 作 業 に 従 事 す る 人 の こ と 。そ の 一 心 に 努
め る さ ま か ら 転 じ て ） 一 心 に 仏 道 修 行 な ど に 精 進 努 力 す る こ と 。
特 に 、 禅 宗 で は 、 坐 禅 に 専 念 す る こ と を い う 。」 語 源 説 と し て は 、
「 ニ ン プ ク デ マ （ 人 夫 工 手 間 ） の 義 か ら 、 思 案 の 手 間 の 意 に 移 っ
た も の 」と 記 さ れ て い る 。使 わ れ 方 と し て は 、「 工 夫 観 念（ 心 を く
だ い て 観 察 思 念 す る こ と ）」、「 工 夫 画（ 自 分 で 工 夫 想 像 し て え が く
絵 。意 匠 画 。考 案 画 ）」、「 工 夫 事（ あ れ こ れ 思 案 し て い る 事 柄 。対
策 を 講 じ て い る 事 柄 ）」、「 工 夫 者（ よ く 工 夫 を め ぐ ら す 人 。知 恵 や
才 覚 の す ぐ れ た 人 。知 恵 者 ）」な ど と し て 工 夫 の 概 念 が 使 わ れ て い
る 。  
 
５ ）三 省 堂 新 明 解 四 字 熟 語 辞 典 で は 、「 物 事 を 実 行 す る た め に 、良 い
方 策 を あ れ こ れ ひ ね り 出 す こ と 」  
 
６ ） ジ ー ニ ア ス 和 英 辞 典 で は 工 夫 は d e v i c e、 i d e a、 c o n t r a p t i o n と
英 訳 。  
 
７ ）新 和 英 中 辞 典 で は 、工 夫 と は d e v i c e、c o n t r i v a n c e と 英 訳 さ れ 、
工 夫 す る は  d e v i s e  （ a  p l a n）、c o n t r i v e（ a  m e a n s）、i n v e n t、p l a n、
t h i n k  o u t、 u s e  o n e ' s  b r a i n s で あ る 。  
 
８ ）プ ロ グ レ ッ シ ブ 和 英 中 辞 典（ 第 3 版 ）で は 、工 夫 は 、仕 掛 け（ a  
d e v i c e） や 発 明 （ a n  i n v e n t i o n）、 手 段 （ r e s o u r c e s） の 意 味 を 含
み 、 動 詞 の 「 工 夫 す る 」 は d e v i s e、 c o n t r i v e、 i n v e n t と 英 訳 さ れ
て い る 。  
 
９ ） ハ イ パ ー 英 語 辞 書 で は 、 a r t i f i c e、 c o n t r i v a n c e  
 
1 0）J M d i c t ( E D R D G に よ る )で は 、第 1 が「 く ふ う 」の 意 味 の c h e m e、
d e v i c e、  s c h e m i n g、d e v i s i n g、  f i g u r i n g  o u t、 c o m i n g  u p  w i t h、
s o l v i n g  i n g e n i o u s l y 、 第 2 が 「 こ う ふ 」 の 意 味 の l a b o u r e r 、
b l u e - c o l l o r  w o r k e r で あ る 。  
 
11） 日 本 ア ソ シ エ ー ツ に よ る 機 械 工 学 英 和 和 英 辞 典 、 ラ イ フ サ イ エ
ン ス 辞 書 で は 、 d e v i c e と 訳 さ れ 、 J S T 科 学 技 術 用 語 日 英 対 訳 辞 書
（ 科 学 技 術 振 興 機 構 に よ る ） で は d e v i s e ;  c o n s t r u c t i o n  l a b o r e r ;  
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c o n t r i v a n c e  で あ る 。  
 
1 2） N i C T 情 報 通 信 研 究 機 構 に よ る 日 本 語 Wo r d N e t 辞 書 (英 和 ） で
は 、①  c o n c e p t i o n、e x c o g i t a t i o n、i n v e n t i o n、d e s i g n、i n n o v a t i o n、  
c o n t r i v a n c e、②「 こ う ふ 」の j a c k、 l a b o u r e r、m a n u a l  l a b o r e r、  
l a b o r e r で あ る 。  
 
1 3）斎 藤 和 英 辞 典 で は 、「 こ う ふ 」は A n a v v y、「 く ふ う 」は 考 案 d e v i c e、
c o n t r i v a n c e、 i n v e n t i o n、 i n g e n u i t y、 の 意 味 と p l a n の 意 味 、 知
恵 r e s o u r c e s、 m e a n s の 3 つ の 意 味 が あ る 。  
 
1 4） W e l b l i o 類 語 辞 典 に よ る と 、 「 工 夫 す る 」 の 意 味 は 「 手 段 な ど
に つ い て 自 ら 案 出 す る こ と 」 と 「 創 意 工 夫 を 加 え る こ と 」 で あ っ
た 。 「 手 段 な ど に つ い て 自 ら 案 出 す る こ と 」 に つ い て は 別 の 表 現
と し て 、 「 頭 を 使 う ・ 知 恵 を 絞 る ・ 智 恵 を 絞 る ・ 上 手 い 方 法 を な
ん と か 考 え る ・ 創 意 工 夫 を 加 え る 」 が あ る 。 「 創 意 工 夫 を 加 え る
こ と 」と は 、「 創 意 を 加 え る・ア イ デ ア を 盛 り 込 む・  ア イ デ ア を
詰 め 込 む ・ ち ょ っ と し た 仕 掛 け を 加 え る ・ よ く 考 え て 設 計 す る ・
ひ ね り を 加 え る ・ 一 ひ ね り す る ・ ひ ら め き を 反 映 す る ・ 工 夫 を 凝
ら す ・ 趣 向 を 凝 ら す ・ 腐 心 す る ・ 技 巧 を 凝 ら す 」 が あ っ た 。  
 
1 5） S y n o n y m  D i c t i o n a r y の 類 語 玉 手 箱 に よ る と 工 夫 と は 、「 技 術 ・
技 能 面 な ど で の 工 夫 」「 表 現 ・ シ ョ ー な ど で の 工 夫 」「 金 銭 面 ・ 必
需 品 調 達 な ど で の 工 夫 」 に 分 類 さ れ て い た 。    
「 技 術 ・ 技 能 面 な ど で の 工 夫 」 で は 、「 着 想 ・ 思 い 付 き ・（ 昔 の
人 の ） 知 恵 ・（ 新 し い ） や り 方 ・ 新 し い 考 え ・（ 新 し い ） 試 み ・ 苦
心 の 技 ・ 試 行 錯 誤 （ に よ る ～ ）・ ア イ デ ア （ を 得 る ）・ 創 意 工 夫 ・
新 味（ を 加 え る ）・ 新 案（ 物 ）・ 発 案 ・ 新 技 術（ の 開 発 ）・ 創 造（ の
産 物 ）・新 機 軸・妙 法・（ 新 し い ）設 計・デ ザ イ ン・テ ク ニ ッ ク（ を
披 露 ）」 で あ る 。  
「 表 現 ・ シ ョ ー な ど で の 工 夫 」 で は 、「 意 匠 ・ 細 工 ・（ 面 白 い ）
仕 掛 け・演 出・趣 向（ を 凝 ら す ）・創 意（ あ ふ れ る ～ ）・（ ～ に ） “遊
び ”（ 加 え る ）・（ ～ を 喜 ば せ る ） “た く ら み ”・ “ア ド リ ブ ”・（ 和 室
の ） “し つ ら え ”・（ ～ で あ る と こ ろ が ）ミ ソ ・ 新 し い や り 方 ・ 革 新
的 手 法 ・ “機 略 ”（ に 富 む 作 品 ）・（ ～ を ） 応 用 し て ～ 」 で あ る 。  
「 金 銭 面 ・ 必 需 品 調 達 な ど で の 工 夫 」 で は 「 や り 繰 り ・ 算 段 ・
工 面 ・ 才 覚 （ を 働 か す ）・ 手 立 て （ を 考 え る ）・ 戦 略 と 戦 術 （ を 練
る ）・ “知 恵 ”（ を 絞 る ）・（ ～ の た め の ）段 取 り（ を と と の え る ）・ “手
品 ”を 使 う・ひ ね り 出 す・あ の 手 こ の 手 の（ 売 り 込 み ）」で あ っ た 。  
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２ ．  工 夫 の 類 語  
 
１ ） 大 辞 泉 に よ る と 類 語 と し て は 、「 案 出 」「 考 案 」「 創 案 」「 発 案 」
「 創 意 工 夫 」 が あ る 。  
案 出 と は 、 工 夫 し て 考 え 出 す こ と 。 発 案 。  
考 案 と は 、 工 夫 し て 考 え 出 す こ と 。 例 え ば 「 新 し い デ ザ イ ン を
考 案 す る 」 で あ る 。  
創 案 と は 、 物 事 を 最 初 に 考 え 出 す こ と 。 ま た そ の 考 え 。 例 え ば
「 当 社 が 創 案 し た 方 式 」 で あ る 。  
発 案 と は 、 ① 案 を 考 え 出 す こ と 。 あ る 案 を 最 初 に 言 い 出 す こ と
で 、「 旅 行 し よ う と 発 案 す る 」な ど で あ る 。② 議 案 を 提 出 す る こ と 。
発 案 の 類 語 と し て 提 案 、 動 議 、 提 言 、 提 起 、 発 議 、 提 議 が あ る 。  
 
２ ） 類 語 例 解 辞 典 で は 、 案 出 、 考 案 、 創 案 、 発 案 、 工 夫 の 使 い 分 け
を 次 の よ う に 説 明 し て い る 。  
( 1 )「 案 出 」は 、い ろ い ろ 考 え て 、新 た に 、あ る 内 容 の 物 を つ く り 出
す こ と  
( 2 )「 考 案 」 は 、 新 し い や り 方 や 、 品 物 な ど を 考 え 出 す こ と  
( 3 )「 創 案 」は 、そ れ ま で に な い 、独 自 性 に 富 ん だ 新 し い 物 を 考 え 出
す こ と 。 ま た 、 そ う し て 考 え 出 さ れ た 物  
( 4 )「 発 案 」 は 、 あ る 案 を 考 え 出 す こ と 。 ま た 、「 発 案 権 を 得 る 」 の
よ う に 、 議 案 を 提 出 す る こ と の 意 味 で も 用 い ら れ る  
( 5 )「 工 夫 」は 、よ い 方 法 を 見 い だ そ う と し て 、い ろ い ろ 考 え を め ぐ
ら す こ と 。 ま た 、 そ の 考 え つ い た よ い 方 法  
 
３ ）三 省 堂「 新 明 解 四 字 熟 語 辞 典 」で は 創 意 工 夫 と は 、「 今 ま で だ れ
も 思 い つ か な か っ た こ と を 考 え 出 し 、 そ れ を 行 う た め の よ い 方 策
を あ れ こ れ 考 え る こ と 。「 創 意 」は 新 し い 思 い つ き 、今 ま で 考 え 出
さ れ な か っ た 考 え 。「 工 夫 」は 物 事 を 実 行 す る た め に 、よ い 方 策 を
あ れ こ れ ひ ね り 出 す こ と 」 で あ る 。  
 
４ ）We l b l i o 英 語 類 語 辞 典 よ り 、工 夫 に 関 連 す る 類 語 と し て 、考 案 、  
発 明 、 着 想 、 構 想 、c o n c e p t i o n、e x c o g i t a t i o n、i n v e n t i o n、d e s i g n、 
i n n o v a t i o n が あ る 。  
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３ ．  工 夫 の 意 義 素  
 
１ ） N i C T 情 報 通 信 研 究 機 構 に よ る 日 本 語 Wo r d N e t 辞 書 (類 語 辞 書 )
に よ る と 、工 夫 の 用 語 の 意 義 素 は ① 頭 の 中 で 何 か を 作 り だ す こ と 、
② 考 案 す る 能 力 、③ 手 を 使 っ て 働 く 人 と い う ３ つ の 意 味 が 含 ま れ 、
類 語 と し て 考 案 ・ 発 明 ・ 着 想 ・ 構 想 が あ る 。  
 
２ ）We b l i o 類 語 辞 書 に よ る と 創 意 工 夫 は 、模 倣 に よ ら ず 単 独 で 編 み
出 し た 着 想 が 意 義 素 で 、他 の 類 語 と し て ア イ デ ア・創 意・創 造 性 ・
独 自 性 ・ 独 創 性 ・ オ リ ジ ナ リ テ ィ ・ 独 自 色 ・ 新 機 軸 ・ 発 想 ・ 独 特
さ ・ 専 売 特 許 ・ 独 特 の も の が あ る 。  
 
３ ） We l b l i o 英 語 類 語 辞 典 よ り 考 案 、 発 明 、 工 夫 、 着 想 、 構 想 ：
c o n c e p t i o n、 e x c o g i t a t i o n、 i n v e n t i o n、 d e s i g n、 i n n o v a t i o n の 意
味 は 、 t h e  c r e a t i o n  o f  s o m e t h i n g  i n  t h e  m i n d で あ る 。 そ の 上 位
語 と し て 創 造 性 、創 造 力 、ク リ エ ー テ ィ ビ テ ィ ー 、 独 創 性 が あ り 、
下 位 語 と し て 工 夫 が 位 置 付 け ら れ て い た 。  
そ れ 以 外 の 意 味 と し て 、 t h e  f a c u l t y  o f  c o n t r i v i n g、 s o m e o n e  
w h o  w o r k s  w i t h  t h e i r  h a n d s（ 人 夫 、 肉 体 労 働 者 、 土 工 、 土 方 、
労 務 者 、 役 夫 、 人 足 ） が あ る 。  
 
４ ．  工 夫 の 代 表 的 な 上 位 語 「 独 創 性 」 と 「 創 造 性 」 の 意 義 素  
 
１ ）「 独 創 性 」に 関 し て 調 べ る と 、独 創 性 と は ① 新 し く て 創 意 に 富 ん
だ 性 質 、 ② 創 造 す る 能 力 、 ③ 独 自 に 考 え 行 動 で き る 能 力 が 意 義 素
で あ る 。② の 創 造 す る 能 力 の 関 連 語 と し て 、他 に 創 造 性・創 造 力 ・
ク リ エ ー テ ィ ビ テ ィ ー が あ る 。 ③ 独 自 に 考 え 行 動 で き る 能 力 の 関
連 語 と し て 、 オ リ ジ ナ リ テ ィ ・ 創 意 ・ 独 自 性 ・ 創 見 な ど が あ る 。  
 
２ ）同 じ く 上 位 語 で あ る「 創 造 性 」に 関 し て 調 べ る と 、the ab i l i t y  
t o  c r e a t e (創 造 す る 能 力 )が 意 義 素 で 、そ の 類 語 は 創 造 力 , ク リ エ
ー テ ィ ビ テ ィ ー , 独 創 性：creati v i t y、creat i v e n e s s、 crea t i v e  
t h i n k i n g で あ る 。 そ の 上 位 語 と し て 、 才 幹 、  器 量 、  力 量 、  能
才 、 ア ビ リ テ ィ ー 、 ア ビ リ テ ィ 、 力 、 能 力 、 才 力 が あ り 、下
位 語 と し て 天 才 、 魔 法 、 イ マ ジ ネ イ シ ョ ン 、 想 像 、 空 想 、 イ
マ ジ ネ ー シ ョ ン 、 考 案 、 発 明 、 工 夫 、 着 想 、 構 想 が 位 置 付 け
ら れ て い る 。  
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３ ） 創 造 性 の 上 位 語 と な る 「 力 量 」 に 関 し て 調 べ る と 、 意 義 素 は 、
① 特 定 の 役 割 、 ② や り 遂 げ る こ と が で き る と い う 特 質 、 ③ 能 力 が
あ る 質 － 身 体 的 に 、 知 的 に 、 法 的 に  ④ や り 遂 げ た り 、 生 み 出 し
た り す る 能 力 、 ⑤ 何 か す る か 、 成 し 遂 げ る の に 要 求 さ れ る 性 質 の
所 有 、 ⑥ 知 識 を 学 ぶ か 、 保 持 す る 力 、 ⑦ 職 業 ま た は 取 引 の 技 術 、
⑧ 荷 電 が 蓄 え ら れ る 電 気 現 象 で あ っ た 。  
 
５ ．  Welbl i o 英 語 類 語 辞 典 よ り 工 夫 の 類 語 で あ る 「 考 案 」、「 案 出 」
の ２ つ の 意 義 素 の 違 い  
１ ） 発 明 ・ 工 夫 ・ 着 想 ・ 構 想 と は 、 頭 の 中 で 何 か を つ く り 出 す こ と  
２ ） 考 案 と は 心 の 中 で 考 え る 、 ま た は 形 作 る  
３ ） 捻 出 ・ 案 出 と は 試 行 錯 誤 の 後 で 思 い つ く （ 考 え 、 計 画 、 説 明 理
論 ま た は 主 義 ）  
 
６ ．  ア イ デ ア に つ い て  
 
石 井 （ 2009） は 、 ア イ デ ア を 考 え 出 す こ と は 、 「 既 存 の 要 素 を た
く さ ん 集 め 、シ ャ ッ フ ル し 、新 し い 組 み 合 わ せ を つ く る こ と で あ り 、
既 存 の 要 素 を た く さ ん 集 め る こ と と 新 し い 組 み 合 わ せ を つ く り 出 す
と い う 2 つ の 努 力 が 必 要 な こ と が わ か り ま す 」 と 述 べ て い る 。 そ の
た め に 、 １ ） 頭 の 中 に 良 質 な ア イ デ ア の 材 料 を 増 や す 方 法 、 ２ ） 思
考 の パ タ ー ン を 切 り 替 え る 方 法 、 ３ ） 創 造 的 に 頭 を 使 う 方 法 （ ブ レ
ー ン ス ト ー ミ ン グ ） 、 ４ ） 既 存 の 発 想 の 枠 を 飛 び 出 し て 、 従 来 の 延
長 線 上 に な い ア イ デ ア や 革 新 的 な ア イ デ ア を 発 案 す る 方 法 が 重 要 で
あ る 。  
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Ⅱ  他 領 域 の 工 夫 に つ い て の 使 わ れ 方  
１ ．  教 育 に お け る 工 夫  
 
１ ） 学 習 指 導 の 工 夫 と し て 、 教 材 化 の 工 夫 と 学 習 活 動 の 工 夫 、 発 表
や 表 現 活 動 の 工 夫 が あ る 。 教 材 化 の 工 夫 で は 、 生 徒 の 興 味 ・ 関 心
を 引 き 起 こ す 教 材 を 開 発 す る 。 学 習 活 動 で は 様 々 な 工 夫 が 考 え ら
れ 、 学 習 内 容 の 意 味 に 気 づ い た り 、 理 解 が 深 ま っ た り す る よ う な
工 夫 、 身 近 な 事 象 や 出 来 事 か ら 疑 問 や 問 題 意 識 を 引 き 出 す よ う な
問 い の 工 夫 で あ る 。 (金 融 広 報 中 央 委 員 会 2 0 1 2 )。  
 
２ ） 学 習 ア プ ロ ー チ (青 木 2 0 0 5 )  
  学 習 ア プ ロ ー チ の 特 徴 と し て 、E n t w i s t l e ( 1 9 9 7 )に よ る A S S I S T
の 深 層 的 ア プ ロ ー チ 、 表 層 的 ア プ ロ ー チ 、 戦 略 的 ア プ ロ ー チ に つ
い て 紹 介 さ れ 、 S t e r n b e r g ( 1 9 9 9） に よ っ て 1 3 の 思 考 ス タ イ ル が
定 義 さ れ 、 そ の 中 に ① 自 分 流 の や り 方 、 ② 規 則 に 従 い 決 め ら れ た
順 序 ・ 方 法 で 取 り 組 む 、 ③ 評 価 分 析 、 ④ 特 定 の 目 的 や ニ ー ズ に よ
り 行 動 を 起 こ す 、 ⑤ 優 先 順 位 で こ な す な ど が 述 べ ら れ て い る 。  
 
３ ） 文 科 省 ( 2 0 1 4 )の 新 学 習 指 導 要 領 ・ 生 き る 力 の 第 1 章 総 則 （ 第 1  
教 育 課 程 編 成 の 一 般 方 針 ） で は 、 学 校 の 教 育 活 動 方 針 と し て 、 各
学 校 に お い て 、 生 徒 に 生 き る 力 を は ぐ く む こ と を 目 指 し 、 創 意 工
夫 を 生 か し た 特 色 あ る 教 育 活 動 を 展 開 す る こ と を 述 べ て い る 。 そ
し て 指 導 計 画 に お け る 方 法 や 内 容 の 適 切 な 工 夫 、 創 意 工 夫 を 生 か
し た 時 間 割 の 編 成 、 生 徒 の 興 味 ・ 関 心 を 生 か し 、 自 主 的 、 自 発 的
な 学 習 が 促 さ れ る よ う 工 夫 す る こ と な ど が 説 明 さ れ て い る 。 さ ら
に 教 師 間 の 指 導 方 法 や 指 導 体 制 の 工 夫 改 善 、 地 域 と の 連 携 な ど 運
営 上 の 工 夫 な ど と し て 、 工 夫 の 用 語 が 使 用 さ れ て い る 。  
 
４ ） 音 楽 教 育 に お い て 、 小 島 （ 1 9 9 8） は 「 内 界 」 と 「 外 界 」 の 相 互
作 用 に よ っ て 「 経 験 」 を 連 続 的 に 新 し く 作 り 替 え て い く 想 像 的 思
考 を 働 か せ る こ と が 重 要 と な る と 述 べ 、兼 平（ 2 0 0 9）は 音 楽 教 育
の 内 的 思 考 か ら の ア プ ロ ー チ と は 、 子 ど も が 目 的 に 向 か う 探 求 -
選 択 -判 断 の プ ロ セ ス に 見 ら れ る 内 的 思 考 で あ り 、「『 思 考 』は イ メ
ー ジ や 感 情 、 さ ら に は 技 術 と も 結 び つ い て 追 求 過 程 に 働 く も の と
さ れ て い る 」「 音 楽 づ く り で の 探 求 -選 択 -判 断 の 過 程 に 働 く も の を
『 音 楽 的 思 考 』と し て い る 」と 述 べ 、「 音 楽 を『 つ く る 』活 動 に よ
る ア プ ロ ー チ は 、 子 ど も の 内 的 思 考 を み る と こ ろ か ら 考 え ら れ た
も の で あ る と い え る 。 そ し て 、 そ れ は 問 題 解 決 過 程 と し て 捉 え ら
れ た 」 と 説 明 し て い る 。  
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  質 の 高 い 看 護 実 践 に 向 か う 探 求 -選 択 -判 断 の た め に は 、 や は り
看 護 を ｢つ く る ｣活 動 の ア プ ロ ー チ は 、 看 護 師 の 内 的 思 考 を み る と
こ ろ か ら 介 入 し 、 そ の 追 求 過 程 が 看 護 管 理 の 問 題 解 決 過 程 と 捉 え
る こ と が で き る の で は な い か 。 看 護 実 践 の 中 で は 「 内 界 」 は 看 護
師 の 感 性 や 思 考 で あ り 、「 外 界 」は 患 者 サ ー ビ ス で あ る 。こ の「 内
界 」 と 「 外 界 」 を 経 験 の 連 続 性 に お い て 想 像 的 思 考 を 働 か せ る こ
と が 、 看 護 管 理 の 工 夫 を 見 い 出 し て い く の で は な い か と 考 え る 。   
兼 平 （ 2 0 0 9） は 「『 内 界 』 を 形 成 す る に は 『 外 界 』 と の か か わ
り が 不 可 欠 で あ る 」 と 述 べ 、 経 験 を 基 盤 と し 内 的 思 考 を 働 か せ 活
動 す る 思 考 の 全 体 性 を 論 じ て い る 。 デ ィ ー イ は 「 目 的 か ら 離 れ た
孤 立 的 動 作 は 、 結 局 、 機 械 的 に な ら ざ る を 得 な い 」 と い う 危 険 性
を は ら む も の と 述 べ て い る 。  
新 山 王 （ 2 0 1 3 )は 、「 音 楽 の 諸 要 素 を 学 ぶ に は 、 そ れ 以 前 に 音 楽
の 諸 要 素 へ 十 分 浸 ら せ 無 意 識 下 で 音 を 知 覚 さ せ 反 応 さ せ る 様 々 な
原 体 験 や 前 体 験 が 行 わ れ て い な け れ ば な ら な い 」 と 体 験 す る こ と
を 述 べ 、 芽 生 え た 知 覚 力 を 手 が か り と し て 、 諸 要 素 に 気 づ か せ 、
感 じ 取 ら せ て 意 識 さ せ る プ ロ セ ス 、 つ ま り 諸 要 素 を 結 び つ け て そ
の 良 さ や 働 き を 自 覚 さ せ る 再 構 成 を 活 動 の 基 盤 と 指 定 し て い る 。
そ の 4 つ の 段 階 と し て ( 1 )要 素 に 気 づ き 、感 じ 取 り 、意 識 す る 段 階 、
( 2 )そ の 良 さ や 働 き を 自 覚 し 、そ れ を 生 か し た り 際 立 た せ た り す る
段 階 、( 3 )要 素 同 士 の 係 わ り や 組 み 合 わ せ に よ っ て 生 ま れ る 効 果 や
働 き 、 要 素 の 組 み 合 わ せ で 形 づ く ら れ る 音 楽 の 仕 組 み を 考 え る 段
階 （ 全 体 の 中 で 要 素 の 働 き や 良 さ を 考 え 、 包 括 的 に 捉 え て 再 構 成
す る 力 ）（ 4） 気 付 き 感 じ た こ と を 自 ら の 演 奏 へ 結 び つ け る 段 階 を
述 べ 、 音 や 音 楽 の 正 体 や 仕 組 み を 知 っ て い て そ れ を 自 在 に 使 い こ
な せ る 技 術 を 持 っ て い る こ と と 、 自 ら の 思 い や 意 図 を 具 現 化 す る
た め に 演 奏 上 の 工 夫 を 試 行 錯 誤 す る 重 要 性 を 述 べ て い る 。  
ま た 、 工 夫 す る に は 素 材 や た く わ え な ど 今 ま で の 経 験 や 知 識 が
充 実 し て い る こ と が 、 よ り 洗 練 さ れ た 工 夫 を 導 く こ と も 示 し 、 さ
ら に ア イ デ ア の あ る 音 と は ( 1 )音 楽 表 現 上 の 思 い と 意 図 を 持 っ て
出 す 音 、 ( 2 )演 奏 者 全 員 で 共 有 し よ う と す る 音 、 ( 3 )メ ッ セ ー ジ を
伝 え よ う と す る 音 の 3 つ の 特 徴 を 持 ち 、諸 要 素 の 組 み 合 わ せ の 工
夫 に よ っ て 音 楽 が 創 り 出 さ れ る も の で あ る と 論 じ 、 そ の 際 に 必 要
な の が 、 諸 要 素 に 気 づ き そ れ を 聴 き 取 る 感 覚 (知 覚 )と 分 析 思 考 、
こ れ を 支 え る 諸 要 素 に 関 す る 知 識 と 音 楽 の 要 素 の 組 み 合 わ せ や 操
作 を 工 夫 す る 技 術 で あ る と 説 明 し て い る 。  
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５ ） 大 学 に お け る 講 義 の 構 想  
青 山 ( 2 0 1 0 )は 創 意 工 夫 に つ い て 、「 ア イ デ ア が あ ら ゆ る 活 動 の 基
盤 と な り 、 教 師 が 学 問 を 「 生 み 出 す 力 」「 活 用 す る 力 」「 思 考 す る
力 」「 表 現 す る 力 」な ど の 力 量 を 身 に 付 け て は じ め て 創 意 工 夫 が 可
能 に な り 、 子 供 が 主 体 的 に 学 べ る よ う な 授 業 が 展 開 で き る よ う に
な る 」 と 考 え て い る 。  
 
６ ） 経 験 学 習   
Davi d  K o l b (1 9 8 1 )は 米 国 ク リ ー ブ ラ ン ド に あ る ケ ー ス ・ ウ ェ
ス タ ン ・ リ ザ ー ブ 大 学 の 組 織 行 動 の 教 授 で あ り 、 経 験 学 習 を 理 論
化 し て い る 。Kolb の 学 習 ス タ イ ル 理 論 に よ る と 、学 習 は 相 反 す る
外 界 と の 接 触 の 仕 方（ 能 動 的 － 熟 考 的 、具 体 的 -抽 象 的 ）の 格 闘 の
過 程 で あ り 、学 習 ス タ イ ル と は こ の 外 界 と の 接 触 の 好 み で あ る が 、
時 と 状 況 に 応 じ て 変 化 す る も の と 述 べ て い る 。 彼 は 学 習 を 「 学 習
と は 経 験 の 変 換 に よ っ て 、 知 識 が 形 成 さ れ る 過 程 で あ る 」 と 定 義
し て い る 。  
 
７ ） ふ り か え り 学 習  
M o o n (2 0 0 4)は 、学 習 や 体 験 、ふ り か え り を 扱 っ た さ ま ざ ま な 研
究 を 網 羅 的 に ま と め 、 日 常 的 、 あ る い は 教 育 の 文 脈 で 「 ふ り か え
り 」 の 場 面 ご と に 見 方 を 3 つ 提 示 し て い る 。 そ の 中 に は 、 成 果 に
着 目 し た 「 ふ り か え り 」 の 見 方 が あ り 、 得 ら れ る 成 果 と し て 再 検
討 の プ ロ セ ス や 能 力 開 発 、 エ ン パ ワ メ ン ト 、 ア イ デ ア な ど が 挙 げ
ら れ て い る 。  
 
２ ．  経 営 に お け る 工 夫  
 
１ ） 松 村 (2 0 0 7 )は 、 経 営 の 考 え 方 に 関 し て 、 「 ス タ ッ フ に 権 限 を 与 え
る こ と で 人 気 商 品 や 顧 客 満 足 に つ な が っ て い る 例 は 、 菓 子 屋 の た ね
や 、 リ ッ ツ カ ー ル ト ン ホ テ ル 、 ANA な ど 、 他 に も 身 の 周 り に た く さ
ん あ り ま す 。 ス タ ッ フ は 権 限 を 与 え ら れ る こ と で 、 仕 事 へ の 満 足 度
が 上 が り 、 商 品 や サ ー ビ ス に 反 映 さ れ 、 顧 客 満 足 に も つ な が っ て い
る の で す 。 顧 客 満 足 、 病 院 で い え ば 患 者 さ ん の 満 足 度 は 、 ス タ ッ フ
の 満 足 あ っ て こ そ 高 く な る の で す 」 「 経 営 的 な 考 え 方 と は 、 『 自 分
以 外 の 人 の 人 生 を 、よ り 良 い も の に す る こ と に 貢 献 す る こ と 』で す 。
利 益 を 求 め る こ と で は あ り ま せ ん 」 「 利 益 を 上 げ る た め に は 、 『 収
入 を 増 や す 』 こ と が 重 要 な の で す 。 そ の た め に は 、 多 く の 患 者 さ ん
が 来 院 さ れ る よ う 、 病 院 の 質 を 上 げ る し か あ り ま せ ん 。 そ の 質 を い
か に 上 げ る か が 、 経 営 の 仕 事 で す 」 と 述 べ て い る 。  
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２ ）財 部 (2 0 1 0)は 、不 況 に 勝 つ 経 営 の 条 件 と し て「 魅 力 的 な 商 品 を
つ く り 、 消 費 者 に 強 く 訴 求 す る 販 路 を 開 く た め に 、 必 要 な す べ て
の 創 意 工 夫 を や り 続 け る 。 そ の プ ロ セ ス は 一 勝 九 敗 な の だ と 覚 悟
す る こ と 。 そ れ が 不 況 に 勝 つ 条 件 だ 」 と 述 べ 、 成 功 す る ま で に 、
意 思 決 定 し チ ャ レ ン ジ し 続 け る ま で の 工 夫 や ネ ッ ト ワ ー ク を つ く
り 販 路 開 拓 す る プ ロ セ ス の 工 夫 を 述 べ て い る 。  
 
３ ．  生 活 に お け る 工 夫  
 
知 恵 に は 、 昔 な が ら (原 点 )の 知 恵 と 共 に 、 生 活 実 情 に 合 わ せ た 新
た に 生 み 出 さ れ た 知 恵 や 工 夫 が あ る 。 こ う し た 「 知 恵 」 や 「 工 夫 」
か ら は 学 ぶ こ と が 多 く 、 伝 統 文 化 を 継 承 す る 意 味 で 大 切 な こ と で あ
る 。 さ ら に 、 自 ら 失 敗 し な が ら も 探 究 心 を 持 っ て 経 験 を 積 む 中 で 、
新 た な 工 夫 を 生 み 出 す こ と が で き る 。 主 体 的 な こ う し た 姿 勢 は 、 積
極 的 に 後 世 に 伝 統 文 化 を 伝 え て い く 姿 勢 に 繋 が る で あ ろ う ( 小 林
2 0 0 5 )。  
 
４ ．  仕 事 に お け る 工 夫  
 
１ ） 塚 本 ( 2 0 1 0 )は 、 工 夫 と は 創 造 的 な 営 み で 、 精 神 療 法 に お け る 工
夫 が い く つ か の 次 元 に 分 け ら れ る こ と や 複 数 の 次 元 を 通 し て 工 夫
す る こ と の 重 要 性 を 指 摘 し て い る 。     
そ の 精 神 療 法 の 工 夫 の 諸 相 と し て ( 1 )治 療 の プ ロ セ ス そ の も の
を 支 え る 工 夫 、 ( 2 )コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン を 支 え る 工 夫 、 ( 3 )治 療 者
の 働 き か け の 中 身 の 工 夫 が あ る と 述 べ て い る 。 こ の ３ 種 類 の 工 夫
に は 、 時 限 の 違 い が あ る こ と 。 そ し て あ る 次 元 と 別 の 次 元 は 無 関
係 で は な い か ら 、 い く つ か の 次 元 を 行 き 来 し な が ら 患 者 の た め の
工 夫 を 行 っ て い く こ と と 述 べ て い る 。  
ま た 日 曜 大 工 や 釣 竿 の 手 入 れ は 趣 味 や 道 楽 の 工 夫 で あ り 、 仕 事
に お け る 工 夫 と は 、“ 普 通 の や り か た ”を 潔 し と し な い 人 の 創 造 的
挑 戦 で あ る と 述 べ 、 条 件 が 厳 し く な っ た り 、 知 識 ・ 経 験 ・ 心 の 余
裕 な ど も 求 め ら れ る と 説 明 し て い る 。  
 
２ ）「 農 林 水 産 業 の 現 場 に お い て は 、優 れ た 従 事 者 に よ る 工 夫 が 日 々
積 み 重 ね ら れ て い る 。 現 場 で の 工 夫 の 塊 が 『 技 能 』 と い う こ と に
な ろ う 。 本 来 は 優 れ た 技 能 者 の 下 で の 長 年 に わ た る 『 修 行 』 に よ
り 『 体 得 』 す る も の で あ る 」 と 述 べ 、 工 夫 の ア ウ ト カ ム は 技 能 で
あ り 、 体 得 す る も の と 解 釈 で き る 。 そ し て 「 現 在 用 い ら れ て い る
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重 要 な 技 術 の 多 く は 現 場 で の 小 さ な 発 見 、 工 夫 や 現 場 に 伝 わ る 技
能 の 科 学 的 解 明 と 体 系 化 に よ っ て 確 立 さ れ た 」と 述 べ て い る (松 里
2 0 0 8 )。  
 
３ ） 原 ( 2 0 0 9） は 、 仕 事 の 内 容 を 分 析 し て 、 工 夫 す る こ と で 効 果 や
効 率 を ア ッ プ さ せ る こ と を 述 べ て い る 。 具 体 的 に は 共 有 し た い 情
報 の ス タ ッ フ へ の 周 知 徹 底 の 工 夫 、 会 議 の 工 夫 、 仕 事 の 優 先 順 位
の 工 夫 で あ る 。 優 先 順 位 の 工 夫 の た め に 仕 事 の 「 緊 急 度 」 と 「 重
要 度 」の 分 類 や 毎 日 の 仕 事 と 降 っ て く る 仕 事 ( a ア ク シ デ ン ト 対 応 、
b ク レ ー ム 対 応 、c 急 な ス タ ッ フ の 休 み へ の 勤 務 調 整 、d 緊 急 入 院
の ベ ッ ド 調 整 )の タ イ ム マ ネ ジ メ ン ト を 行 う こ と を 述 べ て い る 。  
 
４ ） 説 明 の 工 夫  
難 解 な 医 学 用 語 を 患 者 家 族 に 分 か り や す く 説 明 す る 工 夫 (吉 岡 、
有 満 2 0 0 9 )が 、 患 者 と 医 療 者 の 情 報 の 共 有 、 合 意 の 形 成 、 患 者 参
加 型 意 思 決 定 に 役 立 て て も ら う こ と を 狙 い と し て 提 案 さ れ た 。 そ
の 医 療 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン へ の 期 待 と し て 、 一 つ 目 は 必 要 な 情 報
が 適 切 に 伝 わ る よ う 、 非 専 門 家 で あ る 患 者 ・ 家 族 に 配 慮 し て 分 か
り や す く 噛 み 砕 い た 説 明 の 工 夫 。 二 つ 目 は 患 者 が 医 療 者 と ラ ポ ー
ル に 基 づ く 信 頼 関 係 を 築 き 、 協 力 し て 対 処 行 動 が で き る よ う な コ
ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン の 工 夫 で あ る 。  
 
５ ．  I d e a  G e n e r a t i o n  
 
Va n  G u n d y ( 1 9 8 8） ら は 、 基 本 的 な 問 題 解 決 の 道 筋 の 中 で ア イ デ
ア が 生 成 さ れ る プ ロ セ ス を 説 明 し て い る 。 ま ず 問 題 の 分 析 と 再 評 価
を お こ な い 、 次 に あ ら ゆ る ア イ デ ア を 考 え 、 さ ら に そ の ア イ デ ア の
評 価 と 選 択 を 行 い 実 行 す る テ ク ニ ッ ク を 紹 介 し て い る 。  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図 １ B a s i c  p r o b l e m - s o l v i n g  f u n n e l s   
I d e a  
G e n e r a t i o n  
 
I d e a  E v a l u a t i o n  
a n d  S e l e c t i o n  
 
P r o b l e m  A n a l y s i s  
a n d  R e d e f i n i t i o n  
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Ⅲ  一 般 的 な 工 夫 の 概 念 の 意 味  
１ ．  辞 書 と 他 分 野 の 文 献 か ら  
「 工 夫 」の 意 味 に つ い て 辞 書 類 や 他 分 野 の 文 献 か ら 把 握 し た 。「 工
夫 」 の 意 味 と し て は 頭 の 中 で い ろ い ろ 考 え て 良 い 方 法 を 得 よ う と す
る こ と 。ま た 考 え つ い た 方 法 で あ り 、「 考 案 」と「 案 出 」の 要 素 で 構
成 さ れ て い た 。「 考 案 」 と は 心 の 中 で 考 え た り 、 ま た は 形 作 る こ と
で あ り 、「 案 出 」 と は 試 行 錯 誤 の 後 で 思 い つ く 考 え 、 計 画 、 説 明 理
論 や 主 義 で あ っ た 。  
考 案 と 案 出 の 用 語 は 重 複 し て い る 部 分 も あ る が 、 考 案 が 心 の 中 で
方 法 や 手 段 を 探 求 す る 思 考 が 主 で あ り 、案 出 は 探 求 し た 考 え を 選 択 、
判 断 し 試 行 錯 誤 の 後 の 結 果 で あ る と 捉 え た 。 工 夫 に 先 行 し て 生 じ る
要 件 は 「 素 材 」 や 「 た く わ え 」、「 定 規 」 を 多 く 持 っ て い る (新 山 王
2 0 1 3)。      
工 夫 に よ っ て も た ら さ れ る ア ウ ト カ ム は 、 工 夫 が 蓄 積 さ れ る こ と
に よ り 上 位 概 念 で あ る 「 力 量 」 を 得 る こ と で あ り 、 そ の 力 量 の 中 身
は「 生 み 出 す 力 」「 活 用 す る 力 」「 思 考 す る 力 」「 表 現 す る 力 」で あ っ
た (青 山 2 0 1 0）。  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図 2  辞 書 、 他 分 野 文 献 に よ る 工 夫 の 概 念 の 検 討   
 
 
 
考 案（ 心 の 中 で 考 え る 、ま た は 形 作 る ） 
・ 諸 要 素 を 知 覚 （ 気 づ く 、 意 識 す る ） 
・諸 要 素 を 活 用（ 比 較 、良 さ を 活 か す 、
組 み 合 せ る 、 打 ち 合 わ せ 、 段 取 り ）  
・ 仕 組 み を 考 え る  
 
 
 
何 か の 形 を 案 出（ 試 行 錯 誤 の 後 で 思 い
つ く 考 え 、計 画 、説 明 理 論 ま た は 主 義 ） 
・ ル ー ル や 制 約 を 使 い こ な し 、 色 々  
試 し て み る こ と に よ り 、 新 た に 自 分  
の 方 法 や 仕 方 を 作 り だ す  
・ 自 ら の 考 え を 具 現 化 す る 、 再 構 成  
す る   
工 夫  
（ 頭 の 中 で い ろ い ろ 考 え て 良 い 方 法 を 得
よ う と す る こ と 、 ま た 考 え つ い た 方 法 ）  
 
工 夫 が 蓄 積 さ れ
力 量 と な る  
「 生 み 出 す 力 」  
「 活 用 す る 力 」  
「 思 考 す る 力 」  
「 表 現 す る 力 」  
ア ウ ト カ ム  
 
・「 素 材 」 や
「 た く わ
え 」、「 定 規 」
を 多 く 持 っ
て い る  
先 行 要 件  
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集 合 的 行 動 で  
目 的 を 実 行 す る  
共 有 さ れ た 認 識 で  
共 通 の 意 志 を 見 出 す
  
目 的  
２ ．  U 理 論 の 考 え 方 か ら （ 経 営 領 域 の 理 論 ）  
 U 理 論 は マ サ チ ュ ー セ ッ ツ 工 科 大 学 の C .オ ッ ト ー ・ シ ャ ー マ ー
( 2 0 1 2 )が 提 唱 し た 学 習 理 論 で 、 戦 略 、 知 、 イ ノ ベ ー シ ョ ン 、 リ ー ダ
ー シ ッ プ の 分 野 の 洞 察 を も と に し て 作 ら れ 、 新 し い 社 会 的 な 場 理 論
（ U 理 論 ） と 新 し い 社 会 テ ク ノ ロ ジ ー （ プ レ ゼ ン シ ン グ ） の 2 つ か
ら 成 り 立 っ て い る 。 プ レ ゼ ン シ ン グ の 2 4 の 原 則 が 互 い に 密 接 に 関
連 し あ っ て 一 つ の 集 合 体 と し て 機 能 し て い る 。こ れ は U の 課 程 に あ
わ せ た 5 つ の 運 動 と し て も 表 現 で き る と 説 明 し て い る 。そ の 5 つ と
は 「 1． 共 始 動 」「 2． 共 感 知 」「 3． 共 プ レ ゼ ン シ ン グ 」「 4． 共 創 造 」
「 5． 共 進 化 」 で あ る 。  
シ ャ ー マ ー は 組 織 の 変 化 の 階 層 を 、 2 つ の 次 元 で 説 明 し 、 そ の 一
つ は 、 水 平 方 向 に 展 開 す る 認 識 と 行 動 で 、 深 く 結 合 し 感 じ る 段 階 か
ら 物 事 を 具 現 化 し 実 行 す る 段 階 へ の 移 行 で あ る 。 そ の 深 く 結 合 し 感
じ る 段 階 が 共 有 さ れ た 認 識 で 共 通 の 意 識 を 見 い 出 す 部 分 で あ り 、「 1．
共 始 動 」 と 「 2． 共 感 知 」 で あ る 。 も う 一 つ は 垂 直 方 向 の 展 開 で 、
さ ま ざ ま な 変 化 が レ ベ ル ご と に 示 さ れ 、 変 化 の 段 階 と し て 最 も 軽 い
も の が「 反 応 」で 、「 再 構 造 化 」「 再 設 計 」「 枠 組 み の 再 構 成 」は 構 造
や 設 計 、 構 成 を 再 度 振 り 返 り 、 も う 一 度 実 践 し 、 最 終 的 に は 「 再 生
成 」 の レ ベ ル に 到 達 す る 変 化 で あ る 。 こ の 部 分 が 「 3． 共 プ レ ゼ ン
シ ン グ 」 で あ る 。 さ ら に 新 た な 創 造 が 「 思 考 と 原 則 」 か ら 「 行 動 と
プ ロ セ ス 」 さ ら に 「 構 造 と 実 践 」 に 到 達 し 、 こ の 部 分 が 「 4． 共 創
造 」 と 「 5． 共 進 化 」 で あ る 。 こ の 概 念 を 「 U プ ロ セ ス 」 と 呼 ん で
い る (図 3 )。  
つ ま り 人 間 の 認 識 と 行 動 は 水 平 方 向 の 「 反 応 」 と い う 段 階 か ら 、
U の カ ー ブ の 深 さ に 違 い が あ る 段 階 が 存 在 し 、 浅 い カ ー ブ か ら 、 深
い カ ー ブ で 認 識 と 行 動 が 結 び つ い て い る 。 こ の カ ー ブ の 程 度 が 工 夫
の 階 層 で は な い か と 仮 定 で き る 。そ こ で こ の U 理 論 の 組 織 管 理 に お
け る 変 化 の 階 層 を 理 論 的 基 盤 と し て 工 夫 を 考 え る こ と に し た 。  
 
図 3  変 化 の 5 つ の レ ベ ル   
 
議 題      １  反 応           解 決 策  
フ ォ ー カ ス    ２ 再 構 造 化      新 た な 構 造 と 実 践 を 創 造 す る  
広 げ る      ３ 再 設 計       新 た な 行 動 と プ ロ セ ス を 創 造 す る  
掘 り 下 げ る    ４ 枠 組 み の 再 構 成   新 た な 思 考 と 原 則 を 創 造 す る  
        ５  再 生 成       
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シ ャ ー マ ー は 「 マ ネ ジ ャ ー の 仕 事 は 行 動 を 促 進 し 、 結 果 を 生 み 出
す こ と に 尽 き る 。 そ の た め に は 目 標 、 戦 略 、 パ ー ソ ナ リ テ ィ 、 プ ロ
セ ス を 統 合 し な け れ ば な ら な い 。 こ の 数 十 年 で 、 仕 事 に 対 す る ア プ
ロ ー チ は 2 度 、 大 き く 変 化 し た 。 最 初 『 何 を 』 か ら 『 ど の よ う に 』
へ と 関 心 が 移 行 し た こ と だ っ た 。 次 に 『 ど の よ う に 』 か ら 『 ど こ か
ら 』 と い う 変 化 が お き た 。 プ ロ セ ス か ら マ ネ ジ ャ ー や シ ス テ ム が ど
う い う と こ ろ か ら 行 動 を 起 こ す の か と い う 内 面 の 場 へ と 関 心 が 移 っ
て い っ た の だ 」 と 述 べ て い る 。  
ま た シ ャ ー マ ー は 、2 0 世 紀 の シ ス テ ム 論 を 存 在 論 的 見 地 と 認 識 論
的 見 地 か ら 、 す べ て の 知 は 状 況 の 中 に 置 か れ 根 ざ し て い る 事 実 を 図
4 の よ う に 説 明 し て い る 。「 認 識 」は 形 に な っ て い な い 暗 黙 知 の 部 分
で あ り 、 状 況 的 行 為 や 新 し い 主 流 は 状 況 の 中 に 置 か れ て い る 内 的 思
考 で あ る 。 そ れ に 対 し 「 存 在 」 は 形 に な り 出 現 し て 外 に 見 え る 形 式
知 の 部 分 と 解 釈 し た 。さ ら に 認 識 と 行 動 の 結 合 の し か た に よ り 3 つ
の タ イ プ が あ る こ と が わ か っ た (図 5 )。 そ れ を U 理 論 に 当 て は め る
と U の カ ー ブ が 工 夫 で あ り 、そ の 深 さ に よ り 考 案 や 案 出 に 違 い が あ
り 、 既 存 の 考 え や 方 法 か ら 創 意 工 夫 ま で 階 層 が あ る と 仮 定 し た (図
6 )。  
 
図 4  2 0 世 紀 の シ ス テ ム 理 論 ― 存 在 論 的 見 地 と 認 識 論 的 見 地 ―  
 
 
 
 
 形 式 知  
状 況 か ら 独 立  
暗 黙 知  
状 況 の 中 に 置 か れ
て い る  
根 源 知  
具 現 化 さ れ て
い な い  
単 純 な シ ス テ
ム  
「 古 い 主 流 」： 従
来 の シ ス テ ム 理
論  
状 況 的 行 為 ： す べ て
の 知 は あ る 状 況（ コ
ン テ ク ス ト ）で 発 生
す る  
 
 
知 の 源  
自 己 創 出 的 シ ス テ ム 非 線 形 、 動 的 シ ス
テ ム 理 論 ： 出 現 の
現 象 を 説 明  
「 新 し い 主 流 」： 出
現 と 状 況（ コ ン テ ク
ス ト ）に お か れ て い
る こ と の 両 方 を 説
明  
自 己 超 越 的 シ ス テ ム         出 現 の 源  
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状 況  行 動  
反 応  
 
 
 
 
 
 
 
 
図 5  2 0 世 紀 の シ ス テ ム 理 論 3 つ の タ イ プ   
 
 
 
 
 
 
図 6  U カ ー ブ の 工 夫 の 深 さ  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
状 況 に 関 係 な く 新 し く 考 え た 方 法  
 
あ る 状 況 の 中 に 置 か れ た と き に 得 ら れ た 考 え  
 
あ る 状 況 の 中 に 置 か れ た と き に 新 し く 考 え た 方 法  
タ イ プ 1： あ る 状 況 の 中 に  
置 か れ た と き に 得 ら れ た 考 え  タ イ プ 3： あ る 状 況 の 中
に 置 か れ た と き に 新 し
く 考 え た 方 法  
 タ イ プ 2：状 況 に 関 係 な く  
新 し く 考 え た 方 法  
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Ⅳ  看 護 管 理 の 動 向  
１ ． 鶴 田 ( 2 0 0 9 )は 、 「 日 本 の 看 護 は 、 今 、 ま さ に 2 1 世 紀 の 看 護 制
度 を 自 ら で 再 考 す る 機 会 に 遭 遇 し て い る 。 看 護 基 礎 教 育 の 大 学 化
は 、 看 護 の 生 涯 教 育 を も 著 し く 進 展 さ せ 、 認 定 登 録 者 数 を 爆 発 的
に 増 加 さ せ て い る 。 看 護 の 各 分 野 の 学 会 の 会 員 数 や 研 究 発 表 か ら
も 、 学 術 的 な 進 歩 は 著 し く 、 看 護 の 専 門 性 は 着 実 に 向 上 し て き て
い る 」 と 看 護 実 践 が 進 化 し て い る こ と に つ い て 述 べ て い る 。  
 
２ ．手 島 ( 2 0 1 3 )は 日 本 に お け る 看 護 の 動 向 に つ い て 、「 近 年 の 日 本 に
お け る 看 護 を め ぐ る 課 題 は 、 国 内 の 経 済 状 況 や 少 子 高 齢 化 問 題 、
国 際 化 等 の 国 内 状 況 を 背 景 と し た 医 療 経 済 、 消 費 者 意 識 、 看 護 職
教 育 な ど 多 岐 に わ た り 、 ど れ ひ と つ と し て 簡 単 に 解 決 策 が 見 つ か
る も の は な い 。 複 雑 で 困 難 な 状 況 で あ る が 、 手 を こ ま ね い て い て
は い ら れ な い 。 看 護 管 理 者 や 看 護 教 育 者 た ち は 長 年 に わ た り 、 看
護 職 の た め の 教 育 や 制 度 を さ ま ざ ま に 検 討 、 改 正 を 重 ね 、 よ り よ
く な っ て き て い る に は 違 い な い 。 そ れ ら の 中 に あ っ て 近 年 で は 、
1 9 9 2 (平 成 4 )年 に 施 行 さ れ た 「 看 護 婦 等 の 人 材 確 保 の 促 進 に 関 す
る 法 律（ 人 確 法 ）」は 、看 護 界 に そ れ ま で に な い 大 き な 変 化 を も た
ら し た と い っ て も よ い 」「 こ の 人 確 法 の 施 行 が 契 機 と な り 、量 的 な
看 護 職 確 保 の た め の さ ま ざ ま な 事 業 や 政 策 が 行 わ れ た が 、 特 に 看
護 教 育 に 大 学 教 育 の 量 的 な 増 加 が も た ら さ れ た こ と は 大 き い 。 看
護 の 大 学 化 が 進 め ら れ た こ と に よ り 、 看 護 は 、 ひ と つ の 学 問 領 域
と し て の 地 位 を 明 確 に で き た ば か り で な く 、 専 門 職 と し て の 独 自
の 領 域 で あ る こ と を 社 会 に 知 ら し め る 契 機 と な っ た 。 看 護 師 学 士
課 程 を 有 す る 大 学 は 2 0 0 校 以 上 と な り 国 家 試 験 受 験 者 の 4 分 の 1
を 占 め る ま で に な っ て き て い る 。 さ ら に 修 士 課 程 、 博 士 課 程 も 毎
年 新 し く 開 設 さ れ 増 加 し て い る 。」  
 
３ ．こ れ か ら の 看 護 管 理 の 展 望 に つ い て 、「 看 護 職 を と り ま く 立 法 、行
政 、 教 育 、 ま た 臨 床 現 場 は こ れ ま で に な い 様 変 わ り を 見 せ て い る 。
ま た 個 人 や 一 施 設 、 国 内 に と ど ま ら ず 海 外 と の さ ま ざ ま な 状 況 が 看
護 に 影 響 を 及 ぼ し て い る 。 看 護 管 理 者 は 、 常 に 変 革 の 時 代 に あ っ て
そ の 変 革 の 波 に う ま く 乗 り な が ら 自 分 た ち の 足 場 を 固 め 、 ス タ ッ フ
の 働 く 現 場 を 守 り 、 よ り よ い 環 境 へ と 変 化 さ せ 、 ま た 成 果 の あ る ケ
ア を 提 供 し 続 け る 責 務 を 負 っ て い る 」 と 述 べ て い る (手 島 2 0 1 3 )。  
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Ⅴ  看 護 管 理 の 概 念  
１ ． 看 護 管 理 の 定 義  
 
１ ）ギ リ ー ズ (D.A . G i l l i e s  1 9 8 6 年 )は 、「 看 護 管 理 と は 、患 者 に ケ ア 、
治 療 、 そ し て 安 楽 を 与 え る た め の 看 護 ス タ ッ フ メ ン バ ー に よ る 仕 事
の 過 程 と 定 義 し て い る 。 看 護 管 理 者 に は 、 目 的 の 成 果 達 成 を 効 率 的
か つ 効 果 的 に 果 た す こ と が 求 め ら れ る 。 つ ま り 最 も 有 効 な ケ ア を 提
供 す る に は 、計 画 し 、組 織 化 し 、指 示 を 与 え 、そ し て 使 え る 資 源 (人
的 、物 的 、財 政 的 )を 統 制 す る こ と で あ る 」と し 、看 護 管 理 過 程 と 看
護 過 程 の 類 似 性 を 説 明 し て い る (井 部 2 0 1 3 )。  
 
２ ） 日 本 看 護 協 会 の 『 看 護 業 務 指 針  197 3 年 』 で は 、「 臨 床 に お け る
看 護 管 理 と は 、 患 者 や 家 族 に 、 看 護 ケ ア 、 治 療 へ の 助 力 、 安 楽 を 与
え る た め に 看 護 職 員 が 行 う 仕 事 の 過 程 で あ る 。 看 護 管 理 者 は 最 良 の
看 護 を 患 者 や 家 族 に 提 供 す る た め に 、 計 画 し 、 組 織 化 し 、 指 示 し 、
調 整 し 、統 制 を 行 う 」と 定 義 し た 。こ れ に は 、「 ケ ア の マ ネ ジ メ ン ト 」
と「 看 護 サ ー ビ ス の マ ネ ジ メ ン ト 」が 含 ま れ る 。木 村 は 、「 看 護 の 目
的 と そ れ を 達 成 す る た め の 管 理 プ ロ セ ス を マ ネ ジ メ ン ト の 機 能 に 合
わ せ て み る と 、 ① 計 画 立 案 ： 意 思 決 定 ス テ ッ プ ま で を 設 定 、 ② 組 織
化 ： 計 画 遂 行 の た め に 、 資 源 を ど の よ う に 配 置 し 、 責 任 や 権 限 を ど
の よ う に 配 分 す る の か 、 目 標 達 成 の た め に 有 効 で 効 果 的 な 組 織 を 編
成 す る こ と 、 ③ 動 機 づ け ： そ の 組 織 の 中 で 働 く 人 々 の 意 欲 向 上 の た
め に 行 な わ れ る も の で あ り 、 仕 事 の 成 果 を 最 大 限 に 引 き 出 す た め の
働 き か け を 行 う こ と 、 ④ 指 示 ・ 統 制 ： 設 定 し た 計 画 の 進 捗 や 組 織 を
効 果 的 に 機 能 さ せ る た め に 、 適 宜 調 整 を 図 る こ と 、 ⑤ 調 整 ： す べ て
の 機 能 間 の か か わ り と し て 機 能 す る こ と 」 と 述 べ て い る 。  
こ の 組 み 合 わ せ は 、 ① 計 画 立 案 → ② 組 織 化 → ③ 動 機 づ け → ④ 指
示 ・ 統 制 → ① 計 画 立 案 と い う サ イ ク ル と し て の 機 能 と そ の 関 連 あ る
行 動 過 程 の し く み 、つ ま り マ ネ ジ メ ン ト・シ ス テ ム に な る 。そ し て 、
マ ネ ジ メ ン ト ・ シ ス テ ム を 機 能 さ せ つ づ け る に は リ ー ダ ー シ ッ プ が
重 要 と な る 。 管 理 者 の リ ー ダ ー シ ッ プ は 、 マ ネ ジ メ ン ト の そ れ ぞ れ
の 主 要 な 機 能 に 働 き か け 、 マ ネ ジ メ ン ト ・ シ ス テ ム の 効 果 を よ り 大
き な も の に す る の で あ る (井 部 2 0 1 3 )」  
 
３ ）村 上 は 、「 管 理 と は 、組 織 目 的 を 効 果 的・効 率 的 に 達 成 す る た め
の す べ て の 活 動 で あ る 。 そ の 活 動 に は 、 限 ら れ た ヒ ト ・ モ ノ ・ カ
ネ ・ 情 報 な ど の 資 源 の 配 分 と 活 用 を 図 る よ う に 計 画 、 組 織 化 、 指
揮 、 統 制 と い っ た 一 連 の プ ロ セ ス (過 程 )が あ る 。 こ の プ ロ セ ス の
そ れ ぞ れ に お い て 、常 に 現 状 を 分 析 し 、確 認 し 、改 善 し 、計 画 し 、
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実 行 す る こ と を 繰 り 返 し 行 う こ と で 、 良 い 状 態 を 維 持 す る こ と が
必 要 と な る 」  
そ の マ ネ ジ メ ン ト を 実 行 す る プ ロ セ ス は 、 次 の 4 つ の 要 素 で 構
成 さ れ て い る 。  
( 1 )計 画 （ P l a n n i n g） :目 的 や 目 標 の 設 定 、 成 果 の 決 定 と 成 果 を 達 成
す る た め の 具 体 的 な 手 順 や 予 定 表 作 成 お よ び 予 算 設 定 。  
( 2 )組 織 化（ O r g a n i z i n g）：計 画 実 現・目 標 を 達 成 す る た め の 、ヒ ト ・
モ ノ ・ カ ネ な ど の 資 源 を 有 効 に 活 用 し た 組 織 構 造 と 適 切 な 人 員
配 置 や 編 成 。 計 画 遂 行 の 責 任 ・ 権 限 を 決 め る こ と を 含 む 。  
( 3 )指 揮（ D i r e c t i n g）：目 的 や 目 標 に 向 け た 活 動 を 遂 行 す る た め に 、
指 示 や 命 令 ・ 伝 達 ・ 動 機 づ け な ど に よ り 組 織 メ ン バ ー に 働 き か
け 、 計 画 ・ 工 程 ど お り に 活 動 す る よ う に 誘 導 す る こ と 。  
( 4 )統 制（ C o n t r o l l i n g）： 遂 行 さ れ た 活 動 お よ び 結 果 の フ ィ ー ド バ ッ
ク と 検 証 。 計 画 、 組 織 化 、 指 揮 の 各 プ ロ セ ス の 進 行 状 況 の 評 価
を 行 い 、 状 況 に よ っ て 修 正 ・ 変 更 な ど が 含 ま れ る (井 部 2 0 1 3 )。 
 
２ ． 看 護 管 理 の 要 素  
 
森 田 ( 2 0 11 )は 、 管 理 の 対 象 と な る 人 ・ モ ノ ・ 金 ・ 時 間 ・ 情 報 ・ 環
境 を 構 成 す る 要 素 を 病 院 の 看 護 管 理 の 視 点 か ら 次 の よ う に 捉 え た 。  
 
１ ） 人 の 要 素 ： 看 護 師 長 、 主 任 、 看 護 師 、 看 護 補 助 者 、 セ ク レ タ リ
ー 、 病 棟 に 出 入 り す る 医 師 や 検 査 技 師 、 理 学 ・ 作 業 療 法 士 、 事 務
職 、 患 者 、 家 族 、 見 舞 い 人 、 業 者 な ど 多 様 な 人 が 管 理 の 要 素 と な
る 。 組 織 は 人 の 集 ま り に よ っ て 成 り 立 っ て い る 。 そ の 一 人 ひ と り
が 常 に 生 き 生 き と 看 護 に 取 り 組 む 風 土 を 整 え る 、 と い う こ と も 管
理 の 要 素 で あ る 。 ど の よ う な 人 材 を 何 人 と い う こ と も 含 め て 、 人
の 採 用 や 人 の 教 育 も 管 理 の 要 素 で あ る 。  
専 門 職 と し て 、 看 護 者 が 常 に 成 長 し 続 け る よ う に す る た め の 手
段 と し て の 継 続 教 育 や 配 置 換 え も 一 つ の 管 理 の 要 素 で あ る 。 看 護
者 が 最 も 関 心 が 高 く 、 ま た 師 長 の 管 理 評 価 に つ な げ た り し な が ら
読 む の が 勤 務 表 だ が 、 勤 務 形 態 、 看 護 体 制 な ど も 人 的 経 営 資 源 を
左 右 す る 管 理 の 要 素 と 言 え る 。 担 当 部 署 の 配 置 さ れ た 人 材 を 目 的
達 成 の た め に ど う 組 織 化 す る か と い う こ と も あ る 。 各 々 の 看 護 師
が 持 っ て い る 強 み は 何 か 、 看 護 判 断 力 は 発 揮 で き て い る か 、 と い
っ た こ と も あ る 。  
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２ ）  モ ノ の 要 素 ： ベ ッ ド サ イ ド の 棚 か ら 消 耗 備 品 、 直 接 患 者 に  
使 用 す る 治 療 ・ 看 護 材 料 、 患 者 に は 直 接 使 用 す る こ と は な い 消  
耗 品 、 安 全 管 理 の た め の 消 耗 備 品 な ど 、 そ の 一 つ ひ と つ が 要 素  
で あ る 。  
 
３ ）金 の 要 素：病 棟 管 理 に 必 要 な 予 算 、病 棟 稼 働 率・病 床 回 転 率 、
収 益 と 診 療 報 酬 類 型 な ど で あ る 。 賃 金 体 系 や 昇 給 な ど も 動 機
づ け や イ ン セ ン テ ィ ブ に つ な が る 管 理 の 要 素 で あ る 。  
 
４ ） 時 間 の 要 素 ： 勤 務 時 間 、 勤 務 形 態 、 時 間 外 勤 務 が あ り 、 時 間
と い う 要 素 は 、 あ ら ゆ る 看 護 管 理 の 問 題 、 決 定 、 行 動 に 複 雑
に 介 在 す る 。  
 
５ ） 情 報 の 要 素 ： 顧 客 （ 患 者 ・ 利 用 者 ・ 働 く 人 ） の 個 人 情 報 、 看
護 計 画 を 始 め と し た 看 護 情 報 、 顧 客 か ら の 情 報 、 治 療 や 検 査
に 関 す る 情 報 、 新 た な 看 護 に 関 す る 情 報 な ど で あ る 。 学 術 団
体 や 看 護 協 会 、 医 療 政 策 に 関 す る 情 報 な ど も 管 理 の 要 素 と な
る 。  
 
６ ） 環 境 の 要 素 ： 患 者 と 働 く 者 に と っ て 安 全 ・ 安 心 な 環 境 に な っ
て い る か 、 一 つ 一 つ の 環 境 要 素 を 点 検 改 善 す る の は 管 理 者 で
あ る 。  
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Ⅵ  看 護 管 理 者 の 概 念  
１ ． 看 護 管 理 者 の 定 義  
 
１ ）日 本 看 護 協 会 ( 2 0 0 7 年 )は 、看 護 管 理 者 の 概 念 的 定 義 と し て 、「 看
護 管 理 者 と は 、 看 護 の 対 象 者 の ニ ー ズ と 看 護 職 の 知 識 ・ 技 術 が 合
致 す る よ う 計 画 し 、 財 政 的 ・ 物 質 的 ・ 人 的 資 源 を 組 織 化 し 、 目 標
に 向 け て 看 護 職 を 導 き 、 目 標 の 達 成 度 を 評 価 す る こ と を 役 割 と す
る 者 の 総 称 を い う (井 部 2 0 1 3 )」  
２ ）小 寺 ( 2 0 11 )は 、「 看 護 管 理 者 と は 、組 織 か ら あ る 部 門 あ る い は 部
署 の 管 理 運 営 の 指 揮 と 監 督 を 任 さ れ た 人 を 指 し ま す 。 組 織 の 目 的
を 効 率 的 に 達 成 す る た め 、 そ の 組 織 に 雇 用 さ れ た 人 で あ り 、 資 源
を 調 達 し 、 ス タ ッ フ を 統 合 し 、 部 門 の 目 指 す 目 標 達 成 に 向 け 計 画
し 、 組 織 化 し 、 人 員 配 置 を 行 い ま す 。 ま た 部 下 の 仕 事 を 監 督 ・ 指
導 し 、 利 用 者 や 家 族 ・ 他 部 門 ・ 他 職 種 と 調 整 や 交 渉 を 行 い 、 院 内
外 の 種 々 の 会 議 に 参 加 し 、 部 署 の 仕 事 の 成 果 を 評 価 し 、 そ の 結 果
に 最 終 的 な 責 任 を 有 し 、 こ れ ら す べ て に 対 し て 権 限 と 責 任 を 有 す
る 人 」 と 述 べ る 。  
 
２ ． 看 護 師 長 の 能 力 ・ 資 質  
 
１ ） A O N E ( 2 0 0 5 )  は 、 看 護 管 理 者 の 能 力 を 改 変 し 「 A O N E  N u r s e  
E x e c u t i v e  C o m p e t e n c i e s」と し て 発 表 。勝 山 の 文 献 か ら そ の 内 容
は 以 下 の 5 分 野 で あ る (勝 山 2 0 1 0 )。  
( 1 )コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン と 関 係 性 の 構 築 、  
・ 効 果 的 な コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン  
・ 関 係 の マ ネ ジ メ ン ト  
・ 行 動 の 影 響  
・ 多 様 性 の あ る 仕 事 の 能 力  
・ 共 有 さ れ た 決 断  
・ コ ミ ュ ニ テ ィ ー 関 係  
・ 医 療 ス タ ッ フ と の 関 係 構 築  
・ ア カ デ ミ ッ ク な 関 係  
( 2 )ヘ ル ス ケ ア 環 境 の 知 識 、  
・ 臨 床 実 践 の 知 識  
・ 患 者 ケ ア の 提 供 モ デ ル と 仕 事 デ ザ イ ン の 知 識  
・ ヘ ル ス ケ ア 経 済 の 知 識  
・ ヘ ル ス ケ ア 政 策 の 知 識  
・ ガ バ ナ ン ス の 理 解  
・ エ ビ デ ン ス に 基 づ い た 実 践 の 理 解  
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・ ア ウ ト カ ム の 測 定  
・ 患 者 の 安 全 を 促 進 す る こ と と そ の 知 識  
・ 利 用 率 ／ ケ ー ス マ ネ ジ メ ン ト  
・ 質 の 改 善 の 知 識   
・ リ ス ク マ ネ ジ メ ン ト の 知 識  
( 3 )リ ー ダ ー シ ッ プ  
・ 考 え る ス キ ル を 構 築   
・ 個 人 の 専 門 性   
・ シ ス テ ム シ ン キ ン グ を 活 用 す る 能 力   
・ 計 画 を 成 功 さ せ る 力   
・ 変 化 の マ ネ ジ メ ン ト  
( 4 )専 門 性  
・ 個 人 と 専 門 的 能 力   
・ キ ャ リ ア プ ラ ン ニ ン グ   
・ 倫 理 ・ エ ビ デ ン ス に 基 づ い た 臨 床 と 管 理 の 実 践   
・ 臨 床 の 企 業 経 営 と 看 護 実 践 を 擁 護 す る   
・ 専 門 職 組 織 の 中 で の 活 発 な メ ン バ ー シ ッ プ  
( 5 )ビ ジ ネ ス ス キ ル  
・ ヘ ル ス ケ ア 費 用 の 理 解  
・ 人 的 資 源 管 理 と 開 発   
・ 戦 略 的 な マ ネ ジ メ ン ト   
・ マ ー ケ テ ィ ン グ   
・ 情 報 管 理 と 技 術  
 
２ ）看 護 師 長 に 求 め ら れ る 資 質 に つ い て 森 田 は 、「 看 護 師 長 に は 、人
を 管 理 す る 能 力 、 方 向 づ け を す る 力 や 面 接 の 能 力 、 人 の 強 み を 見
つ け る 力 、 コ ー チ ン グ 力 、 人 材 開 発 に 有 効 な 方 策 を 講 ず る こ と が
で き る こ と な ど が 、 ま ず 挙 げ ら れ る 。 こ れ ら は 人 に 関 す る こ と で
あ る 。 人 こ そ が 看 護 管 理 に お け る 最 大 の 資 源 だ か ら で あ る 。 常 に
そ の 人 の 強 み を 見 つ け 大 き く 引 き 出 し て い く 資 質 が 必 要 と 思 う 」
と 述 べ る (森 田 2 0 11 )。  
 
３ ） 井 部 ( 2 0 1 3 )は 、 看 護 管 理 に 求 め ら れ る 能 力 と し て 以 下 の 3 つ を
述 べ て い る 。  
専 門 的 能 力 ： 当 該 組 織 の 目 的 達 成 の た め に 必 要 な 実 践 上 の 知 識 と
技 術  
対 人 的 能 力 ： 他 人 と 協 調 し て 効 果 的 に 仕 事 が で き チ ー ム ワ ー ク を
と る 能 力  
概 念 化 能 力 ： 物 事 の 関 係 性 を 幅 広 く 考 え 長 期 的 計 画 を 立 て る 能 力  
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４ ） 虎 の 門 病 院 看 護 部 コ ン ピ テ ン シ ー ・ モ デ ル  
虎 の 門 病 院 看 護 部 ( 2 0 1 3 )が 看 護 管 理 者 の コ ン ピ テ ン シ ー ・ モ デ
ル を 開 発 し 運 用 ま で 至 っ て い る 。 コ ン ピ テ ン シ ー と は 、 あ る 職 務
や 状 況 に お い て 、 高 い 成 果 ・ 業 績 を 生 み 出 す た め の 特 徴 的 な 行 動
特 性 の こ と で あ り 、 コ ン ピ テ ン シ ー ・ モ デ ル は 次 の ク ラ ス タ ー 概
念 か ら 構 成 さ れ て い た 。  
6 つ の ク ラ ス タ ー 項 目 ≪ ≫ の 中 に 、1 6 の コ ン ピ テ ン シ ー 要 素 の
＜ ＞ が 含 ま れ て い た 。 そ の 内 容 は  
( 1 )≪ 達 成 と ア ク シ ョ ン ≫ の 中 に 、 3 要 素  
＜ 達 成 重 視 ＞ ＜ イ ニ シ ア テ ィ ブ ＞ ＜ 情 報 探 求 ＞ で あ る 。  
( 2 )≪ 支 援 と 人 的 サ ー ビ ス ≫ の 中 に 、 2 要 素  
＜ 対 人 関 係 理 解 ＞ ＜ 顧 客 サ ー ビ ス 重 視 ＞ で あ る 。  
( 3 )≪ イ ン パ ク ト と 影 響 力 ≫ の 中 に 、 1 要 素  
＜ イ ン パ ク ト と 影 響 力 ＞ で あ る 。  
( 4 )≪ マ ネ ジ メ ン ト 能 力 ≫ の 中 に 、 4 要 素  
＜ 他 の 人 た ち の 開 発 ＞ ＜ 指 揮 命 令 ＞  
＜ チ ー ム ワ ー ク と 協 調 ＞ ＜ チ ー ム・リ ー ダ ー シ ッ プ ＞ で あ る 。 
( 5 )≪ 認 知 力 ≫ の 中 に 、 2 要 素  
＜ 分 析 的 思 考 ＞ ＜ 概 念 化 思 考 ＞ で あ る 。  
( 6 )≪ 個 人 の 効 果 性 ≫ の 中 に 、 4 要 素  
＜ セ ル フ ・ コ ン ト ロ ー ル ＞ ＜ 自 己 確 信 ＞  
＜ 柔 軟 性 ＞ ＜ 組 織 へ の コ ミ ッ ト メ ン ト ＞ で あ る 。  
 
５ ） 看 護 管 理 者 の コ ン ピ テ ン シ ー  
木 村 ら （ 2 0 1 3 )は 、 中 規 模 病 院 の 看 護 管 理 者 に お け る 評 価 尺 度
を 開 発 し 、看 護 管 理 者 の コ ン ピ テ ン シ ー の 因 子 と し て 、 ( 1 )問 題 対
処 行 動 コ ン ピ テ ン シ ー 、 ( 2 )対 人 関 係 コ ン ピ テ ン シ ー 、 ( 3 )目 標 設
定 コ ン ピ テ ン シ ー 、( 4 )情 報 収 集 コ ン ピ テ ン シ ー の 4 因 子 の 有 用 性
を 明 ら か に し た 。  
 
６ ） ジ ュ ニ ア マ ネ ジ ャ ー に 限 ら ず 、 ど の 管 理 者 に も 持 っ て も ら い た
い の が 、 経 営 マ イ ン ド で あ る 。 「 経 営 マ イ ン ド 以 外 に も 、 管 理 を
行 な う た め に 必 要 な 能 力 は 、 リ ー ダ ー シ ッ プ を 始 め コ ミ ュ ニ ケ ー
シ ョ ン 、 コ ー チ ン グ 、 数 値 で の 管 理 能 力 な ど 」 と 述 べ て い る 。 人
を 褒 め る 技 術 も 必 要 な 能 力 と 捉 え 、 「 病 床 稼 働 率 を 高 く 保 つ た め
に は 、 病 棟 職 員 は 忙 し い 思 い を し な け れ ば な ら な い 。 そ の 時 に 、
業 務 効 率 ア ッ プ を し な が ら 稼 働 を 高 く 続 け る た め に は 、 上 手 に 職
員 を 褒 め て チ ー ム と し て 活 動 す る こ と が 必 要 に な る 」 と 述 べ て い
る (吉 田 2 0 1 1 )。  
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７ ） 工 藤 ( 2 0 1 0 )は 、 「 変 化 す る 医 療 界 に お い て 、 看 護 の あ り 方 も 様
変 わ り し て い る 。 そ れ に 伴 っ て 、 看 護 管 理 者 に 求 め ら れ る 役 割 も
変 化 し て お り 、 各 部 門 の マ ネ ジ メ ン ト を 担 う 看 護 師 長 に も 大 き な
役 割 が 課 せ ら れ て い る 。 そ の よ う な な か 、 最 近 で は 、 現 場 で の 実
践 を 通 じ て マ ネ ジ メ ン ト 力 を 培 う だ け で な く 、 日 本 看 護 協 会 が 設
け た 認 定 看 護 管 理 者 研 修 な ど で マ ネ ジ メ ン ト を 学 ぶ 人 も 増 え て い
る 」工 藤 は 看 護 師 長 に 必 要 な マ ネ ジ メ ン ト 力 に つ い て 5 つ 挙 げ て
い る 。 ( 1 )組 織 力 、 ( 2 )キ ャ リ ア 育 成 力 、 ( 3 )看 護 経 営 力 、 ( 4 )看 護 サ
ー ビ ス マ ネ ジ メ ン ト 力 、 ( 5 )将 来 予 測 力   
 
８ ） 田 口 、 鶴 田 ( 2 0 0 9 )は 「 病 棟 と い う 環 境 は 、 看 護 師 長 の 管 理 能 力
に よ っ て 統 括 さ れ る 場 で あ る 」 と 述 べ て い る よ う に 、 事 故 な く 病
棟 を 運 営 す る た め に 、 現 状 を 瞬 時 に ア セ ス メ ン ト し て 必 要 な 対 応
策 を 実 行 す る 。 つ ま り 業 務 の 変 動 に 合 わ せ て 勤 務 者 数 を 対 応 さ せ
る な ど 、 患 者 満 足 と ス タ ッ フ 満 足 の 両 方 を 向 上 さ せ る よ う に 管 理
し て い く 能 力 が 求 め ら れ る 。  
 
９ ） 看 護 管 理 能 力 の 因 子  
横 山 ら ( 2 0 0 5 )は 主 成 分 分 析 を 行 い 看 護 管 理 者 の 自 覚 的 管 理 能 力
の 因 子 構 造 を 明 ら か に し 、 ( 1 )「 組 織 変 革 能 力 」 因 子 、 ( 2 )「 目 標
の 計 画 ・ 管 理 ・ 評 価 能 力 」 因 子 、 ( 3 )「 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 能 力 」
因 子 、 ( 4 )「 リ ー ダ ー シ ッ プ 」因 子 、 ( 5 )「 自 己 革 新 能 力 」因 子 、 ( 6 )
「 意 思 決 定 能 力 」因 子 、 ( 7 )「 経 済 性 に 関 す る 認 識 」因 子 、 ( 8 )「 情
報 処 理 活 用 能 力 」因 子 、 ( 9 )「 部 下 へ の 動 機 づ け 能 力 」因 子 の 9 つ
で 構 成 さ れ て い た 。  
 
３ ． 看 護 師 長 の 役 割 ・ 機 能  
 
１ ）山 根 (2 0 1 3)は 、中 間 看 護 管 理 者 の 認 識 す る 役 割 と し て「 シ ス テ
ム マ ネ ジ メ ン ト 」「 ケ ア マ ネ ジ メ ン ト 」「 人 材 育 成 」「 他 部 門 と の 連
携 」の ４ つ の カ テ ゴ リ ー を 抽 出 し て い る 。そ の 内 容 は 、 ( 1 )シ ス テ
ム マ ネ ジ メ ン ト で は 患 者 ・ 家 族 対 応 や 患 者 の 環 境 管 理 、 病 床 コ ン
ト ロ ー ル 、 看 護 に 必 要 な 物 品 管 理 、 人 員 確 保 、 ス キ ル レ ベ ル の 調
整 を 考 慮 し た 業 務 管 理 、 個 人 の 希 望 や 健 康 管 理 等 を 考 慮 し た 勤 務
計 画 管 理 、休 暇・超 過 勤 務 の 管 理 等 を 認 識 し て い た 。 ( 2 )人 材 育 成
で は 自 ら の 教 育 方 針 を 明 ら か に し 、 目 標 管 理 ・ ラ ダ ー 評 価 な ど を
活 用 し な が ら 指 導 を 実 践 し ス タ ッ フ 育 成 を 行 う 。 ま た 、 中 間 看 護
管 理 者 と し て 教 育 シ ス テ ム の 整 備 を 行 う な ど の 役 割 を 認 識 し て い
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た 。 ( 3 )他 部 門 と の 連 携 で は 、チ ー ム 医 療 の 中 で 他 職 種 と の 人 間 関
係 や 業 務 の 調 整 や 、 他 部 門 と の 交 渉 を 行 い な が ら 、 看 護 師 が 働 き
や す い 職 場 づ く り を 行 な う 等 の 役 割 を 認 識 し て い た 。  
 
２ ） 森 田 ( 2 0 11 )は 看 護 師 長 に 求 め ら れ る 役 割 に つ い て 、「 ま ず 第 1
に 、 看 護 師 長 に は 自 ら の 組 織 が 進 む べ き 方 向 を 見 定 め 、 示 し 、 他
部 署 に 与 え る 影 響 を 処 理 す る 役 割 が あ る 。 第 2 の 役 割 は 、 働 く 人
た ち に 成 果 を 上 げ さ せ る こ と で あ る 。看 護 す る こ と を 通 し て 喜 び 、
成 功 体 験 、 成 果 を 体 験 さ せ る こ と で あ る 。 こ れ ら は 、 投 入 し た 人
的 資 源 の あ ら ゆ る 強 み を 発 揮 さ せ る と と も に 、 あ ら ゆ る 弱 み を 消
し 去 る こ と に つ な が る 。具 体 的 な 役 割 と し て 、 ( 1 )看 護 経 営 戦 略 を
立 案 す る 、 ( 2 )リ ー ダ ー シ ッ プ の 発 揮 、 ( 3 )看 護 の 提 供 者 と 利 用 者
双 方 が 権 利 を 守 れ る よ う な 看 護 環 境 づ く り を す る 、( 4 )看 護 サ ー ビ
ス の 質 の 保 証 、 ( 5 )看 護 師 の 育 成 、 ( 6 )看 護 環 境 の 確 保 、 ( 7 )先 見 性
に 基 づ い た 看 護 の 方 向 づ け と 継 続 学 習 を す る 、 な ど が あ る 」 と 述
べ て い る 。  
さ ら に 管 理 者 の 仕 事 に つ い て 、「 看 護 管 理 者 の 仕 事 に つ い て は 、
『 計 画 』『 組 織 化 』『 指 示 ・ 命 令 ・ 動 機 づ け 』『「 統 制 』『「 調 整 』『 イ
ノ ベ ー シ ョ ン 』 の 6 つ の 働 き で 説 明 さ れ る 。 看 護 師 長 と い う 管 理
者 は 病 棟 組 織 の ま と ま り を つ く り 、 起 業 家 と し て 新 し い 満 足 を 生
み 出 す イ ノ ベ ー シ ョ ン 活 動 を す る 存 在 と 言 え る 。 こ の こ と を 一 人
ひ と り が 認 識 し て 管 理 を し て い る か が 問 わ れ る だ ろ う 」 と 述 べ て
い る 。  
 
３ ） 坂 元 ( 2 0 11 )は 人 材 育 成 に 関 す る 病 棟 看 護 師 長 の 役 割 遂 行 の 程 度
に つ い て 、「 病 棟 看 護 師 長 は 、ス タ ッ フ 育 成 の 役 割 の 必 要 性 を 認 識
し て い た が 、 実 際 に は 認 識 し て い る 必 要 性 の 程 度 ほ ど は 遂 行 で き
て い な い こ と が 明 ら か に な っ た 。 こ れ は 病 棟 看 護 師 長 は 多 様 な 管
理 業 務 に 追 わ れ ス タ ッ フ と 話 し 合 い の 場 を 持 て な い こ と や 看 護 師
長 経 験 年 数 、 看 護 管 理 能 力 、 お よ び 施 設 毎 に 病 棟 看 護 師 長 の 役 割
が 異 な る こ と な ど か ら 役 割 遂 行 の 程 度 の 違 い が あ る こ と が 示 唆 さ
れ た 」 と 述 べ て い る 。  
さ ら に 坂 元 ( 2 0 1 2 )は 病 棟 看 護 師 長 の ス タ ッ フ 育 成 に ど の よ う な
要 因 が 影 響 し て い る か 、 そ の 因 果 関 係 を 明 ら か に し て い る 。 ス タ
ッ フ 育 成 に お け る 病 棟 看 護 師 長 の 役 割 遂 行 に 影 響 し て い た の は 、
看 護 師 経 験 年 数 、 看 護 師 長 経 験 年 数 、 看 護 観 、 看 護 管 理 能 力 、 看
護 管 理 に つ い て の 知 識 、 同 僚 間 の ネ ッ ト ワ ー ク 、 ス タ ッ フ か ら の
期 待 、 ス タ ッ フ 育 成 の 認 識 で あ っ た 。  
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４ ） 児 玉 ( 2 0 0 4 )は 、 看 護 師 長 の 安 全 管 理 に 関 す る 役 割 と し て 、 6 の
因 子 を 述 べ て い る 。そ の 因 子 と は 、「 看 護 実 践 に お け る 事 故 防 止 の
具 体 的 な 指 導 」「 イ ン シ デ ン ト・ア ク シ デ ン ト レ ポ ー ト の 活 用 」「 関
係 部 門 や M R M 委 員 会 等 へ の 働 き か け 」「 リ ス ク マ ネ ジ メ ン ト に 関
す る 教 育 指 導 ・ 支 援 」「 事 故 発 生 時 の 対 応 」「 事 故 防 止 マ ニ ュ ア ル
等 の 周 知 ・ 活 用 」 で あ る 。  
 
５ ） 高 井 ( 2 0 11 )は 、 病 床 管 理 の 役 割 と し て 、 「 病 床 を 資 源 と し て 活
用 す る 中 で 患 者 数 が 増 え れ ば 、 『 人 』 『 モ ノ 』 『 知 識 』 な ど 新 し
い 資 源 が 必 要 に な る 。 患 者 数 の 増 加 や そ れ に 伴 う 業 務 の 変 化 か ら
た だ 『 忙 し い 』 と い う 感 覚 に 陥 り 、 受 け 入 れ 難 い 管 理 者 も い る 。
し か し 、病 床 と い う 資 源 を 生 か す 部 署 管 理 は 管 理 者 の 役 割 で あ る 」、
「 通 常 関 わ る こ と の な い 診 療 科 の 入 院 に 対 応 し な く て は な ら な い 。
不 慣 れ な 診 療 科 の 入 院 は 誰 で も 不 安 で あ り 、 サ ポ ー ト を 得 た い と
思 う も の で あ る 。 そ の こ と を 理 解 し 、 自 分 の 担 当 す る 診 療 科 の 患
者 が 他 の 部 署 に 入 院 し た 場 合 、 自 分 の ほ う か ら 積 極 的 に サ ポ ー ト
す る と い っ た 対 応 を す べ き で あ る 」 と 述 べ る 。  
 
６ ）村 島 ( 2 0 1 3 )は 、看 護 師 長 の 役 割 と 責 任 に つ い て 、「 看 護 師 長 は 、
部 署 で 立 て た 目 標 を 管 理 す る 。 病 棟 の 患 者 に 適 切 な 看 護 が 行 わ れ
て い る か 把 握 し て 、 必 要 で あ れ ば ス タ ッ フ の 教 育 や 他 職 種 と の 調
整 を 行 い 、 改 善 に 向 け た 対 策 を 講 じ る 」 と 述 べ る 。  
 
７ ） 上 泉 ( 2 0 1 3 )は 看 護 師 長 の 役 割 を 、 「 看 護 師 長 は 第 一 線 監 督 者 と
し て 、 病 院 お よ び 看 護 部 の 目 的 ・ 方 針 を 理 解 し 、 看 護 職 員 に 浸 透
さ せ 、 当 該 部 署 の 看 護 ケ ア の 質 を 維 持 す る 責 任 と 権 限 を 有 す る 。
看 護 師 長 は 管 轄 部 署 （ 看 護 単 位 ） に お け る 看 護 サ ー ビ ス の 管 理 お
よ び 人 事 管 理 を 行 な い 、 当 該 部 署 の 活 動 に 関 す る 決 定 を 行 う 責 任
と 権 限 を 有 す る 」 と 述 べ 、 そ の 機 能 と し て 3 つ 挙 げ て い る 。  
( 1 )臨 床 実 践：看 護 師 長 は 当 該 部 署 の 全 て の 看 護 ケ ア に 対 す る 責 任 を
持 つ  
・ 業 務 配 分         ・ 看 護 師 の 支 援  
・ 必 要 な 資 源 の 確 保     ・ 他 職 種 と の 連 携  
・ 調 整           ・ 役 割 モ デ ル  
( 2 )管 理 ・ 調 整  
・ 部 署 の 目 標 を 立 て 実 行   ・ 評 価   
・ 他 部 署 と の 連 絡 調 整    ・ 基 準 手 順 の 見 直 し  
・ 人 事 労 務 管 理       ・ 部 署 の 設 備 や 備 品 管 理  
・ 安 全 管 理  
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( 3 )教 育 ・ 研 究  
・ 当 該 ス タ ッ フ の 能 力 の 査 定   
・ 教 育 計 画 を 立 て 実 行 し 人 材 育 成  
・ 学 習 支 援  ・ 研 究 活 動 と そ の 支 援  
・ 研 究 成 果 の 活 用   
 
８ ） 小 寺 ( 2 0 11 )は 看 護 管 理 者 の 役 割 と し て 、「 1 点 目 は 、 看 護 サ ー ビ
ス は 、 看 護 管 理 者 が 一 人 で 必 死 に な っ て も 決 し て つ く り 出 せ な い
も の で あ る こ と 。 看 護 サ ー ビ ス は 日 夜 、 第 一 線 の ベ ッ ド サ イ ド で
利 用 者 と 関 わ り な が ら 看 護 ケ ア を 提 供 し て い る 看 護 ス タ ッ フ に よ
っ て 生 み 出 さ れ る も の で す 。 し た が っ て 看 護 管 理 者 の 役 割 は 、 ス
タ ッ フ が 質 の 高 い サ ー ビ ス を 提 供 で き る よ う に 、 後 方 で サ ポ ー ト
し 、 援 助 し 、 ス タ ッ フ の 能 力 を 開 発 す る こ と で す 。 2 点 目 は 、 ス
タ ッ フ は 、 利 用 者 の 要 求 を 最 優 先 し て サ ー ビ ス の 提 供 に 当 た る 必
要 が あ り 、 そ の た め に は ス タ ッ フ 自 身 が サ ー ビ ス を つ く り 出 し 提
供 で き な け れ ば な り ま せ ん 。 そ こ で ス タ ッ フ に は 、 仕 事 上 の 権 限
の 委 譲 が な さ れ て い る 必 要 が あ り ま す 。 権 限 の 委 譲 は 、 仕 事 を 通
じ て ス タ ッ フ を 成 長 さ せ 、 や り が い を も た ら す こ と に つ な が り ま
す 。 そ の た め に も 、 ス タ ッ フ が 責 任 を 持 っ て 仕 事 を 完 結 さ せ る こ
と の で き る 勤 務 体 制 づ く り を 行 な う こ と が 、 看 護 管 理 者 の 役 割 で
す 」 と 述 べ て い る 。  
 
９ ） 組 織 活 性 化 に 必 要 な 説 明 力  
水 口 (2 0 0 5)は 、病 棟 ス タ ッ フ は 多 く の 環 境 因 子 の 中 で 働 い て お
り 、 師 長 は 誰 よ り も 影 響 力 の 大 き い 環 境 因 子 で あ り 、 ス タ ッ フ だ
け で な く 、 医 師 を は じ め と し た 他 部 門 の 方 た ち に と っ て も 関 連 部
署 の 師 長 が 誰 で あ る か に よ っ て 、 仕 事 の し か た が 違 っ て く る 。 病
院 経 営 に も 大 き く 影 響 し て く る と 言 っ て も 過 言 で は な い と 述 べ て
い る 。 看 護 部 の 仕 事 を 全 看 護 職 員 が 理 解 し 行 動 し な け れ ば そ の 意
味 を 持 た な い こ と や 、 組 織 活 性 化 に 必 要 な こ と は 、 何 の た め に 何
を 目 標 と し 、 な ぜ そ う す る の か 、 ス タ ッ フ に 納 得 の い く 説 明 が で
き 組 織 の 隅 々 ま で 浸 透 さ せ る 師 長 の 能 力 が 大 切 だ と 言 っ て い る 。  
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４ ． 看 護 師 長 業 務  
 
１ ） 森 川 ( 2 0 0 0 )は 「 中 間 看 護 管 理 者 の 業 務 は 、 ス タ ッ フ 看 護 業 務 よ
り も 非 構 造 的 な 部 分 が 増 え 、多 様 化 し た 複 雑 な 業 務 と な っ て い る 」
と 述 べ て い る 。  
 
２ ） 小 山 田 ( 2 0 11 )は 、 病 棟 運 営 に お け る 師 長 の 業 務 と し て 、 ス タ ッ
フ が 病 棟 運 営 に 参 画 す る 機 能 を 強 化 し て お く 。そ の た め に ( 1 )情 報
の 周 知 、共 有 の 仕 組 み を つ く る 、 ( 2 )役 割 に 応 じ 病 棟 運 営 に 参 画 さ
せ る 、 ( 3 )副 看 護 師 長 と チ ー フ リ ー ダ ー 、 サ ブ チ ー フ リ ー ダ ー は 、
師 長 と 共 に 管 理 的 な 役 割 を 担 う 。 病 棟 運 営 の 方 針 を 検 討 し た り 、
業 務 の 変 更 、改 革 の 推 進 、 ( 4 )看 護 実 践 能 力 を 一 定 以 上 に 保 っ た 勤
務 体 制 に す る 、 ( 5 )リ ー ダ ー に 対 応 困 難 な 事 例 の 解 決 を 委 譲 す る 、
( 6 )師 長 が 自 分 の 思 考 プ ロ セ ス を 表 現 す る と 述 べ て い る 。  
 
３ ） 看 護 管 理 指 標 か ら 見 た 管 理 業 務  
奥 、 井 部 ( 2 0 1 0 )ら に よ っ て 日 本 版 看 護 管 理 ミ ニ マ ム デ ー タ セ ッ
ト 第 １ 版（ N M M D S - J V e r , 1）が 開 発 さ れ 、さ ら に 進 化 し て こ の
名 称 が M a I N（ マ イ ン ） と 改 め ら れ た 。  
井 部 ( 2 0 1 1 )は 「 M a I N を 使 っ た 自 己 評 価 に よ っ て 自 ら の 看 護 管
理 に お け る 変 化 を 感 じ る と と も に 、 抱 え て い た 課 題 が 解 決 さ れ た
か ど う か 、 新 た な 課 題 は な い か な ど を 確 認 す る こ と が で き る 。 看
護 管 理 者 同 士 が お 互 い の 実 践 を M a I N の 指 標 と い う 共 通 の 言 語 を
使 っ て 話 し 合 う こ と は 、 看 護 管 理 実 践 の 改 善 の た め の ヒ ン ト や 、
実 践 可 能 な 看 護 管 理 の 工 夫 を 共 有 す る と い う 点 で 推 奨 で き る 」 と
述 べ る 。 そ の 項 目 は 以 下 の 通 り で あ る 。  
( 1 )計 画  
・ 病 院 の 理 念  
・ 部 署 の 目 標  
・ 部 署 の 目 標 を 決 め る ま で の 方 法  
・ 部 署 の 目 標 を 達 成 す る た め の 計 画  
・ 計 画 の 実 践 状 況 の 把 握  
・ 計 画 実 践 の 評 価  
・ 次 期 計 画 へ の 反 映  
・ 患 者 の 意 見  
( 2 )動 機 づ け  
・ 年 間 有 給 休 暇 所 得 率  
・ 部 署 の ス タ ッ フ の 給 与  
・ 専 門 性 へ の 支 援  
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・ ス タ ッ フ の 能 力 を い か す こ と  
・ 個 人 の 目 標 の 設 定 と 評 価  
・ コ ミ ッ ト メ ン ト と 承 認  
・ メ ン タ ル ヘ ル ス 対 策 、 患 者 と の 関 係 性 ）  
( 3 )教 育  
・ 学 会 ・ 研 究 会 へ の 参 加 （ 発 表 以 外 ） へ の サ ポ ー ト  
・ 院 外 教 育  
・ 研 修 へ の サ ポ ー ト  
・ 部 署 ス タ ッ フ の 研 修  
・ 学 会  
・ 研 究 会 等 へ の 参 加 割 合  
・ 組 織 内 の 委 員 会 の 委 員 を 引 き 受 け て い る 部 署 ス タ ッ フ の 割 合  
・ 院 内 研 修 プ ロ グ ラ ム  
・ 部 署 で ス タ ッ フ が 自 発 的 に 行 っ て い る 勉 強 会  
・ 知 識 や ス キ ル （ 院 内 外 ） の 共 有 と 活 用  
・ サ ー ビ ス ラ ー ニ ン グ  
( 4 )コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン  
・ ス タ ッ フ か ら 申 し 出 の あ っ た 個 人 面 接  
・ 部 署 内 で の 看 護 職 と 他 の 職 種 と の 連 携  
・ 師 長 間 の 連 携  
・ 部 署 内 の 対 話 の 場 （ ス タ ッ フ カ ン フ ァ レ ン ス や 病 棟 会 な ど ）  
・ 対 話 の 場 の 雰 囲 気  
・ 部 署 内 で の 患 者 情 報 の 共 有  
・ 伝 達  
・ 患 者 の 家 族 と の 関 わ り  
・ 患 者 と の 関 わ り の 支 援  
( 5 )組 織  
・ 看 護 部 の 組 織 図  
・ 病 院 の 組 織 内 倫 理 委 員 会  
・ 部 署 を 円 滑 に 運 営 す る た め の 取 り 組 み  
・ 部 署 の 勤 務 表 作 成 時 の 配 慮  
・ 師 長 と し て の 実 践 し て い る 部 門 横 断 的 活 動  
・ 師 長 の 権 限 の 委 譲  
・ 師 長 が 院 外 の 知 見 を 取 り 入 れ る た め に 実 践 し て い る 項 目  
・ 患 者 ニ ー ズ を 取 り 入 れ る 組 織 的 な 取 り 組 み  
( 6 )ア ウ ト カ ム  
・ 医 療 以 外 の 危 機 対 応  
・ 部 署 の イ ン シ デ ン ト や ア ク シ デ ン ト レ ポ ー ト 、 事 故 報 告 書 等  
・ 褥 瘡 評 価 指 標  
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・ 転 倒 転 落 ア セ ス メ ン ト ツ ー ル  
・ 感 染 管 理  
・ 患 者 満 足 度  
・ 職 員 満 足 度  
・ サ ー ビ ス マ ネ ジ メ ン ト  
 
４ ）村 島 ( 2 0 1 3 )は 、看 護 管 理 者 の 業 務 範 囲 と 基 準 (「 実 務 に 生 か す 看
護 管 理 の 基 本 」 1 9 9 8 年 )に つ い て は 、  
( 1 )看 護 や 組 織 の 方 針 の 策 定 と 決 定 に 参 加 す る  
( 2 )ス タ ッ フ が 看 護 や 組 織 の 方 針 の 策 定 に 関 与 す る よ う 促 す  
( 3 )消 費 者 に サ ー ビ ス を 提 供 す る と い う 組 織 の 責 任 を 引 き 受 け る  
( 4 )ケ ア の 質 や 適 正 さ を 評 価 す る  
( 5 )部 下 の 指 導 と 監 督 を 行 う  
( 6 )看 護 職 と 他 の 医 療 職 と の 調 整 を す る  
( 7 )職 員 の 募 集 、 選 抜 、 維 持 に 関 与 す る  
( 8 )ス タ ッ フ の 配 置 や 勤 務 ス ケ ジ ュ ー ル の 責 任 を 引 き 受 け る  
( 9 )職 員 の 看 護 職 と し て の 成 長 の た め に 適 切 な オ リ エ ン テ ー シ ョ
ン や 教 育 、 資 格 認 定 が 行 わ れ る よ う に 保 証 す る  
( 1 0 )職 員 の 業 務 を 評 価 す る  
( 11 )自 分 の 担 当 領 域 の 予 算 計 画 や 監 査 に 関 与 す る  
( 1 2 )評 価 の た め の 研 究 活 動 を 行 い 、 ス タ ッ フ を 参 加 さ せ る  
( 1 3 )看 護 学 生 や 他 職 種 学 生 の 教 育 指 導 を 進 め る 雰 囲 気 づ く り を  
す る  
( 1 4 )同 僚 評 価 を 推 進 す る  
 
５ ） 高 知 大 学 医 学 部 附 属 病 院 職 務 規 定 よ り 看 護 師 長 の 職 務 ： 看 護 師
長 は 「 当 該 看 護 単 位 の 看 護 業 務 が 円 滑 に 遂 行 さ れ る よ う に 管 理 に
あ た る 」 と さ れ 、 看 護 師 長 の 業 務 は 、 次 の と お り で あ る 。  
( 1 )看 護 部 理 念 と 方 針 に 基 づ き 、個 々 の 患 者 に 適 切 な 看 護 が 行 え る
よ う に 担 当 看 護 単 位 の 目 標 を 立 案  
( 2 )目 標 達 成 の た め に 組 織 化 と 看 護 体 制 を 整 え る（ 業 務 分 担 、権 限
委 譲 ）  
( 3 )看 護 管 理 に 必 要 な 情 報 収 集 や 情 報 提 供 を 適 切 か つ 積 極 的 に 行     
 う  
( 4 )看 護 単 位 の 目 標 を 達 成 で き る よ う に 看 護 職 員 、関 係 職 員 に 働 き  
か け る （ 定 期 面 接 に よ り 進 捗 状 況 の 把 握 ）  
( 5 )効 果 的 、効 率 的 な 管 理 運 営 を 実 践 し 、管 理 上 の 問 題 を 主 体 的 に
解 決 す る （ 計 画 的 な 入 退 院 計 画 、 各 書 類 の 整 備 、 業 務 管 理 、 物
品 管 理 、 病 床 稼 働 率 在 院 日 数 回 転 率 空 床 を 把 握 し 病 床 の 効 率 性
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の 管 理 ）  
( 6 )看 護 職 員 の 一 人 一 人 が 看 護 の 満 足 度 、達 成 感 、や り が い 感 を も
て る よ う に 指 導 し 看 護 職 員 個 々 の 能 力 を 開 発 す る 。（ 人 間 関 係 の
調 整 、 勤 務 計 画 の 作 成 、 機 会 教 育 、 職 場 風 土 、 研 修 企 画 ）  
( 7 )看 護 の 質 を 保 証 す る た め に 、看 護 実 践 の 評 価 を 行 い 、改 善 を は
か る （ 基 準 手 順 の 作 成 と 活 用 ・ 見 直 し 、 多 職 種 と の 協 力 関 係 、
看 護 の 継 続 性 の 保 持 、 看 護 ケ ア の 評 価 、 人 権 尊 重 、 プ ラ イ バ シ
ー の 尊 重 、 自 己 決 定 権 の 擁 護 、 I C の 指 導 ）  
( 8 )関 連 部 門 と の 連 絡 調 整  
( 9 )看 護 学 生 と 学 習 支 援  
( 1 0 )看 護 研 究 の 推 進 ・ 支 援  
( 11 )看 護 職 員 の 健 康 管 理 の 支 援  
( 1 2 )安 全 管 理 対 策  
 
６ ） マ ネ ジ メ ン ト ・ ラ ダ ー  
木 村 ( 2 0 11 )は 、マ ネ ジ メ ン ト・ラ ダ ー（ 看 護 師 長 ）項 目 と し て 、
＜ 目 標 管 理 ＞ ＜ 看 護 の 質 評 価 ・ 改 善 ＞ ＜ 人 間 関 係 能 力 ＞ ＜ 教 育 と
研 究 ＞ を 構 築 し て い る 。 内 容 は 次 の と お り で あ る 。  
＜ 目 標 管 理 ＞  
( 1 )病 院 の 理 念 と 基 本 方 針 を ス タ ッ フ に 浸 透  
( 2 )看 護 部 の 目 標 ・ 方 針 を ス タ ッ フ に 周 知  
( 3 )看 護 部 の 目 標 達 成 の た め に 行 動 が で き る：目 標 立 案 、動 機 づ け 、
指 導  
( 4 )経 営 資 源 を 効 果 的 に 管 理  
ス タ ッ フ の 能 力 把 握 、 人 材 活 用  
設 備 、 部 品 の 保 守 点 検 、 管 理 指 導  
情 報 活 用 へ の 管 理 指 導  
( 5 )管 理 上 の 問 題 が 発 生 し た 場 合 の 速 や か な 看 護 部 へ 報 告 連 絡 相   
 談  
＜ 看 護 の 質 評 価 ・ 改 善 ＞  
( 1 )看 護 単 位 で 提 供 し た 看 護 に 責 任 を 持 つ  
( 2 )看 護 単 位 で 実 践 さ れ て い る 看 護 を 評 価 し 支 援 で き る  
( 3 )評 価 し た 看 護 単 位 の 看 護 の 問 題 を 抽 出 し 、解 決 で き る よ う に 支
援 で き る  
( 4 )効 率 的 で 安 全 な ケ ア の 提 供 の 評 価 と 改 善  
( 5 )職 員 の 満 足 度 を 高 め る た め に 職 場 環 境 を 整 え る  
( 6 )接 遇 マ ナ ー の 指 導 、 改 善  
( 7 )業 務 改 善 へ の 支 援  
( 8 )医 療 事 故 防 止 ・ 対 策 の 指 導  
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( 9 )感 染 防 止 ・ 対 策 の 指 導  
( 1 0 )災 害 対 策 を 徹 底 で き る  
( 11 )倫 理 的 課 題 に つ い て 話 し 合 え る 職 場 環 境 を つ く り 、 維 持 向 上
さ せ る  
＜ 人 間 関 係 能 力 ＞  
役 割 遂 行 上 必 要 な 人 間 関 係 を 築 く こ と が で き る 。 適 切 な 形 で 表
現 、 建 設 的 な 交 渉 、 連 携 、 副 看 護 師 長 と の 連 絡 、 成 果 志 向 の 組 織
風 土 を 作 成 、 自 由 に 話 し 合 え る 、 公 平  
＜ 教 育 と 研 究 ＞  
( 1 )ス タ ッ フ の 育 成 、 能 力 開 発 の 支 援  
( 2 )看 護 学 生 の 実 習 環 境 を 整 え る  
( 3 )看 護 研 究 が で き る 環 境 を 整 え 支 援  
 
７ ） 中 神 ( 2 0 1 2） は 、 看 護 師 長 が 行 う 患 者 マ ネ ジ メ ン ト 業 務 に つ い
て 、「 患 者 ・ 家 族 の 把 握 」「 病 床 管 理 」「 他 部 門 と の 連 携 」「 患 者 の
権 利 擁 護 」「 病 棟 環 境 の 管 理 」 の 5 カ テ ゴ リ ー に 分 類 し た 。  
( 1 )患 者・家 族 の 把 握 と は 、看 護 師 長 が 患 者 や 家 族 、面 会 者 の 状 態・
状 況 を 把 握 し 、 そ の 状 況 に 応 じ て 患 者 や そ の 家 族 に 対 し 適 切 な
看 護 が 提 供 さ れ る よ う に 部 下 で あ る 看 護 師 を 指 導 す る こ と で あ
っ た 。  
( 2 )病 床 管 理 と は 、患 者 の 入 院 、退 院 、転 入 、転 出 に 関 す る 病 床 数
の 把 握 ・ 病 床 の 配 置 を 行 い 、 効 率 的 な ベ ッ ド マ ネ ジ メ ン ト を 行
う こ と で あ っ た 。  
( 3 )他 部 門 と の 連 携 と は 、患 者 の 治 療 や 看 護 が 円 滑 に 行 わ れ る た め
に 、 医 師 や ソ ー シ ャ ル ワ ー カ ー な ど 院 内 の 関 連 部 門 や 、 保 健 医
療 福 祉 機 関 な ど の 地 域 に お け る 関 連 機 関 と の 連 携 を 図 る こ と で
あ っ た 。  
( 4 )患 者 の 権 利 擁 護 に 関 す る 看 護 師 長 の 業 務 に は 、 “患 者 様 の 人 権
を 守 り 、 適 切 な 看 護 が 提 供 で き る ”、 “プ ラ イ バ シ ー を 考 え た 環
境 づ く り の 指 導 を 行 う ”、 “患 者 情 報 守 秘 義 務 の 遵 守 徹 底 ”、 “イ
ン フ ォ ー ム ド ・ コ ン セ ン ト の 重 要 性 を 指 導 す る ”と い う よ う に 、
プ ラ イ バ シ ー の 保 護 や イ ン フ ォ ー ム ド ・ コ ン セ ン ト な ど と い っ
た 患 者 の 権 利 を 尊 重 す る こ と と そ れ に つ い て 部 下 で あ る 看 護 師
の 指 導 を 行 う こ と が 記 載 さ れ て い た 。  
( 5 )病 棟 師 長 が 行 う 病 棟 環 境 の 管 理 業 務 は 、主 に 患 者 を 取 り 巻 く 病
棟 環 境 の 安 全 に つ い て の 管 理 と 衛 生 に つ い て の 管 理 、 快 適 性 の
管 理 と い う 内 容 で あ っ た 。  
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８ ） 病 棟 看 護 管 理 業 務 の 変 化  
   電 子 カ ル テ の シ ス テ ム 導 入 (三 原 2 0 0 0 )に よ り 1 9 9 5 年 の 業 務 量
よ り 、 2 5 ％ 以 上 の 事 務 的 業 務 が 省 力 化 さ れ て い る 。 患 者 管 理 は
3 5 . 7％（ 患 者 把 握 、ケ ア の 実 際 、患 者 訪 問 、看 護 指 導 ）、業 務 管 理
は 3 3 . 3％（ ベ ッ ド コ ン ト ロ ー ル 、情 報 収 集 、連 絡 調 整 、備 品 整 備 ）、
会 議 9 . 4％ 、労 務 7 . 9％ 、教 育 6％ 、人 事 5 . 4％ 、安 全 2 . 3％ で あ る 。
よ り 質 の 高 い 業 務 を 目 指 す た め に 、( 1 )情 報 シ ス テ ム の 活 用 能 力 拡
大 、 ( 2 )情 報 の 後 利 用 と 研 究 活 動 、 ( 3 )看 護 職 員 の 指 導 、 教 育 、 ( 4 )
医 療 チ ー ム 間 の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 、 ( 5 )看 護 管 理 観 の 確 立 、 ( 6 )
婦 長 自 身 の ス ケ ジ ュ ー ル 管 理 が 課 題 と 考 え る 。  
 
９ ） 看 護 師 長 業 務 の 時 間 配 分  
岡 本 ( 2 0 11 )は 、看 護 師 長 業 務 の 中 で 管 理 的 業 務 は 3 4 . 6 %で あ る 。
ま た 師 長 の 立 場 ゆ え に 行 う べ き 業 務 と し て 、 情 報 の 収 集 や 看 護 師
教 育 な ど が あ り 、 こ れ ら が 1 5 . 6 %、 事 務 的 業 務 2 8 . 7 %で 、 こ の ほ
か に い わ ゆ る 看 護 の 仕 事 で あ る 日 常 看 護 業 務 援 助 が 11 . 3 %、 そ の
他 の 業 務 と 休 憩 が 合 わ せ て 9 . 9％ で あ る 。「 看 護 師 長 の リ ー ダ ー シ
ッ プ は 、 ス タ ッ フ 看 護 師 の 仕 事 に 対 す る 意 欲 、 満 足 感 に 大 い に 影
響 を 与 え る 。 看 護 師 長 の 適 正 な 配 分 は 、 病 院 や 病 棟 機 能 を 広 く 評
価 し 、 ま た 患 者 満 足 な ど を 組 み 合 わ せ て 病 棟 業 務 に 対 す る 評 価 の
方 法 を 確 立 し て 、 そ れ を 基 に 、 そ の 職 場 の 望 ま し い 割 合 が 決 ま っ
て い く だ ろ う 」 と 述 べ て い る 。  
 
1 0） 看 護 師 長 の 看 護 管 理 度 測 定 尺 度   
看 護 管 理 者 の 管 理 度 測 定 用 具 の 開 発 状 況 (佐 藤 1 9 9 7 )  に つ い て
見 る と 、日 本 で は 、看 護 管 理 を 評 価 す る に は 病 院 機 能 評 価 (厚 生 省 )
が あ る 。 ま た 看 護 師 長 の 管 理 度 測 定 用 具 の 開 発 状 況 に つ い て 見 る
と 、 佐 藤 は 「 婦 長 が 管 理 業 務 を ど の よ う に 、 ど の 程 度 遂 行 し て い
る か 、 業 務 遂 行 に つ い て 量 的 調 査 を 用 い た 探 索 的 記 述 研 究 」 を 行
い 、 師 長 の 管 理 業 務 遂 行 度 は 職 員 の 管 理 、 患 者 の 管 理 、 看 護 単 位
の 運 営 、 環 境 管 理 、 病 院 組 織 の 管 理 運 営 へ の 参 画 、 看 護 業 務 の 管
理 の 順 に 高 か っ た と 報 告 し て い る 。  
 
11）さ ら に 看 護 管 理 者 の 業 務 と 基 準 に つ い て 細 野 ( 1 9 9 8 )は「 ( 1 )看 護
や 組 織 の 方 針 の 策 定 と 決 定 に 参 加 す る 、( 2 )ス タ ッ フ が 看 護 や 組 織
の 方 針 の 策 定 と 決 定 に 関 与 す る よ う 促 す 、( 3 )消 費 者 に サ ー ビ ス を
提 供 す る と い う 組 織 の 責 任 を 引 き 受 け る 、( 4 )ケ ア の 質 や 適 切 さ を
評 価 す る 、 ( 5 )部 下 の 指 導 と 監 督 を 行 う 、 ( 6 )看 護 職 と 他 の 医 療 職
と の 調 整 を す る 、 ( 7 )職 員 の 募 集 、 選 抜 、 維 持 に 関 与 す る 、 ( 8 )ス
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タ ッ フ の 配 置 や 勤 務 ス ケ ジ ュ ー ル の 責 任 を 引 き 受 け る 、( 9 )職 員 の
看 護 職 と し て の 成 長 の た め に 適 切 な オ リ エ ン テ ー シ ョ ン や 教 育 、
資 格 認 定 の た め に 適 切 な オ リ エ ン テ ー シ ョ ン や 教 育 、 資 格 認 定 が
行 わ れ る よ う に 保 証 す る 、 ( 1 0 )職 員 の 業 務 を 評 価 す る 、 ( 11 )自 分
の 担 当 領 域 の 予 算 の 計 画 や 監 査 に 関 与 す る 、 ( 1 2 )評 価 の た め の 研
究 活 動 を 行 い 、 そ れ に ス タ ッ フ を 参 加 さ せ る 、 ( 1 3 )看 護 学 生 や 他
職 種 の 学 生 の 教 育 指 導 を 進 め る 雰 囲 気 づ く り を す る 、 ( 1 4 )同 僚 評
価 を 推 進 す る 」 な ど が あ げ ら れ て い る 。  
 
５ ． 看 護 管 理 者 の 抱 え る ス ト レ ス ・ 課 題  
 
１ ）川 野 ( 2 0 0 5 )は 、「 看 護 管 理 者 を 取 り 巻 く 状 況 は め ま ぐ る し く 変 化
し て お り 、 常 に 新 た な 課 題 に 直 面 し て い る 。 こ れ ま で の 経 験 的 な
対 処 で は 、 解 決 困 難 な 場 面 が 増 大 し て い る 」 と 新 た な 負 荷 が 加 わ
っ て い る こ と は 否 め な い 。「 看 護 管 理 者 は 多 大 な ス ト レ ス が 加 わ っ
て い て も 、 そ れ を 表 出 す る 機 会 が 少 な く 、 弱 音 を 吐 く こ と が で き
な い 立 場 に い る 」 川 野 は 、 そ の ス ト レ ス の 要 因 と し て 、 6 つ の こ
と を 挙 げ て い る 。 そ れ は ( 1 )病 院 経 営 に 関 わ る こ と 、 ( 2 )病 棟 の 再
編 成 や 新 シ ス テ ム の 導 入 な ど 新 し い 課 題 に 取 り 組 む こ と 、( 3 )医 療
事 故 に 関 す る こ と 、 ( 4 )複 数 の 委 員 会 に 所 属 す る こ と 、 ( 5 )研 究 指
導 、( 6 )最 も 厳 し い ス ト レ ス の 要 因 は 人 間 関 係 に 関 す る こ と で あ る
と 述 べ て い る 。  
 
２ ）山 根 ら ( 2 0 1 3 )は 、中 間 看 護 管 理 者 が 抱 え る 問 題 と し て 、「 看 護 管
理 遂 行 上 の 困 難 」「 役 割 葛 藤 」「 役 割 負 担 」「 ス ト レ ス 」 の 4 つ の
カ テ ゴ リ ー を 抽 出 し て い る 。 ( 1 )看 護 管 理 遂 行 上 の 困 難 と は 、看 護
管 理 に 関 す る 知 識 不 足 や 看 護 管 理 実 践 上 の 相 談 機 能 や 支 援 体 制 の
不 備 、 中 間 看 護 管 理 者 と し て の 責 任 の 重 圧 か ら な る 不 安 を 感 じ 、
看 護 管 理 者 と し て 役 割 を 発 揮 で き な い と い う 困 難 を 感 じ て い た 。
( 2 )看 護 管 理 を 引 き 受 け る と い う「 役 割 葛 藤 」で は 、役 割 を 引 き 受
け る 過 程 で 、 自 ら が 患 者 や ス タ ッ フ に 与 え る 影 響 力 を 自 覚 し 、 管
理 者 と し て の 期 待 に 応 え ら れ な い こ と に 悩 む な ど の 「 役 割 葛 藤 」
を 体 験 し て い た 。( 3 )看 護 管 理 を 実 践 す る 中 で の「 役 割 負 担 」で は 、
事 務 的 業 務 が 煩 雑 な 中 で 、ス タ ッ フ 教 育 を 行 う 時 間 が な い と 感 じ 、
ま た 、 経 営 的 視 点 を 必 要 と さ れ る こ と や 、 ス タ ッ フ の 職 務 満 足 を
考 え た 勤 務 編 成 等 の 役 割 負 担 を 体 験 し て い た 。( 4 )看 護 管 理 者 と し
て の 「 ス ト レ ス 」 で は 、 自 ら の 役 割 の 多 さ や 、 責 任 の 重 圧 か ら 、
家 庭 と の 両 立 に 困 難 を 感 じ 、 自 身 の ワ ー ク ・ ラ イ フ ・ バ ラ ン ス の
変 化 に 戸 惑 い 、 ま た 職 場 で の 人 間 関 係 の 困 難 さ に ス ト レ ス を 体 験
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し て い た 。  
 
３ ）坂 梨 ( 2 0 0 3 )は 、「 病 院 組 織 の な か で 、人 的 に も 経 費 的 に も 看 護 職
員 が そ の 多 く の 割 合 を 占 め て い る 。し た が っ て 、看 護 の 質 を 高 め 、
リ ス ク を 低 減 さ せ て い く こ と は 、 患 者 の 満 足 や 病 院 の 評 価 を 高 め
る 要 素 の 一 つ で あ り 、 そ の た め に は 、 病 院 の 1 ユ ニ ッ ト で あ る 病
棟 を い か に 活 性 化 さ せ て い く か が 大 き な 課 題 と な る 」、「 安 全 で 安
心 な 医 療 に 向 け て 、 看 護 の 質 ・ 患 者 サ ー ビ ス の 向 上 、 リ ス ク の 低
減 、他 職 種 と の 協 働 な ど 多 く の 課 題 が 山 積 し て い る 現 状 に お い て 、
病 棟 師 長 が 自 分 の 受 け 持 つ 病 棟 を ど の よ う に 認 知 し 、 そ し て ど の
よ う な 管 理 を お こ な っ て い る の か 、 ま た ど の よ う な 改 善 の 必 要 性
を 感 じ て い る の か 」 と 述 べ て い る 。  
 
４ ）看 護 師 長 と し て 経 験 し た 困 難 と し て 、「 現 場 を 動 か せ な い 状 況 」、
「 現 場 を 活 性 化 で き な い 状 況 」 、 「 危 機 に 対 応 で き な い 状 況 」 、
「 ワ ー ク ・ ラ イ フ ・ バ ラ ン ス が 崩 れ る 状 況 」 が 抽 出 さ れ た 。 「 現
場 を 動 か せ な い 状 況 」 と は 、 現 場 の 問 題 や 解 決 へ の 手 段 が 分 か ら
ず 、 ス タ ッ フ ・ 上 司 と の 関 係 を う ま く 保 て ず 孤 独 に 陥 る こ と で あ
る 。 「 現 場 を 活 性 化 で き な い 状 況 」 と は 、 仕 事 へ の や り が い 、 や
る 気 が 低 下 し て い る ス タ ッ フ を 支 援 す る の が 難 し い こ と で あ る 。
「 危 機 に 対 応 で き な い 状 況 」 と は 、 危 機 的 状 況 へ の 対 処 が わ か ら
な い こ と で あ る 。 「 ワ ー ク ・ ラ イ フ ・ バ ラ ン ス が 崩 れ る 状 況 」 と
は 、 看 護 師 長 と し て の 役 割 を 遂 行 す る こ と で 、 プ ラ イ ベ ー ト な 領
域 へ の 影 響 が 大 き い こ と で あ る (勝 2 0 1 0 )。  
 
５ ） 実 際 の 新 任 看 護 師 長 は 、 自 分 の 役 割 と し て 「 何 を ど う し て よ い
か わ か ら な い 」 「 言 わ れ る ま ま に や っ て い る が 、 こ れ で よ い の だ
ろ う か 」 と い う 不 安 や 疑 問 を 常 に 持 っ て お り 、 面 談 を す る と 、 で
き て い る こ と も 多 い に も か か わ ら ず 、 「 自 信 が あ り ま せ ん 」 と 訴
え る 。  
先 輩 の 看 護 師 長 か ら 、 「 こ の 時 期 に は 、 こ れ を こ の よ う に や る
と い い 」 「 最 初 は 、 う ま く い か な い こ と も あ る 」 「 私 も そ れ が 大
変 だ っ た 」 「 そ の や り 方 で 大 丈 夫 」 と い う 助 言 や 励 ま し ・ 承 認 を
受 け る こ と に よ っ て 、 新 任 看 護 師 長 と し て の 役 割 が 非 常 に 取 り や
す く な る の で は な い だ ろ う か 。 看 護 師 長 業 務 の 中 で 、 迷 っ た 時 や
確 信 が 持 て な い 時 に 、 先 輩 看 護 師 長 が 自 分 の 経 験 や 工 夫 を 助 言 す
る だ け で 、 業 務 を 円 滑 に 進 め る こ と が で き る の で は な い か と 思 わ
れ る (山 下 2 0 1 1 )。  
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６ ） エ ン プ ロ イ ア ビ リ テ ィ  
前 田 ( 2 0 1 3 )は 、 新 人 看 護 師 の 離 職 の 問 題 に 対 し 、 指 導 時 の 工 夫
は 、 指 導 時 の 言 葉 遣 い 、 理 解 の 確 認 、 居 場 所 を 作 る 、 技 術 は 求 め
な い な ど を 明 ら か に し 、 と く に 新 人 の 居 場 所 つ く り の 工 夫 の 重 要
性 を 述 べ て い る 。 看 護 師 の 職 業 能 力 と し て コ ン ピ テ ン シ ー や キ ャ
リ ア に 関 す る 研 究 は 多 数 あ る が 、 エ ン プ ロ イ ア ビ リ テ ィ
（ E m p l o y a b i l i t y） 「 就 業 能 力 」 「 雇 用 可 能 性 」 「 雇 用 さ れ 得 る
能 力 」 に 焦 点 を 当 て た も の は 少 な く 、 就 業 能 力 を 高 め る 検 討 が 必
要 と 述 べ て い る 。  
 
６ ． 中 間 看 護 管 理 者 へ の 支 援  
 
１ ）「 日 本 看 護 協 会 6 ） は 、 2 0 0 7 年 度『 看 護 職 確 保 定 着 推 進 事 業 』の
一 環 と し て 、『 看 護 管 理 者 の た め の 職 場 づ く り マ ニ ュ ア ル 』を 作 成
し た 。」 そ の 主 な 内 容 と し て 、 ( 1 )看 護 配 置 と 診 療 報 酬 算 定 要 件 お
助 け 点 検 シ ー ト 、 ( 2 )選 ば れ る 職 場 づ く り の ポ イ ン ト（ ① 病 院 お よ
び 看 護 部 の 理 念 ・ 方 針 、 ② 採 用 、 ③ 待 遇 、 ④ 教 育 ・ 研 修 ・ 人 材 育
成 、 ⑤ 夜 勤 と 看 護 体 制 、 ⑥ 子 育 て 支 援 、 ⑦ リ ス ク マ ネ ジ メ ン ト 、
⑧ メ ン タ ル ヘ ル ス ケ ア 、 ⑨ 中 高 年 者 の 採 用 、 ⑩ 退 職 管 理 の 提 案 ）、
( 3 )多 様 な 勤 務 体 系 導 入 に 向 け て 、 ( 4 )「 法 令 順 守 」 自 主 点 検 リ ス
ト な ど で あ る 。  
 
２ ）山 根 ( 2 0 1 3 )は 、中 間 看 護 管 理 者 へ の 支 援 と し て 、「 看 護 管 理 遂 行
上 の 困 難 」「 役 割 葛 藤 」を 軽 減 す る た め に 、管 理 研 修 や 昇 進 候 補 の
時 期 か ら の 管 理 者 教 育 の 整 備 や 、 昇 任 か ら 間 も な い 時 期 に 身 近 に
指 導 者 や メ ン タ ー を 配 置 す る と い っ た 取 り 組 み が 必 要 で あ る こ と
が 示 さ れ て い た 。ま た「 役 割 負 担 」「 ス ト レ ス 」を 軽 減 す る た め に
は 、 複 雑 な 業 務 を 整 理 し 、 役 割 を 遂 行 で き る 時 間 の 確 保 が で き る
環 境 整 備 や 、 メ ン タ ル ヘ ル ス ケ ア の 必 要 性 が 示 唆 さ れ て い た 。  
 
３ ） 一 般 企 業 に お け る 管 理 者 教 育 と 看 護 管 理 者 教 育  
一 般 的 に 会 社 が 管 理 者 に 求 め る も の は 、「 組 織 の 成 果 」と「 組 織
の 維 持 」 で あ る 。 そ の う え で 管 理 者 に 求 め ら れ る 能 力 は 、 環 境 の
変 化 の 課 題 を 認 知 す る ＜ 課 題 認 知 力 ＞ 、 課 題 を 解 決 す る た め に 戦
略 を 策 定 す る ＜ 戦 略 立 案 力 ＞ 、 戦 略 実 行 の た め に 組 織 を マ ネ ジ メ
ン ト す る ＜ マ ネ ジ メ ン ト 力 ＞ を 挙 げ て い る (河 野 2 0 1 4 )。そ の 会 社
が 社 員 に 期 待 す る キ ャ リ ア ビ ジ ョ ン は 、 ( 1 )企 画 立 案 力 （ 分 析 力 、
構 想 力 、構 築 力 ）、 ( 2 )実 行 力（ 判 断 力 、変 革 力 、推 進 力 、柔 軟 性 、
責 任 感 、 使 命 感 、 リ ス ク マ ネ ジ メ ン ト 、 採 算 と 経 営 感 覚 ）、 ( 3 )倫
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理 性 ・ 社 会 性 、 ( 4 )コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 力 （ 意 思 疎 通 力 、 調 整 力 、
交 渉 力 、提 言 力 ）、( 5 )リ ー ダ ー シ ッ プ（ 人 材 育 成 力 、人 材 評 価 力 、
統 率 力 、 チ ー ム ワ ー ク ）、 ( 6 )専 門 性 で あ る 。  
看 護 管 理 者 教 育 の 現 状 (河 野 2 0 1 4 )は 各 都 道 府 県 看 護 協 会 主 催
の 認 定 看 護 管 理 者 教 育 課 程 へ の 派 遣 が 主 体 と な り 、 看 護 管 理 者 に
求 め ら れ る 知 識 ・ ス キ ル の 講 義 ・ 演 習 が 十 分 に 網 羅 さ れ て い る 。
そ し て マ ネ ジ メ ン ト ス キ ル の 学 習 方 法 と し て は 、 看 護 ス キ ル と 異
な り マ ネ ジ メ ン ト 場 面 の 状 況 が 一 般 化 で き な い た め 経 験 学 習 が 中
心 と な る 。 経 験 学 習 に つ い て は コ ル ブ の 経 験 学 習 モ デ ル （ 経 験 →
内 省 →概 念 化 →実 践 ） の 4 段 階 を ベ ー ス に サ イ ク ル を 良 い 形 で 回
す こ と が 、経 験 か ら 学 ぶ こ と を 有 効 に す る こ と が 述 べ ら れ て い る 。
そ の 中 で 内 省 の 場 面 を グ ル ー プ で 支 援 す る 「 看 護 マ ネ ジ メ ン ト リ
フ レ ク シ ョ ン 」 は 気 づ き や 学 び を 生 み 出 し 、 管 理 の 質 を 上 げ る こ
と を 狙 い と し て い ま す 。 こ れ か ら の 看 護 部 門 は 経 験 学 習 や 看 護 マ
ネ ジ メ ン ト リ フ レ ク シ ョ ン を 組 織 全 体 で 取 り 組 む 方 法 が よ い と 考
え て い る 。  
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Ⅶ  病 棟 運 営 の 実 態 と 課 題  
１ ．  病 棟 管 理 と は  
 
１ ）「 病 棟 管 理 と は 、看 護 職 員 等 の 力 を 結 集 し て 施 設 、設 備 そ の 他 の
資 源 を 活 用 し 、 対 象 に 質 的 、 量 的 に 適 切 な 看 護 サ ー ビ ス を 継 続 的
に 提 供 で き る よ う 仕 向 け る こ と で あ る 。 病 棟 の 管 理 ・ 監 督 者 で あ
る 婦 長 や 主 任 は 、 そ れ ぞ れ の 立 場 で リ ー ダ ー シ ッ プ を 発 揮 し て 、
病 棟 と い う 組 織 の 目 標 が 達 成 で き る よ う 、 す な わ ち 診 療 や 看 護 が
適 切 ・ 円 滑 に 行 わ れ る よ う 看 護 職 員 や 医 師 そ の 他 、 病 棟 の 業 務 に
関 係 す る 人 々 に 働 き か け て 調 整 ・ 統 制 し て い く 役 割 が 課 せ ら れ て
い る 」  
さ ら に 病 棟 管 理 を 行 な う 上 で 看 護 業 務 に 影 響 を 及 ぼ す 要 因 と し
て 、社 会 的 背 景 (高 齢 化 、国 際 化 、情 報 化 、権 利 意 識 の 高 揚 、価 値
観 の 多 様 化 、ラ イ フ ス タ イ ル の 変 化 )、経 済 的 背 景 (医 療 費 の 抑 制 、
入 院 在 院 日 数 の 短 縮 、在 宅 医 療 推 進 )を 明 確 に し て お く こ と が 大 切
だ と 述 べ て い る  (稲 田 1 9 9 3 )。  
 
２ ） 病 棟 運 営 と は 、 日 本 医 療 機 能 評 価 の 第 5 領 域 の 指 標 よ り 次 の と
お り で あ る 。  
( 1 )病 棟 に お け る 看 護 の 基 本 方 針 や 目 標 を 明 確 に す る  
( 2 )看 護 師 の 役 割 と 責 任 体 制 を 明 確 に す る  
( 3 )臨 床 に お け る 倫 理 的 問 題 に つ い て 対 応  
( 4 )看 護 計 画 の 立 案  
( 5 )適 切 な ケ ア サ ー ビ ス の 実 施  
( 6 )ケ ア カ ン フ ァ レ ン ス の 実 施  
( 7 )リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン が 確 実 ・ 安 全 に 実 施  
( 8 )病 棟 と 患 者 の 安 全 確 保  
( 9 )患 者 へ の 退 院 支 援 が 適 切  
( 1 0 )タ ー ミ ナ ル ス テ ー ジ の 患 者 に 適 切 に 対 応  
( 11 )逝 去 時 の 対 応 が 適 切 に 実 施  
( 1 2 )ケ ア プ ロ セ ス に お け る 感 染 対 策  
( 1 3 )看 護 の 記 録 が 適 切  
( 1 4 )病 棟 で の 薬 剤 ・ 機 器 の 管 理 、 物 品 管 理  
( 1 5 )患 者 の 容 態 に 応 じ た ベ ッ ド コ ン ト ロ ー ル  
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２ ．  病 棟 管 理 の 実 態  
 
１ ） 松 田 ( 2 0 0 7 )は 、「 全 退 職 者 の 1 0％ は 医 療 環 境 の 変 化 に 対 応 し き
れ ず 疲 弊 し て 退 職 を 選 択 し て い る 。 つ ま り 病 床 の 高 速 回 転 や 患 者
の 高 齢 化 、 重 症 患 者 の 増 加 な ど 職 場 環 境 の 急 激 な 変 化 の 中 で 、 夜
勤 の 疲 労 や 心 理 的 な 疲 労 が 看 護 師 と し て の モ チ ベ ー シ ョ ン の 低 下
と な り 、 日 々 の 業 務 で 時 間 管 理 を 含 め 、 連 続 し た 緊 張 で ラ イ フ バ
ラ ン ス を 崩 し て 退 職 す る 状 況 が 発 生 し て お り 、 そ れ に 対 し て は 何
ら か の 対 策 が 求 め ら れ る 。 ジ ェ ネ ラ リ ス ト と し て 成 長 し た 看 護 師
の 定 着 促 進 は 経 営 的 課 題 で あ る 」 と 述 べ て い る 。  
さ ら に タ イ ム マ ネ ジ メ ン ト に つ い て 、「『 時 間 管 理 』と は 、『 勤 務
時 間 内 に 業 務 を 終 え る 』 と い う こ と で あ る 。 業 務 が 終 わ ら な い 状
況 が 予 測 さ れ る 場 合 は 、 看 護 管 理 者 や リ ー ダ ー 看 護 師 は ス タ ッ フ
を 支 援 し て 、 就 業 時 間 に 業 務 を 終 え る よ う に マ ネ ジ メ ン ト す る こ
と が 役 割 で あ る 。看 護 師 と し て 就 職 し た 時 か ら『 就 業 時 間 の 管 理 』
を 教 育 ・ 指 導 し 、 勤 務 終 了 後 は ラ イ フ ワ ー ク の 充 実 や キ ャ リ ア ア
ッ プ の た め の 勉 学 な ど 、 個 人 の ラ イ フ デ ザ イ ン に 応 じ て 時 間 を 活
用 す る こ と を 勧 め て い る 」 と 述 べ て い る 。  
松 田 ら が 行 っ た 看 護 業 務 量 調 査 に よ り 看 護 業 務 量 に 大 き な 影 響
を 与 え た 患 者 特 性 は 、「 呼 吸 困 難 」「 循 環 動 態 不 安 定 」「 全 身 麻 酔 下
手 術 後 」「 ド レ ー ン・カ テ ー テ ル 挿 入 後 」「 化 学 療 法 」「 見 当 識 障 害
／ せ ん 妄 」「 排 泄 介 助 」「 死 後 の 処 置 」「 緊 急 入 院 」 の 9 タ イ プ で
あ っ た 。  
「 全 身 麻 酔 下 手 術 後 」「 ド レ ー ン ・ カ テ ー テ ル 挿 入 後 」「 死 後 の
処 置 」「 緊 急 入 院 」 の 4 つ は 発 生 後 に 集 中 的 に 業 務 量 が 多 く な る
特 徴 が 見 ら れ た 。課 題 の い く つ か に 対 し て 行 わ れ た 工 夫 と は 、 ( 1 )
看 護 体 制 の 変 更 、 ( 2 )緊 急 入 院 の シ ス テ ム 化 、 ( 3 )「 死 後 の 処 置 」
へ の 支 援 体 制 の 整 備 、 ( 4 )化 学 療 法 の ミ キ シ ン グ 導 入 、 ( 5 )周 手 術
期 の シ ス テ ム 化 、 ( 6 )呼 吸 困 難 患 者 の 標 準 化・人 工 呼 吸 器 管 理 の 標
準 化 、 ( 7 )記 録 時 間 短 縮 に 向 け た 工 夫 な ど で あ っ た 。  
 
２ ）中 島 ( 2 0 0 9 )は 、「 一 方 で は 師 長 が ス タ ッ フ 業 務 に 加 え て マ ネ ジ メ
ン ト 業 務 、 一 方 で は マ ネ ジ メ ン ト 業 務 に 専 念 で き る 環 境 と い う 、
病 床 数 に よ っ て 全 く と 言 っ て よ い ほ ど 異 な る 師 長 『 業 務 』 の 実 態
が あ り ま す 。 一 つ の 部 署 を 持 っ て 運 営 し て い か な け れ ば な ら な い
と い う 中 心 的 な 任 務 は 、 ど こ の 病 院 も 変 わ り ま せ ん 。 し か し そ の
任 務 を 遂 行 す る た め の 環 境 の 違 い に よ り 、 実 際 の 『 業 務 』 は 同 じ
日 本 と い え ど も 、 大 き く 異 な っ て い る 実 態 が あ っ た の で す 」 さ ら
に 「 日 本 に お け る 多 く の 師 長 た ち は 、 決 し て 型 に は ま っ た マ ネ ジ
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メ ン ト に 専 念 で き る 環 境 で は な い 状 況 に あ る 」 と い う 事 実 を 踏 ま
え た 議 論 の 展 開 が 必 要 と さ れ 、『 大 学 院 で 看 護 と 経 営 管 理 の 教 育 を
受 け て い る こ と 、 財 政 管 理 の ス キ ル が あ る こ と 』 を 求 め る 米 国 流
の 看 護 管 理 者 の イ メ ー ジ が 、 急 激 に 日 本 の 病 棟 師 長 た ち に も 求 め
ら れ つ つ あ り 、 ま る で 濁 流 へ と 押 し 流 さ れ て い る よ う な 感 を 否 め
な い 現 状 が あ り ま す 。 日 本 の 医 療 組 織 文 化 に お い て 、 病 棟 経 営 に
関 す る ガ バ ナ ン ス を 持 た な い 師 長 た ち に 、 諸 外 国 と 同 じ よ う な 病
棟 経 営 に 関 す る 能 力 ま で 求 め て よ い の で し ょ う か 」と 述 べ て い る 。 
 
３ ．  病 棟 管 理 の 課 題  
 
１ ） 中 島 ( 2 0 11 )は 、「 時 間 外 勤 務 の 要 因 は 、 大 き く 分 け て 、 ( 1 )「 業
務 の 量 」の 問 題（ 業 務 分 掌 、人 員 配 置 、 I T 化 ）、 ( 2 )「 業 務 の 質 」
の 問 題 〈 効 率 性 、 や り 甲 斐 、 人 材 育 成 〉 、 ( 3 )「 組 織 文 化 」 の 問 題
（ 時 間 外 勤 務 の 習 慣 化 ） と な る の で は な い だ ろ う か 」 と 説 明 し て
い る 。  
 
２ ）坂 梨 ( 2 0 0 3 )は 、病 棟 管 理 の 実 態 に つ い て の 調 査 項 目 を 、1 9 9 6 年
に 日 本 看 護 協 会 が 実 施 し た 変 革 期 に お け る 看 護 管 理 の 課 題 に 関 す
る 調 査 (日 本 看 護 協 会 1 9 9 8 )を 参 考 に 作 成 し て い る 。そ の 調 査 項 目
と は ス タ ッ フ に 向 け て  
( 1 )教 育 ・ 研 修 の 強 化 に つ い て の 調 査 項 目  
・ 院 内 で 看 護 研 究 の 発 表 会  
・ 外 部 研 修 へ の 公 平 な 参 加 の た め の 勤 務 ロ ー テ ー シ ョ ン に 配 慮  
・ 学 会 参 加 等 は ス タ ッ フ の 意 見 を 尊 重 し 積 極 的 に 参 加 さ せ て い る  
・ 特 定 テ ー マ に つ い て 外 部 講 師 を 招 き 定 期 的 な 講 演 を 行 っ て い る  
・ 研 修 ・ 教 育 に 必 要 な 書 籍 類 は 積 極 的 に 購 入 し て い る  
・ 希 望 に 応 じ て 外 部 の 中 長 期 研 修 に 参 加 さ せ て い る  
・ 院 内 に は ス タ ッ フ の 経 験 年 数 に 応 じ た 研 修 が 企 画 さ れ て い る  
( 2 )臨 床 能 力 の 向 上 に 向 け て の 調 査 項 目  
・ プ リ セ プ タ ー 方 式 を 導 入 す る た め に 常 に 一 定 以 上 の ス タ ッ フ が
い る  
・ ス タ ッ フ 個 々 の 悩 み や 相 談 が で き る 専 任 者 も し く は 体 制 が あ る  
・ ケ ー ス ス タ デ ィ を 頻 繁 に 行 い 患 者 の 問 題 を 検 討 し 合 っ て い る  
・ 定 期 的 な 臨 床 講 義 が 行 わ れ て い る  
・ ス タ ッ フ の 技 術 演 習 の た め の 講 義 ・ 演 習 を 行 っ て い る  
・ 病 棟 に お け る 勉 強 会 に は 積 極 的 に 医 師 の 協 力 も 得 て い る  
( 3 )ス タ ッ フ の モ チ ベ ー シ ョ ン の 向 上 に 向 け て の 調 査 項 目  
・ 研 修 休 暇 制 度 を 設 け て い る  
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・ 師 長 に よ る ス タ ッ フ の 職 務 評 価 を 行 い 、 本 人 に 通 知 し て い る  
・ 本 給 と は 別 に 師 長 の 評 価 に 基 づ き 追 加 さ れ る 報 奨 賃 金 な ど の 制
度 が あ る  
・ 患 者 か ら の ス タ ッ フ 評 価 を 導 入 し 、 本 人 に 通 知 し て い る  
( 4 )具 体 的 な 業 務 改 善 の 方 策 と し て の 調 査 項 目  
・ 業 務 量 調 査 に よ っ て 看 護 の 量 的 問 題 を 把 握 し 評 価 し て い る  
・ ク リ ニ カ ル パ ス を 導 入 し て い る  
・ カ ン フ ァ レ ン ス を 行 い そ の 成 果 を 活 用 し て い る  
・ 看 護 記 録 を 簡 素 化 し 重 複 記 録 を な く す こ と で 記 録 の 迅 速 化 を 図
っ て い る  
・ ケ ア の 効 率 化 と 効 果 的 な ケ ア の 実 施 の た め に 入 院 時 必 ず 看 護 計
画 を 策 定 し て い る  
・ 患 者 の 退 院 を ス ム ー ズ に す る た め に 退 院 計 画 を 策 定 し て い る  
( 5 )リ ス ク マ ネ ジ メ ン ト に つ い て の 調 査 項 目  
・ イ ン シ デ ン ト レ ポ ー ト は 、 ヒ ヤ リ ・ ハ ッ ト も 含 め て 書 く こ と を
義 務 付 け て い る  
・ レ ポ ー ト に 記 載 さ れ た 事 故 や ミ ス の 原 因 の 即 時 検 討 を 行 っ て い      
 る  
・ 把 握 し た ミ ス 等 の 情 報 を 他 部 門 ・ 部 署 に 情 報 提 供 し て い る  
・ 看 護 部 に 専 任 の リ ス ク マ ネ ジ ャ ー が い る  
・ 事 故 や エ ラ ー 予 防 の た め に 機 器 や 設 備 の 改 善 を 積 極 的 に 行 っ て  
い る  
( 6 )患 者 に 対 す る 看 護 サ ー ビ ス の 向 上 に つ い て の 調 査 項 目  
・ 患 者 に 対 す る 接 遇 改 善 の た め の 研 修 を 定 期 的 に 実 施 し て い る  
・ 行 な っ た 看 護 サ ー ビ ス が 一 定 の 水 準 に 達 し て い る か 具 体 的 な ツ
ー ル を 用 い 評 価 し て い る  
・ イ ン フ ォ ー ム ド ・ コ ン セ ン ト の 実 施 に 際 し 、 そ の 内 容 を 看 護 師
が 記 載 し て い る  
・ 患 者 満 足 度 調 査 を 定 期 的 に 実 施 し 、 結 果 を フ ィ ー ド バ ッ ク し て
い る  
・ 患 者 個 々 の ニ ー ズ に 応 え る た め に 受 け 持 ち 制 を 導 入 し て い る  
・ 患 者 の 要 望 に 即 時 対 応 で き る よ う 時 間 の 確 保 の た め の 申 し 送 り
の 短 縮 ・ 廃 止 を し て い る  
( 7 )病 院 経 営 の 効 率 化 に 向 け て の 調 査 項 目  
・ 全 病 棟 の ベ ッ ド 管 理 を 行 な う 専 門 の 担 当 者 が 配 置 さ れ て い る  
・ ベ ッ ド 管 理 は 医 師 と 話 し 合 い を 行 っ て い る  
・ 退 院 を 調 整 す る 専 門 の 担 当 者 が 配 置 さ れ て い る  
・ 看 護 部 の 責 任 に お い て 備 品 ・ 消 耗 品 の 管 理 と 定 期 的 な 在 庫 チ ェ
ッ ク を 行 っ て い る  
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・ 薬 剤 部 門 や 検 査 部 門 な ど と の 業 務 上 の 役 割 を 明 確 に し 周 知 徹 底
し て い る  
・極 力 時 間 外 勤 務 を 削 減 で き る よ う 時 間 外 勤 務 を 定 期 的 に 把 握 し 、
削 減 に 向 け て 職 員 配 置 を 工 夫 し て い る  
・ 病 院 経 営 に 関 す る デ ー タ を ス タ ッ フ に 提 示 し 、 経 営 状 況 に つ い
て の 理 解 の 徹 底 を 行 っ て い る  
・早 期 退 院 の 取 り 組 み と し て 、医 師 や 家 族 と 共 有 す る 退 院 目 標 (計
画 )を す べ て の 患 者 に 策 定 し て い る  
・ 退 院 に 関 す る 取 組 の 結 果 を 評 価 す る 場 が あ る 。  
 
３ ）坂 梨 ( 2 0 0 3 )に よ り 、病 棟 師 長 が 考 え る 病 棟 に 必 要 な 改 革 と し て 、
経 営 、 目 標 管 理 、 教 育 、 医 療 ・ 看 護 の 質 、 業 務 改 善 、 情 報 管 理 、
連 携 、 人 事 管 理 、 職 場 環 境 、 チ ー ム 医 療 、 患 者 サ ー ビ ス 、 モ チ ベ
ー シ ョ ン に 関 す る さ ま ざ ま な 意 見 が 抽 出 さ れ て い た 。  
 
４ ） 四 病 院 団 体 協 議 会 に よ る 「 看 護 基 準 に 関 す る 緊 急 ア ン ケ ー ト
( 2 0 1 0 )」報 告 よ り 、看 護 師 の 就 労 の 現 状 に つ い て 7 1 . 8％ が 充 足 状
況 に 関 し て 大 い に 不 足 も し く は 不 足 と 回 答 し て お り 、 看 護 基 準 に
お け る 夜 勤 平 均 7 2 時 間 規 制 及 び そ の 影 響 に つ い て 、 7 2 時 間 の 勤
務 調 整 は 、 7 1 . 1％ が 極 め て 困 難 も し く は 困 難 と 回 答 し て い る 。 医
療 安 全 へ の 寄 与 に つ い て は 、 7 1 . 5％ が 逆 効 果 も し く は 効 果 は な い
と 回 答 し て い る 。 今 後 の 看 護 基 準 に つ い て 「 柔 軟 な 勤 務 体 系 に 出
来 る こ と が 望 ま し い 」 を 希 望 す る 回 答 は 7 3 . 5％ で 、 現 場 で は 7 2
時 間 規 制 に 対 す る 緩 和 を 求 め る 声 が 大 き い 。 設 置 主 体 別 で は 、 国
公 立 ・ 公 的 病 院 で は 、 夜 勤 7 2 時 間 の 勤 務 調 整 が 「 困 難 」 と 回 答
し て い る 割 合 は 4 1 . 9％ 、 7 2 時 間 規 制 後 の 勤 務 状 況 に つ い て 「 厳
し く な っ た 」 と 回 答 し て い る 割 合 は 、 3 4 . 9％ で あ り 、 国 公 立 ・ 公
的 病 院 は 他 の 設 置 主 体 よ り 、 月 平 均 夜 勤 7 2 時 間 規 制 に 困 っ て い
な い 状 況 が 伺 え る 。病 床 規 模 は 1 9 9 床 以 下 が 2 0 0 床 以 上 に 比 べ「 き
わ め て 困 難 」 と 「 困 難 」 の 割 合 が 高 く 、 小 さ い ほ ど 苦 労 し て い る
状 況 が う か が え る (四 病 院 団 体 協 議 会 2 0 1 0 )。  
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Ⅷ  看 護 管 理 の 工 夫  
１ ．「 病 棟 運 営 」「 工 夫 」「 管 理 」 の 文 献 の 推 移  
 
１ ）「 病 棟 運 営 」「 工 夫 」「 管 理 」 の 4 7 6 文 献 の 推 移  
全 体 の 年 度 別 推 移 を 5 年 ご と に ま と め る と 、1 9 8 4 - 1 9 9 9 年 は 3 8
文 献 、 2 0 0 0 - 2 0 0 4 年 は 8 7 文 献 で 、 2 0 0 3 年 度 の み 3 0 文 献 を 超 え
て 多 か っ た 。 2 0 0 5 - 2 0 0 9 年 は 1 6 1 文 献 と 増 え 続 け 、工 夫 に つ い て
の 関 心 が さ ら に 高 ま っ た 。2 0 1 0 - 2 0 1 4 年 9 月 ま で で 1 8 9 文 献 と な
っ て お り 、 2 0 11 年 度 は 5 1 文 献 と 多 く の 施 設 で 管 理 の 工 夫 を 凝 ら
す 運 営 に つ い て 報 告 が 見 ら れ た 。  
文 献 数 的 に は 2 0 0 0 年 未 満 の 3 8 文 献 か ら 2 0 0 0 年 以 降 は 年 度 ご
と に 増 加 し 続 け て い た 。  
 
表 １  4 7 6 文 献 数 の 推 移  
 
年 度  1 9 8 4  1 9 8 6  1 9 8 8  1 9 8 9  1 9 9 1  1 9 9 2  1 9 9 3  1 9 9 4  
数  1  4  1  3  2  2  2  1  
 
年 度  1 9 9 5  1 9 9 6  1 9 9 7  1 9 9 8  1 9 9 9  1 9 8 4 - 1 9 9 9  
数  2  3  1  6  1 0  合 計 3 8 文 献  
 
年 度  2 0 0 0  2 0 0 1  2 0 0 2  2 0 0 3  2 0 0 4  2 0 0 0 - 2 0 0 4  
数  8  2 0  11  3 1  1 7  合 計 8 7 文 献  
 
年 度  2 0 0 5  2 0 0 6  2 0 0 7  2 0 0 8  2 0 0 9  2 0 0 5 - 2 0 0 9  
数  3 7  2 3  3 9  2 7  3 5  合 計 1 6 1 文 献  
 
年 度  2 0 1 0  2 0 11  2 0 1 2  2 0 1 3  2 0 1 4  2 0 1 0 - 2 0 1 4  
数  4 5  5 1  3 5  4 1  1 7  合 計 1 8 6 文 献  
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２ ） 職 種 別 に み た 傾 向  
看 護 部 が 1 7 6 文 献 3 7％ と 多 く 、次 が 医 学 の 8 8 文 献 1 9％ で あ っ
た 。 看 護 部 と 医 学 で 全 体 の 5 割 を 占 め て い る 。 そ れ 以 外 は 各 部 門
が 3～ 6％ 程 度 の 割 合 で 栄 養 部 、薬 剤 部 、リ ハ ビ リ 部 、検 査 部 、I C T、
M E 機 器 、安 全 部 、情 報 診 療 室 、事 務 部 な ど か ら 発 表 さ れ て い た 。  
 
表 2  職 種 別 文 献 数 の 推 移  
 
部
門  
看 護 部  医 学  歯 学  栄 養
部  
多 職
種  
薬 剤
部  
リ ハ ビ
リ 部  
数  1 7 6  
( 3 7％ )  
8 8  
( 1 9％ )  
1 6  
( 3％ )  
3 3  
( 6％ )  
2 9  
( 6％ )  
2 7  
( 6％ )  
1 4  
( 3％ )  
 
部
門  
検 査 部  I C T  M
E  
安 全
部  
情 報 診
療 室  
事 務  放 射
線 部  
保 健
所  
不
明  
他  
数  11  
( 2％ )  
3  5  １  2  1 8  
( 4％ )  
6  1  2 6  1 7  
 
 
３ ） 内 容 別 の 傾 向  
4 7 6 文 献 全 体 で は 、 体 制 に 関 す る も の が 11 5 文 献 と 最 も 多 く 、
次 に 安 全 と 感 染 を ま と め る と 7 1 文 献 、 経 営 が 6 1 文 献 、 情 報 4 9
文 献 、栄 養 3 1 文 献 、環 境 が 3 0 文 献 、サ ー ビ ス 3 0 文 献 で あ っ た 。  
 
表 3  内 容 別 文 献 数 の 推 移  
 
内 容  体 制  安 全 と
感 染  
経
営  
情
報  
栄
養  
環
境  
サ ー
ビ ス  
育
成  
物
品  
数  11 5  7 1  6 1  4 9  3 1  3 0  3 0  2 3  1 9  
 
内 容  薬  診 療  コ ミ ュ ニ ケ
ー シ ョ ン  
協
働  
合 計  
数  1 7  1 2  1 0  8  4 7 6  
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４ ）「 病 棟 運 営 」「 工 夫 」「 管 理 」 の 看 護 文 献 に 絞 っ た 1 8 0 文 献 の 推
移  
年 度 別 で は 、 1 9 8 4 - 1 9 9 9 年 は 9 文 献 、 2 0 0 0 - 2 0 0 4 年 は 隔 年 ご と
に 二 桁 の 年 度 と 一 桁 年 度 が 繰 り 返 さ れ 3 8 文 献 、 2 0 0 5 - 2 0 0 9 年 は
5 7 文 献 で 年 度 が 進 む ご と に 増 え て い っ た 。2 0 1 0 - 2 0 1 4 年 9 月 ま で
で 7 6 文 献 と な っ て い る 。  
 
表 4  看 護 文 献 に 絞 っ た 1 8 0 文 献 の 推 移   
 
年 度  1 9 8 4 - 1 9 9 2  1 9 9 3  1 9 9 4  1 9 9 5  1 9 9 6  1 9 9 7  1 9 9 8  1 9 9 9  1 9 8 4 - 1 9 9 9  
件 数  0  2  0  1  1  1  0  4  合 計 9 文 献  
 
年 度  2 0 0 0  2 0 0 1  2 0 0 2  2 0 0 3  2 0 0 4  2 0 0 0 - 2 0 0 4  
件 数  3  1 3  3  1 2  7  合 計 3 8 文 献  
 
年 度  2 0 0 5  2 0 0 6  2 0 0 7  2 0 0 8  2 0 0 9  2 0 0 5 - 2 0 0 9  
件 数  1 2  6  1 4  1 0  1 5  合 計 5 7 文 献  
 
年 度  2 0 1 0  2 0 11  2 0 1 2  2 0 1 3  2 0 1 4  2 0 1 0 - 2 0 1 4  
件 数  1 5  2 4  2 1  1 2  4  合 計 7 6 文 献  
 
５ ） 他 領 域 と の 文 献 数 の 比 較  
全 体 に お け る 看 護 文 献 の 比 率 で は 、 2 0 0 0 - 2 0 0 4 の 比 率 が 4 4％
( 3 8 / 8 7 )と い う こ と よ り 、看 護 の 世 界 で は 他 領 域 よ り も 早 く 看 護 管
理 に つ い て 工 夫 を す る こ と に 取 り 組 み 始 め て い た こ と が わ か っ た 。 
2 0 0 5 年 以 降 2 0 1 4 ま で は 、 他 領 域 ( 1 6 1 + 1 8 9 / 4 7 6 = 7 4 % )で も 、 看
護 領 域 ( 5 7 + 7 6 / 1 8 0 = 7 4 % )で も 管 理 の 工 夫 に つ い て 文 献 数 全 体 の 7
割 を 直 近 1 0 年 で 占 め て お り 、 管 理 に さ ま ざ ま な 工 夫 が 求 め ら れ
る 時 代 背 景 が 見 受 け ら れ た 。  
 
表 5  他 領 域 と の 文 献 数 の 比 較 と 割 合  
 
 
 
 
 
 
 
 4 7 6  
文 献  
の 度 数  
1 8 0  
看 護 文 献
の 度 数  
全 体 の 4 7 6 文 献 に お
け る 看 護 文 献 の 工 夫
へ の 取 り 組 み の 割 合  
1 9 8 4 - 1 9 9 9  3 8 文 献  9 文 献  2 4％ （ 9 / 3 8）  
2 0 0 0 - 2 0 0 4  8 7 文 献  3 8 文 献  4 4％ （ 3 8 / 8 7）  
2 0 0 5 - 2 0 0 9  1 6 1 文 献  5 7 文 献  3 5％ （ 5 7 / 1 6 1）  
2 0 1 0 - 2 0 1 4  1 8 9 文 献  7 6 文 献  4 0％ （ 7 6 / 1 8 9）  
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表 6  他 領 域 と の 文 献 数 の 比 較 (年 度 別 )  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
年 度  4 7 6 文 献  1 8 0 看 護 文 献  
2 0 1 4  1 7  1 8 9  4  7 6  
2 0 1 3  4 1  1 2  
2 0 1 2  3 5  2 1  
2 0 11  5 1  2 4  
2 0 1 0  4 5  1 5  
2 0 0 9  3 5  1 6 1  1 5  5 7  
2 0 0 8  2 7  1 0  
2 0 0 7  3 9  1 4  
2 0 0 6  2 3  6  
2 0 0 5  3 7  1 2  
2 0 0 4  1 7  8 7  7  3 8  
2 0 0 3  3 1  1 2  
2 0 0 2  11  3  
2 0 0 1  2 0  1 3  
2 0 0 0  8  3  
1 9 9 9  1 0  3 8  4  9  
1 9 9 8  6  0  
1 9 9 7  1  1  
1 9 9 6  3  1  
1 9 9 5  2  1  
1 9 9 4  1  0  
1 9 9 3  2  2  
1 9 9 2  2  0  
1 9 9 1  2  0  
1 9 8 9  3  0  
1 9 8 8  1  0  
1 9 8 6  4  0  
1 9 8 4  1  0  
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２  看 護 文 献 に 関 す る 「 工 夫 」 の 検 討  
 
１ ） 看 護 文 献 ( 1 8 0 文 献 )の 工 夫 の 傾 向  
内 訳 は 、 体 制 に 関 す る も の が 6 7 文 献 と 最 も 多 く 、 人 材 活 用 が
2 7 文 献 、 安 全 と 感 染 を ま と め る と 2 2 文 献 、 環 境 が 1 4 文 献 、 サ
ー ビ ス 1 2 文 献 、物 品 11 文 献 で あ っ た 、看 護 で は 経 営 の 工 夫 や 情
報 、 栄 養 の 工 夫 は 少 な く 、 体 制 と 人 材 活 用 の 工 夫 が 多 い の が 看 護
な ら で は の 特 徴 で あ っ た 。  
 
２ ） 看 護 文 献 の ( 1 8 0 文 献 )の 工 夫 内 容 の カ テ ゴ リ ー 化  
「 病 棟 運 営 」「 工 夫 」「 管 理 」 の 看 護 文 献 に 絞 っ た 1 8 0 文 献 の 内
容 を 分 類 す る と 、5 つ の カ テ ゴ リ ー に 分 か れ た 。そ の 5 分 類 と は 、
「 看 護 職 員 の 人 材 活 用 の 工 夫 」「 組 織 づ く り の 工 夫 」「 環 境 へ の ア
プ ロ ー チ の 工 夫 」「 患 者 サ ー ビ ス の 工 夫 」「 物 品 管 理 の 工 夫 」 で あ
っ た 。  
 
( 1 )  看 護 職 員 の 人 材 活 用 の 工 夫 の サ ブ カ テ ゴ リ ー は 、《 人 の 評 価 を す  
る 》《 教 育 》《 や る 気 の 向 上 》《 人 の 採 用 》 で あ る 。  
高 谷 ( 2 0 1 0 )は 、 新 人 看 護 師 の 適 応 の た め に 行 な っ て い る 看 護 師
長 の 工 夫 と し て 、「 新 人 の 状 況 把 握 」「 プ リ セ プ タ ー 体 制 に お け る
看 護 師 長 の 工 夫 」「 専 門 職 と し て の 看 護 師 長 の 役 割 」「 労 働 環 境 の
工 夫 」 を 取 り だ し た 。 ま た 看 護 師 長 が プ リ セ プ タ ー や ス タ ッ フ ・
副 師 長 た ち と 協 働 し 行 っ て い る 工 夫 と し て は 、「 協 働 体 制 で の 新 人
育 成 」「 精 神 的 サ ポ ー ト 」を 抽 出 し た 。そ し て「 看 護 師 長 が 行 っ て
い る 工 夫 を 探 索 す る こ と は 、 新 人 看 護 師 の 適 応 促 進 や 、 ひ い て は
早 期 離 職 の 防 止 に 効 果 が あ る と 考 え ら れ た 。 看 護 師 長 が 多 岐 に わ
た り 凝 ら し て い る 創 意 工 夫 を 、 個 々 の 経 験 に 終 わ ら す こ と な く 、
さ ら に デ ー タ を 重 ね 看 護 管 理 者 が 共 通 し て 行 う 方 略 と し て 新 人 看
護 師 の 適 応 を 促 す た め 、 看 護 師 長 が 用 い る 支 援 プ ロ グ ラ ム の 開 発
に 向 け て 検 討 し て い く 必 要 が あ る 」 と 述 べ て い る 。  
 
( 2 )  組 織 づ く り の 工 夫 の サ ブ カ テ ゴ リ ー は 、《 経 営 》《 体 制 》《 連 携 》  
《 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 》 で あ る 。  
荒 井 ( 2 0 0 1 )は 婦 長 の 名 称 に つ い て 、 看 護 部 の 理 念 に 基 づ き 、 担
当 看 護 単 位 の 運 営 方 針 を 定 め 、 看 護 サ ー ビ ス 提 供 の 責 任 者 を 呼 ぶ
と 説 明 し 、「 看 護 管 理 は 良 い サ ー ビ ス 提 供 の た め に 行 な う 。病 棟 を
あ ず か る 婦 長 に 求 め ら れ る も の は 、 自 ら の 看 護 観 を 明 確 に も っ て
い る こ と で あ る 。 な ぜ な ら 婦 長 の 看 護 に 対 す る 考 え 方 (力 )に よ り
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そ の 病 棟 の 質 が 決 ま る か ら で あ る 」「 看 護 管 理 は そ の 病 院 の 設 置 さ
れ て い る 立 場 、実 情 に あ っ た や り 方 が 確 立 さ れ て い く も の と な る 。
婦 長 は 、 そ の 病 棟 に 与 え ら れ た 条 件 の も と で も っ と も 良 い 看 護 を
行 う た め に も っ と も 良 い 方 法 を 選 び 、 適 応 し て 目 的 を 成 し 遂 げ て
い く 」 と 。  
「 従 来 の 管 理 者 は 、 率 先 垂 範 、 知 識 技 能 の 向 上 、 病 院 や 看 護 部
の 方 針 の 徹 底 、 部 下 育 成 な ど が 役 割 と し て 求 め ら れ て い た が 、 こ
れ か ら の 管 理 者 に 求 め ら れ る 要 件 は 、 戦 略 を 考 え て 提 案 、 提 言 す
る 、環 境 に 柔 軟 に 対 応 す る こ と 、問 題 の 形 成 を し 、解 決 す る こ と 、
部 下 の 育 成 な ど で あ る 。な ぜ な ら 、世 の 中 の 動 き の 変 化 と と も に 、
使 え る し く み 、 使 え な い し く み 、 運 営 の し 方 の チ ェ ッ ク 等 が 求 め
ら れ 、 そ れ に 見 合 っ た 行 動 が 求 め ら れ る か ら で あ る 」 と 従 来 に 比
べ さ ら に 良 い 方 法 を 選 び 実 践 し て い く 能 力 が 求 め ら れ て い る こ と
が わ か る 。  
松 永 ( 2 0 1 3 )は 、「 医 療 施 設 の 職 員 の な か で 最 も 多 数 を 占 め る 看 護
職 員 を 現 場 で 束 ね る 看 護 師 長 は 、重 要 な 役 割 を 担 っ て お り 、医 療・
看 護 サ ー ビ ス の 質 に 大 き な 影 響 を 与 え る と 考 え ら れ ま す 」 と 述 べ
看 護 管 理 の 工 夫 を い く つ か 紹 介 し て い る 。 第 1 は 、 看 護 管 理 者 の
育 成 の た め の 工 夫 と し て 、「 看 護 師 長 は ス タ ッ フ と 共 に 当 該 部 署 の
現 状 を S W O T 分 析 と B S C を 活 用 し 行 い ま す 。 そ こ か ら 年 間 目 標
や 部 署 の 取 り 組 む べ き 課 題 を 明 ら か に し 、 年 間 計 画 を 立 案 し て い
ま す 」 第 2 は 、 病 床 コ ン ト ロ ー ル の 工 夫 と し て 「 看 護 管 理 者 会 議
で 『 安 全 か つ 効 率 的 な 病 床 管 理 』 に つ い て 検 討 し 、 看 護 管 理 者 全
員 が 病 床 管 理 上 の 問 題 を 共 通 認 識 し 、2 4 時 間 安 全 で 効 率 的 な 病 床
コ ン ト ロ ー ル を 診 療 部 と 協 力 し て 実 施 で き る よ う に し ま し た 」 第
3 は 、 診 療 報 酬 改 定 に 伴 う 取 り 組 み の 工 夫 と し て 「 事 務 部 の 医 事
課 や 企 画 調 整 課 と の 打 ち 合 わ せ で 、 新 規 に 診 療 報 酬 の 加 算 が で き
る 項 目 を 抽 出 し 、 施 設 基 準 を 見 極 め 、 多 部 門 と 連 携 し な が ら シ ス
テ ム や 運 用 な ど を 整 え る 取 り 組 み を 行 っ て い ま す 」 さ ら に 「 事 務
部 長 と 語 り ま し ょ う 」 企 画 を 開 催 し 工 夫 を し て い た 。  
吉 田 ( 2 0 11 )は 、 ジ ュ ニ ア ・ マ ネ ジ ャ ー (看 護 師 長 )の 行 う べ き 経
営 管 理 に つ い て 、 「 病 院 の 収 益 確 保 の た め に 重 要 な こ と は 、 病 床
稼 働 率 を 高 く 保 ち な が ら 患 者 の 回 転 を す る こ と で あ る 。 一 般 的 な
急 性 期 の 病 院 で は 入 院 に よ る 収 益 は 医 業 収 益 の 6 0％ 程 度 な の で 、
入 院 患 者 を 確 保 し 病 床 稼 働 率 を 上 げ て い く こ と が 、 病 院 の 収 益 を
上 げ る こ と に 直 結 す る 」 「 さ ら に 、 医 業 収 益 の 増 加 に は 、 取 れ る
医 学 管 理 加 算 を 徹 底 し て 取 っ て い く 工 夫 が 必 要 で あ る 」 「 経 営 管
理 に お い て 重 要 な こ と の 一 つ は 、 人 件 費 の 管 理 で あ る 。 職 員 の 業
務 効 率 を 上 げ て 残 業 代 を 増 加 さ せ な い よ う に し な が ら 病 床 稼 働 率
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を 上 げ る こ と が で き る か ど う か 、 ま た 、 優 秀 な 職 員 の 育 成 や 職 場
環 境 の 整 備 も 重 要 で あ る 。 こ れ ら す べ て が ジ ュ ニ ア ・ マ ネ ジ ャ ー
の ア イ デ ア 次 第 で あ り 、腕 の 見 せ 所 で あ る 」「 こ れ ら の 医 業 収 益 ・
経 費 の 管 理 を ジ ュ ニ ア・マ ネ ジ ャ ー が ポ イ ン ト を 押 さ え て 管 理 し 、
上 手 に 職 員 へ フ ィ ー ド バ ッ ク し な が ら 、 職 員 の モ チ ベ ー シ ョ ン や
パ フ ォ ー マ ン ス を 保 ち 、 成 果 を 上 げ る こ と が で き る と 、 病 院 経 営
は 自 ず と う ま く い く は ず で あ る 」 と 述 べ て い る 。  
高 山 ( 2 0 0 8 )は 、 経 営 の 工 夫 に 関 す る 取 り 組 み と し て 、 ① ガ イ ド
ラ イ ン の 策 定 ： ガ イ ド ラ イ ン で 示 さ れ て い る 評 価 指 標 を も と に 、
経 営 の 実 態 に つ い て 赤 字 の 要 因 を 特 定 、 ② 経 営 指 標 に 係 る 数 値 目
標 の 設 定 ( 3 大 必 須 指 標 ： 経 常 収 支 比 率 、職 員 給 与 費 対 医 業 収 益 比
率 、病 床 利 用 率 )を 行 っ た 。そ の 経 営 の 効 率 化 に 向 け て の 具 体 的 な
取 り 組 み と は 、 a 強 化 機 能 に 強 い 診 療 報 酬 確 保 、 b 紹 介 率 、 逆 紹
介 率 の 向 上 、 c 未 収 金 管 理 強 化 、 d 未 利 用 財 産 活 用 、 e 材 料 費 削 減
対 策 ( S P D 導 入 )、f 職 員 給 与 体 系 見 直 し (人 件 費 比 率 5 0％ )、g 契 約
形 態 の 見 直 し (外 部 委 託 検 討 )   
武 井 ( 2 0 0 9 )  は 、看 護 部 が 中 心 と な っ て 行 う 病 床 管 理 の 望 ま し い
在 り 方 を 探 り 、 工 夫 し て い る こ と と し て 、 (ア )病 棟 師 長 の ス タ ッ
フ へ の 受 け 入 れ 指 導 、 (イ )転 棟 ・ 退 院 調 整 マ ネ ジ メ ン ト ： 入 院 早
期 か ら 、 M S W の 早 期 介 入 、 I C、 チ ー ム カ ン フ ァ レ ン ス 、 看 護 ケ
ア カ ン フ ァ レ ン ス 、(ウ )他 病 棟 と の 情 報 共 有 、連 携 、(エ )業 務 の ス
リ ム 化 、 業 務 改 善 、 (オ )入 院 業 務 内 容 の 見 直 し ・ 負 担 の 軽 減 、 入
院 時 の 情 報 収 集 の 簡 略 化 、 (カ )入 院 時 業 務 の ス キ ル ア ッ プ 、 (キ )
在 院 日 数 短 縮 へ の 工 夫 の た め に 、 ク リ ニ カ ル パ ス の 充 実 で 標 準 的
医 療 の 提 供 。 早 期 リ ハ ビ リ 、 チ ー ム 医 療 の 充 実 、 合 併 症 ・ 併 発 床
の 予 防 、 N S T・ I C T・ 褥 瘡 管 理 ・ 緩 和 ケ ア チ ー ム ・ 糖 尿 病 療 養 支
援 チ ー ム な ど の 特 定 医 療 チ ー ム の 早 期 介 入 、 M S W の 早 期 介 入 の
支 援 の 実 施 が あ っ た 。  
黒 崎 ( 2 0 0 9 )  は 病 床 管 理 の 看 護 の 工 夫 と し て 、5 つ の こ と を 述 べ
て い る 。 専 従 看 護 師 の デ ィ ス チ ャ ー ジ コ ー デ ィ ネ ー タ ー に よ る ベ
ッ ド コ ン ト ロ ー ル の 権 限 と 役 割 機 能 が 院 内 に 周 知 さ れ て い る こ と 。
2 つ め に 空 床 は 各 科 の 所 有 で は な く 、 協 力 し 合 い 有 効 に 活 用 す る
と い う 、セ ク シ ョ ナ リ ズ ム を 起 こ さ な い 環 境 が 作 ら れ て い る こ と 。
3 つ め は 2 4 時 間 切 れ 目 な く 、看 護 部 で ベ ッ ド コ ン ト ロ ー ル を し て
い る こ と 。 4 つ め は ホ ー ル デ ィ ン グ ベ ッ ド の 柔 軟 な 活 用 。 5 つ め
は 早 期 か ら 退 院 調 整 を 行 っ て い る こ と で あ る 。  
木 村 ( 2 0 1 3 )は 、「 社 会 環 境 の 変 化 は 、医 療 と 経 済 の 整 合 性 と 構 図
改 革 を 必 要 と し て お り 、 そ の 中 で 適 切 な 医 療 サ ー ビ ス を 提 供 す る
た め の 効 率 化 、 情 報 化 が 医 療 従 事 者 す べ て の 課 題 と な っ て い る 。
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看 護 管 理 者 は 病 院 や 看 護 部 門 の 方 針 の 徹 底 、 部 下 の 育 成 、 知 識 ・
技 能 の 向 上 な ど 、 そ の 役 割 を 果 た し て き た 。 与 え ら れ た 職 務 を 果
た す に し て も 、 マ ネ ジ メ ン ト と し て 戦 略 が 必 要 と な っ て く る 。 経
営 的 な 面 か ら は 施 設 の 予 算 に 関 す る 戦 略 、 さ ら に 医 療 安 全 で は 危
機 を 回 避 す る 戦 略 を 立 て る こ と が 求 め ら れ る 。 管 理 者 と し て 戦 略
を 考 え て 提 言 し 、 か つ 部 下 の 戦 略 的 発 想 を も 育 成 し な け れ ば な ら
な い の で あ る 」 と 看 護 管 理 の 工 夫 が 求 め ら れ て い る 。  
 
( 3 )  環 境 へ の ア プ ロ ー チ の 工 夫 の サ ブ カ テ ゴ リ ー は 、《 離 職 を 防 ぐ 方  
法 》《 チ ー ム つ く り 》《 安 全 管 理 の 工 夫 》《 情 報 管 理 の 工 夫 》で あ る 。  
時 間 外 勤 務 へ の 対 策 (田 中 2 0 1 3 )と し て 、① 記 録 に 係 る 時 間 を 減
ら す 工 夫 、 ② 医 師 か ら の 指 示 受 け に 関 し て 調 整 し て い く 、 ③ 時 間
外 勤 務 に 対 し て の ス タ ッ フ の 意 識 改 革 と 時 間 管 理 教 育 が 必 要 、 ④
チ ー ム ワ ー ク を 良 く す る た め に コ ー デ ィ ネ ー タ ー の 育 成 、 ⑤ 勤 務
終 了 間 際 の 入 院 な ど へ の 調 整 は 、 看 護 管 理 者 が 指 示 を 行 い 、 ス タ
ッ フ の 時 間 外 勤 務 を 平 均 化 す る 、 ⑥ 日 頃 の メ ン タ ル ヘ ル ス ケ ア が
挙 げ ら れ た 。  
山 本 ( 2 0 11 )は 子 育 て し な が ら 仕 事 を 継 続 さ せ て い く 工 夫 に つ い
て 、「 時 間 短 縮 の 工 夫 」「 時 間 調 整 の 工 夫 」「 時 間 獲 得 の 工 夫 」を 述
べ て い る 。具 体 的 に は 、「 サ ー ビ ス の 利 用 」「 相 談 」「 交 渉 」「 依 頼 」
「 役 割 分 担 」「 手 助 け を 得 る 」な ど を 考 案 し 行 動 し て い る 。そ の 内
容 は 、「 家 庭 内 の 色 々 な 事 柄 を 短 時 間 に 行 な え る よ う に す る 良 い 手
立 て 」「 家 事 や 育 児 を 計 画 的 に 行 え る よ う 時 間 を 確 保 す る た め の 良
い 手 立 て 」「 家 事 や 育 児 の 時 間 を 手 に 入 れ る た め の 良 い 手 立 て 」「 心
身 が 健 や か な 状 態 を 保 ち よ り 良 く す る た め の 手 立 て 」「 乳 幼 児 を 育
て る と き の 心 配 や 不 安 を 解 決 す る た め の 良 い 手 立 て 」「 生 活 し て い
る 地 域 の 人 々 と の 親 し い 付 き 合 い を 続 け る た め の 良 い 手 立 て 」「 看
護 者 と し て 知 識 や 技 術 が 向 上 す る よ う に 取 り 組 む た め の 良 い 手 立
て 」 で あ る (山 本 2 0 11 )。  
坂 出 市 立 病 院 ( 2 0 0 8） で は 、 チ ー ム つ く り を 重 視 し 、 健 全 経 営
推 進 部 会 お よ び プ ロ ジ ェ ク ト チ ー ム の 立 ち 上 げ 、レ セ プ ト 委 員 会 、
全 部 署 参 加 の 目 標 発 表 会 な ど に よ り 、 基 本 理 念 を 職 員 全 員 が 共 有
し 、ベ ク ト ル を 合 わ せ て「 全 職 員 参 加 の 病 院 運 営 」を 行 っ て い る 。
危 機 感 を 共 有 し 、 職 種 間 の 壁 を 取 り 払 い 、 各 委 員 会 の 活 動 が そ の
基 礎 に な っ た 。  
安 全 管 理 の 工 夫 と し て は 、 地 震 、 医 療 安 全 、 感 染 が あ っ た 。  
情 報 管 理 の 工 夫 と し て 、 デ ー タ 活 用 、 記 録 が あ っ た 。 田 口 、 鶴
田 ( 2 0 0 9 )ら は 看 護 管 理 者 が 看 護 組 織 を 運 営 す る 上 で 用 い て い る デ
ー タ を 明 確 に し 、 そ の 活 用 の 実 際 に つ い て 明 ら か に し た 。 そ の デ
55 
 
ー タ と は 、 客 観 的 デ ー タ と し て ＜ リ ス ク マ ネ ジ メ ン ト ＞ ＜ 人 的 資
源 管 理 ＞ ＜ 業 務 量 ＞ ＜ 経 営 的 視 点 ＞ ＜ 患 者 満 足 ＞ ＜ 病 棟 運 営 ＞ の
6 カ テ ゴ リ ―に 分 類 。＜ 病 棟 運 営 ＞ の デ ー タ と し て は 患 者 の 数 に 焦
点 を 置 き 、 各 病 棟 で 集 計 し 、 看 護 部 で ま と め ら れ 、 院 内 全 体 の 患
者 動 態 の 変 動 と し て 把 握 し て い た 。 主 観 的 デ ー タ は 、 ＜ 人 的 資 源
管 理 ＞ ＜ 業 務 量 ＞ ＜ 看 護 の 質 ＞ ＜ 連 携 ・ 調 整 ＞ ＜ 病 棟 運 営 ＞ ＜ 患
者 満 足 ＞ の 6 カ テ ゴ リ ―に 分 類 。  
＜ 病 棟 運 営 ＞ で は 、 “ケ ア の マ ネ ジ メ ン ト の 現 状 把 握 ”と し て 、
各 勤 務 帯 の 特 記 事 項 が あ る 際 に 、 看 護 師 ・ コ メ デ ィ カ ル の 状 況 を
基 に 、 業 務 過 密 さ を 把 握 し 現 状 を 評 価 し て い た 。  
デ ー タ を 基 盤 と し た 看 護 管 理 実 践 と し て 、 デ ー タ 項 目 を 基 に 行
な っ て い る 看 護 管 理 実 践 の 項 目 数 は 4 4 で あ り 、 ＜ ベ ッ ド コ ン ト
ロ ー ル ＞ ＜ リ ス ク マ ネ ジ メ ン ト ＞ ＜ 業 務 改 善 ＞ ＜ 情 報 管 理 ＞ ＜ 看
護 実 践 ＞ ＜ 看 護 部 門 の 運 営 ＞ ＜ 看 護 師 長 の マ ネ ジ メ ン ト ＞ ＜ 人 的
資 源 管 理 ＞ ＜ 協 働 ＞ ＜ 地 域 連 携 ＞ の 1 0 カ テ ゴ リ ー に 分 類 さ れ た 。 
病 棟 運 営 を 行 う 上 で 看 護 師 長 は 、 ＜ 看 護 師 長 の マ ネ ジ メ ン ト ＞
を 展 開 し 、患 者 ケ ア に つ い て 間 接 的 に 介 入 し な が ら 現 状 を 把 握 し 、
ス タ ッ フ を サ ポ ー ト し 人 間 関 係 の 構 築 や 業 務 体 制 の 改 善 を 進 め て
い た 。  
 
( 4 )患 者 サ ー ビ ス の 工 夫 と し て 、《 食 事 》《 サ ー ビ ス 》《 手 技 》《 質 の 標  
準 化 》 が あ っ た 。  
渡 部 ( 2 0 1 3） は 、 効 果 的 な 評 価 者 ト レ ー ニ ン グ 方 法 を 検 討 し な
が ら 、 看 護 必 要 度 の 精 度 を 高 め る た め に 、 看 護 の 質 評 価 プ ロ ジ ェ
ク ト が 中 心 と な り ト レ ー ニ ン グ の 工 夫 に 取 り 組 ん だ 。 そ の 内 容 は
看 護 必 要 度 の 基 礎 項 目 を 主 体 に 問 題 集 を 作 成 し 、 ス テ ッ プ ア ッ プ
方 式 で 活 用 し た 。 反 復 学 習 に よ り 工 夫 が 成 果 に 結 び つ い た 。  
堂 尾 ( 2 0 0 8） は 、 看 護 管 理 の 工 夫 と し て 、 ① 患 者 の 声 を 聴 く ア
ン ケ ー ト 、②「 親 切 に 説 明 す る 」「 患 者 参 加 型 医 療 」を 目 的 に 、患
者 自 身 が 管 理 す る 「 私 の カ ル テ 」 を 発 行 し 、 電 子 カ ル テ の 検 査 デ
ー タ や 診 療 録 の プ リ ン ト ア ウ ト を 挟 み 、 患 者 教 育 や 家 族 と の 連 絡
ツ ー ル に し た 。「 親 切 に 説 明 す る 」で は 、当 日 実 施 す る 行 為 の 一 覧
を 患 者 に「 患 者 予 定 表 」と し て 毎 朝 配 布 し 、説 明 確 認 す る (患 者 教
育 、 検 査 、 服 薬 確 認 、 治 療 予 定 な ど )工 夫 を 行 っ た 。  
 
( 5 )物 品 管 理 の 工 夫 と し て 、《 保 管 ・ 管 理 方 法 》 が あ っ た 。 滅 菌 物 の  
保 管 ・ 管 理 に 関 す る 教 育 を 行 い 、 院 内 統 一 を 図 る 、 安 全 な 注 射 剤
調 整 の た め の 取 り 扱 い の 標 準 化 に 関 す る 工 夫 と し て 、 ガ イ ド ラ イ
ン や ト レ ー ニ ン グ の 工 夫 が あ っ た 。  
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３ ）看 護 文 献 に 関 す る 原 著 論 文 ( 4 4 文 献 )の 看 護 管 理 の 工 夫 の 概 念 の
検 討  
原 著 論 文 4 4 文 献 に 絞 り 、 看 護 管 理 の 工 夫 の 概 念 に つ い て 検 討
し た 。  
 
( 1 )看 護 管 理 の 工 夫 の 実 際  
そ の 結 果 、 原 著 論 文 か ら 抽 出 さ れ た 看 護 管 理 の 工 夫 の 実 際 は 、
次 の 6 分 類 で あ っ た 。  
6 分 類 の カ テ ゴ リ ー と は 、【 病 棟 の 状 況 を 把 握 、分 析 し 、問 題 を
表 出 】【 人 材 育 成 の 工 夫 】【 看 護 師 が 働 く 体 制 づ く り の 工 夫 】【 患 者
サ ー ビ ス の 工 夫 】【 リ ス ク 回 避 の 準 備 性 を 高 め る 】【 チ ー ム コ ー デ
ィ ネ ー タ ー の 役 割 】 で あ る 。  
 
① 【 病 棟 の 状 況 を 把 握 、 分 析 し 、 問 題 を 表 出 】 の 概 念 は 、 看 護 管
理 の 工 夫 を 行 う に は 、 病 棟 の 状 況 を 把 握 し 分 析 す る こ と か ら 工
夫 が 始 ま っ て い る こ と を 表 し て い る 。 そ の 内 容 は 、 所 属 デ ー タ
を 分 析 し 組 織 診 断 す る 、 P D C A サ イ ク ル を 回 す 、 コ ン サ ル テ ー
シ ョ ン に よ り 状 況 を 把 握 す る で あ る 。  
 
②【 人 材 育 成 の 工 夫 】の 概 念 は 、ス タ ッ フ 教 育 に よ る 育 成 で あ り 、
新 人 看 護 師 の 教 育 支 援 か ら 次 の リ ー ダ ー 育 成 ま で キ ャ リ ア 支 援
を 表 し て い る 。 そ の 内 容 は 卒 後 教 育 指 導 、 病 棟 勉 強 会 の 企 画 ・
運 営 、接 遇 教 育 、ス タ ッ フ の 模 範 、研 修 で の 学 び を 取 り 入 れ る 、
人 材 を 活 用 す る 機 会 を 作 る 、 看 護 研 究 な ど が あ る 。  
 
③ 【 看 護 師 が 働 く 体 制 づ く り の 工 夫 】 の 概 念 は 、 病 棟 シ ス テ ム の
構 築 や 整 備 な ど の 組 織 化 を 表 し て お り 、 そ の 内 容 は ケ ア 継 続 の
た め の 協 働 シ ス テ ム の 試 案 や 開 発 、 支 援 シ ス テ ム の 導 入 、 組 織
の サ ポ ー ト 体 制 、 看 護 の 文 書 化 が あ る 。 業 務 改 善 で は 、 病 棟 の
看 護 業 務 を 見 直 し 、 ス タ ッ フ が よ り 実 践 し や す い よ う に 改 善 し
て い く 内 容 は 、 申 し 送 り 時 間 の 廃 止 、 看 護 手 順 見 直 し 、 用 具 の
開 発 や 活 用 で あ る 。  
ま た 看 護 人 員 体 制 の 見 直 し や 看 護 職 員 の W L B や 職 場 づ く り
も 体 制 づ く り に 含 ま れ 、 そ の 内 容 は 、 勤 務 表 の 工 夫 、 人 員 配 置
の 調 整 、 交 代 制 勤 務 見 直 し 、 フ レ ッ ク ス タ イ ム 導 入 、 認 定 看 護
師 な ど 人 員 活 用 の 枠 組 み つ く り 、 時 間 外 勤 務 の 管 理 、 F I S H 哲
学 、 ス タ ッ フ へ の 言 葉 が け が あ る 。  
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④ 【 患 者 サ ー ビ ス の 工 夫 】 の 概 念 は 、 患 者 に 良 い サ ー ビ ス を 実 践
す る こ と を 表 し て い る 。 そ の 内 容 は 、 看 護 実 践 の 工 夫 、 オ リ エ
ン テ ー シ ョ ン の 工 夫 、 障 害 者 へ の 対 応 の 工 夫 で あ る 。  
 
⑤【 リ ス ク 回 避 の 準 備 性 を 高 め る 】と は 、イ ン シ デ ン ト を 予 防 し 、
安 全 に 管 理 す る こ と を 表 し て い る 。そ の 内 容 は 、安 全 確 認 行 動 、
エ ラ ー 低 減 の 工 夫 、 安 全 管 理 の 院 内 指 導 の 統 一 、 災 害 対 策 、 看
護 情 報 収 集 や 記 録 の 工 夫 で あ る 。  
 
⑥【 チ ー ム コ ー デ ィ ネ ー タ ー の 役 割 】と は 、チ ー ム の 調 整 を 行 い 、
病 院 内 外 や 多 職 種 と 合 意 形 成 を 図 り 、 チ ー ム が 連 携 し て い く 役
割 を 表 し て い る 。 そ の 内 容 は 、 事 務 長 や 医 師 と の 関 係 構 築 、 組
織 交 渉 を す る こ と 、近 隣 病 院 と の 協 力 、地 域 ケ ア 会 議 で の 調 整 、
病 院 内 外 の 看 護 管 理 の つ な が り 、チ ー ム 間 の 伝 達 や 調 整 で あ る 。 
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表 7  4 4 文 献 か ら 抽 出 し た 6 分 類 の カ テ ゴ リ ー  
 
 
 
カ テ ゴ リ ー  サ ブ カ テ ゴ リ ー  
１ ．【 病 棟 の 状 況 を 把
握 分 析 し 、 問 題 を 表
出 】  
1 )所 属 デ ー タ を 分 析 し 組 織 診 断 す る  
2 ) P D C A サ イ ク ル を 回 す  
3 )コ ン サ ル テ ー シ ョ ン に よ り 状 況 を 把 握 す る  
２ ．【 人 材 育 成 の 工
夫 】  
 
1 )ス タ ッ フ 教 育 (院 内 研 修 、 O J T、 o f f - J T )  
・ 卒 後 教 育 指 導 、 病 棟 勉 強 会 の 企 画 ・ 運 営  
・ 接 遇 教 育 、 ス タ ッ フ の 模 範  
・ 新 人 看 護 師 の 教 育 支 援  
・ 次 の リ ー ダ ー 育 成  
・ 研 修 で の 学 び を 取 り 入 れ る  
・ 人 材 を 活 用 す る 機 会 を 作 る  
2 )看 護 研 究  
３ ．【 看 護 師 が 働 く 体
制 づ く り の 工 夫 】  
1 )病 棟 シ ス テ ム の 整 備  
2 )組 織 サ ポ ー ト 体 制 を 整 え て  
3 )ケ ア 継 続 た め の 協 働 シ ス テ ム の 試 案 や 開 発  
4 )シ ス テ ム の 構 築  
・ 支 援 シ ス テ ム 導 入 の 準 備 、 病 棟 シ ス テ ム の 整 備  
5 )看 護 を 文 書 化 （ ツ ー ル や フ ロ ー チ ャ ー ト 作 成 ）  
6 )看 護 人 員 体 制 の 見 直 し  
・ 勤 務 表 の 工 夫 、 人 員 配 置 調 整  
・ 交 代 制 勤 務 見 直 し 、 フ レ ッ ク ス タ イ ム 導 入  
・ 認 定 看 護 師 な ど 人 材 活 用 の 枠 組 み つ く り  
7 )看 護 職 員 の ワ ー ク ・ ラ イ フ ・ バ ラ ン ス  
・ 時 間 外 勤 務 の 管 理  
8 )職 場 つ く り  
・ F I S H 哲 学  
・ ス タ ッ フ へ の 言 葉 か け （ コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン ）  
9 )業 務 改 善  
・ 看 護 業 務 の 見 直 し 、 看 護 手 順 の 見 直 し  
・ 申 し 送 り 時 間 廃 止  
・ 用 具 の 開 発 、 活 用  
４ ．【 患 者 サ ー ビ ス の
工 夫 】  
1 )患 者 へ の サ ー ビ ス  
・ 看 護 実 践 の 工 夫  
・ オ リ エ ン テ ー シ ョ ン の 工 夫  
・ 障 害 者 へ の 対 応 の 工 夫  
５ ．【 リ ス ク 回 避 の 準
備 性 を 高 め る 】  
1 )安 全 確 認 行 動  
2 )エ ラ ー 低 減 の 工 夫  
3 )安 全 管 理 の 院 内 指 導 の 統 一  
4 )災 害 対 策  
5 )記 録 の 監 査 シ ス テ ム 導 入  
６ ．【 チ ー ム コ ー デ ィ
ネ ー タ ー の 役 割 】  
1 )組 織 に 交 渉 、 事 務 長 ・ 医 師 と 関 係 構 築  
2 )合 意 形 成 を は か る  
・ 近 隣 病 院 と の 協 力 、 地 域 ケ ア 会 議 で の 調 整  
・ 病 院 内 外 の 看 護 管 理 の つ な が り  
・ 多 職 種 と の 協 働 （ チ ー ム 間 の 伝 達 、 調 整 を し て ）  
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( 2 )看 護 管 理 の 工 夫 の 先 行 要 件  
工 夫 の 先 行 要 件 は 、 看 護 管 理 の 工 夫 に 先 行 し て 存 在 す る 状 況 で
あ り 、【 部 署 の 組 織 文 化 を 知 る 】【 病 院 と 地 域 の 両 者 の 視 点 】【 診 療
報 酬 の 理 解 】 の 3 つ の 状 況 が あ る 。  
 
① 【 部 署 の 組 織 文 化 を 知 る こ と 】 と は 、 そ の 部 署 に 以 前 か ら 培 わ
れ て き た 方 法 や 考 え 方 を 受 け 継 い で 認 識 し て い る こ と を 表 し て
い る 。 そ の 内 容 は 、 暗 黙 の ル ー ル や 勢 力 構 造 、 安 全 文 化 へ の 管
理 者 の 考 え 、 部 署 の 共 通 の 考 え で あ る 。  
 
② 【 病 院 と 地 域 の 両 者 の 視 点 】 と は 、 病 棟 運 営 を 行 う と き に 、 地
域 を 視 野 に 入 れ た 看 護 管 理 の 工 夫 を す る こ と を 表 し て い る 。 そ
の 内 容 は ア セ ス メ ン ト の 視 点 を 拡 大 す る こ と 、 院 内 外 の 活 動 を
通 じ 地 域 を 視 野 に 入 れ る こ と 、 地 域 に 溶 け 込 む 、 地 域 の 理 解 を
得 る で あ る 。  
 
③ 【 診 療 報 酬 の 理 解 】 と は 、 病 院 の 経 営 に 関 係 す る 診 療 報 酬 に つ
い て 理 解 す る こ と を 表 し て い る 。 そ の 内 容 は 、 病 院 の 財 源 、 経
営 、 利 益 の へ 関 心 や 経 営 的 取 り 組 み 、 人 材 確 保 対 策 で あ る 。  
 
表 8  工 夫 の 先 行 要 件  
 
 
 
 
 
 
 
 
１ ．【 部 署 の 組 織 文 化 を 知
る 】  
1 )暗 黙 の ル ー ル  
2 )勢 力 構 造  
3 )安 全 文 化 へ の 管 理 者 の 考 え  
4 )部 署 の 共 通 の 考 え  
２ ．【 病 院 と 地 域 の 両 者 の
視 点 】  
1 )ア セ ス メ ン ト の 視 点 を 拡 大  
2 )院 内 外 の 活 動 を 通 じ て 地 域 を 視 野 に
い れ る  
3 )地 域 に 溶 け 込 む 、 地 域 の 理 解 を 得 る  
３ ．【 診 療 報 酬 の 理 解 】  1 )病 院 の 財 源 、 経 営 、 利 益 へ の 関 心  
2 )経 営 的 取 り 組 み  
3 )人 材 確 保 対 策  
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( 3 )看 護 管 理 の 工 夫 の 帰 結  
成 果 と し て も た ら さ れ る 工 夫 の 帰 結 は 、看 護 師 に と っ て は 、【 働
き や す い 環 境 】【 看 護 師 を 取 り 巻 く 連 携 の 強 化 】【 ス タ ッ フ の や る
気 が 向 上 】【 看 護 サ ー ビ ス の 向 上 】【 経 営 に 貢 献 】 で あ る 。  
 
① 【 働 き や す い 環 境 】 と は 、 仕 事 継 続 が 可 能 な 職 場 環 境 で あ り 、
そ の 内 容 は 看 護 師 の ス ト レ ス 軽 減 、 疲 労 回 復 、 仕 事 と 生 活 の 満
足 、 看 護 師 の 定 着 と 離 職 予 防 で あ る 。  
 
② 【 看 護 師 を 取 り 巻 く 連 携 の 強 化 】 と は 、 外 部 環 境 内 部 環 境 含 め
て 、 チ ー ム と し て の 連 携 の 良 さ で あ り 、 そ の 内 容 は 多 職 種 チ ー
ム に よ る 協 働 支 援 、 社 会 資 源 の 拡 大 、 退 院 後 の 医 療 者 の 継 続 支
援 で あ る 。  
 
③ 【 ス タ ッ フ の や る 気 が 向 上 】 と は 、 職 業 に 対 す る 構 え が で き 看
護 者 と し て の 自 律 で あ り 、 そ の 内 容 は 自 己 啓 発 す る 力 が 芽 生 え
る 、 看 護 師 の 研 修 志 向 が 高 ま る 、 看 護 師 と し て の 価 値 観 や 考 え
方 が 身 に つ く 、 や り た い 看 護 に 近 づ く 、 専 門 職 と し て の 責 任 の
自 覚 で あ る 。  
 
④ 【 看 護 サ ー ビ ス の 向 上 】 と は 、 看 護 サ ー ビ ス が 可 視 化 で き 、 患
者 ・ 家 族 が 望 む ケ ア や サ ー ビ ス の 質 が 確 保 で き る こ と で あ り 、
そ の 内 容 は 、 患 者 の 回 復 促 進 、 患 者 ・ 家 族 が が 望 む ケ ア 、 患 者
満 足 、 看 護 師 の モ ラ ル の 向 上 、 安 全 安 心 な 医 療 の 提 供 で あ る 。  
 
⑤ 【 経 営 に 貢 献 】 と は 、 病 院 経 営 が 好 転 す る こ と で あ り 、 そ の 内
容 は 患 者 数 が 増 え る 、収 益 の 増 収 、人 件 費 が 軽 減（ 超 勤 が 減 る 、
仕 事 が で き る 看 護 師 が 増 え る ） す る こ と で あ る 。  
 
表 9  工 夫 の 帰 結  
１ ．【 働 き や す い 環 境 を 導 出 】  1 )看 護 師 の ス ト レ ス 軽 減  
2 )疲 労 回 復  
3 )仕 事 と 生 活 の 満 足  
4 )看 護 師 の 定 着 と 離 職 予 防  
２ ．【 看 護 師 を 取 り 巻 く  
連 携 の 強 化 】  
1 )多 職 種 チ ー ム に よ る 協 働 支 援  
2 )社 会 資 源 の 拡 大  
3 )退 院 後 の 医 療 者 の 継 続 支 援  
３ ．【 ス タ ッ フ の や る 気  
が 向 上 】  
1 )自 己 啓 発 す る 力 が 芽 生 え る  
2 )看 護 師 の 研 修 志 向 が 高 ま る  
3 )看 護 師 と し て の 価 値 観 や 考 え 方 が 身 に つ く  
4 )や り た い 看 護 に 近 づ く  
5 )専 門 職 と し て の 責 任 の 自 覚  
４ ．【 看 護 サ ー ビ ス の 向 上 】  1 )患 者 の 回 復 促 進  
2 )患 者 が 望 む ケ ア  
3 )患 者 満 足  
4 )看 護 師 の モ ラ ル の 向 上  
5 )安 全 安 心 な 医 療 の 提 供  
５ ．【 経 営 に 貢 献 】   1 )患 者 数 が 増 え る  
2 )収 益 の 増 収  
3 )人 件 費 が 軽 減 （ 超 勤 が 減 る 、 仕 事 が で き る
看 護 師 が 増 え る ）  
61 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
              
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
先 行 要 件  
【 部 署 の 組 織 文 化 を
知 る 】  
【 病 院 と 地 域 の 両 者
の 視 点 】  
【 診 療 報 酬 の 理 解 】  
帰 結  
【 働 き や す い 環 境 を
導 出 】  
【 看 護 師 を 取 り 巻 く
連 携 の 強 化 】  
【 ス タ ッ フ の や る 気
が 向 上 】  
【 看 護 サ ー ビ ス の 向
上 】  
【 経 営 に 貢 献 】  
 
看 護 管 理 の 工 夫  
の 実 際  
【 病 棟 の 状 況 を 把
握 ・ 分 析 し 、問 題 を 表
出 】  
【 人 材 育 成 の 工 夫 】  
【 看 護 師 が 働 く 体 制
づ く り の 工 夫 】  
【 患 者 サ ー ビ ス の 工
夫 】  
【 リ ス ク 回 避 の 準 備
性 を 高 め る 】  
【 チ ー ム コ ー デ ィ ネ
ー タ ー の 役 割 】  
図 7  看 護 管 理 の 工 夫 の 先 行 要 件 、 実 際 、 帰 結  
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第 Ⅲ 章  研 究 の 枠 組 み  
Ⅰ  研 究 の 枠 組 み  
病 棟 で 行 う 看 護 管 理 の 工 夫 は 1．状 況 的 考 え の 探 求 、 2．思 考 ・ 方
法 ・ 構 造 の 再 構 成 、 3． 考 え つ い た 方 法 ・ 手 段 の 意 思 決 定 と 行 動 か
ら 構 成 さ れ て い る 。そ の 工 夫 が 看 護 師 長 の 管 理 行 動 に 結 び つ く に は 、
状 況 的 考 え の 探 求 と 思 考 ・ 方 法 ・ 構 造 の 再 構 成 が 連 続 線 上 に あ り 、
状 況 に 応 じ て 、 考 え つ い た 方 法 や 手 段 を 意 思 決 定 し 行 動 す る こ と で
成 り 立 っ て い る 。 1． 状 況 的 考 え の 探 求 と は 看 護 師 長 が あ る 状 況 に
置 か れ た と き に 、 病 棟 運 営 で 生 み 出 さ れ る あ ら ゆ る 考 え の 探 求 で あ
る 。 2． 思 考 ・ 方 法 ・ 構 造 の 再 構 成 と は 、 探 求 か ら 得 ら れ た 考 え を
も と に 、思 考 や 方 法 、構 造 を ふ り か え り 再 調 整 す る こ と で あ る 。3．
考 え つ い た 方 法 ・ 手 段 の 意 思 決 定 と 行 動 と は 、 案 出 し た 看 護 管 理 行
動 の 選 択 と 実 践 で あ る 。以 上 の 3 つ の プ ロ セ ス は U カ ー ブ に よ っ て
説 明 で き 、浅 い U カ ー ブ で 行 動 に 至 る 段 階 や 、状 況 を 掘 り 下 げ て 深
い カ ー ブ で 行 動 に 至 る 段 階 な ど 、 そ の 深 さ に よ り 工 夫 の プ ロ セ ス に
は 違 い が あ る と 考 え ら れ る 。 看 護 管 理 の 工 夫 に 影 響 す る 因 子 と し て
は 、 外 的 要 因 で は 設 置 主 体 や 、 病 院 の 病 床 規 模 が あ り 、 内 的 要 因 で
は 管 理 職 経 験 年 数 、 教 育 背 景 、 看 護 管 理 研 修 の 有 無 が あ る 。 ま た 看
護 管 理 の 工 夫 が 病 棟 運 営 の 成 果 に 関 連 す る こ と は 意 味 が あ る と 考 え 、
看 護 管 理 の 工 夫 に 影 響 を 及 ぼ す 内 的 要 因 や 外 的 要 因 、 そ し て 病 棟 運
営 の 成 果 ま で を 研 究 の 枠 組 み と し た 。  
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図 8  研 究 の 枠 組 み  
内 的 要 因  
・ 管 理 職 経 験 年 数  
・ 教 育 背 景  
・ 看 護 管 理 者 研 修 の 有 無  
病 棟 運 営
の 成 果  
 
 
病 棟 で 行 う 看 護 管 理 の 工 夫  
外 的 要 因  
・ 設 置 主 体  
・ 病 院 の 病 床 規 模  
               あ る 状 況 の 中 に 置 か れ た 時 に  
得 ら れ た 考 え や 方 法  
（ 既 存 の 知 識 ）  
 
         あ る 状 況 の 中 に 置 か れ た 時 に  
得 ら れ た 新 し い  
考 え や 方 法  
          （ 創 出 ）  思 考 ・ 方 法 ・ 構 造の 再 構 成  
状 況 的 考 え
の 探 求  
考 え つ い た 方
法・手 段 の 意 思
決 定 と 行 動  
深 さ  
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Ⅱ  用 語 の 操 作 的 定 義   
病 棟 で 行 う 看 護 管 理 の 工 夫 と は 、 あ る 状 況 に 置 か れ た と き に 状 況
的 考 え を 探 求 し 、 思 考 ・ 方 法 ・ 構 造 の 再 構 成 を 行 い 、 考 え つ い た 方
法 や 手 段 を 意 思 決 定 し 行 動 す る こ と で あ る 。  
 
Ⅲ  研 究 課 題   
１  看 護 管 理 の 工 夫 を 構 成 す る 因 子 を 明 ら か に す る 。  
２  病 棟 運 営 の 成 果 の 程 度 を 明 ら か に す る 。  
３  病 棟 運 営 の 成 果 に 貢 献 し て い る 看 護 管 理 の 工 夫 の 実 践 の 違 い を  
明 ら か に す る 。  
４  ど の よ う な 内 的 要 因 、 外 的 要 因 が 看 護 管 理 の 工 夫 を 高 め て い る  
の か を 明 ら か に す る 。  
５  ど の よ う な 看 護 管 理 の 工 夫 が 病 棟 運 営 の 成 果 に つ な が っ て い る  
の か を 明 ら か に す る 。  
６  病 棟 で 行 う 看 護 管 理 の 工 夫 の 構 造 を 明 ら か に す る 。  
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第 Ⅳ 章  研 究 方 法  
Ⅰ  研 究 デ ザ イ ン  
仮 説 検 証 型 研 究  
Ⅱ  調 査 協 力 病 院  
3 0 0 床 以 上 の 全 国 の 病 院 を 無 作 為 抽 出  
Ⅲ  研 究 協 力 者  
病 棟 で 勤 務 を し て い る 看 護 師 長 1 0 0 0 名  
「 平 成 2 3 年 医 療 施 設 調 査 」 か ら 医 政 局 で 作 成 さ れ た 全 国 3 0 0 床
以 上 の 病 床 規 模 の 病 院 数 は 11 8 0 施 設 で あ っ た 。 病 院 選 択 の た め 、
全 国 地 方 厚 生 支 局 の 管 轄 地 域 （ 中 国 四 国 厚 生 局 、 近 畿 厚 生 局 、 北 海
道 厚 生 局 、 東 海 北 陸 厚 生 局 、 関 東 信 越 厚 生 局 、 東 北 厚 生 局 、 九 州 厚
生 局 、）よ り 、各 厚 生 局 か ら 1 施 設 1 0 名 の 協 力 者 を 目 安 に 回 収 率 を
5 0％ と 予 測 し 2 0 0～ 3 0 0 施 設 を 無 作 為 に 設 定 す る 。  
Ⅳ  研 究 方 法 と デ ー タ 収 集 内 容  
本 研 究 は イ ン タ ビ ュ ー 調 査 と 質 問 紙 調 査 で 構 成 さ れ て い る 。  
 
１  イ ン タ ビ ュ ー 調 査 の 方 法 、 結 果  
 
１ ） 文 献 を 用 い て 、 看 護 管 理 の 工 夫 の 要 素 と な る 内 容 を 洗 い 出 し 、
文 献 で 得 ら れ た 工 夫 の 要 素 に 基 づ き 、 病 棟 に お け る 看 護 管 理 の 工
夫 を 半 構 成 的 イ ン タ ビ ュ ー ガ イ ド を 用 い て 、 看 護 師 長 に 面 接 調 査
を す る 。 面 接 内 容 は 、 病 棟 つ く り を し て い く と き 、 職 員 を 育 成 す
る と き 、 患 者 サ ー ビ ス に 関 す る 面 、 看 護 管 理 の 工 夫 が か な り 必 要
で あ っ た 出 来 事 と 方 法 に つ い て 、 オ ッ ト ー ・ シ ャ ー マ ー が 提 唱 し
た U 理 論 を も と に 半 構 成 的 イ ン タ ビ ュ ー ガ イ ド を 作 成 し 、  ( 1 )工
夫 を 必 要 と し た 状 況 の 認 識 、 ( 2 )自 分 流 の 技 法（ ① 既 成 概 念 に と ら
わ れ な い 思 考 や 発 想 、 ② 病 棟 の 再 構 造 化 、 再 設 計 、 枠 組 み の 再 構
成 ）、 ( 3 )考 え つ い た 方 法 や 手 段 を デ ー タ 収 集 す る 。  
イ ン タ ビ ュ ー の 協 力 者 の 選 定 は 、 設 置 主 体 、 病 床 規 模 を 考 慮 し
て 看 護 師 長 6 名 程 度 と す る 。 選 定 条 件 は 、 ( 1 )一 般 病 床 数 が 3 0 0
床 以 上 を 有 す る 病 院 の 病 棟 に 勤 務 、( 2 )看 護 師 長 経 験 年 数 6 年 目 以
上 、 ( 3 )  日 本 看 護 協 会 主 催 の 認 定 看 護 管 理 者 セ カ ン ド レ ベ ル 研 修
を 既 に 終 え て い る か 、あ る い は 大 学 院 を 修 了 し て い る 方 、 ( 4 )病 棟
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管 理 の 経 験 が 豊 富 で あ り 、 組 織 運 営 、 職 員 活 用 、 患 者 サ ー ビ ス の
点 で の 工 夫 が 優 れ て お り 、 問 題 解 決 、 組 織 変 革 へ の コ ン ピ テ ン シ
ー が 高 い と 所 属 長 の 推 薦 が あ り 、 協 力 者 の 同 意 を 得 た 方 と し た 。  
デ ー タ 収 集 期 間 は 平 成 2 6 年 6 月 ~ 8 月 。  
イ ン タ ビ ュ ー デ ー タ の 分 析 は 面 接 内 容 か ら 逐 語 録 を 作 成 し 、 1
事 例 ご と に 看 護 管 理 の 工 夫 を 表 し て い る 内 容 を 取 り 出 し 、 工 夫 を
表 す 意 味 ご と に 内 容 を コ ー ド 化 し 、 意 味 内 容 に 類 似 性 の あ る コ ー
ド を ま と め 、 カ テ ゴ リ ー 化 を 行 っ た 。 次 に 全 て の 事 例 の コ ー ド と
カ テ ゴ リ ー を 統 合 し 、 再 度 検 討 と 修 正 を 繰 り 返 し 、 常 に 元 の デ ー
タ に 戻 り 、 確 認 し な が ら 進 め た 。 デ ー タ 分 析 に お い て 看 護 管 理 を
専 門 と し た 研 究 者 の ス ー パ ー バ イ ズ を 受 け た 。  
 
２ ） イ ン タ ビ ュ ー 結 果  
 
( 1 )イ ン タ ビ ュ ー 調 査 協 力 者 の 概 要  
面 接 協 力 者 は 、一 般 病 床 数 が 3 0 0 床 以 上 を 有 す る 急 性 期 の 総 合
病 院 に 勤 務 す る 病 棟 看 護 師 長 7 名 で あ る 。 年 齢 は 4 0 代 3 名 、 5 0
代 4 名 で あ っ た 。師 長 経 験 年 数 は 、 6 年 が 1 名 、 8～ 9 年 4 名 、 1 0
年 以 上 が 2 名 で あ っ た 。  
 
表 1 0  協 力 者 の 概 要  
施 設  年 齢・性 別  師 長 年 数  診 療 科  看 護 方 式  
A  5 0 代・女  1 6 年  産 婦 人 科  プ ラ イ マ リ ー ナ ー シ ン グ  
B  5 0 代・女  1 0 年  呼 吸 器 内 科  固 定 チ ー ム ナ ー シ ン グ  
C  4 0 代・女  6 年  脳 卒 中 科  固 定 チ ー ム ナ ー シ ン グ  
D  5 0 代・女  8 年  内 科 混 合  固 定 チ ー ム ナ ー シ ン グ  
5 0 代・女  8 年  周 産 期 母 子 、新 生 児 科  固 定 チ ー ム ナ ー シ ン グ  
E  4 0 代・女  9 年  ク リ テ ィ カ ル ケ ア  日 替 わ り 受 け 持 ち 制  
4 0 代・女  9 年  脳 外 科 病 棟  プ ラ イ マ リ ー ナ ー シ ン グ  
 
( 2 )面 接 か ら 得 ら れ た 看 護 管 理 の 工 夫 を 構 成 す る 要 素  
看 護 管 理 の 工 夫 を 構 成 す る 要 素 と し て 、 3 つ の 大 カ テ ゴ リ ー が
抽 出 さ れ た 。 そ の 内 容 は 、【 形 に な っ て い な い 状 況 に 陥 っ た と き 、
良 い 考 え を 導 く た め の 試 行 錯 誤 の 繰 り 返 し 】【 集 団 行 動 に 結 び つ け
る し く み の 創 造 】【 現 場 力 を 使 い 病 棟 を 動 か す 実 践 】 で あ る 。    
以 下 イ ン タ ビ ュ ー 結 果 の 大 カ テ ゴ リ ー を【 】、中 カ テ ゴ リ ー を《 》
で 表 す 。 中 カ テ ゴ リ ー は 表 11 の 通 り で あ る 。  
① 【 形 に な っ て い な い 状 況 に 陥 っ た と き 良 い 考 え を 導 く た め 試 行 錯
誤 の 繰 り 返 し 】 と は 試 行 錯 誤 を 繰 り 返 し な が ら 思 い を 共 有 す る こ
と か ら 見 え て く る 考 え の 探 求 で あ り 、 看 護 管 理 に 関 す る 問 い や 考
え を あ ら ゆ る 手 段 で 引 き 出 し 、 形 に な っ て い な い 状 況 か ら お 互 い
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に 理 解 を 深 め て い く こ と で あ る 。 そ の 中 に は 《 主 任 ・ 副 師 長 ・ リ
ー ダ ー と 客 観 的 な 分 析 に 潜 む 看 護 管 理 の 主 観 を 探 る 》《 気 持 ち が 通
じ る 接 触 を 重 ね 、患 者 の 関 心 を 引 き 起 こ す 対 話 を 繰 り 返 す 》《 解 決
を 焦 ら ず‘ 間 ’を は か る 》の 3 つ の 中 カ テ ゴ リ ー が 含 ま れ て い た 。  
②  【 集 団 行 動 に 結 び つ け る し く み の 創 造 】と は 、ビ ジ ョ ン を 意 味 づ
け し 、看 護 管 理 の 支 援 者 が 増 え る 構 造 や 人 材 育 成 の 循 環 を 良 く す
る 方 法 を 再 構 成 し 、部 署 の し く み を 創 造 す る こ と で あ る 。そ の 中
に は 、《 ビ ジ ョ ン の 真 意 を 理 解 さ せ 当 事 者 意 識 を 生 み 出 す 》《 支 援
体 制 を 整 え 看 護 管 理 の 支 援 者 を 増 や す 》《 外 部 の 刺 激 を き っ か け
に す る 》《 内 か ら の 刺 激 を き っ か け に す る 》《 教 え あ う 集 団 に 育 て
る 》 の 5 つ の 中 カ テ ゴ リ ー が 含 ま れ て い た 。  
③  【 現 場 力 を 使 い 病 棟 を 動 か す 実 践 】と は 、ス タ ッ フ が 自 律 す る よ
う に 働 き や す い 部 署 環 境 の 調 和 を 行 い 、現 場 力 を 高 め て 病 棟 を 動
か し て い く こ と で あ る 。そ の 中 に は《 働 く 意 欲 を 手 助 け し ス タ ッ
フ の 自 律 を 促 す 》《 個 人 的 な 事 情 を 抱 え て も 働 け る 職 場 を つ く る 》
《 既 存 の シ ス テ ム と 新 規 の シ ス テ ム を 併 用 し て 動 か す 》《 多 職 種
や 病 院 の 力 を 動 か す 》《 行 き 届 い た 看 護 サ ー ビ ス を 行 う 実 践 力 を
高 め る 》 の 5 つ の 中 カ テ ゴ リ ー が 含 ま れ て い た 。  
④   
表 11 看 護 管 理 の 工 夫 を 構 成 す る 要 素   
大 カ テ ゴ リ ー  中 カ テ ゴ リ ー  
形 に な っ て い な い
状 況 に 陥 っ た と
き 、 良 い 考 え を 導
く た め の 試 行 錯 誤
の 繰 り 返 し  
主 任 ・ 副 師 長 ・ リ ー ダ ー と 客 観 的 な 分 析 に 潜 む
看 護 管 理 の 主 観 を 探 る  
気 持 ち が 通 じ る 接 触 を 重 ね 、 患 者 の 関 心 を 引 き
起 こ す 対 話 を 繰 り 返 す  
解 決 を 焦 ら ず ‘ 間 ’ を は か る  
 
 
集 団 行 動 に 結 び つ
け る し く み の 創 造  
ビ ジ ョ ン の 真 意 を 理 解 さ せ 、 当 事 者 意 識 を 生 み
出 す  
支 援 体 制 を 整 え 看 護 管 理 の 支 援 者 を 増 や す  
外 部 の 刺 激 を き っ か け に す る  
内 か ら の 刺 激 を き っ か け に す る  
教 え あ う 集 団 に 育 て る  
 
 
現 場 力 を 使 い 病 棟
を 動 か す 実 践  
働 く 意 欲 を 手 助 け し ス タ ッ フ の 自 律 を 促 す  
個 人 的 な 事 情 を 抱 え て も 働 け る 職 場 を つ く る  
既 存 の シ ス テ ム と 新 規 の シ ス テ ム を 併 用 し て 動
か す  
多 職 種 や 病 院 の 力 を 動 か す  
行 き 届 い た 看 護 サ ー ビ ス を 行 う 実 践 力 を 高 め る  
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２  質 問 紙 の 作 成  
 
１ ） 看 護 管 理 の 工 夫 の 調 査 項 目  
【 形 に な っ て い な い 状 況 に 陥 っ た と き 、 良 い 考 え を 導 く た め の
試 行 錯 誤 の 繰 り 返 し 】 の カ テ ゴ リ ー か ら 〔 状 況 的 考 え の 探 求 〕 の
要 素 と し て 、表 1 2 の よ う に 8 項 目 を 調 査 項 目 と し て 選 択 し た 。【 集
団 行 動 に 結 び つ け る し く み の 創 造 】 の カ テ ゴ リ ー か ら 〔 思 考 ・ 方
法 ・ 構 造 の 再 構 成 〕の 要 素 と し て 、表 1 3 の よ う に 1 9 項 目 を 調 査
項 目 と し て 選 択 し た 。【 現 場 力 を 使 い 病 棟 を 動 か す 実 践 】 の カ テ ゴ
リ ー か ら〔 考 え つ い た 方 法・手 段 の 意 思 決 定 と 行 動 〕の 要 素 と し て 、
表 1 4 の よ う に 2 6 項 目 を 調 査 項 目 と し て 選 択 し た 。  
２ ） 病 棟 運 営 の 成 果 の 5 項 目 ： 概 念 分 析 を 参 考 に 、【 働 き や す い 環
境 】【 看 護 師 を 取 り 巻 く 連 携 の 強 化 】【 ス タ ッ フ の や る 気 が 向 上 】
【 看 護 サ ー ビ ス の 向 上 】【 経 営 に 貢 献 】  
３ ） 内 的 要 因 の 3 項 目 ： 管 理 職 経 験 年 数 、 教 育 背 景 、 看 護 管 理 者 研
修 の 有 無  
４ ） 外 的 要 因 の 2 項 目 ： 設 置 主 体 、 病 床 規 模  
５ ） 測 定 尺 度 は 、 間 隔 尺 度 と し て 5 段 階 評 定 法 を 用 い た 。 尺 度 を ＋
2（ か な り そ う で あ る ）、 ＋ 1（ わ り と そ う で あ る ）、 0（ ど ち ら と
も い え な い ）、 － 1（ あ ま り そ う で な い ）、 － 2（ ほ と ん ど そ う で な
い ） と し た 。  
 
表 1 2  〔 状 況 的 考 え の 探 求 〕 の 諸 要 素   
大 カ テ ゴ リ ー  中 カ テ ゴ リ ー  小 カ テ ゴ リ ー (調 査 項 目 )  
 
 
 
 
形 に な っ て い な
い 状 況 に 陥 っ た
と き 、良 い 考 え を
導 く た め の 試 行
錯 誤 の 繰 り 返 し  
 
主 任 ・ 副 師 長 ・
リ ー ダ ー と 客 観
的 な 分 析 に 潜 む
看 護 管 理 の 主 観
を 探 る  
1 最 新 の 患 者 情 報 、ス タ ッ フ 情 報 、
経 営 情 報 な ど 常 々 管 理 に 必 要 な 情
報 を 得 る  
2 病 棟 運 営 上 の 課 題 を 何 ら か の 手
法 を 用 い て 分 析 す る  
3 管 理 デ ー タ を わ か り や す い 形 に
し て 、 ス タ ッ フ に 説 明 す る  
 
気 持 が 通 じ る 接
触 を 重 ね 、 患 者
の 関 心 を 引 き 起
こ す 対 話 を 繰 り
返 す  
4 ス タ ッ フ と 看 護 サ ー ビ ス を 良 く
す る 考 え を 分 か ち 合 う  
8 ス タ ッ フ の 感 性 に 触 れ る  
1 0 ス タ ッ フ に 意 見 を 聞 く  
2 2 イ ン シ デ ン ト や 指 導 を 要 す る
問 題 な ど を ス タ ッ フ と 振 り 返 る  
解 決 を 焦 ら ず
‘間 ’を は か る  
2 4 ス タ ッ フ の 成 長 に 合 わ せ て 時
間 を 置 き な が ら 待 つ  
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表 1 3〔 思 考 ・ 方 法 ・ 構 造 の 再 構 成 〕 の 諸 要 素  
大 カ テ ゴ リ ー  中 カ テ ゴ リ ー  小 カ テ ゴ リ ー (調 査 項 目 )  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
集 団 行 動 に
結 び つ け る
し く み の 創
造  
ビ ジ ョ ン の 真
意 を 理 解 さ
せ 、 当 事 者 意
識 を 生 み 出 す  
5 ス タ ッ フ に 師 長 の 根 本 的 な 病 棟 管 理 の 考 え
を 示 す 考 え を 示 す  
6 ス タ ッ フ と 目 指 す 看 護 の 方 向 性 を 統 一 す る  
7 ス タ ッ フ が 理 解 で き る よ う に ビ ジ ョ ン を 形
に す る  
 
 
 
 
 
支 援 体 制 を 整
え 看 護 管 理 の
支 援 者 を 増 や
す  
4 0 次 に 看 護 師 長 や 副 看 護 師 長 に な れ る 人 材 を
育 て る  
4 2 主 任 や 副 師 長 を 病 棟 運 営 の 要 （ か な め ） に
す る  
3 0 病 棟 の 各 委 員 会 が 成 果 を 出 す よ う に 活 動 を
促 す  
3 2 ス タ ッ フ に 必 要 に 応 じ て マ ニ ュ ア ル を 作 っ
て も ら う  
3 4 ス タ ッ フ に 病 棟 会 が 最 終 決 定 の 場 で あ る こ
と を 認 識 し て も ら う  
3 5 緊 急 入 院 を い つ で も 受 け 入 れ る 体 制 を 病 棟
で つ く る  
3 7 退 院 支 援 が で き る 体 制 を 病 棟 で つ く る  
2 9 問 題 が あ れ ば 、 病 棟 の 教 育 体 制 を 変 更 す る  
 
外 部 の 刺 激 を
き っ か け に す
る  
1 2 他 病 棟 の 成 功 例 を 取 り 入 れ る  
1 3 看 護 部 長 や 他 病 棟 の 看 護 師 長 の 意 見 を 取 り
入 れ る  
1 5 看 護 系 雑 誌 や 研 究 論 文 や 研 修 で 得 た 知 識 や
技 術 を 使 う  
内 か ら の 刺 激
を き っ か け に
す る  
1 4 ス タ ッ フ か ら の 師 長 の 評 価 を 受 け 入 れ る  
 
 
 
教 え あ う 集 団
に 育 て る  
4 7 ス タ ッ フ 個 人 の 目 標 管 理 を 、全 員 が 認 識 し て
関 わ っ て も ら う  
3 1 ス タ ッ フ が 動 き や す い チ ー ム 編 成 な ど を 考
慮 し て チ ー ム を 運 用 す る  
4 3 病 棟 全 体 で 考 え た 方 法 で 中 堅 の 指 導 力 を 育
て る  
4 6 ス タ ッ フ の キ ャ リ ア 発 達 を ス タ ッ フ に 支 援
し て も ら う  
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表 1 4〔 考 え つ い た 方 法 ・ 手 段 の 意 思 決 定 と 行 動 〕 の 諸 要 素   
大 カ テ
ゴ リ ー  
中 カ テ  
ゴ リ ー  
小 カ テ ゴ リ ー (調 査 項 目 )  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
現 場 力 を
使 い 病 棟
を 動 か す
実 践  
 
 
働 く 意 欲 を
手 助 け し ス
タ ッ フ の 自
律 を 促 す  
9 ス タ ッ フ を 承 認 す る  
11 ス タ ッ フ の 新 し い 提 案 を 取 り 入 れ る  
4 4 ス タ ッ フ の 能 力 が 発 揮 で き る 役 割 を 持 た せ る  
4 5 ス タ ッ フ の 基 本 的 な 価 値 観 を 育 て る  
4 1 ス タ ッ フ に 模 範 と な る 行 動 を 見 せ る  
4 8 ス タ ッ フ か ら 認 定 看 護 師 や 専 門 看 護 師 な ど へ 相
談 し て も ら う  
4 9 ス タ ッ フ が 学 ん だ 良 い 方 法 を 繰 り 返 し 学 習 し て
も ら う  
 
個 人 的 な 事
情 を 抱 え て
も 働 け る 職
場 を つ く る  
2 1 ス タ ッ フ が 話 し や す く て 聞 き や す い 環 境 を 作 る  
2 3 メ ン タ ル が 弱 い ス タ ッ フ と 面 接 す る  
2 5 ス タ ッ フ の ワ ー ク ・ ラ イ フ ・ バ ラ ン ス を 支 援 す
る  
2 6 ス タ ッ フ に 勤 務 時 間 内 で 業 務 が 終 わ る 仕 事 管 理
を し て も ら う  
既 存 の シ ス
テ ム と 新 規
の シ ス テ ム
を 併 用 し て
動 か す  
2 7 ス タ ッ フ に 既 存 の シ ス テ ム を 有 効 に 使 わ せ る  
3 3 ス タ ッ フ に マ ニ ュ ア ル を 活 用 し な が ら 仕 事 を し
て も ら う  
2 8 看 護 師 を す ぐ れ た 人 材 に 育 て る 新 し い シ ス テ ム
を 導 入 す る  
 
 
 
 
 
行 き 届 い た
看 護 サ ー ビ
ス を 行 う 実
践 力 を 高 め
る  
5 0 ス タ ッ フ に 医 療 安 全 の 水 準 を 上 げ る 訓 練 を 行 っ
て も ら う  
5 1 ス タ ッ フ に 過 不 足 な く 医 療 用 消 耗 品 を 適 正 に 管
理 し て も ら う  
5 2 問 題 を 確 実 に 解 決 で き る カ ン フ ァ レ ン ス を 行 っ
て も ら う  
5 3 ス タ ッ フ 中 心 の 業 務 改 善 を 行 っ て も ら う  
3 6 緊 急 入 院 を ど の よ う な 状 況 で も 受 け 入 れ る  
3 8 転 院 が 難 し い ケ ー ス は 看 護 師 長 が 退 院 調 整 に 関
わ る  
3 9 ス タ ッ フ に 再 入 院 に つ な が ら な い 退 院 指 導 を し
て も ら う  
2 0 地 域 連 携 の 取 り 組 み を 強 化 す る た め に 、 地 域 関
係 者 と 協 働 す る  
 
 
 
多 職 種 や 病
院 の 力 を 動
か す  
1 6 看 護 師 と 看 護 助 手 が 容 易 に 連 携 で き る よ う に 間
を つ な ぐ  
1 7 多 職 種 の 協 力 が 得 ら れ る よ う な 手 際 の 良 い 交 渉
を す る  
1 8 困 難 な 問 題 に 対 応 す る た め に 病 院 全 体 会 議 な ど
の 公 式 な 力 を 利 用 す る  
1 9 病 棟 外 の 連 携 が 図 り や す い よ う に プ ラ イ ベ ー ト
な 人 脈 を つ く る  
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３  質 問 紙 調 査  
 
１ ） パ イ ロ ッ ト テ ス ト を 1 0 名 行 い 、 項 目 の 表 現 の わ か り や す さ 、
曖 昧 さ 、 適 切 さ 、 回 答 の し や す さ 、 回 答 に 要 す る 時 間 を 検 討 し 、
調 査 用 紙 を 精 選 す る 。  
 
２ ） 本 調 査 ： 郵 送 法  
  配 布 は 調 査 用 紙 を 協 力 施 設 の 責 任 者 に 送 付 し 、 研 究 協 力 者 に 配
布 を お 願 い す る 。 回 収 は 、 返 信 用 封 筒 に て 研 究 者 あ て に 投 函 し て
も ら う 。  
 
３ ） 本 調 査 の ア ク セ ス  
協 力 施 設 の 責 任 者 に 、 電 話 連 絡 と 文 書 （ 研 究 計 画 書 、 研 究 協 力
依 頼 書 、調 査 用 紙 ）で 説 明 し 、当 該 施 設 の 倫 理 審 査 の 承 認 を 得 る 。
そ の あ と 施 設 責 任 者 に 協 力 可 能 な 看 護 師 長 の 人 数 を 文 書 で 知 ら せ
て も ら い 、 調 査 用 紙 を 責 任 者 に 送 付 し 、 研 究 協 力 者 に 配 布 を お 願
い す る 。  
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Ⅴ  分 析 方 法  
１  普 段 実 践 し て い る 管 理 行 動 の 程 度 を 知 る た め に 、5 3 項 目 の 平 均  
値 と 標 準 偏 差 を 分 析 す る 。 分 析 時 は 中 間 点 (ど ち ら で も な い )を 0
点 と し 、2 点 (か な り そ う で あ る )、1 点 (わ り と そ う で あ る )、0 点 (ど
ち ら と も 言 え な い )、 － 1 点 (あ ま り そ う で な い )、 － 2 点 (ほ と ん ど
そ う で な い )で 平 均 を 算 出 し た 。  
２  病 棟 運 営 の 成 果 の 程 度 と 関 連 を 知 る た め に 5 項 目 の 平 均 値 、 標  
準 偏 差 、 度 数 分 布 、 ピ ア ソ ン の 積 率 相 関 係 数 を 分 析 す る 。  
３  看 護 管 理 の 工 夫 を 構 成 す る 因 子 の 探 索 の た め 因 子 パ タ ー ン 、 因  
子 間 相 関 、因 子 の 信 頼 性 に つ い て 、因 子 分 析 (主 因 子・プ ロ マ ッ ク  
ス 回 転 )と ク ロ ン バ ッ ク α 係 数 で 分 析 す る 。  
４  病 棟 運 営 の 成 果 に 貢 献 し て い る 看 護 管 理 の 工 夫 の 実 践 の 程 度 を  
知 る た め に 、 平 均 値 、 標 準 偏 差 、 等 分 散 性 の 検 定 ( l e v e n e ル ビ ー  
ン 統 計 量 )、分 散 が 同 じ 場 合 は 独 立 し た ｔ 検 定 、分 散 が 異 な る 場 合  
は ウ ェ ル チ の 検 定 を 行 う 。  
５  看 護 師 長 の 状 況 的 考 え の 探 求 と 思 考 ・ 方 法 ・ 構 造 の 再 構 成 、 考  
え つ い た 方 法 や 手 段 の 意 思 決 定 と 行 動 の 要 素 間 の 関 連 を 知 る た め  
に 、 ピ ア ソ ン の 積 率 相 関 係 数 を 分 析 す る 。  
６  ど の よ う な 内 的 要 因 、 外 的 要 因 が 看 護 管 理 の 工 夫 を 高 め て い る  
の か を 見 つ け る た め に 、 経 験 年 数 別 、 教 育 背 景 別 、 研 修 別 、 病 床  
規 模 別 で 一 元 配 置 分 散 分 析 、 G a m e s - H o w e l l の 多 重 比 較 （ 等 分 散  
が 仮 定 で き な い 標 本 を 使 う 場 合 の Tu k e y 型 対 比 の 方 法 で 、 We l c h  
の 統 計 量 を 基 礎 と し た 多 重 比 較 法 )を 行 う 。  
設 置 主 体 別 は 、 等 分 散 性 の 検 定 ( l e v e n e 統 計 量 )と 独 立 し た ｔ 検  
定 を 行 う 。   
７  看 護 管 理 の 工 夫 と 病 棟 運 営 の 成 果 と の 関 連 を 知 る た め に 、 病 棟
運 営 の 成 果 ( 5 項 目 )を 従 属 変 数 と し て 、 そ の 成 果 に ど の 工 夫 を 使
っ て い る の か 、 看 護 管 理 の 工 夫 4 2 項 目 を 独 立 変 数 と し て 因 果 関
係 の 分 析 を 重 回 帰 分 析 (ス テ ッ プ ワ イ ズ 法 )で 行 う 。  
８  看 護 管 理 の 工 夫 の 構 造 を 確 認 す る た め に 、共 分 散 構 造 分 析 (最 尤
法 に よ る 確 認 的 因 子 分 析 )を 行 う 。  
９  有 意 水 準 の 定 義 は 、 5％ 有 意 水 準 を ＊ ： ｐ ＜ . 0 5、 1％ 有 意 水 準
を ＊ ＊ ： ｐ ＜ . 0 1 と す る 。  
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Ⅵ  倫 理 的 配 慮  
 
１  面 接 調 査  
 
１ ） 対 象 や 施 設 に 理 解 を 求 め 同 意 を 得 る 方 法  
・ 研 究 協 力 施 設 の 責 任 者 に 対 し て 研 究 の 目 的 や 内 容 、 倫 理 的 配 慮 に
つ い て 説 明 し 、 研 究 協 力 の 承 諾 を 得 て 、 研 究 協 力 候 補 者 選 定 を 依
頼 す る 。  
・ 研 究 協 力 へ の 紹 介 手 続 き と し て 、 事 前 に 施 設 の 責 任 者 か ら 研 究 協
力 候 補 者 へ の「 研 究 協 力 へ の お 願 い と お 願 い し た い 内 容 (研 究 協 力
者 用 )」を 渡 し て い た だ き 、研 究 者 へ の 紹 介 の 諾 否 を 確 認 し て も ら
う 。  
・ 研 究 に 関 す る 説 明 を 聞 く 意 思 が あ る 研 究 協 力 候 補 者 に 対 し て 、 研
究 者 自 身 が 本 研 究 の 目 的 や 内 容 、 倫 理 的 配 慮 に つ い て 説 明 し 、 同
意 を 得 ら れ た 者 の み を 研 究 協 力 者 と す る 。  
 
２ ） 研 究 協 力 の 撤 回 が 自 由 に で き る こ と  
・ 研 究 に 協 力 す る か し な い か を 判 断 で き る 十 分 な 情 報 提 供 と 説 明 を
事 前 に 行 い 、 研 究 の 協 力 は 自 由 意 思 で あ る こ と を 説 明 す る 。  
・ 研 究 の 途 中 で の 辞 退 や 終 了 後 の 取 り 消 し も 自 由 で あ る こ と 、 ま た
研 究 へ の 参 加 を 辞 退 し た こ と で 不 利 益 を 被 る こ と は な い こ と を 説
明 す る 。  
・ 研 究 協 力 者 か ら 同 意 を 得 て い て も 、 施 設 か ら 研 究 協 力 の 承 諾 の 取
り 消 し の 申 し 出 が あ っ た 場 合 は 、 そ の 研 究 施 設 で 行 っ た デ ー タ は
全 て 破 棄 す る こ と を 伝 え る 。  
・ 実 際 に 取 り 消 し が 可 能 な 期 間 は 、 質 問 紙 調 査 を 開 始 す る 前 の 平 成
2 6 年 1 0 月 3 1 日 を 目 安 と す る 。  
 
３ ） 研 究 協 力 者 の プ ラ イ バ シ ー の 保 護  
・ 面 接 は 、 研 究 者 と 一 対 一 で 行 い 、 第 3 者 が 入 っ て く る こ と な く 、
面 接 し て い る こ と が 知 ら れ な い 静 か な 場 所 で 行 う 。  
・ 研 究 協 力 者 が 自 分 の 勤 務 す る 病 院 を 面 接 場 所 と し て 希 望 す る 場 合
に は 、 研 究 協 力 が 得 ら れ た 施 設 の 看 護 部 門 の 責 任 者 あ る い は 担 当
者 と 相 談 し 、 決 定 す る 。 研 究 協 力 者 が 勤 務 し て い る 病 院 を 希 望 し
た く な い 場 合 は 、 高 知 県 立 大 学 の 個 室 あ る い は 高 知 大 学 の 個 室 を
準 備 す る 。  
・研 究 協 力 者 が 話 し た く な い 内 容 に つ い て は 話 さ な く て も よ い こ と 、
話 し た 内 容 で あ っ て も 研 究 協 力 者 が 使 っ て 欲 し く な い 内 容 に つ い
て は 、 デ ー タ と し て 使 用 し な い こ と 、 面 接 を 続 け た く な い 時 に は
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断 る 権 利 が あ る こ と を 説 明 す る 。 ま た 、 承 認 取 り 消 し や 同 意 取 り
消 し が あ っ た 場 合 は 、 デ ー タ は 全 て 破 棄 す る 約 束 を す る 。  
・ 研 究 内 容 の 録 音 や メ モ は 、 研 究 協 力 者 の 許 可 を 得 て 行 い 、 固 有 名
詞 は ア ル フ ァ ベ ッ ト で 記 載 、 研 究 協 力 や 施 設 が 特 定 で き な い よ う
に 処 理 し 、 提 供 さ れ た デ ー タ の 匿 名 性 を 守 る こ と を 約 束 す る 。  
・ 得 ら れ た デ ー タ は 本 研 究 以 外 で は 使 用 し な い こ と 、 研 究 終 了 後 に
は 録 音 内 容 を 破 棄 す る こ と を 説 明 す る 。  
・ デ ー タ は 鍵 の か か る 場 所 に 保 管 し 、 研 究 者 が 責 任 を も っ て 管 理 す
る 。  
・ デ ー タ 分 析 に 当 た っ て は 、 指 導 教 員 が デ ー タ を 見 る こ と に つ い て
了 解 を 得 る 。  
 
４ ） 対 象 の 心 身 の 負 担 、 不 利 益 や 危 険 性 へ の 配 慮  
・ 面 接 時 間 は 1 時 間 以 内 と し 、 研 究 協 力 者 の 希 望 に 添 っ て 、 管 理 業
務 へ の 支 障 が 生 じ な い よ う に 時 間 の 短 縮 、 面 接 の 中 断 、 延 期 が 可
能 で あ る こ と を 伝 え る 。  
・ 面 接 に 対 し て の 質 問 や 相 談 、 意 見 な ど を 研 究 協 力 者 が い つ で も 行
え る よ う 、 研 究 者 の 連 絡 先 を 文 書 に て 伝 え る 。  
・ 研 究 協 力 者 は 、 面 接 を 受 け る こ と で 時 間 的 制 約 を 受 け る こ と や 、
面 接 を 受 け る こ と に よ る 疲 労 感 や 工 夫 が 必 要 で あ っ た 体 験 を 想 起
し て い た だ く こ と に よ る 心 理 的 な 負 担 が 生 じ る 可 能 性 が あ る こ と
を 説 明 す る 。  
 
５ ） 研 究 協 力 者 が 受 け る 利 益 や 看 護 上 の 貢 献  
・ 面 接 で 実 践 を 振 り 返 る こ と に よ っ て 、 看 護 管 理 の 工 夫 に 至 っ て い
る 自 分 自 身 の 考 え や 気 づ き を 含 む 内 面 の 「 知 」 を 再 認 識 す る 機 会
を 得 る こ と が で き ま す 。  
・ 看 護 上 の 貢 献 と し て 新 人 看 護 師 長 や こ れ か ら 看 護 管 理 職 を 目 指 す
看 護 職 の 看 護 管 理 教 育 に 使 う こ と が で き る 。  
・体 系 化 し た 看 護 管 理 の 工 夫 を 役 立 て て 、看 護 管 理 の 工 夫 が で き
る 能 力 を 有 す る 看 護 師 長 を 育 成 し 支 援 体 制 を 整 え る こ と は 、患
者 サ ー ビ ス や 患 者 満 足 度 、職 員 の 満 足 度 を 高 め 、さ ら に 病 院 経
営 に ま で 影 響 し 、 看 護 管 理 学 に 貢 献 で き る 。  
 
６ ） 研 究 結 果 の 公 表 の 仕 方  
・ 本 研 究 は 、 研 究 者 の 博 士 論 文 と し て ま と め る こ と を 目 的 と し て い
る こ と 、 研 究 結 果 は 個 人 が 特 定 さ れ な い よ う に 配 慮 す る こ と を 約
束 し 、 専 門 領 域 に お け る 学 会 発 表 、 も し く は 専 門 誌 な ど で 公 表 す
る こ と の 了 解 を 得 る 。  
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２  質 問 紙 調 査  
 
１ ） 協 力 施 設 の 責 任 者 に 、 電 話 連 絡 と 研 究 計 画 書 、 研 究 の 趣 旨 を 説
明 し た 研 究 協 力 依 頼 文 を 郵 送 し 、 協 力 施 設 の 倫 理 審 査 の 承 認 を 得
る 。   
 
２ ）研 究 参 加 へ の 任 意 性： ( 1 )研 究 へ の 参 加 は 、個 人 の 自 由 意 思 に よ
り 決 定 さ れ る こ と 、 研 究 に 参 加 し な く て も 不 利 益 を 被 る こ と は な
い こ と を 説 明 文 に 明 記 す る 。( 2 )調 査 目 的 と 倫 理 的 配 慮 に つ い て の
説 明 文 を 質 問 用 紙 に 添 付 し 、 研 究 に 同 意 を 得 ら れ る 場 合 の み 返 信
し て も ら う 。 ( 3 )研 究 結 果 の 公 表 を 行 う こ と を 説 明 文 に 明 記 す る 。 
 
３ ） 資 料 の 保 存 や 使 用 方 法 並 び に 保 存 期 間 ： デ ー タ は 本 研 究 に 関 す
る 内 容 以 外 で 使 用 せ ず 、 個 人 が 特 定 で き な い よ う に し た デ ー タ 処
理 を 行 い 、 保 管 は 鍵 の か か る 場 所 で 適 切 に 保 管 し 研 究 終 了 後 は 責
任 者 の 管 理 の 元 、 責 任 を も っ て 破 棄 す る 。  
 
４ ） 個 人 情 報 の 取 り 扱 い ： 得 ら れ た デ ー タ は 記 号 や 番 号 で 入 力 ・ 整
理 し 、 必 要 時 以 外 は 研 究 者 が 鍵 の か か る 場 所 で 適 切 に 保 管 し 、 研
究 終 了 後 は 責 任 者 の 管 理 の 元 、 責 任 を も っ て 破 棄 す る こ と を 明 記
す る 。  
 
５ ） 研 究 参 加 に 伴 う 費 用 の 負 担 は な い こ と を 説 明 す る 。  
 
６ ） 研 究 に 参 加 す る こ と に よ り 1 5 分 程 度 時 間 的 拘 束 が 生 じ る こ と
と な り 、 不 快 を 感 じ る こ と は あ る が 、 有 害 事 象 等 は 生 じ な い 。  
 
７ ） 研 究 成 果 の 公 表 は 、 研 究 者 の 属 す る 学 会 等 及 び 学 会 誌 に 投 稿 す
る こ と を 説 明 。  
 
８ ） 研 究 に 関 す る 質 問 や 相 談 は い つ で も 受 け る こ と を 記 載 し 、 連 絡
先 を 書 い た 文 書 を 渡 し 、 連 絡 が あ っ た 場 合 は そ の 都 度 応 じ る 体 制
に す る 。  
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第 Ⅴ 章  結 果  
Ⅰ  パ イ ロ ッ ト テ ス ト の 結 果  
パ イ ロ ッ ト テ ス ト を 11 名 に 行 っ た 結 果 、 回 答 時 間 は 5 分 2 名 、  
6～ 8 分 2 名 、 1 0 分 6 名 、 1 5 分 1 名 で あ り 、 質 問 数 は 適 当 と い う 意
見 を 1 0 名 の 方 か ら い た だ い た 。  
質 問 項 目 に 関 し て は 、 項 目 が ラ ン ダ ム に な っ て お り 、 考 え る 過 程
で 場 面 が バ ラ バ ラ で 回 答 し づ ら い と い う 意 見 が あ っ た 。 そ こ で 質 問
項 目 の 順 番 を ス タ ッ フ に 実 施 し て も ら う 項 目 、師 長 が 実 施 す る 項 目 、
人 材 育 成 に 関 す る 項 目 、 他 職 種 に 関 す る 項 目 な ど 、 大 き く 分 類 し て
回 答 し や す い よ う に 並 べ 替 え た 。  
ま た わ か り に く い 文 章 表 現 、 あ い ま い な 表 現 や 質 問 の 意 味 が 理 解
し づ ら い と 回 答 が あ っ た 8 項 目 に つ い て は 再 度 検 討 し 、一 つ の 文 章
に 2 つ の 意 味 を も た さ な い よ う に 修 正 し 、 よ り わ か り や す い 表 現 に
変 更 し た 。  
 
表 1 5  ア ン ケ ー ト 5 3 項 目   
項     目  
1 最 新 の 患 者 情 報 ､ス タ ッ フ 情 報 ､経 営 情 報 な ど 、常 々 管 理 に 必 要 な
情 報 を 得 る  
2 病 棟 運 営 上 の 課 題 を 何 ら か の 手 法 を 用 い て 分 析 す る  
3 管 理 デ ー タ を わ か り や す い 形 に し て ス タ ッ フ に 説 明 す る  
4 ス タ ッ フ と 看 護 サ ー ビ ス を 良 く す る 考 え を 分 か ち 合 う  
5 ス タ ッ フ に 師 長 の 根 本 的 な 病 棟 管 理 の 考 え を 示 す  
6 ス タ ッ フ と 目 指 す 看 護 の 方 向 性 を 統 一 す る  
7 ス タ ッ フ が 理 解 で き る よ う に ビ ジ ョ ン を 形 に す る  
8 ス タ ッ フ の 感 性 に 触 れ る  
9 ス タ ッ フ を 承 認 す る  
1 0 ス タ ッ フ に 意 見 を 聞 く  
11 ス タ ッ フ か ら 新 し い 提 案 を 取 り 入 れ る  
1 2 他 病 棟 の 成 功 例 を 取 り 入 れ る  
1 3 看 護 部 長 や 他 病 棟 の 看 護 師 長 の 意 見 を 取 り 入 れ る  
1 4 ス タ ッ フ か ら の 師 長 評 価 を 受 け 入 れ る  
1 5 看 護 系 雑 誌 、 研 究 論 文 や 研 修 で 得 た 知 識 や 技 術 を 使 う  
1 6 看 護 師 と 看 護 助 手 が 容 易 に 連 携 で き る よ う に 、 間 を つ な ぐ  
1 7 多 職 種 の 協 力 が 得 ら れ る よ う な 手 際 の 良 い 交 渉 を す る  
1 8 困 難 な 問 題 に 対 応 す る た め 病 院 全 体 会 議 な ど の 公 式 な 力 を 利 用 す る  
1 9 病 棟 外 の 連 携 が 図 り や す い よ う に プ ラ イ ベ ー ト な 人 脈 を つ く る  
2 0 地 域 連 携 の 取 り 組 み を 強 化 す る た め に 、 地 域 関 係 者 と 協 働 す る  
2 1 ス タ ッ フ が 話 し や す く て 聞 き や す い 環 境 を 作 る  
2 2 イ ン シ デ ン ト や 指 導 を 要 す る 問 題 な ど を ス タ ッ フ と 振 り 返 る  
2 3 メ ン タ ル が 弱 い ス タ ッ フ と 面 接 す る  
2 4 ス タ ッ フ の 成 長 に 合 わ せ て 時 間 を 置 き な が ら 待 つ  
2 5 ス タ ッ フ の ワ ー ク ・ ラ イ フ ・ バ ラ ン ス を 支 援 す る  
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2 6 ス タ ッ フ に 勤 務 時 間 内 で 業 務 が 終 わ る 仕 事 管 理 を し て も ら う  
2 7 ス タ ッ フ に 既 存 の シ ス テ ム を 有 効 に 使 わ せ る  
2 8 看 護 師 を す ぐ れ た 人 材 に 育 て る 新 し い シ ス テ ム を 導 入 す る  
2 9 問 題 が あ れ ば 、 病 棟 の 教 育 体 制 を 変 更 す る  
3 0 病 棟 の 各 委 員 会 が 成 果 を 出 す よ う に 活 動 を 促 す  
3 1 ス タ ッ フ が 動 き や す い チ ー ム 編 成 な ど を 考 慮 し て チ ー ム を 運 用 す る  
3 2 ス タ ッ フ に 必 要 に 応 じ て マ ニ ュ ア ル を つ く っ て も ら う  
3 3 ス タ ッ フ に マ ニ ュ ア ル を 活 用 し な が ら 仕 事 し て も ら う  
3 4 ス タ ッ フ に 病 棟 会 が 最 終 決 定 の 場 で あ る こ と を 認 識 し て も ら う  
3 5 緊 急 入 院 を い つ で も 受 け 入 れ る 体 制 を 病 棟 で つ く る  
3 6 緊 急 入 院 を ど の よ う な 状 況 で も 受 け 入 れ る  
3 7 退 院 支 援 が で き る 体 制 を 病 棟 で つ く る  
3 8 転 院 が 難 し い ケ ー ス は 看 護 師 長 が 退 院 調 整 に 関 わ る  
3 9 ス タ ッ フ に 再 入 院 に つ な が ら な い 退 院 指 導 を し て も ら う  
4 0 次 に 看 護 師 長 や 副 看 護 師 長 に な れ る 人 材 を 育 て る  
4 1 ス タ ッ フ に 模 範 と な る 行 動 を 見 せ る  
4 2 主 任 や 副 師 長 を 病 棟 運 営 の 要 （ か な め ） に す る  
4 3 病 棟 全 体 で 考 え た 方 法 で 中 堅 の 指 導 力 を 育 て る  
4 4 ス タ ッ フ の 能 力 が 発 揮 で き る 役 割 を 持 た せ る  
4 5 ス タ ッ フ の 基 本 的 な 価 値 観 を 育 て る  
4 6 ス タ ッ フ の キ ャ リ ア 発 達 を ス タ ッ フ に 支 援 し て も ら う  
4 7 ス タ ッ フ 個 人 の 目 標 管 理 を 全 員 が 認 識 し て 関 わ っ て も ら う  
4 8 ス タ ッ フ か ら 認 定 看 護 師 や 専 門 看 護 師 な ど へ 相 談 し て も ら う  
4 9 ス タ ッ フ が 学 ん だ 良 い 方 法 を 繰 り 返 し 学 習 し て も ら う  
5 0 ス タ ッ フ に 医 療 安 全 の 水 準 を 上 げ る 学 習 を 行 っ て も ら う  
5 1 ス タ ッ フ に 過 不 足 な く 医 療 用 消 耗 品 を 適 正 に 管 理 し て も ら う  
5 2 問 題 を 確 実 に 解 決 で き る カ ン フ ァ レ ン ス を 行 っ て も ら う  
5 3 ス タ ッ フ 中 心 の 業 務 改 善 を 行 っ て も ら う  
 
 
Ⅱ  対 象 施 設 へ の ア ク セ ス と 配 布 、 回 収 率  
倫 理 審 査 承 認 後 か ら 電 話 連 絡 を 行 い 了 解 が 得 ら れ た 2 7 7 施 設 の 責
任 者 に 、 依 頼 文 書 一 式 を 郵 送 し 、 1 7 3 施 設 （ 6 2 . 0％ ） か ら 審 査 の 承
認 を 得 て 、 調 査 用 紙 1 7 6 4 通 を 研 究 協 力 者 に 配 布 し た 。 調 査 期 間 は
2 0 1 5 年 1 月 4 日 か ら 3 月 3 1 日 で あ る 。  
1 7 6 4 通 の う ち 1 0 8 7 通（ 回 収 率 6 1 . 6％ ）か ら 回 答 が あ り 、回 答 に
不 備 の あ る も の を 除 い た 1 0 8 4 通 を 有 効 回 答 （ 9 9 . 7％ ） と し た 。  
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Ⅲ  回 答 者 の 概 要  
１  看 護 師 長 経 験 年 数  
回 答 者 の 看 護 師 長 経 験 年 数 は 、平 均 8 . 1 年 (標 準 偏 差 6 . 9 0 )で あ り 、
そ の 構 成 は 表 1 5 の よ う に 5 年 目 ま で が 4 2 . 4％ 、6 年 目 か ら 1 0 年 目
が 2 9 . 1％ 、 11 年 目 以 上 が 2 7 . 8％ で あ っ た 。  
 
表 1 6  看 護 師 長 経 験 年 数   
 
２  教 育 背 景  
回 答 者 の 教 育 背 景 は 、 専 門 学 校 卒 が 7 7 . 0％ 、 短 大 卒 が 8 . 7％ 、 4
年 制 大 学 と 大 学 院 卒 が 8 . 1％ で あ っ た 。  
 
表 1 7  教 育 背 景  
 専 門
2 年  
専 門
3 年  
短 大
2 年  
短 大
3 年  
4 年
生  
大 学
院  
5 年
一 貫  
そ の
他  
無 回
答  
計  
人  2 5 9  5 7 5  3 0  6 4  3 4  5 4  6  5 9  3  1 0 8 4  
％  2 4 . 0  5 3 . 0  2 . 8  5 . 9  3 . 1  5 . 0  0 . 6  5 . 4  0 . 3  1 0 0 . 0  
 7 7 . 0％  8 . 7％  8 . 1％   
 
３  研 修 参 加  
回 答 者 の 研 修 参 加 の 有 無 は 、フ ァ ー ス ト レ ベ ル 研 修 が 4 1 . 7％ 、セ
カ ン ド レ ベ ル 研 修 が 4 0 . 7％ 、 サ ー ド レ ベ ル 研 修 が 1 . 7％ 、 そ の 他 の
管 理 者 研 修 が 7 . 7％ で あ っ た 。 看 護 協 会 の 認 定 看 護 管 理 者 研 修 と そ
の 他 の 管 理 者 研 修 が 重 複 し て い る も の は 1 9 . 5％ い た 。  
 
表 1 8  研 修 参 加   
 フ ァ ー ス ト
レ ベ ル 研 修  
セ カ ン ド  
レ ベ ル 研 修  
サ ー ド  
レ ベ ル 研 修  
そ の 他 の  
管 理 者 研 修  
な し  
人  4 5 2  4 4 1  1 8  8 3  
(延 べ 2 11 )  
8 9  
％  4 1 . 7  4 0 . 7  1 . 7  7 . 7  
（ 延 べ 1 9 . 5％ ） 
8 . 2  
 
 
 
 
 
 1  
年  
目  
2
年
目  
3  
年  
目  
4  
年
目  
5  
年
目  
6
年
目  
7
年
目  
8
年
目  
9
年
目  
1 0  
年
目  
11  
～  
1 5  
1 6
～
2 0  
2 1
～  
無
回
答
計  
人  1 0 1  9 0  11 4  8 1  7 4  8 0  7 3  6 8  5 0  4 4  1 4 9  6 9  8 3  8  1 0 8 4  
％  9 . 3  8 . 3  1 0 . 5  7 . 5  6 . 8  7 . 4  6 . 7  6 . 3  4 . 6  4 . 1  1 3 . 8  6 . 4  7 . 6   1 0 0 . 0  
 4 2 . 4％  2 9 . 1％  2 7 . 8％   
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４  設 置 主 体  
回 答 者 が 属 す る 施 設 は 、国 公 立 系 5 4 . 0％ 、私 立 系 4 6 . 0％ で あ っ た 。 
 
表 1 9  設 置 主 体   
 国  都 道
府
県 ・
市 町
村  
日  
赤  
厚
生
連  
済
生
会  
医  
療  
法  
人  
公
益
法
人  
学  
校  
法  
人  
国 民
健 康
保 険
団 体  
社 会
保 険
関 係
団 体  
そ
の
他  
無
回
答
度  1 2 1  2 5 7  11 8  5 3  3 6  2 3 5  6 7  9 5  11  5 8  3 1  2  
％  11 . 2  2 3 . 7  1 0 . 9  4 . 9  3 . 3  2 1 . 8  6 . 2  8 . 8  1 . 0  5 . 4  2 . 8   
5 4 . 0％  4 6 . 0％  
 
５  施 設 の 病 床 規 模  
回 答 者 の 施 設 の 病 床 規 模 は 、 5 0 0 床 未 満 が 5 6 . 4％ 、 5 0 0 床 以 上 が
4 2 . 6％ で あ っ た 。  
 
表 2 0  病 床 規 模  
 
 
Ⅳ  研 究 課 題 1： 看 護 管 理 の 工 夫 を 構 成 す る 因 子 の 探 索  
１  因 子 パ タ ー ン の 説 明  
 
因 子 を 探 索 す る た め に 全 5 3 項 目 （ 表 1 5） に 対 し て 、 抽 出 の 基 準
を 固 有 値 1 以 上 と し 、 主 因 子 法 ・ プ ロ マ ッ ク ス 回 転 を 実 施 し た 。 欠
損 値 は リ ス ト ご と に 除 外 し た 。 6 回 の 分 析 を 実 行 し 、 因 子 負 荷 量 が
0 . 3 5 未 満 で 十 分 な 因 子 負 荷 量 を 示 さ な か っ た 11 項 目 ( 1、 1 4、 1 5、
1 6、 2 2、 2 8、 2 9、 3 4、 4 0、 4 1、 5 3 )を 除 き 、 9 因 子 4 2 項 目 が 抽 出 さ
れ た 。最 終 的 な 因 子 パ タ ー ン は 表 2 1 に 示 す 。初 期 の 固 有 値 の 累 積 ％
を 見 る と 、 9 因 子 で 4 2 項 目 の 全 分 散 の 説 明 率 は 5 5 . 8 2％ で あ っ た 。
抽 出 後 の 累 積 ％ は 回 転 前 の 9 因 子 で 4 2 項 目 の 全 分 散 を 説 明 す る 割
合 は 4 4 . 6 4％ で あ っ た 。  
抽 出 さ れ た 因 子 パ タ ー ン の 9 個 の 共 通 因 子 と そ の 要 素 に つ い て 説
明 す る 。 以 下 因 子 分 析 の 共 通 因 子 は 《 》、 要 素 は 〈 〉 で 示 す 。  
第 1 因 子 は 11 の 要 素 で 構 成 さ れ て お り 、〈 4 3 病 棟 全 体 で 考 え た 方
法 で 中 堅 の 指 導 力 を 育 て る 〉〈 4 4 ス タ ッ フ の 能 力 が 発 揮 で き る 役 割
病 床  
規 模  
3 0 0 ～
3 9 9  
4 0 0 ～
4 9 9  
5 0 0 ～
5 9 9  
6 0 0 ～
6 9 9  
7 0 0 以 上  無 回
答  
計  
度 数  4 0 3  2 0 8  1 5 7  1 3 2  1 7 2  1 2   
％  3 7 . 2  1 9 . 2  1 4 . 5  1 2 . 2  1 5 . 9  1 . 1  1 0 0 . 0  
 5 6 . 4％  4 2 . 6％   
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を 持 た せ る 〉〈 4 5 ス タ ッ フ の 基 本 的 な 価 値 観 を 育 て る 〉〈 4 6 キ ャ リ
ア 発 達 を ス タ ッ フ に 支 援 し て も ら う 〉〈 4 9 ス タ ッ フ が 学 ん だ 良 い 方
法 を 繰 り 返 し 学 習 し て も ら う 〉〈 5 0 ス タ ッ フ に 医 療 安 全 の 水 準 を 上
げ る 学 習 を 行 っ て も ら う 〉 が 高 い 負 荷 量 を 示 し て い た 。  
第 2 因 子 は 、 8 つ の 要 素 で 構 成 さ れ て お り 、〈 9 ス タ ッ フ を 承 認 す
る 〉〈 1 0 ス タ ッ フ に 意 見 を 聞 く 〉〈 11 ス タ ッ フ か ら 新 し い 提 案 を 取
り 入 れ る 〉〈 2 1 ス タ ッ フ が 話 し や す く て 聞 き や す い 環 境 を 作 る 〉 が
高 い 負 荷 量 を 示 し て い た 。  
第 3 因 子 は 、 4 つ の 要 素 で 構 成 さ れ て お り 〈 4 ス タ ッ フ と 看 護 サ
ー ビ ス を 良 く す る 考 え を 分 か ち 合 う 〉〈 5 ス タ ッ フ に 師 長 の 根 本 的 な
病 棟 管 理 の 考 え を 示 す 〉〈 6 目 指 す 看 護 の 方 向 性 を 統 一 す る 〉〈 7 ス
タ ッ フ が 理 解 で き る よ う に ビ ジ ョ ン を 形 に す る 〉 が 高 い 負 荷 量 を 示
し て い た 。  
第 4 因 子 は 、 6 つ の 要 素 で 構 成 さ れ て お り 、〈 2 7 ス タ ッ フ に 既 存
の シ ス テ ム を 有 効 に 使 わ せ る 〉〈 3 2 ス タ ッ フ に 必 要 に 応 じ て マ ニ ュ
ア ル を 作 っ て も ら う 〉〈 3 3 ス タ ッ フ に マ ニ ュ ア ル を 活 用 し な が ら 仕
事 を し て も ら う 〉 が 高 い 負 荷 量 を 示 し て い た 。  
第 5 因 子 は 、 4 つ の 要 素 で 構 成 さ れ て お り 、〈 1 8 困 難 な 問 題 に 対
応 す る た め 病 院 全 体 会 議 な ど の 公 式 な 力 を 利 用 す る 〉〈 1 9 病 棟 外 の
連 携 が 図 り や す い よ う に プ ラ イ ベ ー ト な 人 脈 を つ く る 〉〈 2 0 地 域 連
携 の 取 り 組 み を 強 化 す る た め に 、 地 域 関 係 者 と 協 働 す る 〉 が 高 い 負
荷 量 を 示 し て い た 。  
第 6 因 子 は 、 2 つ の 要 素 で 構 成 さ れ て お り 、〈 3 5 緊 急 入 院 を い つ
で も 受 け 入 れ る 体 制 を 病 棟 で つ く る 〉〈 3 6 緊 急 入 院 を ど の よ う な 状
況 で も 受 け 入 れ る 〉 が 高 い 負 荷 量 を 示 し た 。  
第 7 因 子 は 、 3 つ の 要 素 で 構 成 さ れ て お り 、〈 3 7 退 院 支 援 が で き
る 体 制 を 病 棟 で つ く る 〉〈 3 8 転 院 が 難 し い ケ ー ス は 看 護 師 長 が 退 院
調 整 に 関 わ る 〉 が 高 い 負 荷 量 を 示 し て い た 。  
第 8 因 子 は 、 2 つ の 要 素 で 構 成 さ れ て お り 、〈 1 2 他 病 棟 の 成 功 例
を 取 り 入 れ る 〉〈 1 3 看 護 部 長 や 他 病 棟 の 看 護 師 長 の 意 見 を 取 り 入 れ
る 〉 が 高 い 負 荷 量 を 示 し た 。  
第 9 因 子 は 、 2 つ の 要 素 で 構 成 さ れ て お り 、〈 2 病 棟 運 営 上 の 課 題
を 何 ら か の 手 法 を 用 い て 分 析 す る 〉〈 3 管 理 デ ー タ を わ か り や す い 形
に し て ス タ ッ フ に 説 明 す る 〉 が 高 い 負 荷 量 を 示 し て い た 。  
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表 2 1  看 護 管 理 の 工 夫 を 構 成 す る 因 子 (主 因 子 法 ・ プ ロ ッ ク ス 回 転
後 の 因 子 負 荷 量 )  
 
 
項   目  第 1  第 2  第 3  第 4  第 5  第 6  第 7  第 8  第 9  
4 2 主 任 ・ 副 師 長 を 病 棟 運 営 の 要  . 4 0 0  . 1 4 5  . 0 3 3  . 0 0 4  - . 0 2 0  . 1 0 8  - . 0 6 4  . 0 3 1  . 0 3 7  
4 3 中 堅 の 指 導 力 を 育 成  . 5 7 4  - . 0 1 4  . 1 2 2  - . 0 1 8  . 1 1 6  . 0 4 4  - . 0 7 5  - . 0 2 6  - . 0 4 8  
4 4 能 力 発 揮 で き る 役 割 を 持 た せ
る  
. 6 0 3  . 0 5 9  . 0 9 5  . 0 5 6  - . 0 2 4  . 0 8 7  - . 1 5 7  - . 0 9 6  - . 0 4 3  
4 5 基 本 的 な 価 値 観  . 6 4 4  . 1 4 8  . 1 0 2  - . 1 1 7  . 0 6 7  - . 0 0 5  - . 0 4 5  - . 1 1 7  - . 1 4 7  
4 6 キ ャ リ ア 発 達 を ス タ ッ フ が 支
援  
. 6 6 8  - . 0 5 3  . 0 4 3  - . 0 5 3  . 0 7 6  . 0 2 6  - . 0 4 6  - . 0 0 3  - . 0 7 4  
4 7 目 標 管 理 に 皆 で 関 わ っ て も ら
う  
. 5 0 0  - . 1 4 3  - . 0 1 8  . 0 3 4  . 1 8 3  - . 0 4 5  . 0 0 7  . 0 0 2  . 1 1 8  
4 8 認 定 へ 相 談 し て も ら う  . 4 5 0  . 0 6 9  - . 1 9 2  . 0 2 7  - . 0 7 3  . 0 2 2  . 2 0 0  . 0 2 5  . 1 2 0  
4 9 ス タ ッ フ の 繰 り 返 し 学 習  . 6 4 4  . 0 6 4  - . 0 8 9  - . 0 3 1  - . 0 0 3  - . 0 6 9  . 1 2 0  . 0 6 6  . 0 7 1  
5 0 医 療 安 全 の 学 習 を し て も ら う  . 6 3 1  - . 0 0 7  - . 0 9 4  . 0 7 3  - . 0 7 5  - . 0 4 0  . 0 8 9  . 0 1 5  . 1 0 0  
5 1 物 品 管 理 を し て も ら う  . 4 5 2  - . 0 7 1  - . 0 7 1  . 2 3 6  - . 0 5 9  - . 0 5 1  . 0 5 2  . 0 3 8  - . 0 3 0  
5 2 問 題 解 決 で き る カ ン フ ァ レ ン
ス  
. 4 5 1  - . 0 2 5  . 1 3 9  . 0 7 2  - . 0 2 2  - . 0 3 4  . 0 6 8  . 0 7 9  - . 0 9 6  
8 感 性 に 触 れ る  - . 0 2 2  . 4 4 3  . 2 0 3  - . 0 8 5  . 1 1 5  . 0 0 0  . 0 7 3  . 0 2 7  - . 0 0 9  
9 承 認 す る  - . 0 5 9  . 7 9 3  . 0 0 8  - . 0 4 7  - . 0 0 3  - . 0 2 7  - . 0 5 6  . 0 9 6  . 0 6 4  
1 0 意 見 を 聞 く  . 0 1 9  . 8 3 2  . 0 5 9  - . 1 0 9  - . 1 5 0  - . 0 0 7  - . 0 1 4  . 2 0 1  . 0 3 8  
1 1 新 し い 提 案 を 取 り 入 れ る  . 0 8 9  . 6 4 7  . 0 1 3  - . 0 6 0  - . 0 0 8  - . 0 1 0  - . 0 8 5  . 3 6 1  - . 0 0 7  
2 1 話 し や す く て 聞 き や す い 環 境  - . 0 1 6  . 5 4 1  . 0 1 0  - . 0 0 1  . 0 4 2  . 0 1 3  . 1 0 4  . 0 0 6  - . 0 3 3  
2 3 メ ン タ ル が 弱 い ス タ ッ フ と 面
接  
- . 0 3 5  . 4 9 2  - . 0 0 5  . 1 9 5  - . 0 3 1  . 0 0 0  . 1 1 3  - . 1 1 6  . 0 6 7  
2 4 ス タ ッ フ の 成 長 に 合 わ せ 待 つ  . 0 9 3  . 4 9 6  - . 2 0 7  . 2 8 6  - . 0 2 4  - . 0 4 0  . 0 1 5  - . 2 0 8  . 0 1 1  
2 5 ワ ー ク ラ イ フ バ ラ ン ス を 支 援  - . 0 4 0  . 4 2 0  - . 1 2 5  . 3 0 4  . 0 9 1  . 0 2 8  - . 0 2 2  - . 0 8 4  . 0 1 3  
4 看 護 サ ー ビ ス を 良 く す る 考 え を
分 か ち 合 う  
. 0 2 5  . 0 7 6  . 6 7 9  - . 0 0 2  - . 1 4 0  - . 0 7 4  . 1 4 9  . 0 0 3  - . 0 1 1  
5 師 長 の 病 棟 管 理 の 考 え を 示 す  . 0 1 8  - . 0 2 5  . 7 1 6  . 0 2 6  - . 1 1 5  . 0 2 3  . 0 0 6  . 0 1 6  . 2 0 0  
6 目 指 す 看 護 の 方 向 性 を 統 一 す る  - . 0 2 3  . 0 0 6  . 7 3 0  . 1 0 7  - . 1 0 1  - . 0 1 9  . 0 8 0  . 0 8 2  - . 0 0 1  
7 ビ ジ ョ ン を 形 に す る  - . 0 0 5  - . 0 1 0  . 6 5 7  . 0 7 0  - . 0 2 3  . 0 1 2  - . 0 4 9  . 0 7 8  . 1 5 2  
2 6 時 間 内 で 業 務 が 終 わ る 仕 事 管
理  
. 0 4 6  - . 0 4 2  . 0 6 0  . 4 7 1  . 1 3 8  - . 0 5 2  - . 0 1 0  . 0 2 2  - . 0 1 1  
2 7 既 存 の シ ス テ ム の 有 効 な 活 用  - . 0 0 8  . 0 2 2  . 0 3 0  . 5 0 5  . 2 2 8  - . 0 6 9  - . 0 3 4  . 0 0 3  - . 0 0 1  
3 0 成 果 を 出 す 委 員 会 の 活 動 を 促
す  
. 2 4 2  - . 1 1 7  . 1 4 5  . 3 9 8  . 0 1 2  - . 0 1 6  - . 0 3 7  . 0 3 8  . 0 6 4  
3 1 チ ー ム 編 成 を 考 慮 し た 運 用  . 0 7 2  . 0 5 1  . 1 6 8  . 4 4 0  - . 0 5 6  . 0 1 0  . 0 3 4  - . 0 2 7  - . 0 3 7  
3 2 必 要 に 応 じ た マ ニ ュ ア ル 作 成  . 1 3 0  - . 0 3 7  . 0 5 8  . 6 0 9  - . 1 2 7  . 0 4 0  - . 0 4 1  . 1 2 4  . 0 3 1  
3 3 マ ニ ュ ア ル を 活 用 し な が ら 仕
事  
. 0 1 8  - . 0 1 4  . 0 1 4  . 7 0 0  - . 0 9 1  . 0 6 2  . 0 0 6  . 1 4 6  - . 0 6 5  
1 7 手 際 の 良 い 交 渉  - . 0 6 3  . 1 4 1  . 0 7 0  . 0 2 5  . 4 2 4  . 0 4 2  . 1 6 5  . 0 6 8  . 0 0 9  
1 8 公 式 な 力 の 利 用  . 0 9 5  - . 0 2 0  - . 1 4 1  . 0 2 7  . 6 7 1  - . 0 1 7  - . 0 2 4  . 1 3 7  . 1 3 1  
1 9 プ ラ イ ベ ー ト な 人 脈 を つ く る  . 0 1 0  . 0 0 8  - . 1 6 8  - . 0 1 2  . 6 3 7  . 0 0 6  - . 0 0 5  . 2 4 2  . 1 1 0  
2 0 地 域 関 係 者 と 協 働  . 0 5 0  - . 1 2 8  - . 0 0 7  - . 0 9 1  . 4 8 0  - . 0 1 3  . 2 9 4  . 1 2 5  . 0 5 8  
3 5 緊 急 入 院 を 受 け 入 れ る 体 制  - . 0 0 3  - . 0 3 1  - . 0 2 2  . 0 5 4  - . 0 3 4  . 8 7 2  . 0 5 7  . 0 1 5  . 0 2 9  
3 6 緊 急 入 院 を 受 け 入 れ る  - . 0 1 1  . 0 0 2  - . 0 2 9  - . 0 4 1  . 0 2 5  . 8 5 3  . 0 2 0  . 0 0 5  . 0 2 1  
3 7 退 院 支 援 の 体 制 を つ く る  . 1 4 5  . 0 4 0  . 0 3 5  - . 0 4 8  . 0 1 3  . 0 5 2  . 6 3 2  - . 0 8 6  - . 0 6 2  
3 8 転 院 が 難 し い ケ ー ス の 退 院 調
整  
- . 1 2 0  . 0 4 3  . 1 5 2  - . 0 4 8  . 0 5 1  . 0 3 6  . 6 1 8  - . 0 1 0  - . 1 1 9  
3 9 再 入 院 に つ な が ら な い 退 院 指
導  
. 0 9 3  - . 0 4 7  . 0 0 9  . 1 3 9  . 0 8 3  - . 0 0 5  . 4 3 1  - . 0 5 2  . 0 3 5  
1 2 成 功 例 を 取 り 入 れ る  . 0 4 0  . 1 2 6  . 1 0 9  . 0 9 1  . 2 5 9  - . 0 2 6  - . 0 6 1  . 5 7 0  - . 0 7 0  
1 3 看 護 部 長 や 他 の 看 護 師 長 の 意
見  
- . 0 5 5  . 1 1 8  . 0 3 1  . 1 3 3  . 2 9 4  . 0 5 0  - . 0 0 5  . 5 5 5  - . 1 7 2  
2 何 ら か の 手 法 を 用 い て 分 析  - . 0 2 3  . 0 5 5  . 1 6 2  . 0 2 4  . 1 8 9  . 0 6 3  - . 1 4 0  - . 1 0 1  . 6 3 0  
3 管 理 デ ー タ を ス タ ッ フ に 説 明  . 0 1 6  . 0 6 0  . 3 1 4  - . 0 9 1  . 1 5 3  - . 0 2 1  . 0 0 9  - . 1 7 4  . 6 2 5  
固 有 値  1 1 . 3 1 4  2 . 2 1 1  1 . 8 4 6  1 . 7 4 6  1 . 5 7 6  1 . 3 3 4  1 . 2 6 5  1 . 1 1 8  1 . 0 3 5  
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２  因 子 間 相 関  
 
因 子 間 相 関 は 因 子 間 相 関 行 列 よ り 、第 1 因 子 か ら 第 7 因 子 は 有 意
な 正 の 相 関 を 示 し た 。第 8 因 子 と 第 9 因 子 は 他 の 因 子 と の 相 関 が な
か っ た 。  
表 2 2  因 子 間 相 関 行 列   
因 子  第 １  第 ２  第 ３  第 4  第 5  第 6  第 7  第 8  第 9  
第 １  1 . 0 0  -  -  -  -  -  -  -  -  
第 ２  . 5 8  1 . 0 0  -  -  -  -  -  -  -  
第 ３  . 5 5  . 5 7  1 . 0 0  -  -  -  -  -  -  
第 ４  . 6 9  . 5 3  . 5 1  1 . 0 0  -  -  -  -  -  
第 ５  . 5 6  . 5 4  . 6 2  . 5 2  1 . 0 0  -  -  -  -  
第 ６  . 3 0  . 3 8  . 3 5  . 3 2  . 2 9  1 . 0 0  -  -  -  
第 ７  . 3 8  . 2 4  . 2 1  . 3 1  . 2 0  . 2 7  1 . 0 0  -  -  
第 ８  - . 0 4  . 0 2  - . 0 8  - . 0 5  - . 2 0  - . 0 5  . 2 4  1 . 0 0  -  
第 ９  . 2 6  . 0 2  . 1 7  . 2 0  . 0 6  . 0 3  . 2 8  . 2 9  1 . 0 0  
因 子 抽 出 法 :  主 因 子 法    回 転 法 :  ﾌ ﾟ ﾛ ﾏ ｯ ｸ ｽ法  
 
３  看 護 管 理 の 工 夫 を 構 成 す る 因 子 の 命 名 と 実 践 の 程 度 (表 23)  
 
１ ） 第 1 因 子  
因 子 パ タ ー ン の 説 明 よ り 、 第 1 因 子 の 11 の 要 素 と は 、 育 て あ う
組 織 を め ざ し て お り 、 ス タ ッ フ を 現 場 が 鍛 え 自 律 し た 看 護 実 践 を 行
っ て い く こ と で あ る 。そ こ で 、《 ス タ ッ フ の 中 に あ る ア イ デ ア を 現 場
の 力 と し て 引 き 出 す 》 因 子 と 名 付 け た 。  
第 １ 因 子 の 中 で 、 平 均 が 1 . 0 を 超 え 看 護 師 長 が わ り と 実 践 し て い  
る 要 素 は 〈 4 2 主 任 や 副 師 長 を 病 棟 運 営 の 要 に す る 〉 と 〈 4 4 ス タ ッ
フ の 能 力 が 発 揮 で き る 役 割 を 持 た せ る 〉 で あ っ た 。 分 析 時 は 中 間 点
(ど ち ら で も な い )を 0 点 と し 、2 点 か ら － 2 点 で 平 均 を 算 出 し た た め 、
実 践 の 程 度 が 高 い と 判 断 す る 基 準 を 、間 隔 尺 度 の 7 5％ を 超 え た 平 均
の 値 が 1 . 0 以 上 と し た 。  
上 記 の 2 つ の 要 素 と 比 べ る と そ れ ほ ど 実 践 が 及 ん で い な い 要 素
(平 均 が 1 . 0 未 満 )は 〈 4 3 病 棟 全 体 で 考 え た 方 法 で 中 堅 の 指 導 力 を 育
て る 〉〈 4 5 ス タ ッ フ の 基 本 的 な 価 値 観 を 育 て る 〉〈 4 6 ス タ ッ フ の キ
ャ リ ア 発 達 を ス タ ッ フ に 支 援 し て も ら う 〉〈 4 8 ス タ ッ フ か ら 認 定 看
護 師 や 専 門 看 護 師 な ど へ 相 談 し て も ら う 〉〈 4 9 ス タ ッ フ が 学 ん だ 良
い 方 法 を 繰 り 返 し 学 習 し て も ら う 〉〈 5 0 ス タ ッ フ に 医 療 安 全 の 水 準
を あ げ る 学 習 を 行 っ て も ら う 〉〈 5 1 ス タ ッ フ に 過 不 足 な く 医 療 用 消
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耗 品 を 適 正 に 管 理 し て も ら う 〉〈 5 2 問 題 を 確 実 に 解 決 で き る カ ン フ
ァ レ ン ス を 行 っ て も ら う 〉〈 4 7 ス タ ッ フ 個 人 の 目 標 管 理 を 全 員 が 認
識 し て 関 わ っ て も ら う 〉 の 9 つ で あ っ た 。  
 
２ ） 第 2 因 子  
第 2 因 子 の 8 つ の 要 素 と は 、仕 事 環 境 に 目 を 向 け な が ら ス タ ッ フ
の 意 見 に 傾 聴 し 、 ス タ ッ フ の 置 か れ て い る 状 況 に 接 近 す る こ と で お
互 い が 通 じ 合 う 関 係 に な る こ と で あ る 。 そ こ で 《 互 い の 仕 事 の 仕 方
を 理 解 し 合 う 接 触 と 探 求 を す る 》 因 子 と 命 名 し た 。  
そ の 中 で は 、7 つ の〈 9 ス タ ッ フ を 承 認 す る 〉〈 1 0 ス タ ッ フ に 意 見
を 聞 く 〉〈 11 ス タ ッ フ か ら 新 し い 提 案 を 取 り 入 れ る 〉〈 2 1 ス タ ッ フ
が 話 し や す く て 聞 き や す い 環 境 を 作 る 〉〈 2 3 メ ン タ ル が 弱 い ス タ ッ
フ と 面 接 す る 〉〈 2 4 ス タ ッ フ の 成 長 に 合 わ せ て 時 間 を 置 き な が ら 待
つ 〉〈 2 5 ス タ ッ フ の ワ ー ク ・ ラ イ フ ・ バ ラ ン ス を 支 援 す る 〉 要 素 が
平 均 1 . 0 を 超 え て お り 、 わ り と 実 践 で き て い た 。  
 
３ ） 第 3 因 子  
第 3 因 子 の 4 つ の 要 素 と は 、ベ ク ト ル を 同 じ に し て 成 す べ き こ と
に 向 か う 管 理 が 行 な え て い る か を 自 覚 し 、 組 織 に 見 合 う 動 き を 探 求
し 続 け る こ と で あ る 。 そ こ で 《 意 図 す る も の が 組 織 に 見 合 っ て い る
か 病 棟 の 理 解 を 得 る 》 因 子 と 命 名 し た 。  
そ の 中 で は 、〈 4 ス タ ッ フ と 看 護 サ ー ビ ス を 良 く す る 考 え を 分 か ち
合 う 〉 と 〈 6 ス タ ッ フ と 目 指 す 看 護 の 方 向 性 を 統 一 す る 〉 の 平 均 が
1 . 0 を 超 え 、 わ り と 実 践 さ れ て い る 要 素 で あ っ た 。  
上 記 の 2 つ の 要 素 と 比 べ る と そ れ ほ ど 実 践 が 及 ん で い な い (平 均
が 1 . 0 未 満 )の は 、〈 5 ス タ ッ フ に 師 長 の 根 本 的 な 病 棟 管 理 の 考 え を
示 す 〉 と 〈 7 ス タ ッ フ が 理 解 で き る よ う に ビ ジ ョ ン を 形 に す る 〉 で
あ っ た 。  
 
４ ） 第 4 因 子  
第 4 因 子 の 6 つ の 要 素 は 、 シ ス テ ム や チ ー ム の 運 用 を 検 討 し 、 成
果 を 出 す よ う な 仕 事 管 理 を す る こ と で あ り 、《 成 果 を 出 す よ う に ス タ
ッ フ の 仕 事 管 理 を 支 え る 》 因 子 と 命 名 し た 。  
そ の 中 で は 、〈 3 1 ス タ ッ フ が 動 き や す い チ ー ム 編 成 な ど を 考 慮 し
て チ ー ム を 運 用 す る 〉と〈 3 3 ス タ ッ フ に マ ニ ュ ア ル を 活 用 し な が ら
仕 事 を し て も ら う 〉 が 平 均 が 1 . 0 を 超 え て い た 。  
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５ ） 第 5 因 子  
第 5 因 子 の 4 つ の 要 素 は 、 連 携 を 取 り な が ら チ ー ム 医 療 に よ り 、
困 難 な 状 況 を 防 ぎ 、乗 り 越 え る こ と で あ り 、《 想 定 さ れ る 障 害 へ の 対
応 を と る 》 因 子 と 命 名 し た 。  
そ の 中 で 、〈 1 7 多 職 種 の 協 力 が 得 ら れ る よ う な 手 際 の 良 い 交 渉 を
す る 〉 は 平 均 が 0 . 9 3 で あ っ た 。  
そ れ に 対 し〈 1 8 困 難 な 問 題 に 対 応 す る た め に 病 院 全 体 会 議 な ど の
公 式 な 力 を 利 用 す る 〉〈 1 9 病 棟 外 の 連 携 が 図 り や す い よ う に プ ラ イ
ベ ー ト な 人 脈 を つ く る 〉〈 2 0 地 域 連 携 の 取 り 組 み を 強 化 す る た め に
地 域 関 係 者 と 協 働 す る 〉 の 3 つ の 要 素 は 、 平 均 が 0 . 5 未 満 で 標 準 偏
差 も 大 き い 傾 向 を 示 し た 。  
 
６ ） 第 6 因 子  
第 6 因 子 の 2 つ の 要 素 は 、 緊 急 入 院 に 関 す る 方 法 を 意 思 決 定 し 、
そ の プ ラ ン が 実 行 で き る こ と で あ り 、《 緊 急 入 院 受 け 入 れ の ア ク シ ョ
ン プ ラ ン と 実 行 》 因 子 と 命 名 し た 。  
そ の 中 で は 、〈 3 5 緊 急 入 院 を い つ で も 受 け 入 れ る 体 制 を 病 棟 で つ
く る 〉〈 3 6 緊 急 入 院 を ど の よ う な 状 況 で も 受 け 入 れ る 〉は 平 均 が 1 . 0
以 上 と 高 く 、 看 護 師 長 の ほ と ん ど が か な り 実 践 し て い る 要 素 で あ っ
た 。  
 
７ ） 第 7 因 子  
第 7 因 子 の 3 つ の 要 素 は 、退 院 支 援 に 関 す る 方 法 の 意 思 決 定 と 実
行 で あ り 、 そ こ で 《 退 院 支 援 の ア ク シ ョ ン プ ラ ン と 実 行 》 因 子 と 命
名 し た 。  
そ の 中 で は 、〈 3 7 退 院 支 援 が で き る 体 制 を 病 棟 で つ く る 〉〈 3 8 転
院 が 難 し い ケ ー ス は 看 護 師 長 が 退 院 支 援 に 関 わ る 〉 は 平 均 が 1 . 0 を
超 え 、 看 護 師 長 が わ り と 実 践 し て い る 要 素 で あ っ た 。 そ れ に 対 し 、
〈 3 9 ス タ ッ フ に 再 入 院 に つ な が ら な い 退 院 指 導 を し て も ら う 〉の 平
均 は 0 . 5 5 で あ っ た 。  
 
８ ） 第 8 因 子  
第 8 因 子 の 2 つ の 要 素 は 、病 棟 外 か ら の 意 見 を 取 り 入 れ 習 慣 化 さ
れ て い る こ と を 改 善 し て い く こ と で あ り 、《 変 化 を 機 会 と し て 捉 え
る 》 因 子 と 命 名 し た 。  
〈 1 2 他 病 棟 の 成 功 例 を 取 り 入 れ る 〉 は 平 均 が 0 . 8 4 で あ り 、〈 1 3
看 護 部 長 や 他 病 棟 の 看 護 師 長 の 意 見 を 取 り 入 れ る 〉 は 平 均 が 0 . 9 8
で あ っ た 。  
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９ ） 第 9 因 子  
第 9 因 子 の 2 つ の 要 素 は 、 客 観 的 に 分 析 し た デ ー タ か ら 、ス タ ッ
フ の や る 気 を 高 め る 情 報 を 見 極 め 、説 明 で き る こ と で あ り 、《 情 報 が
示 し て い る 意 味 を 探 す 》 因 子 と 命 名 し た 。  
2 つ の 要 素 の 〈 2 病 棟 運 営 上 の 課 題 を 何 ら か の 手 法 を 用 い て 分 析
す る 〉〈 3 管 理 デ ー タ を わ か り や す い 形 に し て ス タ ッ フ に 説 明 す る 〉
の 平 均 が 0 . 5 未 満 で ば ら つ き も 大 き い 傾 向 を 示 し た 。  
 
表 2 3  看 護 管 理 の 工 夫 を 構 成 す る 要 素 4 2 項 目 の 実 践 の 程 度  
  構 成 要 素  平 均  S D  
 
 
 
 
 
 
 
第
１
因
子  
 
 
 
 
 
 
 
ス タ ッ フ
の 中 に あ
る ア イ デ
ア を 現 場
の 力 と し
て 引 き 出
す  
4 2 主 任 や 副 師 長 を 病 棟 運 営 の 要 に す る  1 . 1 2  . 7 3  
4 3 病 棟 全 体 で 考 え た 方 法 で 中 堅 の 指 導 力 を 育 て る  . 7 7  . 7 6  
4 4 ス タ ッ フ の 能 力 が 発 揮 で き る 役 割 を 持 た せ る  1 . 0 9  . 6 1  
4 5 ス タ ッ フ の 基 本 的 な 価 値 観 を 育 て る  . 8 5  . 6 7  
4 6 ス タ ッ フ の キ ャ リ ア 発 達 を ス タ ッ フ に 支 援 し て も
ら う  
. 7 8  . 7 5  
4 7 ス タ ッ フ 個 人 の 目 標 管 理 を 全 員 が 認 識 し て 関 わ っ
て も ら う  
. 1 7  . 9 9  
4 8 ス タ ッ フ か ら 認 定 看 護 師 や 専 門 看 護 師 な ど へ 相 談
し て も ら う  
. 9 6  . 8 3  
4 9 ス タ ッ フ が 学 ん だ 良 い 方 法 を 繰 り 返 し 学 習 し て も
ら う  
. 6 8  . 7 4  
5 0 ス タ ッ フ に 医 療 安 全 の 水 準 を あ げ る 学 習 を 行 っ て
も ら う  
. 8 6  . 7 1  
5 1 ス タ ッ フ に 過 不 足 な く 医 療 用 消 耗 品 を 適 正 に 管 理
し て も ら う  
. 7 3  . 7 9  
5 2 問 題 を 確 実 に 解 決 で き る カ ン フ ァ レ ン ス を 行 っ て
も ら う  
. 8 9  . 7 0  
 
 
第
２
因
子  
 
互 い の 仕
事 の 仕 方
を 理 解 し
合 う 接 触
と 探 求 を
す る  
8 ス タ ッ フ の 感 性 に 触 れ る  . 9 2  . 6 6  
9 ス タ ッ フ を 承 認 す る  1 . 1 8  . 6 2  
1 0 ス タ ッ フ に 意 見 を 聞 く  1 . 4 1  . 5 6  
1 1 ス タ ッ フ か ら 新 し い 提 案 を 取 り 入 れ る  1 . 2 8  . 5 8  
2 1 ス タ ッ フ が 話 し や す く て 聞 き や す い 環 境 を 作 る  1 . 2 3  . 6 5  
2 3 メ ン タ ル が 弱 い ス タ ッ フ と 面 接 す る  1 . 2 0  . 6 6  
2 4 ス タ ッ フ の 成 長 に 合 わ せ て 時 間 を 置 き な が ら 待 つ  1 . 0 2  . 6 7  
2 5 ス タ ッ フ の ワ ー ク ・ ラ イ フ ・ バ ラ ン ス を 支 援 す る  1 . 2 7  . 6 3  
 
第
３
因
子  
意 図 す る
も の が 組
織 に 見 合
っ て い る
か 病 棟 の
理 解 を 得
る  
4 ス タ ッ フ と 看 護 サ ー ビ ス を 良 く す る 考 え を 分 か ち
合 う  
1 . 0 5  . 6 4  
5 ス タ ッ フ に 師 長 の 根 本 的 な 病 棟 管 理 の 考 え を 示 す  . 8 8  . 7 9  
6 ス タ ッ フ と 目 指 す 看 護 の 方 向 性 を 統 一 す る  1 . 0 6  . 6 6  
7 ス タ ッ フ が 理 解 で き る よ う に ビ ジ ョ ン を 形 に す る  . 8 2  . 7 6  
 
 
 
第
４
因
子  
 
 
成 果 を 出
す よ う に
ス タ ッ フ
の 仕 事 管
理 を 支 え
る  
2 6 ス タ ッ フ に 勤 務 時 間 内 で 業 務 が 終 わ る 仕 事 管 理 を
し て も ら う  
. 7 4  . 8 2  
2 7 ス タ ッ フ に 既 存 の シ ス テ ム を 有 効 に 使 わ せ る  . 7 2  . 7 0  
3 0 病 棟 の 各 委 員 会 が 成 果 を 出 す よ う に 活 動 を 促 す  . 8 5  . 7 0  
3 1 ス タ ッ フ が 動 き や す い チ ー ム 編 成 な ど を 考 慮 し て
チ ー ム を 運 用 す る  
1 . 0 4  . 6 4  
3 2 ス タ ッ フ に 必 要 に 応 じ て マ ニ ュ ア ル を つ く っ て も
ら う  
. 9 9  . 7 3  
3 3 ス タ ッ フ に マ ニ ュ ア ル を 活 用 し な が ら 仕 事 を し て 1. 0 8  . 6 2  
85 
 
 
 
 
 
Ⅴ  研 究 課 題 1： 工 夫 を 構 成 す る 因 子 の 信 頼 性  
4 2 項 目 の 信 頼 性 統 計 量 は ク ロ ン バ ッ ク α 係 数 が 0 . 9 3 で あ っ た 。  
各 因 子 の ク ロ ン バ ッ ク α 係 数 は 表 2 4 の 通 り で あ る 。  
 
表 2 4  各 因 子 の 信 頼 性  
 第  
1  
因
子  
第  
2  
因
子  
第  
3  
因
子  
第  
4  
因
子  
第  
5  
因
子  
第  
6  
因
子  
第  
7  
因
子  
第  
8  
因
子  
第  
9  
因  
子  
ク ロ ン バ ッ ク
α 係 数  
. 8 5  . 8 3  . 8 0  . 7 8  . 6 5  . 8 5  . 6 4  . 6 6  . 7 4  
 
 
 
 
 
も ら う  
 
 
第
５
因
子  
 
 
想 定 さ れ
る 障 害 へ
の 対 応 を
と る  
1 7 多 職 種 の 協 力 が 得 ら れ る よ う な 手 際 の 良 い 交 渉 を
す る  
. 9 3  . 7 2  
1 8 困 難 な 問 題 に 対 応 す る た め に 病 院 全 体 会 議 な ど の
公 式 な 力 を 利 用 す る  
. 4 1  . 9 2  
1 9 病 棟 外 の 連 携 が 図 り や す い よ う に プ ラ イ ベ ー ト な
人 脈 を つ く る  
. 1 8  1 . 0 6  
2 0 地 域 連 携 の 取 り 組 み を 強 化 す る た め に 地 域 関 係 者
と 協 働 す る  
. 2 2  1 . 1 1  
第
６
因
子  
緊 急 入 院
受 け 入 れ
の ア ク シ
ョ ン プ ラ
ン と 実 行  
3 5 緊 急 入 院 を い つ で も 受 け 入 れ る 体 制 を 病 棟 で つ く
る  
1 . 4 0  . 7 1  
3 6 緊 急 入 院 を ど の よ う な 状 況 で も 受 け 入 れ る  1 . 2 4  . 7 8  
第
７
因
子  
退 院 支 援
の ア ク シ
ョ ン プ ラ
ン と 実 行  
3 7 退 院 支 援 が で き る 体 制 を 病 棟 で つ く る  1 . 0 5  . 7 7  
3 8 転 院 が 難 し い ケ ー ス は 看 護 師 長 が 退 院 支 援 に 関 わ
る  
1 . 1 1  . 8 8  
3 9 ス タ ッ フ に 再 入 院 に つ な が ら な い 退 院 指 導 を し て
も ら う  
. 5 5  . 8 4  
第
８
因
子  
変 化 を 機
会 と し て
捉 え る  
1 2 他 病 棟 の 成 功 例 を 取 り 入 れ る  . 8 4  . 6 8  
1 3 看 護 部 長 や 他 病 棟 の 看 護 師 長 の 意 見 を 取 り 入 れ る  . 9 8  . 6 1  
第
９
因
子  
情 報 が 示
し て い る
意 味 を 探
す  
2 病 棟 運 営 上 の 課 題 を 何 ら か の 手 法 を 用 い て 分 析 す
る  
. 3 9  . 9 4  
3 管 理 デ ー タ を わ か り や す い 形 に し て ス タ ッ フ に 説
明 す る  
. 3 0  . 9 6  
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Ⅵ  研 究 課 題 2： 病 棟 運 営 の 成 果 の 程 度 と 相 関  
図 9・ 表 2 5 の よ う に 、 病 棟 運 営 の 成 果 に 関 す る 項 目 の 平 均 は 0 . 4
か ら 0 . 7 の 間 で あ り 、 0 . 6 か ら 0 . 7 の 間 は 3 項 目 あ り 、 平 均 が 高 い
順 に【 ス タ ッ フ が 働 き や す い 環 境 に な っ た 】【 経 営 に 貢 献 で き た 】【 看
護 師 を 取 り 巻 く 連 携 が 強 化 し た 】 で あ っ た 。 平 均 が 最 も 低 か っ た 項
目 は 【 や る 気 の あ る ス タ ッ フ が 増 え た 】 で あ っ た 。  
【 ス タ ッ フ が 働 き や す い 環 境 に な っ た 】と 捉 え て い る 看 護 師 長 は 、
表 2 6 の よ う に 全 体 の 6 1 . 9％ を 占 め 、 そ の 内 訳 は 「 わ り と そ う で あ
る 」 が 5 4 9 人 （ 5 0 . 6％ ）、「 か な り そ う で あ る 」 が 1 2 1 人 （ 11 . 2％ ）
で あ っ た 。【 経 営 に 貢 献 で き た 】 と 捉 え て い る 看 護 師 長 は 5 5 . 3％ で
あ り 、 そ の 内 訳 は 「 わ り と そ う で あ る 」 が 4 5 4 人 （ 4 1 . 8％ ）、「 か な
り そ う で あ る 」 が 1 4 4 人 （ 1 3 . 3％ ） で あ っ た 。【 看 護 師 を 取 り 巻 く
連 携 が 強 化 し た 】 と 捉 え て い る 看 護 師 長 は 、 5 7 . 3％ で あ り 、 そ の 内
訳 は「 わ り と そ う で あ る 」が 5 1 8 人（ 4 7 . 7％ ）、「 か な り そ う で あ る 」
が 1 0 1 人 （ 9 . 3％ ） で あ っ た 。【 看 護 サ ー ビ ス が 向 上 し た 】 と 捉 え て
い る 看 護 師 長 は 5 2 . 1％ で あ り 、そ の 内 訳 は「 わ り と そ う で あ る 」が
4 8 1 人（ 4 4 . 3％ ）、「 か な り そ う で あ る 」が 8 2 人（ 7 . 6％ ）で あ っ た 。  
【 や る 気 の あ る ス タ ッ フ が 増 え た 】 と 捉 え て い る 看 護 師 長 は
4 6 . 3％ と 5 割 を 下 回 り 、そ の 内 訳 は 「 わ り と そ う で あ る 」が 4 2 2 人
（ 3 8 . 9％ ）、「 か な り そ う で あ る 」 が 7 9 人 （ 7 . 3％ ） で あ っ た 。  
次 に 表 27の よ う に 、 【 ス タ ッ フ が 働 き や す い 環 境 に な っ た 】 と 高
い 相 関 が あ っ た の は 、 【 看 護 師 を 取 り 巻 く 連 携 が 強 化 し た 】 と 【 や
る 気 の あ る ス タ ッ フ が 増 え た 】 で あ っ た 。 【 看 護 師 を 取 り 巻 く 連 携
が 強 化 し た 】 と 高 い 相 関 が あ っ た の は 、 【 や る 気 の あ る ス タ ッ フ が
増 え た 】 【 看 護 サ ー ビ ス が 向 上 し た 】 で あ っ た 。 【 や る 気 の あ る ス
タ ッ フ が 増 え た 】 と 高 い 相 関 が あ っ た の は 、 【 看 護 サ ー ビ ス が 向 上
し た 】 で あ っ た 。 【 経 営 に 貢 献 で き た 】 と 高 い 相 関 が あ っ た 項 目 は
な く 、 中 程 度 の 相 関 が あ っ た の は 、 【 看 護 サ ー ビ ス が 向 上 し た 】 と
【 看 護 師 を 取 り 巻 く 連 携 が 強 化 し た 】 【 や る 気 の あ る ス タ ッ フ が 増
え た 】 で あ っ た 。  
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図 9  病 棟 運 営 の 成 果 の 程 度   
 
 
表 2 5  病 棟 運 営 の 成 果 の 程 度   
項     目  平 均 値  標 準 偏 差  
ス タ ッ フ が 働 き や す い 環 境 に な っ た  . 6 8  . 7 5  
経 営 に 貢 献 で き た  . 6 4  . 7 8  
看 護 師 を 取 り 巻 く 連 携 が 強 化 し た  . 6 2  . 7 2  
看 護 サ ー ビ ス が 向 上 し た  . 5 6  . 7 0  
や る 気 の あ る ス タ ッ フ が 増 え た  . 4 9  . 7 1  
         
表 2 6  病 棟 の 成 果 に 関 す る 項 目 の 度 数 分 布  
 ほ と ん ど そう で な い  
あ ま り そ
う で な い  
ど ち ら と も
い え な い  
わ り と そ う
で あ る  
か な り そ う
で あ る  
ス タ ッ フ が 働
き や す い 環 境
に な っ た  
8人  
（ 0 . 7％ ）  
4 2人  
（ 3 . 9％ ）  
3 6 2人  
（ 3 3 . 4％ ）  
5 4 9人  
（ 5 0 . 6％ ）  
1 2 1人  
（ 1 1 . 2％ ）  
4 1 2人 （ 3 8 . 1％ ）  6 7 0人 （ 6 1 . 9％ ）  
経 営 に 貢 献 で
き た  
5人  
（ 0 . 5％ ）  
4 4人  
（ 4 . 1％ ）  
4 3 4人  
（ 4 0 . 0％ ）  
4 5 4人  
（ 4 1 . 8％ ）  
1 4 4人  
（ 1 3 . 3％ ）  
4 8 3人 （ 4 4 . 7％ ）  5 9 8人 （ 5 5 . 3％ ）  
看 護 師 を 取 り
巻 く 連 携 が 強
化 し た  
5人  
（ 0 . 5％ ）  
3 6人  
（ 3 . 3％ ）  
4 2 0人  
（ 3 8 . 7％ ）  
5 1 8人  
（ 4 7 . 7％ ）  
1 0 1人  
（ 9 . 3％ ）  
4 6 1人 （ 4 2 . 7％ ）  6 1 9人 （ 5 7 . 3％ ）  
看 護 サ ー ビ ス
が 向 上 し た  
4人  
（ 0 . 4％ ）  
3 7人  
（ 3 . 4％ ）  
4 7 7人  
（ 4 4 . 0％ ）  
4 8 1人  
（ 4 4 . 3％ ）  
8 2人  
（ 7 . 6％ ）  
5 1 8人 （ 4 7 . 9％ ）  5 6 3人 （ 5 2 . 1％ ）  
や る 気 の あ る
ス タ ッ フ が 増
え た  
7人  
（ 0 . 6％ ）  
4 1人  
（ 3 . 8％ ）  
5 3 2人  
（ 4 9 . 0％ ）  
4 2 2人  
（ 3 8 . 9％ ）  
7 9人  
（ 7 . 3％ ）  
5 8 0人 （ 5 3 . 7％ ）  5 0 1人 （ 4 6 . 3％ ）  
 
0
0.2
0.4
0.6
0.8
1
病棟運営の成果の程度
平均 標準偏差
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表 2 7  病 棟 運 営 の 成 果 の 相 関 の 程 度  
 
ス タ ッ フ が 働
き や す い 環 境
に な っ た  
 
看 護 師 を 取 り
巻 く 連 携 が 強
化 し た  
 
や る 気 の あ る
ス タ ッ フ が 増
え た  
 
看 護 サ ー ビ
ス が 向 上 し
た  
経 営 に 貢 献
で き た  
ス タ ッ フ が 働 き や
す い 環 境 に な っ た  1 . 0 0  －  －  －  －  
看 護 師 を 取 り 巻 く
連 携 が 強 化 し た  . 5 9 * *  1 . 0 0  －  －  －  
や る 気 の あ る ス タ
ッ フ が 増 え た  . 5 9 * *  . 5 7 * *  1 . 0 0  －  －  
看 護 サ ー ビ ス が 向
上 し た  . 4 9 * *  . 5 9 * *  . 5 8 * *  1 . 0 0  －  
経 営 に 貢 献 で き た  . 3 6 * *  . 4 3 * *  . 4 0 * *  . 4 9 * *  1 . 0 0  
* *： ｐ ＜ . 0 1  
 
 
Ⅶ  研 究 課 題 3： 病 棟 運 営 の 成 果 に 貢 献 し て い る 看 護 管 理 の 工 夫 の
実 践 の 違 い  
１ 【 ス タ ッ フ が 働 き や す い 環 境 に な っ た 】 と い う 成 果 に 肯 定 的 な 認
識 が あ る 看 護 師 長 と 、 ど ち ら と も ・ そ う で な い 看 護 師 長 の 看 護 管
理 の 工 夫 の 実 践 の 違 い  
 
【 ス タ ッ フ が 働 き や す い 環 境 に な っ た 】こ と に 対 し 、「 そ う で あ る 」
と 回 答 し た 看 護 師 長 と 、「 ど ち ら と も い え な い 」「 そ う で な い 」 と 回
答 し た 看 護 師 長 の 看 護 管 理 の 工 夫 の 実 践 に つ い て 、 平 均 の 差 と 分 散
の 差 を 比 較 し た 。 等 分 散 性 の 検 定 で 分 散 が 同 じ 場 合 は 独 立 し た t 検
定 を 行 い 、 異 な る 場 合 は ウ ェ ル チ の 検 定 を 行 っ た 。 肯 定 的 な 認 識 の
あ る 看 護 師 長 の 平 均 は す べ て 高 い 値 を 示 し 、 看 護 管 理 の 工 夫 の 実 践
に 有 意 差 が み ら れ た 。  
肯 定 的 な 認 識 を も つ 看 護 師 長 の 実 践 が 平 均 値 1 . 0 を 超 え て い る 項
目 は 4 2 項 目 中 2 3 項 目 で あ っ た 。ど ち ら と も・そ う で な い 認 識 を も
つ 看 護 師 長 の 実 践 が 平 均 値 1 . 0 を 超 え て い る の は 6 項 目 で あ っ た (表
2 8 )。  
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表 2 8  【 ス タ ッ フ が 働 き や す い 環 境 に な っ た 】成 果 に 対 す る 工 夫 の 実 践 の 違 い  
 
肯 定 的  
認 識  
ど ち ら と
も ・ そ う で
な い 認 識  
 
有 意 水 準  
要     素  
平 均
値  
標 準
偏 差  
平 均
値  
標 準
偏 差  
F 検
定  
ｔ 検
定  
1 0 ス タ ッ フ に 意 見 を 聞 く  1 . 5 1  . 5 3  1 . 2 4  . 5 8  * *  * *  
3 5 緊 急 入 院 を い つ で も 受 け 入 れ る 体 制 を 病 棟 で つ く る  1 . 5 1  . 6 3  1 . 2 2  . 7 9  * *  * *  
11 ス タ ッ フ か ら 新 し い 提 案 を 取 り 入 れ る  1 . 3 7  . 5 7  1 . 1 2  . 5 6  * *  * *  
2 5 ス タ ッ フ の ワ ー ク ・ ラ イ フ ・ バ ラ ン ス を 支 援 す る  1 . 3 8  . 6 0  1 . 11  . 6 3  * *  * *  
3 6 緊 急 入 院 を ど の よ う な 状 況 で も 受 け 入 れ る  1 . 3 4  . 7 3  1 . 0 8  . 8 4  n . s .  * *  
2 1 ス タ ッ フ が 話 し や す く て 聞 き や す い 環 境 を 作 る  1 . 3 9  . 5 8  . 9 8  . 6 7  * *  * *  
2 3 メ ン タ ル が 弱 い ス タ ッ フ と 面 接 す る  1 . 3 1  . 6 2  1 . 0 3  . 6 8  * *  * *  
9 ス タ ッ フ を 承 認 す る  1 . 3 1  . 5 8  . 9 8  . 6 3  * *  * *  
4 2 主 任 や 副 師 長 を 病 棟 運 営 の 要 （ か な め ） に す る  1 . 2 2  . 7 1  . 9 4  . 7 4  * *  * *  
3 8 転 院 が 難 し い ケ ー ス は 看 護 師 長 が 退 院 調 整 に 関 わ る  1 . 2 0  . 8 8  . 9 7  . 8 7  * *  * *  
4 4 ス タ ッ フ の 能 力 が 発 揮 で き る 役 割 を 持 た せ る  1 . 2 2  . 5 6  . 8 8  . 6 4  n . s .  * *  
3 3 ス タ ッ フ に マ ニ ュ ア ル を 活 用 し な が ら 仕 事 し て も ら う  1 . 1 6  . 5 9  . 9 4  . 6 4  *  * *  
6 ス タ ッ フ と 目 指 す 看 護 の 方 向 性 を 統 一 す る  1 . 1 9  . 6 2  . 8 5  . 6 7  n . s .  * *  
4 ス タ ッ フ と 看 護 サ ー ビ ス を 良 く す る 考 え を 分 か ち 合 う  1 . 1 8  . 6 0  . 8 5  . 6 5  n . s .  * *  
3 7 退 院 支 援 が で き る 体 制 を 病 棟 で つ く る  1 . 1 6  . 7 7  . 8 7  . 7 6  n . s .  * *  
3 1 ス タ ッ フ が 動 き や す い チ ー ム 編 成 な ど を 考 慮 し て チ ー ム を 運 用  1 . 1 5  . 6 3  . 8 5  . 6 2  n . s .  * *  
2 4 ス タ ッ フ の 成 長 に 合 わ せ て 時 間 を 置 き な が ら 待 つ  1 . 1 2  . 6 4  . 8 4  . 6 7  n . s .  * *  
3 2 ス タ ッ フ に 必 要 に 応 じ て マ ニ ュ ア ル を つ く っ て も ら う  1 . 11  . 6 7  . 7 8  . 7 7  * *  * *  
1 3 看 護 部 長 や 他 の 看 護 師 長 の 意 見 を 取 り 入 れ る  1 . 0 3  . 6 2  . 9 0  . 5 8  n . s .  * *  
4 8 認 定 看 護 師 や 専 門 看 護 師 な ど へ 相 談 し て も ら う  1 . 0 3  . 8 1  . 8 3  . 8 5  *  * *  
1 7 多 職 種 の 協 力 が 得 ら れ る よ う な 手 際 の 良 い 交 渉 を す る  1 . 0 9  . 6 6  . 6 6  . 7 3  * *  * *  
8 ス タ ッ フ の 感 性 に 触 れ る  1 . 0 6  . 6 2  . 7 1  . 6 7  * *  * *  
5 ス タ ッ フ に 師 長 の 根 本 的 な 病 棟 管 理 の 考 え を 示 す  1 . 0 5  . 7 2  . 5 9  . 8 2  * *  * *  
5 2 問 題 解 決 で き る カ ン フ ァ レ ン ス を 行 っ て も ら う  . 9 9  . 6 7  . 7 1  . 7 2  * *  * *  
5 0 医 療 安 全 の 水 準 を 上 げ る 学 習 を 行 っ て も ら う  . 9 8  . 6 8  . 6 8  . 7 2  * *  * *  
3 0 病 棟 の 各 委 員 会 が 成 果 を 出 す よ う に 活 動 を 促 す  . 9 8  . 6 8  . 6 4  . 7 0  * *  * *  
4 5 基 本 的 な 価 値 観 を 育 て る  . 9 8  . 6 4  . 6 3  . 6 5  * *  * *  
1 2 他 病 棟 の 成 功 例 を 取 り 入 れ る  . 9 2  . 6 4  . 7 0  . 7 1  * *  * *  
7 ス タ ッ フ が 理 解 で き る よ う に ビ ジ ョ ン を 形 に す る  . 9 8  . 6 8  . 5 6  . 8 0  * *  * *  
4 6 ス タ ッ フ の キ ャ リ ア 発 達 を ス タ ッ フ に 支 援 し て も ら う  . 9 2  . 7 1  . 5 5  . 7 6  * *  * *  
4 3 病 棟 全 体 で 考 え た 方 法 で 中 堅 の 指 導 力 を 育 て る  . 9 3  . 7 4  . 5 3  . 7 2  * *  * *  
2 6 ス タ ッ フ に 勤 務 時 間 内 で 終 わ る 仕 事 管 理 を し て も ら う  . 8 7  . 7 8  . 5 2  . 8 3  * *  * *  
5 1 医 療 用 消 耗 品 を 適 正 に 管 理 し て も ら う  . 8 1  . 7 9  . 6 0  . 7 6  n . s .  * *  
2 7 ス タ ッ フ に 既 存 の シ ス テ ム を 有 効 に 使 わ せ る  . 8 2  . 7 0  . 5 4  . 6 8  * *  * *  
4 9 ス タ ッ フ が 学 ん だ 良 い 方 法 繰 り 返 し 学 習 し て も ら う  . 8 0  . 7 0  . 5 0  . 7 7  * *  * *  
3 9 ス タ ッ フ に 再 入 院 に つ な が ら な い 退 院 指 導 を し て も ら う  . 6 3  . 8 4  . 4 2  . 8 3  n . s .  * *  
1 8 病 院 全 体 会 議 な ど の 公 式 な 力 を 利 用 す る  . 5 5  . 9 1  . 1 8  . 9 0  n . s .  * *  
2 病 棟 運 営 上 の 課 題 を 何 ら か の 手 法 を 用 い て 分 析 す る  . 5 3  . 9 1  . 1 6  . 9 6  n . s .  * *  
3 管 理 デ ー タ を わ か り や す い 形 に し て ス タ ッ フ に 説 明 す る  . 4 6  . 9 4  . 0 3  . 9 2  * *  * *  
2 0 地 域 連 携 の 取 り 組 み を 強 化 す る た め に 、地 域 関 係 者 と 協 働 す る  . 3 5  1 . 0 8  - . 0 0  1 . 1 2  n . s .  * *  
1 9 病 棟 外 の 連 携 が 図 り や す い よ う に プ ラ イ ベ ー ト な 人 脈 を つ く る  . 2 9  1 . 0 4  - . 0 1  1 . 0 5  n . s .  * * .  
4 7 ス タ ッ フ 個 人 の 目 標 管 理 を 全 員 が 認 識 し て 関 わ っ て も ら う  . 2 9  . 9 9  - . 0 2  . 9 6  * *  * *  
＊ : p < . 0 5   ＊ ＊ :ｐ ＜ . 0 1   n . s . : n o t  s i g n i f i c a n t  
 
 
90 
 
２ 【 看 護 師 を 取 り 巻 く 連 携 が 強 化 し た 】 と い う 成 果 に 肯 定 的 な 認 識
が あ る 看 護 師 長 と ど ち ら と も ・ そ う で な い 看 護 師 長 の 看 護 管 理 の 工
夫 の 実 践 の 違 い  
 
【 看 護 師 を 取 り 巻 く 連 携 が 強 化 し た 】 こ と に 対 し 、「 そ う で あ る 」
と 回 答 し た 看 護 師 長 と 、「 ど ち ら と も い え な い 」「 そ う で な い 」 と 回
答 し た 看 護 師 長 の 平 均 の 差 と 分 散 の 差 を 比 較 し た 。 分 散 が 同 じ 場 合
は 独 立 し た t 検 定 を 行 い 、 異 な る 場 合 は ウ ェ ル チ の 検 定 を 行 っ た 。
肯 定 的 な 認 識 の あ る 看 護 師 長 の 平 均 は す べ て 高 い 値 を 示 し 、 有 意 差
が み ら れ た 。   
肯 定 的 な 認 識 を も つ 看 護 師 長 の 実 践 が 、 平 均 値 1 . 0 を 超 え て い る
項 目 は 4 2 項 目 中 2 8 項 目 で あ っ た 。ど ち ら と も・そ う で な い 認 識 を
も つ 看 護 師 長 の 実 践 が 平 均 値 1 . 0 を 超 え て い る の は 8 項 目 で あ っ た
(表 2 9 )。  
 
表 2 9【 看 護 師 を 取 り 巻 く 連 携 が 強 化 し た 】 成 果 に 対 す る 工 夫 の 実 践 の 違 い  
 
肯 定 的  
認 識  
ど ち ら と
も ・ そ う で
な い 認 識  
 
有 意 水 準  
要    素  
平 均
値  
標 準
偏 差  
平 均
値  
標 準
偏 差  
F 検
定  
ｔ 検
定  
1 0 ス タ ッ フ に 意 見 を 聞 く  1 . 5 1  . 5 3  1 . 2 7  . 5 8  n . s .  * *  
3 5 緊 急 入 院 を い つ で も 受 け 入 れ る 体 制 を 病 棟 で つ く る  1 . 5 3  . 6 5  1 . 2 3  . 7 5  n . s .  * *  
11 ス タ ッ フ か ら 新 し い 提 案 を 取 り 入 れ る  1 . 3 7  . 5 8  1 . 1 5  . 5 6  * *  * *  
2 5 ス タ ッ フ の ワ ー ク ・ ラ イ フ ・ バ ラ ン ス を 支 援 す る  1 . 3 8  . 6 0  1 . 1 4  . 6 3  * *  * *  
3 6 緊 急 入 院 を ど の よ う な 状 況 で も 受 け 入 れ る  1 . 3 7  . 7 1  1 . 0 7  . 8 3  n . s .  * *  
2 1 ス タ ッ フ が 話 し や す く て 聞 き や す い 環 境 を 作 る  1 . 3 8  . 6 0  1 . 0 4  . 6 6  * *  * *  
2 3 メ ン タ ル が 弱 い ス タ ッ フ と 面 接 す る  1 . 3 2  . 6 3  1 . 0 4  . 6 6  * *  * *  
9 ス タ ッ フ を 承 認 す る  1 . 3 0  . 5 8  1 . 0 3  . 6 4  * *  * *  
4 2 主 任 や 副 師 長 を 病 棟 運 営 の 要 （ か な め ） に す る  1 . 2 6  . 6 9  . 9 2  . 7 4  * *  * *  
3 8 転 院 が 難 し い ケ ー ス は 看 護 師 長 が 退 院 調 整 に 関 わ る  1 . 2 8  . 8 0  . 8 8  . 9 3  n . s .  * *  
4 4 ス タ ッ フ の 能 力 が 発 揮 で き る 役 割 を 持 た せ る  1 . 2 3  . 5 4  . 8 9  . 6 5  n . s .  * *  
3 3 ス タ ッ フ に マ ニ ュ ア ル を 活 用 し な が ら 仕 事 し て も ら う  1 . 1 8  . 5 9  . 9 4  . 6 3  n . s .  * *  
6 ス タ ッ フ と 目 指 す 看 護 の 方 向 性 を 統 一 す る  1 . 2 4  . 5 7  . 8 2  . 6 9  n . s .  * *  
4 ス タ ッ フ と 看 護 サ ー ビ ス を 良 く す る 考 え を 分 か ち 合 う  1 . 2 2  . 5 7  . 8 4  . 6 6  n . s .  * *  
3 7 退 院 支 援 が で き る 体 制 を 病 棟 で つ く る  1 . 2 2  . 7 0  . 8 1  . 8 1  n . s .  * *  
3 1 ス タ ッ フ が 動 き や す い チ ー ム 編 成 な ど を 考 慮 し て チ ー
ム を 運 用  1 . 1 6  . 6 3  
. 8 6  . 6 2  n . s .  * *  
2 4 ス タ ッ フ の 成 長 に 合 わ せ て 時 間 を 置 き な が ら 待 つ  1 . 11  . 6 2  . 8 8  . 7 0  *  * *  
3 2 ス タ ッ フ に 必 要 に 応 じ て マ ニ ュ ア ル を つ く っ て も ら う  1 . 1 3  . 6 9  . 8 0  . 7 3  n . s .  * *  
1 3 看 護 部 長 や 他 の 看 護 師 長 の 意 見 を 取 り 入 れ る  1 . 0 5  . 6 2  . 8 9  . 5 7  n . s .  * *  
4 8 認 定 看 護 師 や 専 門 看 護 師 な ど へ 相 談 し て も ら う  1 . 1 0  . 7 7  . 7 6  . 8 7  * *  * *  
1 7 多 職 種 の 協 力 が 得 ら れ る よ う な 手 際 の 良 い 交 渉 を す る  1 . 1 3  . 6 4  . 6 6  . 7 2  * *  * *  
8 ス タ ッ フ の 感 性 に 触 れ る  1 . 0 7  . 6 2  . 7 3  . 6 6  * *  * *  
5 2 問 題 解 決 で き る カ ン フ ァ レ ン ス を 行 っ て も ら う  1 . 0 3  . 6 7  . 7 0  . 7 1  * *  * *  
5 ス タ ッ フ に 師 長 の 根 本 的 な 病 棟 管 理 の 考 え を 示 す  1 . 0 7  . 7 1  . 6 2  . 8 1  * *  * *  
5 0 医 療 安 全 の 水 準 を 上 げ る 学 習 を 行 っ て も ら う  1 . 0 0  . 6 7  . 6 9  . 7 2  * *  * *  
3 0 病 棟 の 各 委 員 会 が 成 果 を 出 す よ う に 活 動 を 促 す  1 . 0 0  . 6 7  . 6 6  . 7 0  * *  * *  
4 5 基 本 的 な 価 値 観 を 育 て る  1 . 0 0  . 6 1  . 6 4  . 6 8  * *  * *  
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7 ス タ ッ フ が 理 解 で き る よ う に ビ ジ ョ ン を 形 に す る  1 . 0 1  . 6 8  . 5 7  . 7 8  * *  * *  
1 2 他 病 棟 の 成 功 例 を 取 り 入 れ る  . 9 3  . 6 6  . 7 1  . 6 8  * *  * *  
4 6 ス タ ッ フ の キ ャ リ ア 発 達 を ス タ ッ フ に 支 援 し て も ら う  . 9 4  . 6 6  . 5 7  . 8 1  * *  * *  
4 3 病 棟 全 体 で 考 え た 方 法 で 中 堅 の 指 導 力 を 育 て る  . 9 6  . 7 0  . 5 1  . 7 6  * *  * *  
2 6 ス タ ッ フ に 勤 務 時 間 内 で 終 わ る 仕 事 管 理 を し て も ら う  . 8 7  . 8 0  . 5 6  . 8 1  * *  * *  
5 1 医 療 用 消 耗 品 を 適 正 に 管 理 し て も ら う  . 8 3  . 7 7  . 5 9  . 8 0  * *  * *  
2 7 既 存 の シ ス テ ム を 有 効 に 使 わ せ る  . 8 5  . 6 7  . 5 3  . 7 0  * *  * *  
4 9 ス タ ッ フ が 学 ん だ 良 い 方 法 繰 り 返 し 学 習 し て も ら う  . 8 3  . 6 7  . 4 9  . 7 9  * *  * *  
3 9 再 入 院 に つ な が ら な い 退 院 指 導 を し て も ら う  . 7 2  . 7 9  . 3 3  . 8 6  *  * *  
1 8 病 院 全 体 会 議 な ど の 公 式 な 力 を 利 用 す る  . 6 1  . 8 8  . 1 5  . 9 1  n . s .  * *  
2 病 棟 運 営 上 の 課 題 を 何 ら か の 手 法 を 用 い て 分 析 す る  . 5 8  . 8 7  . 1 4  . 9 8  *  * *  
3 管 理 デ ー タ を わ か り や す い 形 に し て ス タ ッ フ に 説 明 す る  . 5 0  . 9 0  . 0 3  . 9 7  n . s .  * *  
2 0 地 域 連 携 の 取 り 組 み を 強 化 す る た め に 、地 域 関 係 者 と 協
働 す る  . 4 8  1 . 0 2  
- . 1 3  1 . 1 3  n . s .  * *  
1 9 病 棟 外 の 連 携 が 図 り や す い よ う に プ ラ イ ベ ー ト な 人 脈
を つ く る  . 3 6  1 . 0 3  
- . 0 7  1 . 0 3  n . s .  * *  
4 7 ス タ ッ フ 個 人 の 目 標 管 理 を 全 員 が 認 識 し て 関 わ っ て も
ら う  . 3 6  . 9 5  
- . 0 8  . 9 9  n . s .  * * .  
＊ : p < . 0 5   ＊ ＊ :ｐ ＜ . 0 1   n . s . : n o t  s i g n i f i c a n t  
 
 
３  【 や る 気 の あ る ス タ ッ フ が 増 え た 】 と い う 成 果 に 肯 定 的 な 認 識
が あ る 看 護 師 長 と ど ち ら と も ・ そ う で な い 看 護 師 長 の 看 護 管 理 の
工 夫 の 実 践 の 違 い  
 
【 や る 気 の あ る ス タ ッ フ が 増 え た 】こ と に 対 し 、「 そ う で あ る 」と
回 答 し た 看 護 師 長 と 、「 ど ち ら と も い え な い 」あ る い は「 そ う で な い 」
と 回 答 し た 看 護 師 長 の 平 均 の 差 と 分 散 の 差 を 比 較 し た 。 分 散 が 同 じ
場 合 は 独 立 し た t 検 定 を 行 い 、 異 な る 場 合 は ウ ェ ル チ の 検 定 を 行 っ
た 。 肯 定 的 な 認 識 の あ る 看 護 師 長 の 平 均 は す べ て 高 い 値 を 示 し 、 有
意 差 が み ら れ た 。  
肯 定 的 な 認 識 を も つ 看 護 師 長 の 実 践 が 、 平 均 値 1 . 0 を 超 え て い る
項 目 は 4 2 項 目 中 3 0 項 目 で あ っ た 。ど ち ら と も・そ う で な い 認 識 を
も つ 看 護 師 長 の 実 践 が 平 均 値 1 . 0 を 超 え て い る の は 9 項 目 で あ っ た
(表 3 0 )。  
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表 3 0【 や る 気 の あ る ス タ ッ フ が 増 え た 】成 果 に 対 す る 工 夫 の 実 践 の 違 い  
 
肯 定 的 認
識  
ど ち ら と
も ・ そ う で
な い 認 識  
 
有 意 水 準  
要    素  
平 均
値  
標 準
偏 差  
平 均
値  
標 準
偏 差  
F 検
定  
ｔ 検
定  
1 0 ス タ ッ フ に 意 見 を 聞 く  1 . 5 5  . 5 4  1 . 2 8  . 5 6  n . s .  * *  
3 5 緊 急 入 院 を い つ で も 受 け 入 れ る 体 制 を 病 棟 で つ く る  1 . 5 0  . 6 8  1 . 3 1  . 7 3  n . s .  * *  
11 ス タ ッ フ か ら 新 し い 提 案 を 取 り 入 れ る  1 . 4 0  . 5 8  1 . 1 7  . 5 6  * *  * *  
2 5 ス タ ッ フ の ワ ー ク ・ ラ イ フ ・ バ ラ ン ス を 支 援 す る  1 . 4 4  . 5 8  1 . 1 3  . 6 3  * *  * *  
3 6 緊 急 入 院 を ど の よ う な 状 況 で も 受 け 入 れ る  1 . 3 6  . 7 2  1 . 1 4  . 8 2  n . s .  * *  
2 1 ス タ ッ フ が 話 し や す く て 聞 き や す い 環 境 を 作 る  1 . 4 3  . 5 7  1 . 0 6  . 6 7  * *  * *  
2 3 メ ン タ ル が 弱 い ス タ ッ フ と 面 接 す る  1 . 3 6  . 6 3  1 . 0 7  . 6 6  * *  * *  
9 ス タ ッ フ を 承 認 す る  1 . 3 6  . 5 8  1 . 0 3  . 6 1  * *  * *  
4 2 主 任 や 副 師 長 を 病 棟 運 営 の 要 （ か な め ） に す る  1 . 2 8  . 7 0  . 9 7  . 7 3  * *  * *  
3 8 転 院 が 難 し い ケ ー ス は 看 護 師 長 が 退 院 調 整 に 関 わ る  1 . 2 5  . 8 7  1 . 0 0  . 8 8  *  * *  
4 4 ス タ ッ フ の 能 力 が 発 揮 で き る 役 割 を 持 た せ る  1 . 2 9  . 5 6  . 9 1  . 6 0  * *  * *  
3 3 ス タ ッ フ に マ ニ ュ ア ル を 活 用 し な が ら 仕 事 し て も ら う  1 . 2 1  . 6 0  . 9 7  . 6 2  * *  * *  
6 ス タ ッ フ と 目 指 す 看 護 の 方 向 性 を 統 一 す る  1 . 2 8  . 5 6  . 8 7  . 6 8  n . s .  * *  
4 ス タ ッ フ と 看 護 サ ー ビ ス を 良 く す る 考 え を 分 か ち 合 う  1 . 2 4  . 5 7  . 8 9  . 6 5  n . s .  * *  
3 7 退 院 支 援 が で き る 体 制 を 病 棟 で つ く る  1 . 2 0  . 7 4  . 9 1  . 7 8  n . s .  * *  
3 1 ス タ ッ フ が 動 き や す い チ ー ム 編 成 な ど を 考 慮 し て チ ー
ム を 運 用  1 . 1 8  . 6 3  . 9 1  . 6 2  * *  * *  
2 4 ス タ ッ フ の 成 長 に 合 わ せ て 時 間 を 置 き な が ら 待 つ  1 . 1 8  . 6 3  . 8 8  . 6 6  n . s .  * *  
3 2 ス タ ッ フ に 必 要 に 応 じ て マ ニ ュ ア ル を つ く っ て も ら う  1 . 1 6  . 6 5  . 8 4  . 7 5  *  * *  
1 3 看 護 部 長 や 他 の 看 護 師 長 の 意 見 を 取 り 入 れ る  1 . 0 6  . 6 2  . 9 1  . 5 8  n . s .  * *  
4 8 認 定 看 護 師 や 専 門 看 護 師 な ど へ 相 談 し て も ら う  1 . 0 9  . 8 1  . 8 4  . 8 4  n . s .  * *  
1 7 多 職 種 の 協 力 が 得 ら れ る よ う な 手 際 の 良 い 交 渉 を す る  1 . 1 6  . 6 4  . 7 3  . 7 2  * *  * *  
8 ス タ ッ フ の 感 性 に 触 れ る  1 . 11  . 6 3  . 7 6  . 6 3  *  * *  
5 2 問 題 解 決 で き る カ ン フ ァ レ ン ス  1 . 0 8  . 6 5  . 7 2  . 7 1  * *  * *  
5 ス タ ッ フ に 師 長 の 根 本 的 な 病 棟 管 理 の 考 え を 示 す  1 . 1 2  . 6 9  . 6 6  . 8 1  * *  * *  
5 0 医 療 安 全 の 水 準 を 上 げ る 学 習 を 行 っ て も ら う  1 . 0 3  . 6 5  . 7 2  . 7 2  * *  * *  
3 0 病 棟 の 各 委 員 会 が 成 果 を 出 す よ う に 活 動 を 促 す  1 . 0 4  . 6 6  . 6 8  . 6 9  * *  * *  
4 5 基 本 的 な 価 値 観 を 育 て る  1 . 0 7  . 6 1  . 6 5  . 6 5  * *  * *  
7 ス タ ッ フ が 理 解 で き る よ う に ビ ジ ョ ン を 形 に す る  1 . 0 6  . 6 5  . 6 1  . 7 8  * *  * *  
4 6 ス タ ッ フ の キ ャ リ ア 発 達 を ス タ ッ フ に 支 援 し て も ら う  1 . 0 1  . 6 5  . 5 8  . 7 7  * *  * *  
4 3 病 棟 全 体 で 考 え た 方 法 で 中 堅 の 指 導 力 を 育 て る  1 . 0 0  . 7 1  . 5 8  . 7 5  * *  * *  
1 2 他 病 棟 の 成 功 例 を 取 り 入 れ る  . 9 7  . 6 7  . 7 2  . 6 7  * *  * *  
2 6 勤 務 時 間 内 で 終 わ る 仕 事 管 理 を し て も ら う  . 9 3  . 7 6  . 5 6  . 8 3  * *  * *  
5 1 医 療 用 消 耗 品 を 適 正 に 管 理 し て も ら う  . 8 6  . 7 9  . 6 1  . 7 7  n . s .  * *  
2 7 既 存 の シ ス テ ム を 有 効 に 使 わ せ る  . 9 1  . 6 6  . 5 5  . 7 0  * *  * *  
4 9 ス タ ッ フ が 学 ん だ 良 い 方 法 繰 り 返 し 学 習 し て も ら う  . 8 7  . 6 6  . 5 1  . 7 7  * *  * *  
3 9 再 入 院 に つ な が ら な い 退 院 指 導 を し て も ら う  . 7 0  . 8 3  . 4 3  . 8 3  n . s .  * *  
1 8 病 院 全 体 会 議 な ど の 公 式 な 力 を 利 用 す る  . 6 4  . 8 8  . 2 1  . 9 1  n . s .  * *  
2 病 棟 運 営 上 の 課 題 を 何 ら か の 手 法 を 用 い て 分 析 す る  . 6 2  . 8 9  . 2 0  . 9 5  n . s .  * *  
3 管 理 デ ー タ を わ か り や す い 形 に し て ス タ ッ フ に 説 明 す る  
. 5 6  . 9 2  . 0 7  . 9 3  n . s .  * *  
2 0 地 域 連 携 の 取 り 組 み を 強 化 す る た め に 、 地 域 関 係 者 と 協 働
す る  . 4 4  1 . 0 8  . 0 3  1 . 1 0  n . s .  * *  
1 9 病 棟 外 の 連 携 が 図 り や す い よ う に プ ラ イ ベ ー ト な 人 脈 を つ
く る  . 4 5  1 . 0 5  - . 0 6  . 9 9  * *  * *  
4 7 ス タ ッ フ 個 人 の 目 標 管 理 を 全 員 が 認 識 し て 関 わ っ て も ら う  
. 3 9  . 9 6  - . 0 2  . 9 7  *  * *  
＊ : p < . 0 5   ＊ ＊ :ｐ ＜ . 0 1   n . s . : n o t  s i g n i f i c a n t  
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４  【 看 護 サ ー ビ ス が 向 上 し た 】 と い う 成 果 に 肯 定 的 な 認 識 が あ る
看 護 師 長 と 、 ど ち ら と も ・ そ う で な い 看 護 師 長 の 看 護 管 理 の 工 夫
の 実 践 の 違 い  
 
【 看 護 サ ー ビ ス が 向 上 し た 】こ と に 対 し 、「 そ う で あ る 」と 回 答 し
た 看 護 師 長 と 、「 ど ち ら と も い え な い 」「 そ う で な い 」 と 回 答 し た 看
護 師 長 の 平 均 の 差 と 分 散 の 差 を 比 較 し た 。 肯 定 的 な 認 識 の あ る 看 護
師 長 の 平 均 は す べ て 高 い 値 を 示 し 、 有 意 差 が み ら れ た 。  
肯 定 的 な 認 識 を も つ 看 護 師 長 の 実 践 が 、 平 均 値 1 . 0 を 超 え て い る
の は 4 2 項 目 中 2 8 項 目 で あ っ た 。ど ち ら と も・そ う で な い 認 識 を も
つ 看 護 師 長 の 実 践 が 平 均 値 1 . 0 を 超 え て い る の は 8 項 目 で あ っ た (表
3 1 )。  
 
 
表 3 1【 看 護 サ ー ビ ス が 向 上 し た 】 成 果 に 対 す る 工 夫 の 実 践 の 違 い  
 
肯 定 的  
認 識  
ど ち ら と
も ・ そ う で
な い 認 識  
 
有 意 水 準  
要    素  
平 均
値  
標 準
偏 差  
平 均
値  
標 準
偏 差  
F 検
定  
ｔ 検
定  
1 0 ス タ ッ フ に 意 見 を 聞 く  1 . 4 8  . 5 4  1 . 3 2  . 5 8  n . s .  * *  
3 5 緊 急 入 院 を い つ で も 受 け 入 れ る 体 制 を 病 棟 で つ く る  1 . 5 3  . 6 5  1 . 2 7  . 7 5  * *  * *  
11 ス タ ッ フ か ら 新 し い 提 案 を 取 り 入 れ る  1 . 3 7  . 5 7  1 . 1 8  . 5 7  * *  * *  
2 5 ス タ ッ フ の ワ ー ク ・ ラ イ フ ・ バ ラ ン ス を 支 援 す る  1 . 4 0  . 5 9  1 . 1 4  . 6 3  * *  * *  
3 6 緊 急 入 院 を ど の よ う な 状 況 で も 受 け 入 れ る  1 . 3 6  . 7 3  1 . 1 2  . 8 1  n . s .  * *  
2 1 ス タ ッ フ が 話 し や す く て 聞 き や す い 環 境 を 作 る  1 . 3 2  . 6 4  1 . 1 3  . 6 4  * *  * *  
2 3 メ ン タ ル が 弱 い ス タ ッ フ と 面 接 す る  1 . 3 0  . 6 4  1 . 1 0  . 6 6  * *  * *  
9 ス タ ッ フ を 承 認 す る  1 . 2 7  . 5 9  1 . 0 9  . 6 4  * *  * *  
4 2 主 任 や 副 師 長 を 病 棟 運 営 の 要 （ か な め ） に す る  1 . 2 7  . 6 7  . 9 5  . 7 6  *  * *  
3 8 転 院 が 難 し い ケ ー ス は 看 護 師 長 が 退 院 調 整 に 関 わ る  1 . 2 6  . 8 2  . 9 5  . 9 1  n . s .  * *  
4 4 ス タ ッ フ の 能 力 が 発 揮 で き る 役 割 を 持 た せ る  1 . 2 5  . 5 6  . 9 1  . 6 2  * *  * *  
3 3 ス タ ッ フ に マ ニ ュ ア ル を 活 用 し な が ら 仕 事 し て も ら う  1 . 2 1  . 5 6  . 9 4  . 6 5  n . s .  * *  
6 ス タ ッ フ と 目 指 す 看 護 の 方 向 性 を 統 一 す る  1 . 2 6  . 5 4  . 8 5  . 7 0  n . s .  * *  
4 ス タ ッ フ と 看 護 サ ー ビ ス を 良 く す る 考 え を 分 か ち 合 う  1 . 2 4  . 5 6  . 8 5  . 6 6  n . s .  * *  
3 7 退 院 支 援 が で き る 体 制 を 病 棟 で つ く る  1 . 2 2  . 7 3  . 8 5  . 7 7  n . s .  * *  
3 1 ス タ ッ フ が 動 き や す い チ ー ム 編 成 な ど を 考 慮 し て チ ー ム を
運 用  1 . 1 9  . 6 0  . 8 6  . 6 4  n . s .  * *  
2 4 ス タ ッ フ の 成 長 に 合 わ せ て 時 間 を 置 き な が ら 待 つ  1 . 1 2  . 6 6  . 9 0  . 6 6  n . s .  * *  
3 2 ス タ ッ フ に 必 要 に 応 じ て マ ニ ュ ア ル を つ く っ て も ら う  1 . 1 3  . 6 7  . 8 3  . 7 6  n . s .  * *  
1 3 看 護 部 長 や 他 の 看 護 師 長 の 意 見 を 取 り 入 れ る  1 . 0 5  . 6 2  . 9 1  . 5 8  n . s .  * *  
4 8 認 定 看 護 師 や 専 門 看 護 師 な ど へ 相 談 し て も ら う  1 . 0 6  . 8 3  . 8 5  . 8 2  n . s .  * *  
1 7 多 職 種 の 協 力 が 得 ら れ る よ う な 手 際 の 良 い 交 渉 を す る  1 . 1 3  . 6 5  . 7 1  . 7 2  * *  * *  
8 ス タ ッ フ の 感 性 に 触 れ る  1 . 0 8  . 6 1  . 7 6  . 6 7  * *  * *  
5 2 問 題 解 決 で き る カ ン フ ァ レ ン ス を 行 っ て も ら う  1 . 0 8  . 6 3  . 6 8  . 7 2  * *  * *  
5 ス タ ッ フ に 師 長 の 根 本 的 な 病 棟 管 理 の 考 え を 示 す  1 . 1 0  . 6 8  . 6 3  . 8 3  * *  * *  
5 0 医 療 安 全 の 水 準 を 上 げ る 学 習 を 行 っ て も ら う  1 . 0 4  . 6 5  . 6 7  . 7 2  * *  * *  
3 0 病 棟 の 各 委 員 会 が 成 果 を 出 す よ う に 活 動 を 促 す  1 . 0 2  . 6 6  . 6 6  . 7 0  * *  * *  
4 5 基 本 的 な 価 値 観 を 育 て る  1 . 0 4  . 6 2  . 6 3  . 6 5  * *  * *  
7 ス タ ッ フ が 理 解 で き る よ う に ビ ジ ョ ン を 形 に す る  1 . 0 2  . 6 8  . 6 1  . 7 8  * *  * *  
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1 2 他 病 棟 の 成 功 例 を 取 り 入 れ る  . 9 3  . 6 7  . 7 3  . 6 7  *  * *  
4 6 ス タ ッ フ の キ ャ リ ア 発 達 を ス タ ッ フ に 支 援 し て も ら う  . 9 3  . 6 9  . 6 1  . 7 8  * *  * *  
4 3 病 棟 全 体 で 考 え た 方 法 で 中 堅 の 指 導 力 を 育 て る  . 9 7  . 7 2  . 5 6  . 7 5  * *  * *  
2 6 勤 務 時 間 内 で 終 わ る 仕 事 管 理 を し て も ら う  . 9 1  . 7 7  . 5 4  . 8 4  * *  * *  
5 1 医 療 用 消 耗 品 を 適 正 に 管 理 し て も ら う  . 8 7  . 7 5  . 5 8  . 8 0  * * .  * *  
2 7 既 存 の シ ス テ ム を 有 効 に 使 わ せ る  . 8 7  . 6 8  . 5 5  . 7 0  * *  * *  
4 9 ス タ ッ フ が 学 ん だ 良 い 方 法 繰 り 返 し 学 習 し て も ら う  . 8 4  . 7 0  . 5 0  . 7 5  * *  * *  
3 9 再 入 院 に つ な が ら な い 退 院 指 導 を し て も ら う  . 7 3  . 8 0  . 3 6  . 8 3  *  * *  
1 8 病 院 全 体 会 議 な ど の 公 式 な 力 を 利 用 す る  . 5 6  . 9 0  . 2 4  . 9 2  n . s .  * *  
2 病 棟 運 営 上 の 課 題 を 何 ら か の 手 法 を 用 い て 分 析 す る  . 5 8  . 9 1  . 1 9  . 9 4  n . s .  * *  
3 管 理 デ ー タ を わ か り や す い 形 に し て ス タ ッ フ に 説 明 す る  
. 5 3  . 9 0  . 0 5  . 9 5  n . s .  * *  
2 0 地 域 連 携 の 取 り 組 み を 強 化 す る た め に 、 地 域 関 係 者 と 協 働
す る  . 4 1  1 . 0 5  . 0 1  1 . 1 3  n . s .  * *  
1 9 病 棟 外 の 連 携 が 図 り や す い よ う に プ ラ イ ベ ー ト な 人 脈 を つ
く る  . 3 0  1 . 0 6  . 0 4  1 . 0 3  *  * *  
4 7 ス タ ッ フ 個 人 の 目 標 管 理 を 全 員 が 認 識 し て 関 わ っ て も ら う  
. 3 6  . 9 9  - . 0 3  . 9 5  * *  * *  
 
 
 
５  【 経 営 に 貢 献 で き た 】 と い う 成 果 に 肯 定 的 な 認 識 が あ る 看 護 師
長 と ど ち ら と も ・ そ う で な い 看 護 師 長 の 看 護 管 理 の 工 夫 の 実 践 の 違
い  
 
【 経 営 に 貢 献 で き た 】こ と に 対 し 、「 そ う で あ る 」と 回 答 し た 看 護
師 長 は 、「 ど ち ら と も い え な い 」「 そ う で な い 」 と 回 答 し た 看 護 師 長
と 比 較 し て 、 平 均 は す べ て 高 い 値 を 示 し 、 有 意 差 が み ら れ た 。  
肯 定 的 な 認 識 を も つ 看 護 師 長 の 実 践 が 、 平 均 値 1 . 0 を 超 え て い る
の は 4 2 項 目 中 2 4 項 目 で あ っ た 。ど ち ら と も・そ う で な い 認 識 を も
つ 看 護 師 長 の 実 践 が 平 均 値 1 . 0 を 超 え て い る の は 9 項 目 で あ っ た (表
3 2 )。  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
＊ : p < . 0 5   ＊ ＊ :ｐ ＜ . 0 1   n . s . : n o t  s i g n i f i c a n t  
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表 3 2【 経 営 に 貢 献 で き た 】 成 果 に 対 す る 工 夫 の 実 践 の 違 い  
 
肯 定 的  
認 識  
ど ち ら と
も ・ そ う で
な い 認 識  
 
有 意 水 準  
要     素  
平 均
値  
標 準
偏 差  
平 均
値  
標 準
偏 差  
F 検
定  
ｔ 検
定  
1 0 ス タ ッ フ に 意 見 を 聞 く  1 . 4 9  . 5 4  1 . 3  . 5 8  n . s .  * *  
3 5 緊 急 入 院 を い つ で も 受 け 入 れ る 体 制 を 病 棟 で つ く る  1 . 5 3  . 6 5  1 . 2 4  . 7 5  n . s .  * *  
11 ス タ ッ フ か ら 新 し い 提 案 を 取 り 入 れ る  1 . 3 5  . 5 9  1 . 1 8  . 5 6  * *  * *  
2 5 ス タ ッ フ の ワ ー ク ・ ラ イ フ ・ バ ラ ン ス を 支 援 す る  1 . 3 8  . 6 0  1 . 1 4  . 6 3  * *  * *  
3 6 緊 急 入 院 を ど の よ う な 状 況 で も 受 け 入 れ る  1 . 3 7  . 7 4  1 . 0 8  . 8 0  n . s .  * *  
2 1 ス タ ッ フ が 話 し や す く て 聞 き や す い 環 境 を 作 る  1 . 3 0  . 6 2  1 . 1 4  . 6 7  n . s .  * *  
2 3 メ ン タ ル が 弱 い ス タ ッ フ と 面 接 す る  1 . 3 0  . 6 4  1 . 0 8  . 6 6  * *  * *  
9 ス タ ッ フ を 承 認 す る  1 . 2 8  . 5 9  1 . 0 6  . 6 3  * *  * *  
4 2 主 任 や 副 師 長 を 病 棟 運 営 の 要 （ か な め ） に す る  1 . 2 3  . 7 1  . 9 7  . 7 4  * *  * *  
3 8 転 院 が 難 し い ケ ー ス は 看 護 師 長 が 退 院 調 整 に 関 わ る  1 . 2 0  . 8 9  1 . 0 0  . 8 6  * *  * *  
4 4 ス タ ッ フ の 能 力 が 発 揮 で き る 役 割 を 持 た せ る  1 . 2 0  . 5 8  . 9 4  . 6 2  * *  * *  
3 3 ス タ ッ フ に マ ニ ュ ア ル を 活 用 し な が ら 仕 事 し て も ら う  1 . 1 7  . 6 0  . 9 7  . 6 2  * *  * *  
6 ス タ ッ フ と 目 指 す 看 護 の 方 向 性 を 統 一 す る  1 . 2 0  . 6 0  . 8 9  . 6 9  n . s .  * *  
4 ス タ ッ フ と 看 護 サ ー ビ ス を 良 く す る 考 え を 分 か ち 合 う  1 . 1 5  . 6 2  . 9 4  . 6 4  n . s .  * *  
3 7 退 院 支 援 が で き る 体 制 を 病 棟 で つ く る  1 . 1 7  . 7 8  . 8 9  . 7 4  n . s .  * *  
3 1 ス タ ッ フ が 動 き や す い チ ー ム 編 成 な ど を 考 慮 し て チ ー ム を
運 用  1 . 1 6  . 6 2  
. 8 8  . 6 4  n . s .  * *  
2 4 ス タ ッ フ の 成 長 に 合 わ せ て 時 間 を 置 き な が ら 待 つ  1 . 1 2  . 6 4  . 8 9  . 6 8  n . s .  * *  
3 2 ス タ ッ フ に 必 要 に 応 じ て マ ニ ュ ア ル を つ く っ て も ら う  1 . 0 8  . 7 2  . 8 7  . 7 2  n . s .  * *  
1 3 看 護 部 長 や 他 の 看 護 師 長 の 意 見 を 取 り 入 れ る  1 . 0 3  . 6 0  . 9 2  . 6 1  n . s .  * *  
4 8 認 定 看 護 師 や 専 門 看 護 師 な ど へ 相 談 し て も ら う  1 . 0 1  . 8 6  . 8 8  . 7 9  n . s .  * *  
1 7 多 職 種 の 協 力 が 得 ら れ る よ う な 手 際 の 良 い 交 渉 を す る  1 . 0 9  . 6 7  . 7 3  . 7 2  * *  * *  
8 ス タ ッ フ の 感 性 に 触 れ る  1 . 0 4  . 6 3  . 7 8  . 6 6  * *  * *  
5 2 問 題 解 決 で き る カ ン フ ァ レ ン ス を 行 っ て も ら う  1 . 0 0  . 6 9  . 7 4  . 7 0  * *  * *  
5 ス タ ッ フ に 師 長 の 根 本 的 な 病 棟 管 理 の 考 え を 示 す  1 . 0 7  . 7 0  . 6 3  . 8 3  * *  * *  
5 0 医 療 安 全 の 水 準 を 上 げ る 学 習 を 行 っ て も ら う  . 9 8  . 6 9  . 7 1  . 7 0  * *  * *  
3 0 病 棟 の 各 委 員 会 が 成 果 を 出 す よ う に 活 動 を 促 す  . 9 7  . 6 9  . 7 1  . 7 0  * *  * *  
4 5 基 本 的 な 価 値 観 を 育 て る  . 9 6  . 6 6  . 7 0  . 6 4  * *  * *  
1 2 他 病 棟 の 成 功 例 を 取 り 入 れ る  . 9 4  . 6 7  . 7 1  . 6 6  * *  * *  
7 ス タ ッ フ が 理 解 で き る よ う に ビ ジ ョ ン を 形 に す る  . 9 8  . 7 1  . 6 2  . 7 7  * *  * *  
4 6 ス タ ッ フ の キ ャ リ ア 発 達 を ス タ ッ フ に 支 援 し て も ら う  . 8 8  . 7 6  . 6 5  . 7 1  *  * *  
4 3 病 棟 全 体 で 考 え た 方 法 で 中 堅 の 指 導 力 を 育 て る  . 9 1  . 7 4  . 6 0  . 7 5  * *  * *  
2 6 勤 務 時 間 内 で 終 わ る 仕 事 管 理 を し て も ら う  . 8 6  . 7 9  . 5 8  . 8 3  * *  * *  
5 1 医 療 用 消 耗 品 を 適 正 に 管 理 し て も ら う  . 8 2  . 8 0  . 6 1  . 7 6  n . s .  * *  
2 7 既 存 の シ ス テ ム を 有 効 に 使 わ せ る  . 8 7  . 6 6  . 5 2  . 7 1  * *  * *  
4 9 ス タ ッ フ が 学 ん だ 良 い 方 法 繰 り 返 し 学 習 し て も ら う  . 8 0  . 7 5  . 5 4  . 7 0  *  * *  
3 9 再 入 院 に つ な が ら な い 退 院 指 導 を し て も ら う  . 6 4  . 8 4  . 4 4  . 8 2  n . s .  * *  
1 8 病 院 全 体 会 議 な ど の 公 式 な 力 を 利 用 す る  . 5 8  . 8 7  . 2 0  . 9 4  n . s .  * *  
2 病 棟 運 営 上 の 課 題 を 何 ら か の 手 法 を 用 い て 分 析 す る  . 5 9  . 8 8  . 1 4  . 9 6  n . s .  * *  
3 管 理 デ ー タ を わ か り や す い 形 に し て ス タ ッ フ に 説 明 す る  . 4 9  . 9 0  . 0 5  . 9 7  n . s .  * *  
2 0 地 域 連 携 の 取 り 組 み を 強 化 す る た め に 、 地 域 関 係 者 と 協 働
す る  . 3 5  1 . 0 7  
. 0 6  1 . 1 3  n . s .  * *  
1 9 病 棟 外 の 連 携 が 図 り や す い よ う に プ ラ イ ベ ー ト な 人 脈 を つ
く る  . 3 2  1 . 0 4  
. 0 0  1 . 0 4  *  * *  
4 7 ス タ ッ フ 個 人 の 目 標 管 理 を 全 員 が 認 識 し て 関 わ っ て も ら う  . 3 3  1 . 0 0  - . 0 3  . 9 4  * *  * *  
 
 
＊ : p < . 0 5   ＊ ＊ :ｐ ＜ . 0 1   n . s . : n o t  s i g n i f i c a n t  
96 
 
６  成 果 へ の 肯 定 的 な 認 識 が か な り 高 い 看 護 師 長 の 〔 状 況 的 考 え の
探 求 〕 の 実 践 の 程 度  
 
病 棟 運 営 の 成 果 に 対 し 、「 か な り そ う で あ る 」と 肯 定 的 な 認 識 を し
て い る 看 護 師 長 は 、〔 状 況 的 考 え の 探 求 〕 の 8 項 目 中 6 項 目 の 要 素
を 使 っ て い た 。  
そ の 内 訳 は〈 1 0 ス タ ッ フ に 意 見 を 聞 く 〉〈 11 ス タ ッ フ か ら 新 し い
提 案 を 取 り 入 れ る 〉〈 2 1 ス タ ッ フ が 話 し や す く て 聞 き や す い 環 境 を
作 る 〉〈 2 5 ス タ ッ フ の ワ ー ク ・ ラ イ フ ・ バ ラ ン ス を 支 援 す る 〉〈 2 3
メ ン タ ル が 弱 い ス タ ッ フ と 面 接 す る 〉 の 5 つ の 要 素 を 使 っ て お り 、
ど の 成 果 に お い て も 平 均 が 1 . 5 を 超 え て か な り 高 い 値 を 示 し た 。  
〈 9 ス タ ッ フ を 承 認 す る 〉 は 3 つ の 成 果 に お い て 1 . 5 以 上 を 示 し
た 。  
 
 
表 3 3  成 果 を「 か な り そ う で あ る 」と 認 識 す る 看 護 師 長 の〔 状 況 的 考 え の 探 求 〕 
  
要   素 （ 8 項 目 中 6 項 目 ）  
ス タ ッ フ
が 働 き や
す い 環 境
1 2 1 人  
平 均  
経 営
に 貢
献  
1 4 4 人  
平 均  
連 携
の 強
化  
1 0 1 人  
平 均  
看 護 サ
ー ビ ス
向 上  
8 2 人  
平 均  
や る 気 の
あ る ス タ
ッ フ  
7 9 人  
平 均  
状
況
的
考
え
の
探
求  
9 ス タ ッ フ を 承 認 す る  1 . 5 4  1 . 4 8  1 . 4 9  1 . 5 0  1 . 6 5  
1 0 ス タ ッ フ に 意 見 を 聞 く  1 . 7 5  1 . 6 8  1 . 7 4  1 . 7 9  1 . 7 4  
11 ス タ ッ フ か ら 新 し い 提 案 を 取 り 入 れ る  1 . 6 6  1 . 5 3  1 . 6 3  1 . 5 9  1 . 6 6  
2 1 ス タ ッ フ が 話 し や す く て 聞 き や す い 環
境 を 作 る  1 . 6 5  1 . 5 5  1 . 6 0  1 . 5 1  1 . 6 1  
2 3 メ ン タ ル が 弱 い ス タ ッ フ と 面 接 す る  1 . 5 6  1 . 5 2  1 . 5 7  1 . 5 5  1 . 6 5  
2 5 ス タ ッ フ の ワ ー ク ・ ラ イ フ ・ バ ラ ン ス
を 支 援 す る  1 . 6 7  1 . 6 3  1 . 5 8  1 . 6 0  1 . 6 2  
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７  成 果 へ の 肯 定 的 な 認 識 が か な り 高 い 看 護 師 長 の 〔 思 考 ・ 方 法 ・
構 造 の 再 構 成 〕 の 実 践 の 程 度  
 
〔 思 考 ・ 方 法 ・ 構 造 の 再 構 成 〕 の 1 8 項 目 の う ち 3 項 目 の 要 素 を
使 っ て い た 。  
そ の 内 訳 は 、〈 4 ス タ ッ フ と 看 護 サ ー ビ ス を 良 く す る 考 え を 分 か ち
合 う 〉 が 3 つ の 成 果 に お い て 、 平 均 が 1 . 5 を 超 え て い た 。〈 3 1 ス タ
ッ フ が 動 き や す い チ ー ム 編 成 な ど を 考 慮 し て チ ー ム を 運 用 す る 〉 は
2 つ の 成 果 に お い て 平 均 が 1 . 5 を 超 え て お り 、〈 6 ス タ ッ フ と 目 指 す
看 護 の 方 向 性 を 統 一 す る 〉 は 、 1 つ の 成 果 に お い て 平 均 が 1 . 5 を 超
え た 。  
 
 
表 3 4  成 果 を「 か な り そ う で あ る 」と 認 識 す る 看 護 師 長 の〔 思 考 ・
方 法 ・ 構 造 の 再 構 成 〕  
 
 
思
考
・
方
法
・
構
造
の
再
構
成  
 
要    素  
（ 1 8 項 目 中 3 項 目 ）  
ス タ ッ フ
が 働 き や
す い 環 境
1 2 1 人  
平 均  
経 営 に
貢 献  
1 4 4 人  
平 均  
連 携 の
強 化  
1 0 1 人  
平 均  
看 護 サ ー
ビ ス 向 上  
8 2 人  
平 均  
や る 気 の
あ る ス タ
ッ フ  
7 9 人  
平 均  
4 ス タ ッ フ と 看 護 サ ー
ビ ス を 良 く す る 考 え を
分 か ち 合 う  
1 . 4 7  1 . 4 0  1 . 5 4  1 . 5 4  1 . 5 6  
3 1 ス タ ッ フ が 動 き や
す い チ ー ム 編 成 な ど を
考 慮 し て 運 用  
1 . 4 4  1 . 3 4  1 . 5 1  1 . 5 1  1 . 4 4  
6 ス タ ッ フ と 目 指 す 看
護 の 方 向 性 を 統 一 す る  1 . 4 4  1 . 4 3  1 . 5 5  1 . 4 9  1 . 4 8  
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８  成 果 へ の 肯 定 的 な 認 識 が か な り 高 い 看 護 師 長 の 〔 考 え つ い た 方
法 ・ 手 段 の 意 思 決 定 と 行 動 〕 の 実 践 の 程 度  
 
〔 考 え つ い た 方 法 ・ 手 段 の 意 思 決 定 と 行 動 〕 の 2 7 項 目 の う ち 5
項 目 の 要 素 を 使 っ て い た 。  
そ の 内 訳 は 、〈 3 5 緊 急 入 院 を い つ で も 受 け 入 れ る 体 制 を 病 棟 で つ
く る 〉〈 3 6 緊 急 入 院 を ど の よ う な 状 況 で も 受 け 入 れ る 〉 2 つ の 要 素
は 、 す べ て の 成 果 に お い て 平 均 が 1 . 5 を 超 え て い た 。 ま た 、〈 4 2 主
任 や 副 師 長 を 病 棟 運 営 の 要 (か な め )に す る 〉は 4 つ の 成 果 に お い て 、
平 均 が 1 . 5 以 上 の 高 値 を 示 し た 。〈 4 4 ス タ ッ フ の 能 力 が 発 揮 で き る
役 割 を 持 た せ る 〉 は 、 3 つ の 成 果 に お い て 、 平 均 が 1 . 5 以 上 を 示 し
た 。〈 3 7 退 院 支 援 が で き る 体 制 を 病 棟 で つ く る 〉 は 、 2 つ の 成 果 に
お い て 平 均 は 1 . 5 を 超 え て い た 。  
 
 
表 3 5  成 果 を「 か な り そ う で あ る 」と 認 識 す る 看 護 師 長 の〔 考 え つ
い た 方 法 ・ 手 段 の 意 思 決 定 と 行 動 〕  
 
 
考
え
つ
い
た
方
法
・
手
段
の
意
思
決
定  
と
行
動  
 
要    素  
（ 2 7 項 目 中 5 項 目 ）  
ス タ ッ フ が 働
き や す い 環 境
1 2 1 人  
平 均  
経 営 に
貢 献  
1 4 4 人  
平 均  
連 携 の
強 化  
1 0 1 人  
平 均  
看 護 サ ー
ビ ス 向 上  
8 2 人  
平 均  
や る 気 の あ
る ス タ ッ フ  
7 9 人  
平 均  
3 5 緊 急 入 院 を い つ で
も 受 け 入 れ る 体 制 を
病 棟 で つ く る  
1 . 7 5  1 . 7 4  1 . 7 3  1 . 7 4  1 . 7 2  
3 6 緊 急 入 院 を ど の よ
う な 状 況 で も 受 け 入
れ る  
1 . 5 7  1 . 6 3  1 . 5 5  1 . 5 7  1 . 5 6  
4 2 主 任 や 副 師 長 を 病
棟 運 営 の 要 （ か な め ）
に す る  
1 . 4 7  1 . 5 6  1 . 5 8  1 . 5 9  1 . 5 9  
4 4 ス タ ッ フ の 能 力 が
発 揮 で き る 役 割 を 持
た せ る  
1 . 4 9  1 . 4 8  1 . 5 4  1 . 5 5  1 . 5 3  
3 7 退 院 支 援 が で き る
体 制 を 病 棟 で つ く る  1 . 3 3  1 . 3 7  1 . 5 9  1 . 5 3  1 . 4 2  
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Ⅷ  研 究 課 題 4： 内 的 要 因 と 外 的 要 因 に よ り 看 護 管 理 の 工 夫 を 高 め
て い る 項 目  
１  内 的 要 因 に よ り 看 護 管 理 の 工 夫 を 高 め て い る 項 目  
１ ）  管 理 職 経 験 年 数  
 
管 理 職 経 験 年 数 を 7 段 階 (表 3 6 )に 区 分 し 、工 夫 が 高 ま っ た 項 目 を
明 ら か に す る た め 、一 元 配 置 分 散 分 析 を 行 っ た と こ ろ 、1 8 項 目 で 主
効 果 が 見 ら れ た 。 等 分 散 性 が 仮 定 で き な い た め 、 G a m e s - H o w e l l の
多 重 比 較 を 行 っ た と こ ろ 、 1 7 項 目 で 群 間 に 違 い が あ っ た 。  
〈 3 管 理 デ ー タ を わ か り や す い 形 に し て ス タ ッ フ に 説 明 す る 〉(図
1 0 )で は 、経 験 年 数 1～ 2 年 目 に 対 し 経 験 年 数 5～ 6 年 目 、経 験 年 数 7
～ 8 年 目 、経 験 年 数 11 年 目 以 上 の 間 で 有 意 な 差 が み ら れ た 。ま た 経
験 年 数 3～ 4 年 目 と 経 験 年 数 11 年 目 以 上 の 間 も 有 意 な 差 が み ら れ た 。
〈 5 ス タ ッ フ に 師 長 の 根 本 的 な 病 棟 管 理 の 考 え を 示 す 〉(図 11 )で は 、
経 験 年 数 1～ 2 年 目 に 対 し 経 験 年 数 5～ 6 年 目 の 間 、 経 験 年 数 11 年
目 以 上 の 間 で 有 意 な 差 が み ら れ た 。 ま た 経 験 年 数 3～ 4 年 目 と 経 験
年 数 11 年 目 以 上 の 間 も 有 意 な 差 が み ら れ た 。  
 
表 3 6  管 理 職 経 験 年 数 （ 7 段 階 区 分 ）  
 
 
 
図 1 0  管 理 デ ー タ を わ か り や す い 形 に し て ス タ ッ フ に 説 明 す る (管
理 職 経 験 年 数 別 ) ＊ ： ｐ ＜ . 0 5  
0.06 0.11
0.39 0.4
0.26
0.46 0.51
0
0.5
1
1.5
2
1～2年目 3～4年目 5～6年目 7～8年目 9～10年目 11～15年目 16年目以上
管理データをわかりやすい形にしてスタッフに説明する
（管理職経験年数別） 平均 標準偏差
 1 年 目 ～  
2 年 目  
3 年 目 ～  
4 年 目  
5 年 目 ～  
6 年 目  
7 年 目 ～  
8 年 目  
9 年 目 ～  
1 0 年 目  
11 年 目 ～
1 5 年 目  
1 6 年
目 以 上  
人  1 9 1  1 9 5  1 5 4  1 4 1  9 4  1 4 9  1 5 2  
％  1 7 . 6  1 8 . 0  1 4 . 2  1 3 . 0  8 . 7  1 3 . 7  1 4 . 0  
＊  ＊  ＊  ＊
＊  ＊  
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図 11  ス タ ッ フ に 師 長 の 根 本 的 な 病 棟 管 理 の 考 え を 示 す (管 理 職 経
験 年 数 別 )  ＊ ： ｐ ＜ . 0 5  
 
２ ） 教 育 背 景  
 
教 育 背 景 別 に よ る 工 夫 の 違 い の 有 無 は 、 4 項 目 で 主 効 果 が 見 ら れ
た 。 G a m e s - H o w e l l の 多 重 比 較 を 行 っ た が 、 群 間 の 差 が 見 ら れ た の
は 、 ど れ も 5 年 一 貫 教 育 課 程 と そ れ 以 外 の 教 育 背 景 の 間 で あ っ た 。
し か し 5 年 一 貫 教 育 課 程 の 人 数 が 6 名 と 少 な く 比 較 す る サ ン プ ル 数
が 違 い す ぎ て い た 。 専 門 学 校 か ら 看 護 短 大 、 4 年 制 大 学 、 大 学 院 の
間 で は 教 育 背 景 の 影 響 は な か っ た 。  
 
３ ） 看 護 管 理 者 研 修  
 
研 修 別 に よ る 工 夫 の 違 い の 有 無 は 、 2 1 項 目 で 主 効 果 が 見 ら れ た 。
等 分 散 性 が 仮 定 で き な い た め 、 G a m e s - H o w e l l の 多 重 比 較 を 行 っ た
と こ ろ 、1 5 項 目 で 群 間 の 差 が 明 ら か に な っ た 。サ ー ド レ ベ ル の 研 修
を 受 講 し た 看 護 師 長 は 1 8 名 ( 1 . 7 % )と 少 な い た め 、分 析 か ら 除 外 し 、
今 回 は フ ァ ー ス ト レ ベ ル 研 修 4 5 2 名 ( 4 1 . 7 % )と セ カ ン ド レ ベ ル 研 修
4 4 1 名 ( 4 0 . 7 % )と そ の 他 の 管 理 者 研 修 の み 8 3 名 ( 7 . 7 % )の 平 均 値 の 差
を 一 元 配 置 分 散 分 析 に て 検 定 し た 。  
〈 2 病 棟 運 営 上 の 課 題 を 何 ら か の 手 法 を 用 い て 分 析 す る 〉〈 3 管 理
デ ー タ を わ か り や す い 形 に し て ス タ ッ フ に 説 明 す る 〉〈 5 ス タ ッ フ に
0.65
0.74
0.93 0.89 0.9
1.05 1.05
0
0.5
1
1.5
2
1～2年目 3～4年目 5～6年目 7～8年目 9～10年目 11～15年目 16年目以上
スタッフに師長の根本的な病棟管理の考えを示す
（管理職経験年数別） 平均 標準偏差
＊  
＊ ＊  
＊  
＊  
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師 長 の 根 本 的 な 病 棟 管 理 の 考 え を 示 す 〉〈 9 ス タ ッ フ を 承 認 す る 〉〈 4 2
主 任 や 副 師 長 を 病 棟 運 営 の 要 に す る 〉〈 4 4 ス タ ッ フ の 能 力 が 発 揮 で
き る 役 割 を 持 た せ る 〉〈 4 7 ス タ ッ フ 個 人 の 目 標 管 理 を 、 全 員 が 認 識
し て 関 わ っ て も ら う 〉〈 4 8 ス タ ッ フ か ら 認 定 看 護 師 や 専 門 看 護 師 な
ど へ 相 談 し て も ら う 〉〈 5 0 ス タ ッ フ に 過 不 足 な く 医 療 用 消 耗 品 を 適
正 に 管 理 し て も ら う 〉の 9 項 目 で フ ァ ー ス ト レ ベ ル 研 修 と セ カ ン ド
ベ ル 研 修 の 間 で 有 意 な 差 が み ら れ 、 セ カ ン ド レ ベ ル 研 修 を 終 え た 看
護 師 長 の 平 均 が 高 か っ た 。  
 
 
図 1 2  病 棟 運 営 上 の 課 題 を 何 ら か の 手 法 を 用 い て 分 析  
(看 護 管 理 者 研 修 別 )  ＊ ： ｐ ＜ . 0 5  
 
 
図 1 3  管 理 デ ー タ を わ か り や す い 形 に し て ス タ ッ フ に 説 明 す る  
（ 看 護 管 理 者 研 修 別 ） ＊ ： ｐ ＜ . 0 5  
 
0.28
0.57
0.32
0
0.5
1
1.5
2
ファーストレベル研修 セカンドレベル研修 その他の管理者研修
病棟運営上の課題を何らかの手法を用いて分析
（看護管理者研修別）
平均 標準偏差
0.15
0.47
0.26
0
0.5
1
1.5
2
ファーストレベル研修 セカンドレベル研修 その他の管理者研修
管理データをわかりやすい形にしてスタッフに説明する
（看護管理者研修別）
平均 標準偏差
＊
＊＊
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図 1 4  ス タ ッ フ に 師 長 の 根 本 的 な 病 棟 管 理 の 考 え を 示 す  
（ 看 護 管 理 者 研 修 別 ） ＊ ： ｐ ＜ . 0 5  
 
 
図 1 5  ス タ ッ フ を 承 認 す る  
(看 護 管 理 者 研 修 別 )  ＊ ： ｐ ＜ . 0 5  
 
 
 
図 1 6  主 任 や 副 師 長 を 病 棟 運 営 の 要 に す る  
（ 看 護 管 理 者 研 修 別 ） ＊ ： ｐ ＜ . 0 5  
 
0.76
1
0.87
0
0.5
1
1.5
2
ファーストレベル研修 セカンドレベル研修 その他の管理者研修
スタッフに師長の根本的な病棟管理の考えを示す
（看護管理者研修別）
平均 標準偏差
1.12
1.25 1.16
0
0.5
1
1.5
2
ファーストレベル研修 セカンドレベル研修 その他の管理者研修
スタッフを承認する（看護管理者研修別）
平均 標準偏差
1.02
1.23
1.11
0
0.5
1
1.5
2
ファーストレベル研修 セカンドレベル研修 その他の管理者研修
主任や副師長を病棟運営の要にする
（看護管理者研修別）
平均 標準偏差
＊
＊  
＊
103 
 
 
図 1 7  ス タ ッ フ の 能 力 が 発 揮 で き る 役 割 を 持 た せ る  
（ 看 護 管 理 者 研 修 別 ） ＊ ： ｐ ＜ . 0 5  
 
 
図 1 8  ス タ ッ フ 個 人 の 目 標 管 理 を 全 員 が 認 識 し て 関 わ っ て も ら う   
（ 看 護 管 理 者 研 修 別 ） ＊ ： ｐ ＜ . 0 5  
 
 
図 1 9  ス タ ッ フ か ら 認 定 看 護 師 や 専 門 看 護 師 な ど へ 相 談 し て も ら う
（ 看 護 管 理 者 研 修 別  ） ＊ ： ｐ ＜ . 0 5  
 
1.01
1.18 1.06
0
0.5
1
1.5
2
ファーストレベル研修 セカンドレベル研修 その他の管理者研修
スタッフの能力が発揮できる役割を持たせる
（看護管理者研修別）
平均 標準偏差
0.05
0.31
0.11
0
0.5
1
1.5
2
ファーストレベル研修 セカンドレベル研修 その他の管理者研修
スタッフ個人の目標管理を全員が認識して関わってもらう
（看護管理者研修別）
平均 標準偏差
0.88
1.06
0.95
0
0.5
1
1.5
2
ファーストレベル研修 セカンドレベル研修 その他の管理者研修
スタッフから認定看護師や専門看護師などへ相談してもらう
（看護管理者研修別）
平均 標準偏差
＊  
＊
＊  
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図 2 0  ス タ ッ フ に 過 不 足 な く 医 療 用 消 耗 品 を 適 正 に 管 理 し て も ら う
（ 看 護 管 理 者 研 修 別 ） ＊ ： ｐ ＜ . 0 5  
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２  外 的 要 因 に よ り 看 護 管 理 の 工 夫 を 高 め て い る 項 目  
 
１ ）  設 置 主 体 （ 国 公 立 系 病 院 と 私 立 系 病 院 の 場 合 ）  
 
設 置 主 体 を 国 公 立 系 病 院（ 国 、都 道 府 県・市 町 村 、日 赤 、厚 生 連 、
済 生 会 ） と 私 立 系 病 院 （ 医 療 法 人 、 公 益 法 人 、 学 校 法 人 、 国 民 健 康
保 険 団 体 、 社 会 保 険 関 係 団 体 、 そ の 他 ） で 工 夫 が 高 ま っ た 項 目 を 明
ら か に す る た め に 、 平 均 の 差 と 分 散 の 差 を 比 較 し た 。 分 散 が 同 じ 場
合 は 独 立 し た t 検 定 を 行 い 、異 な る 場 合 は ウ ェ ル チ の 検 定 を 行 っ た 。 
そ の 結 果 、 4 項 目 に 有 意 差 が 見 ら れ た 。 国 公 立 系 病 院 の 平 均 が 高
い 項 目 は 、〈 2 病 棟 運 営 上 の 課 題 を 何 ら か の 手 法 を 用 い て 分 析 す る 〉
〈 4 8 ス タ ッ フ か ら 認 定 看 護 や 専 門 看 護 師 な ど へ 相 談 し て も ら う 〉
〈 5 0 ス タ ッ フ に 医 療 安 全 の 水 準 を 上 げ る 学 習 を 行 っ て も ら う 〉、 私
立 系 の 病 院 の 平 均 が 高 い 項 目 は 、〈 1 8 困 難 な 問 題 に 対 応 す る た め 病
院 全 体 会 議 な ど の 公 式 な 力 を 利 用 す る 〉 で あ っ た 。  
  
 
図 2 1  病 棟 運 営 上 の 課 題 を 何 ら か の 手 法 を 用 い て 分 析 す る  
（ 設 置 主 体 別 ） ＊ ： ｐ ＜ . 0 5  
  
 
図 2 2  ス タ ッ フ か ら 認 定 看 護 師 や 専 門 看 護 師 な ど へ 相 談 し て も ら う
（ 設 置 主 体 別 ） ＊ ： ｐ ＜ . 0 5  
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図 2 3  ス タ ッ フ に 医 療 安 全 の 水 準 を 上 げ る 学 習 を 行 っ て も ら う  
（ 設 置 主 体 別 ） ＊ ： ｐ ＜ . 0 5  
 
 
図 2 4  困 難 な 問 題 に 対 応 す る た め に 病 院 全 体 会 議 な ど の  
公 式 な 力 を 利 用 す る （ 設 置 主 体 別 ） ＊ ： ｐ ＜ . 0 5  
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２ ）  病 床 規 模  
 
病 床 規 模 を 5 つ に 区 分 し 、 工 夫 が 高 ま っ た 項 目 を 明 ら か に す る た
め 、一 元 配 置 分 散 分 析 を 行 っ た と こ ろ 、1 2 項 目 で 主 効 果 が 見 ら れ た 。
等 分 散 性 が 仮 定 で き な い た め 、 G a m e s - H o w e l l の 多 重 比 較 を 行 っ た
と こ ろ 、 11 項 目 で 群 間 に 違 い が あ っ た 。  
そ の 結 果 、〈 2 病 棟 運 営 上 の 課 題 を 何 ら か の 手 法 を 用 い て 分 析 す
る 〉で は 3 0 0 床 規 模 の 病 院 に 対 し 6 0 0 床 規 模 、 7 0 0 床 以 上 の 病 院 と
有 意 差 が あ っ た 。ま た 5 0 0 床 規 模 の 病 院 も 7 0 0 床 以 上 の 病 院 と 有 意
差 が み ら れ た (図 2 5 )。  
〈 4 6 ス タ ッ フ の キ ャ リ ア 発 達 を ス タ ッ フ に 支 援 し て も ら う 〉で は 、
ス タ ッ フ が 自 律 し て 現 場 で 指 導 者 と し て の 意 識 を 持 っ て ス タ ッ フ 支
援 を 7 0 0 床 以 上 の 病 院 は 実 践 し て い る 。 7 0 0 床 以 上 の 病 院 と 比 べ る
と 3 0 0 床 以 上 の 病 院 は ス タ ッ フ の 発 達 を ス タ ッ フ が 支 援 す る こ と は
で き て い な い 。 そ れ 以 外 の 病 床 規 模 で は 、 有 意 な 差 が な か っ た (図
2 6 )。〈 4 8 ス タ ッ フ か ら 認 定 看 護 師 や 専 門 看 護 師 な ど へ 相 談 し て も ら
う 〉で は 、3 0 0～ 4 0 0 床 未 満 の 施 設 と 6 0 0～ 7 0 0 床 未 満 の 施 設 で 有 意
差 が 見 ら れ た 。 そ れ 以 外 で は 有 意 差 は 見 ら れ な か っ た (図 2 7 )。〈 5 0
ス タ ッ フ に 医 療 安 全 の 水 準 を 上 げ る 学 習 を 行 っ て も ら う 〉 で は 、 病
床 が 大 規 模 に な る ほ ど 、 学 習 を 行 う 実 践 を し て い た (図 2 8 )。  
 
 
図 2 5  病 棟 運 営 上 の 課 題 を 何 ら か の 手 法 を 用 い て 分 析 す る  
（ 病 床 規 模 別 ） ＊ ： ｐ ＜ . 0 5  
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図 2 6  ス タ ッ フ の キ ャ リ ア 発 達 を ス タ ッ フ に 支 援 し て も ら う  
（ 病 床 規 模 別 ） ＊ ： ｐ ＜ . 0 5  
 
 
図 2 7  ス タ ッ フ か ら 認 定 看 護 師 や 専 門 看 護 師 な ど へ 相 談 し て も ら う  
（ 病 床 規 模 別 ） ＊ ： ｐ ＜ . 0 5  
 
 
図 2 8  ス タ ッ フ に 医 療 安 全 の 水 準 を 上 げ る 学 習 を 行 っ て も ら う  
（ 病 床 規 模 別 ） ＊ ： ｐ ＜ . 0 5  
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Ⅸ  研 究 課 題 5： 看 護 管 理 の 工 夫 と 病 棟 運 営 の 成 果 と の 関 連  
看 護 管 理 の 工 夫 4 2 項 目 を 独 立 変 数 と し 、 病 棟 運 営 の 成 果 5 項 目
（ 従 属 変 数 ） に 与 え る 影 響 を 検 討 す る た め に ス テ ッ プ ワ イ ズ 法 に よ
る 重 回 帰 分 析 を 行 っ た 。 多 重 共 線 性 は 、 す べ て の 変 数 で V I F は 2 . 0
以 下 で あ っ た 。  
 
１ 【 ス タ ッ フ が 働 き や す い 環 境 に な っ た 】 に 影 響 を 与 え る 工 夫 の 要
素  
 
【 ス タ ッ フ が 働 き や す い 環 境 に な っ た 】 成 果 を 従 属 変 数 と し 重 回
帰 分 析 を 行 っ た 結 果 、 4 2 項 目 中 9 項 目 の 標 準 偏 回 帰 係 数 ( β )が 有 意
で あ っ た 。  
そ の 要 素 と は 、〈 5  ス タ ッ フ に 師 長 の 根 本 的 な 病 棟 管 理 の 考 え を
示 す 〉 〈 7 ス タ ッ フ が 理 解 で き る よ う に ビ ジ ョ ン を 形 に す る 〉 〈 8
ス タ ッ フ の 感 性 に 触 れ る 〉〈 1 7 多 職 種 の 協 力 が 得 ら れ る よ う な 手 際
の 良 い 交 渉 を す る 〉〈 2 1 ス タ ッ フ は 話 し や す く て 聞 き や す い 環 境 を
作 る 〉〈 2 6 ス タ ッ フ に 勤 務 時 間 内 で 業 務 が 終 わ る 仕 事 管 理 を し て も
ら う 〉 〈 3 0 病 棟 の 各 委 員 会 が 成 果 を 出 す よ う に 活 動 を 促 す 〉 〈 3 5
緊 急 入 院 を い つ で も 受 け 入 れ る 体 制 を 病 棟 で つ く る 〉〈 4 3 病 棟 全 体
で 考 え た 方 法 で 中 堅 の 指 導 力 を 育 て る 〉 で あ っ た 。  
β が 0 . 1 を 超 え る 影 響 力 を も つ 要 素 は 、〈 2 1 ス タ ッ フ は 話 し や す
く て 聞 き や す い 環 境 を 作 る 〉と〈 4 3 病 棟 全 体 で 考 え た 方 法 で 中 堅 の
指 導 力 を 育 て る 〉で あ っ た 。重 相 関 係 数 は 2 7 . 4 %の 説 明 率 で あ っ た 。  
 
表 3 7【 ス タ ッ フ が 働 き や す い 環 境 に な っ た 】に 影 響 を 与 え る 工 夫 の 要 素  
独 立 変 数  β  
5  ス タ ッ フ に 師 長 の 根 本 的 な 病 棟 管 理 の 考 え を 示 す  . 0 9 2  * *  
7 ス タ ッ フ が 理 解 で き る よ う に ビ ジ ョ ン を 形 に す る  . 0 9 9  * *  
8 ス タ ッ フ の 感 性 に 触 れ る  . 0 7 1  *  
1 7 多 職 種 の 協 力 が 得 ら れ る よ う な 手 際 の 良 い 交 渉 を す る  . 0 9 5  * *  
2 1 ス タ ッ フ が 話 し や す く て 聞 き や す い 環 境 を 作 る  . 1 5 9  * *  
2 6 ス タ ッ フ に 勤 務 時 間 内 で 業 務 が 終 わ る 仕 事 管 理 を し て
も ら う  . 0 7 3  *  
3 0 病 棟 の 各 委 員 会 が 成 果 を 出 す よ う に 活 動 を 促 す  . 0 8 3  * *  
3 5 緊 急 入 院 を い つ で も 受 け 入 れ る 体 制 を 病 棟 で つ く る  . 0 8 3  * *  
4 3 病 棟 全 体 で 考 え た 方 法 で 中 堅 の 指 導 力 を 育 て る  . 1 1 9  * *  
従 属 変 数：ス タ ッ フ が 働 き や す い 環 境 に な っ た  R 2  . 2 7 4   
* : p < . 0 5  * * : p < . 0 1   
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２ 【 看 護 師 を 取 り 巻 く 連 携 が 強 化 し た 】 に 影 響 を 与 え る 工 夫 の 要 素  
 
【 看 護 師 を 取 り 巻 く 連 携 が 強 化 し た 】 成 果 を 従 属 変 数 と し 重 回 帰
分 析 を 行 っ た 結 果 、4 2 項 目 中 11 項 目 の 標 準 偏 回 帰 係 数 ( β )が 有 意 で
あ っ た 。    
そ の 要 素 と は 、〈 2 ス タ ッ フ と 看 護 サ ー ビ ス を 良 く す る 考 え を 分 か
ち 合 う 〉 〈 6 ス タ ッ フ と 目 指 す 看 護 の 方 向 性 を 統 一 す る 〉 〈 7 ス タ
ッ フ が 理 解 で き る よ う に ビ ジ ョ ン を 形 に す る 〉〈 1 7 多 職 種 の 協 力 が
得 ら れ る よ う な 手 際 の 良 い 交 渉 を す る 〉 〈 1 8  困 難 な 問 題 に 対 応 す
る た め 病 院 全 体 会 議 な ど の 公 式 な 力 を 利 用 す る 〉〈 2 0 地 域 連 携 の 取
り 組 み を 強 化 す る た め に 、地 域 関 係 者 と 協 働 す る 〉〈 2 1 ス タ ッ フ は
話 し や す く て 聞 き や す い 環 境 を 作 る 〉〈 3 7 退 院 支 援 が で き る 体 制 を
病 棟 で つ く る 〉〈 3 9 ス タ ッ フ に 再 入 院 に つ な が ら な い 退 院 指 導 を し
て も ら う 〉〈 4 3 病 棟 全 体 で 考 え た 方 法 で 中 堅 の 指 導 力 を 育 て る 〉〈 4 4
ス タ ッ フ の 能 力 が 発 揮 で き る 役 割 を 持 た せ る 〉 で あ っ た 。  
β が 0 . 1 を 超 え る 影 響 力 を も つ 3 つ の 要 素 は 、〈 6 ス タ ッ フ と 目 指
す 看 護 の 方 向 性 を 統 一 す る 〉 〈 1 7 多 職 種 の 協 力 が 得 ら れ る よ う な  
手 際 の 良 い 交 渉 を す る 〉〈 3 9 ス タ ッ フ に 再 入 院 に つ な が ら な い 退
院 指 導 を し て も ら う 〉 で あ っ た 。  
重 相 関 係 数 は 3 1 . 8 %の 説 明 率 で あ っ た 。  
 
 
 
 
 
 
 
 
表 3 8【 看 護 師 を 取 り 巻 く 連 携 が 強 化 し た 】 に 影 響 を 与 え る 工 夫 の 要 素  
独 立 変 数  β  
2 病 棟 運 営 上 の 課 題 を 何 ら か の 手 法 を 用 い て 分 析 す る   . 0 7 3  *  
6 ス タ ッ フ と 目 指 す 看 護 の 方 向 性 を 統 一 す る  . 1 0 5  * *  
7 ス タ ッ フ が 理 解 で き る よ う に ビ ジ ョ ン を 形 に す る  . 0 8 0  *  
1 7 多 職 種 の 協 力 が 得 ら れ る よ う な 手 際 の 良 い 交 渉 を す る  . 1 3 6  * *  
1 8  困 難 な 問 題 に 対 応 す る た め 病 院 全 体 会 議 な ど の 公 式 な 力 を 利 用
す る  . 0 6 5  *  
2 0 地 域 連 携 の 取 り 組 み を 強 化 す る た め に 、 地 域 関 係 者 と 協 働 す る  . 0 8 8  * *  
2 1 ス タ ッ フ が 話 し や す く て 聞 き や す い 環 境 を 作 る  . 0 7 1  *  
3 7 退 院 支 援 が で き る 体 制 を 病 棟 で つ く る  . 0 7 6  *  
3 9 ス タ ッ フ に 再 入 院 に つ な が ら な い 退 院 指 導 を し て も ら う  . 1 0 5  * *  
4 3 病 棟 全 体 で 考 え た 方 法 で 中 堅 の 指 導 力 を 育 て る  . 0 9 6  * *  
4 4 ス タ ッ フ の 能 力 が 発 揮 で き る 役 割 を 持 た せ る  . 0 8 2  *  
従 属 変 数 ： 看 護 師 が 取 り 巻 く 連 携 が 強 化 し た     R 2  . 3 1 8   
* : p < . 0 5  * * : p < . 0 1  
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３ 【 や る 気 の あ る ス タ ッ フ が 増 え た 】 に 影 響 を 与 え る 工 夫 の 要 素  
 
【 や る 気 の あ る ス タ ッ フ が 増 え た 】 成 果 を 従 属 変 数 と し 重 回 帰 分
析 を 行 っ た 結 果 、4 2 項 目 中 1 0 の 項 目 の 標 準 偏 回 帰 係 数 ( β )が 有 意 で
あ っ た 。   
そ の 要 素 と は 、〈 3 管 理 デ ー タ を わ か り や す い 形 に し て ス タ ッ フ に
説 明 す る 〉 〈 4 ス タ ッ フ と 看 護 サ ー ビ ス を 良 く す る 考 え を 分 か ち 合
う 〉 〈 7 ス タ ッ フ が 理 解 で き る よ う に ビ ジ ョ ン を 形 に す る 〉 〈 9 ス
タ ッ フ を 承 認 す る 〉〈 1 7 多 職 種 の 協 力 が 得 ら れ る よ う な 手 際 の 良 い
交 渉 を す る 〉〈 1 9 病 棟 外 の 連 携 が 図 り や す い よ う に プ ラ イ ベ ー ト な
人 脈 を つ く る 〉〈 2 1 ス タ ッ フ が 話 し や す く て 聞 き や す い 環 境 を 作 る 〉
〈 3 0 病 棟 の 各 委 員 会 が 成 果 を 出 す よ う に 活 動 を 促 す 〉 〈 4 5 ス タ ッ
フ の 基 本 的 な 価 値 観 を 育 て る 〉〈 4 6 ス タ ッ フ の キ ャ リ ア 発 達 を ス タ
ッ フ に 支 援 し て も ら う 〉 で あ っ た 。  
β が 0 . 1 を 超 え る 影 響 力 を も つ 5 つ の 要 素 は 、〈 4 ス タ ッ フ と 看 護
サ ー ビ ス を 良 く す る 考 え を 分 か ち 合 う 〉〈 1 9 病 棟 外 の 連 携 が 図 り や
す い よ う に プ ラ イ ベ ー ト な 人 脈 を つ く る 〉〈 2 1 ス タ ッ フ が 話 し や す
く て 聞 き や す い 環 境 を 作 る 〉〈 3 0 病 棟 の 各 委 員 会 が 成 果 を 出 す よ う
に 活 動 を 促 す 〉〈 4 6 ス タ ッ フ の キ ャ リ ア 発 達 を ス タ ッ フ に 支 援 し て
も ら う 〉 で あ っ た 。  
重 相 関 係 数 は 2 9 . 2 %の 説 明 率 で あ っ た 。  
 
表 3 9【 や る 気 の あ る ス タ ッ フ が 増 え た 】 に 影 響 を 与 え る 工 夫 の 要 素  
独 立 変 数  β  
3 管 理 デ ー タ を わ か り や す い 形 に し て ス タ ッ フ に 説 明 す る  . 0 8 8  * *  
4 ス タ ッ フ と 看 護 サ ー ビ ス を 良 く す る 考 え を 分 か ち 合 う  . 1 0 2  * *  
7 ス タ ッ フ が 理 解 で き る よ う に ビ ジ ョ ン を 形 に す る  . 0 7 7  *  
9 ス タ ッ フ を 承 認 す る  . 0 7 0  *  
1 7 多 職 種 の 協 力 が 得 ら れ る よ う な 手 際 の 良 い 交 渉 を す る  . 0 7 4  *  
1 9 病 棟 外 の 連 携 が 図 り や す い よ う に プ ラ イ ベ ー ト な 人 脈
を つ く る  . 1 0 5  * *  
2 1 ス タ ッ フ が 話 し や す く て 聞 き や す い 環 境 を 作 る  . 1 0 7  * *  
3 0 病 棟 の 各 委 員 会 が 成 果 を 出 す よ う に 活 動 を 促 す  . 1 0 2  * *  
4 5 ス タ ッ フ の 基 本 的 な 価 値 観 を 育 て る  . 0 8 7  *  
4 6 ス タ ッ フ の キ ャ リ ア 発 達 を ス タ ッ フ に 支 援 し て も ら う  . 1 1 2  * *  
従 属 変 数 ： や る 気 の あ る ス タ ッ フ が 増 え た      R 2  . 2 9 2   
* : p < . 0 5  * * : p < . 0 1   
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４  【 看 護 サ ー ビ ス が 向 上 し た 】 に 影 響 を 与 え る 工 夫 の 要 素  
 
【 看 護 サ ー ビ ス が 向 上 し た 】 成 果 を 従 属 変 数 と し 重 回 帰 分 析 を 行
っ た 結 果 、4 2 項 目 中 11 の 項 目 の 標 準 偏 回 帰 係 数 ( β )が 有 意 で あ っ た 。 
そ の 要 素 と は 、〈 2 病 棟 運 営 上 の 課 題 を 何 ら か の 手 法 を 用 い て 分 析 す
る 〉〈 4 ス タ ッ フ と 看 護 サ ー ビ ス を 良 く す る 考 え を 分 か ち 合 う 〉〈 6
ス タ ッ フ と め ざ す 看 護 の 方 向 性 を 統 一 す る 〉〈 1 7 多 職 種 の 協 力 が 得
ら れ る よ う な 手 際 の 良 い 交 渉 を す る 〉〈 2 3 メ ン タ ル が 弱 い ス タ ッ フ
と 面 接 す る 〉〈 3 1 ス タ ッ フ が 動 き や す い チ ー ム 編 成 な ど を 考 慮 し て
チ ー ム を 運 用 す る 〉〈 3 5 緊 急 入 院 を い つ で も 受 け 入 れ る 体 制 を 病 棟
で つ く る 〉〈 3 9 ス タ ッ フ に 再 入 院 に つ な が ら な い 退 院 指 導 を し て も
ら う 〉 〈 4 3 病 棟 全 体 で 考 え た 方 法 で 中 堅 の 指 導 力 を 育 て る 〉 〈 4 5
ス タ ッ フ の 基 本 的 な 価 値 観 を 育 て る 〉〈 5 2 問 題 を 確 実 に 解 決 で き る
カ ン フ ァ レ ン ス を 行 っ て も ら う 〉 で あ っ た 。  
β が 0 . 1 を 超 え る 影 響 力 を も つ 4 つ の 要 素 は 、〈 4 ス タ ッ フ と 看 護
サ ー ビ ス を 良 く す る 考 え を 分 か ち 合 う 〉〈 1 7 多 職 種 の 協 力 が 得 ら れ
る よ う な 手 際 の 良 い 交 渉 を す る 〉〈 4 5 ス タ ッ フ の 基 本 的 な 価 値 観 を
育 て る 〉〈 5 2 問 題 を 確 実 に 解 決 で き る カ ン フ ァ レ ン ス を 行 っ て も ら
う 〉 で あ っ た 。  
重 相 関 係 数 は 2 9 . 1  %の 説 明 率 で あ っ た 。  
表 4 0【 看 護 サ ー ビ ス が 向 上 し た 】 に 影 響 を 与 え る 工 夫 の 要 素   
         独 立 変 数  β  
2 病 棟 運 営 上 の 課 題 を 何 ら か の 手 法 を 用 い て 分 析 す る  . 0 6 8  *  
4 ス タ ッ フ と 看 護 サ ー ビ ス を 良 く す る 考 え を 分 か ち 合 う  . 1 3 9  * *  
6 ス タ ッ フ と め ざ す 看 護 の 方 向 性 を 統 一 す る  . 0 8 5  *  
1 7 多 職 種 の 協 力 が 得 ら れ る よ う な 手 際 の 良 い 交 渉 を す る  . 1 1 9  * *  
2 3 メ ン タ ル が 弱 い ス タ ッ フ と 面 接 す る  - . 0 7 4  *  
3 1 ス タ ッ フ が 動 き や す い チ ー ム 編 成 な ど を 考 慮 し て チ ー ム
を 運 用 す る  . 0 8 6  * *  
3 5 緊 急 入 院 を い つ で も 受 け 入 れ る 体 制 を 病 棟 で つ く る  . 0 7 0  *  
3 9 ス タ ッ フ に 再 入 院 に つ な が ら な い 退 院 指 導 を し て も ら う  . 0 9 0  * *  
4 3 病 棟 全 体 で 考 え た 方 法 で 中 堅 の 指 導 力 を 育 て る  . 0 8 7  * *  
4 5 ス タ ッ フ の 基 本 的 な 価 値 観 を 育 て る  . 1 0 7  * *  
5 2 問 題 を 確 実 に 解 決 で き る カ ン フ ァ レ ン ス を 行 っ て も ら う  . 1 0 5  * *  
従 属 変 数 ： 看 護 サ ー ビ ス が 向 上 し た       R 2  . 2 9 1   
* : p < . 0 5  * * : p < . 0 1   
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５  【 経 営 に 貢 献 で き た 】 に 影 響 を 与 え る 工 夫 の 要 素  
 
【 経 営 に 貢 献 で き た 】 成 果 を 従 属 変 数 と し 重 回 帰 分 析 を 行 っ た 結
果 、 4 2 項 目 中 7 項 目 の 標 準 偏 回 帰 係 数 ( β )が 有 意 で あ っ た 。 そ の 要
素 と は 、〈 5 ス タ ッ フ に 師 長 の 根 本 的 な 病 棟 管 理 の 考 え を 示 す 〉〈 1 7
多 職 種 の 協 力 が 得 ら れ る よ う な 手 際 の 良 い 交 渉 を す る 〉〈 1 8 困 難 な
問 題 に 対 応 す る た め 病 院 全 体 会 議 な ど の 公 式 な 力 を 利 用 す る 〉〈 2 7
ス タ ッ フ に 既 存 の シ ス テ ム を 有 効 に 使 わ せ る 〉〈 3 1 ス タ ッ フ が 動 き
や す い チ ー ム 編 成 な ど を 考 慮 し て チ ー ム を 運 用 す る 〉〈 3 5 緊 急 入 院
を い つ で も 受 け 入 れ る 体 制 を 病 棟 で つ く る 〉〈 4 4 ス タ ッ フ の 能 力 が
発 揮 で き る 役 割 を 持 た せ る 〉 で あ っ た 。  
β が 0 . 1 を 超 え る 影 響 力 を も つ 5 つ の 要 素 は 、〈 5 ス タ ッ フ に 師 長
の 根 本 的 な 病 棟 管 理 の 考 え を 示 す 〉〈 1 8 困 難 な 問 題 に 対 応 す る た め
病 院 全 体 会 議 な ど の 公 式 な 力 を 利 用 す る 〉〈 2 7 ス タ ッ フ に 既 存 の シ
ス テ ム を 有 効 に 使 わ せ る 〉〈 3 5 緊 急 入 院 を い つ で も 受 け 入 れ る 体 制
を 病 棟 で つ く る 〉〈 4 4 ス タ ッ フ の 能 力 が 発 揮 で き る 役 割 を 持 た せ る 〉
で あ っ た 。  
重 相 関 係 数 は 2 3 . 6  %の 説 明 率 で あ っ た 。  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
表 4 1【 経 営 に 貢 献 で き た 】 に 影 響 を 与 え る 工 夫 の 要 素  
独 立 変 数  β  
5 ス タ ッ フ に 師 長 の 根 本 的 な 病 棟 管 理 の 考 え を 示 す  . 1 5 5  * *  
1 7 多 職 種 の 協 力 が 得 ら れ る よ う な 手 際 の 良 い 交 渉 を す る  . 0 7 4  *  
1 8 困 難 な 問 題 に 対 応 す る た め 病 院 全 体 会 議 な ど の 公 式 な
力 を 利 用 す る  . 1 0 7  * *  
2 7 ス タ ッ フ に 既 存 の シ ス テ ム を 有 効 に 使 わ せ る  . 1 0 7  * *  
3 1 ス タ ッ フ が 動 き や す い チ ー ム 編 成 な ど を 考 慮 し て チ ー
ム を 運 用 す る  . 0 9 7  * * .  
3 5 緊 急 入 院 を い つ で も 受 け 入 れ る 体 制 を 病 棟 で つ く る  . 1 3 2  * *  
4 4 ス タ ッ フ の 能 力 が 発 揮 で き る 役 割 を 持 た せ る  . 1 2 5  * *  
従 属 変 数 ： 経 営 に 貢 献 で き た          R 2  . 2 3 6   
 * : p < . 0 5  * * : p < . 0 1   
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６  5 つ の 成 果 に 影 響 を 与 え た 工 夫 の 要 素  
表 3 8 か ら 表 4 1 ま で の 看 護 管 理 の 工 夫 の 要 素 に つ い て 、ど の 成 果
と 関 連 が あ る あ る か を ◎ （ β ＞ 0 . 1）、 ○ （ 0 . 1＞ β ＞ 0 . 0 6）、 ▼ （ 0
＞ β ＞ － 0 . 1） で 表 し た (表 4 2～ 4 5 )。  
 
１ ） す べ て の 成 果 に 影 響 を 与 え た 工 夫 の 要 素  
〈 1 7 多 職 種 の 協 力 が 得 ら れ る よ う な 手 際 の 良 い 交 渉 を す る 〉は 5
つ の 成 果 す べ て に 影 響 を 及 ぼ し て い た 。  
 
表 4 2  す べ て の 成 果 に 影 響 を 与 え た 工 夫 の 要 素  
 
２ ） 3 つ の 成 果 に 影 響 を 与 え た 工 夫 の 要 素  
〈 7 ス タ ッ フ が 理 解 で き る よ う に ビ ジ ョ ン を 形 に す る 〉と〈 2 1 ス
タ ッ フ が 話 し や す く て 聞 き や す い 環 境 を 作 る 〉 は 働 き や す い 環 境 、
連 携 、 や る 気 の 成 果 に 影 響 を 及 ぼ し て い た 。〈 3 5 緊 急 入 院 を い つ で
も 受 け 入 れ る 体 制 を 病 棟 で つ く る 〉 は 、 働 き や す い 環 境 、 看 護 サ ー
ビ ス 、 経 営 の 成 果 に 影 響 を 及 ぼ し て い た 。〈 4 3 病 棟 全 体 で 考 え た 方
法 で 中 堅 の 指 導 力 を 育 て る 〉 は 働 き や す い 環 境 、 連 携 、 看 護 サ ー ビ
ス の 成 果 に 影 響 を 及 ぼ し て し た 。  
 
表 4 3  3 つ の 成 果 に 影 響 を 与 え た 工 夫 の 要 素  
 
 
 
 
看 護 管 理 の 工 夫 の 要 素 （ 42 項 目 中 1 項 目 ）  病 棟 運 営 の 成 果  
 環
境  
連
携  
 
や
る
気  
看 護
サ ー
ビ ス  
経
営  
1 7 多 職 種 の 協 力 が 得 ら れ る よ う な 手 際 の 良 い 交 渉
を す る  
〇  ◎  〇  ◎  〇  
看 護 管 理 の 工 夫 の 要 素 （ 42 項 目 中 4 項 目 ）  病 棟 運 営 の 成 果  
 環
境  
連
携  
 
や
る
気  
看 護
サ ー  
ビ ス  
経
営  
7 ス タ ッ フ が 理 解 で き る よ う に ビ ジ ョ ン を 形 に す る  〇  〇  〇  －  －  
2 1 ス タ ッ フ が 話 し や す く て 聞 き や す い 環 境 を 作 る  ◎  〇  ◎  －  －  
3 5 緊 急 入 院 を い つ で も 受 け 入 れ る 体 制 を 病 棟 で つ
く る  
〇  －  －  〇  ◎  
4 3 病 棟 全 体 で 考 え た 方 法 で 中 堅 の 指 導 力 を 育 て る  ◎  〇  －  〇  －  
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３ ） 2 つ の 成 果 に 影 響 を 与 え た 工 夫 の 要 素  
〈 2 病 棟 運 営 上 の 課 題 を 何 ら か の 手 法 を 用 い て 分 析 す る 〉 と 〈 6
ス タ ッ フ と 看 護 の 方 向 性 を 統 一 す る 〉〈 3 9 ス タ ッ フ に 再 入 院 に つ な
が ら な い 退 院 指 導 を し て も ら う 〉 は 連 携 を 強 化 し 、 看 護 サ ー ビ ス 向
上 の 成 果 に 影 響 し て い た 。  
〈 4 ス タ ッ フ と 看 護 サ ー ビ ス を 良 く す る 考 え を 分 か ち 合 う 〉 は や
る 気 と 看 護 サ ー ビ ス に 影 響 を 及 ぼ し 、〈 3 0 病 棟 の 各 委 員 会 が 成 果 を
出 す よ う に 活 動 を 促 す 〉 は 働 き や す い 環 境 と ス タ ッ フ の や る 気 に 影
響 し て い た 。  
〈 4 5 ス タ ッ フ の 基 本 的 な 価 値 観 を 育 て る 〉は や る 気 と 看 護 サ ー ビ
ス に 影 響 し 、〈 5 ス タ ッ フ に 師 長 の 根 本 的 な 病 棟 管 理 の 考 え を 示 す 〉
は 環 境 と 経 営 に 影 響 、〈 3 1 ス タ ッ フ が 動 き や す い チ ー ム 編 成 な ど を
考 慮 し て チ ー ム を 運 用 す る 〉 は 看 護 サ ー ビ ス と 経 営 に 影 響 、〈 1 8 困
難 な 問 題 に 対 応 す る た め 病 院 全 体 会 議 な ど 公 式 な 力 を 利 用 す る 〉
〈 4 4 ス タ ッ フ の 能 力 が 発 揮 で き る 役 割 を 持 た せ る 〉の 2 つ は 連 携 と
経 営 に 影 響 し て い た 。  
 
表 4 4  2 つ の 成 果 に 影 響 を 与 え た 工 夫 の 要 素   
 
 
看 護 管 理 の 工 夫 の 要 素 （ 42 項 目 中 10 項 目 ）  病 棟 運 営 の 成 果  
 環
境  
連
携  
 
や
る
気  
看 護
サ ー
ビ ス  
経
営  
2 病 棟 運 営 上 の 課 題 を 何 ら か の 手 法 を 用 い て 分 析 す る  －  〇  －  〇  －  
4 ス タ ッ フ と 看 護 サ ー ビ ス を 良 く す る 考 え を 分 か ち 合 う  －  －  ◎  ◎  －  
5 ス タ ッ フ に 師 長 の 根 本 的 な 病 棟 管 理 の 考 え を 示 す  〇  －  －  －  ◎  
6 ス タ ッ フ と 看 護 の 方 向 性 を 統 一 す る  －  ◎  －  〇  －  
1 8 困 難 な 問 題 に 対 応 す る た め 病 院 全 体 会 議 な ど 公 式 な
力 を 利 用 す る  
－  〇  －  －  ◎  
3 0 病 棟 の 各 委 員 会 が 成 果 を 出 す よ う に 活 動 を 促 す  〇  －  ◎  －  －  
3 1 ス タ ッ フ が 動 き や す い チ ー ム 編 成 な ど を 考 慮 し て チ
ー ム を 運 用 す る  
－  －  －  〇  〇  
3 9 ス タ ッ フ に 再 入 院 に つ な が ら な い 退 院 指 導 を し て も
ら う  
－  ◎  －  〇  －  
4 4 ス タ ッ フ の 能 力 が 発 揮 で き る 役 割 を 持 た せ る  －  〇  －  －  ◎  
4 5 ス タ ッ フ の 基 本 的 な 価 値 観 を 育 て る  －  －  〇  ◎  －  
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４ ） 1 つ の 成 果 に 影 響 を 与 え た 工 夫 の 要 素  
〈 8 ス タ ッ フ の 感 性 に 触 れ る 〉と〈 2 6 ス タ ッ フ に 勤 務 時 間 内 で 業
務 が 終 わ る 仕 事 管 理 を し て も ら う 〉 の 2 つ の 要 素 は 環 境 の 成 果 に 影
響 を 及 ぼ し て い た 。  
〈 2 0 地 域 連 携 の 取 り 組 み を 強 化 す る た め に 、地 域 連 携 者 と 協 働 す
る 〉と〈 3 7 退 院 支 援 が で き る 体 制 を 病 棟 で つ く る 〉の 2 つ は 連 携 の
成 果 に 影 響 を 及 ぼ し て い た 。  
〈 9 ス タ ッ フ を 承 認 す る 〉と〈 1 9 病 棟 外 の 連 携 が 図 り や す い よ う
に プ ラ イ ベ ー ト な 人 脈 を つ く る 〉と〈 4 6 ス タ ッ フ の キ ャ リ ア 発 達 を
ス タ ッ フ に 支 援 し て も ら う 〉の 3 つ は や る 気 の 成 果 に 影 響 を 及 ぼ し
て い た 。  
〈 2 3 メ ン タ ル が 弱 い ス タ ッ フ と 面 接 す る 〉 と 〈 5 2 問 題 を 確 実 に
解 決 で き る カ ン フ ァ レ ン ス を 行 っ て も ら う 〉 の 2 つ は 看 護 サ ー ビ ス
の 成 果 に 影 響 を 及 ぼ し て い た 。  
〈 2 7 ス タ ッ フ に 既 存 シ ス テ ム を 有 効 に 使 わ せ る 〉は 経 営 の 成 果 に
影 響 を 及 ぼ し て い た 。  
表 4 5  1 つ の 成 果 に 影 響 を 与 え た 工 夫 の 要 素  
 
看 護 管 理 の 工 夫 の 要 素 （ 4 2 項 目 中 1 0 項 目 ）  病 棟 運 営 の 成 果  
 環
境  
連
携  
 
や
る
気  
看 護
サ ー
ビ ス  
経
営  
8 ス タ ッ フ の 感 性 に 触 れ る  〇  －  －  －  －  
2 6 ス タ ッ フ に 勤 務 時 間 内 で 業 務 が 終 わ る 仕 事 管 理
を し て も ら う  
〇  －  －  －  －  
2 0 地 域 連 携 の 取 り 組 み を 強 化 す る た め に 、 地 域 連
携 者 と 協 働 す る  
－  〇  －  －  －  
3 7 退 院 支 援 が で き る 体 制 を 病 棟 で つ く る  －  〇  －  －  －  
9 ス タ ッ フ を 承 認 す る  －  －  〇  －  －  
1 9 病 棟 外 の 連 携 が 図 り や す い よ う に プ ラ イ ベ ー ト
な 人 脈 を つ く る  
－  －  ◎  －  －  
4 6 ス タ ッ フ の キ ャ リ ア 発 達 を ス タ ッ フ に 支 援 し て
も ら う  
－  －  ◎  －  －  
2 3 メ ン タ ル が 弱 い ス タ ッ フ と 面 接 す る  －  －  －  ▼  －  
5 2 問 題 を 確 実 に 解 決 で き る カ ン フ ァ レ ン ス を 行 っ
て も ら う  
－  －  －  ◎  －  
2 7 ス タ ッ フ に 既 存 シ ス テ ム を 有 効 に 使 わ せ る  －  －  －  －  ◎  
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Ⅹ  研 究 課 題 6： 病 棟 で 行 う 看 護 管 理 の 工 夫 の 構 造  
１  病 棟 で 行 う 看 護 管 理 の 工 夫 の 要 素 と そ の 関 係  
 
病 棟 で 行 な う 看 護 管 理 の 工 夫 の 構 造 に は 深 さ が あ る か ど う か を 確
認 す る た め に 、 2 つ の 仮 説 を た て A m o s 2 2 . 0 を 用 い た 確 認 的 因 子 分
析 を 行 っ た 。共 分 散 構 造 分 析 を 行 う 上 で 欠 損 値 は あ ら か じ め 除 外 し 、
推 定 法 は 最 尤 法 を 使 用 し た 。こ の 分 析 で 使 用 し た デ ー タ は 9 9 6 名（ －
8 8 名 ） で あ る 。  
そ の 仮 説 と は 仮 説 1「 看 護 管 理 の 工 夫 は 、 9 つ の 下 位 因 子 と 3 つ
の 高 次 因 子 の 構 造 か ら な る 」、 仮 説 2「 看 護 管 理 の 工 夫 は 、 4 つ の 下
位 因 子 と 2 つ の 高 次 因 子 か ら な る 」 で あ る 。  
仮 説 1 で は 、初 期 モ デ ル の 作 成 は 因 子 分 析 か ら 得 ら れ た 9 つ の 共
通 因 子 を 説 明 す る 変 数 を 観 測 変 数 と し て 開 始 し た 。 観 測 変 数 4 2 項
目 と 潜 在 変 数 と の 因 果 関 係 や 潜 在 変 数 間 の 因 果 関 係 の 修 正 を 繰 り 返
し 、モ デ ル の 修 正 に お い て 、第 1 因 子 か ら 第 7 因 子 の 各 因 子 内 の 相
関 の 強 い 項 目 の 調 整 を 行 い 、他 の 変 数 と の 相 関 が な か っ た 第 8 因 子
の 2 項 目 が 除 外 さ れ 、 モ デ ル の 適 合 度 を 算 出 し た 。  
最 終 的 に 2 つ の 下 位 因 子 が 除 外 さ れ 、 7 つ の 下 位 因 子 か ら そ れ ぞ
れ 該 当 す る 項 目 が 影 響 を 受 け 、そ れ ら を ま と め る 3 つ の 高 次 因 子 が
成 立 し た (図 2 9 )。適 合 度 指 標 は カ イ 2 乗 値 が ケ ー ス 数 に 強 く 依 存 す
る た め 有 意 水 準 は 1％ 未 満 で あ っ た が 、 モ デ ル を 受 容 で き る か ど う
か を カ イ 2 乗 値 の み で 判 定 す る こ と は 困 難 で あ る 。 そ こ で 他 の 判 定
基 準 も 合 わ せ て 判 断 す る 必 要 が あ り 、 他 の 分 析 結 果 は 、 適 合 度 G F I
は 0 . 9 5 5  修 正 適 合 度 A G F I は 0 . 9 4 3 で ど ち ら も 0 . 9 以 上 を 示 し て
い た 。 さ ら に ケ ー ス が 多 い 時 の カ イ 2 乗 検 定 に 代 え て 判 断 す る た め
の R M S E A が 0 . 0 3 7 で あ り 、 0 . 0 8 以 下 の 基 準 を 満 た し て い る 。 A I C
が 6 7 8 . 7 5 6 と 最 小 の 値 を 選 択 し 、各 指 標 の 基 準 を 満 た し 、こ の モ デ
ル (以 下 深 い 層 と 使 う )が 良 い と い う 結 果 を 得 る こ と が で き た 。 そ の
結 果 看 護 管 理 の 工 夫 の 構 造 は 、 1 0 の 構 成 概 念 （ 3 つ の 高 次 因 子 と 7
つ の 下 位 因 子 ） と 2 4 の 構 成 要 素 か ら 成 り 立 っ て い た 。  
仮 説 2 で は 、直 接 至 る 浅 い 層 の モ デ ル が あ る か ど う か を 確 認 す る
た め に 、 思 考 ・ 方 法 ・ 構 造 の 再 構 成 の 因 子 を 除 い て 共 分 散 構 造 分 析
を 行 っ た 。 モ デ ル の 修 正 を 行 い 、 6 つ の 構 成 概 念 （ 2 つ の 高 次 因 子
と 4 つ の 下 位 因 子 ） と 1 6 の 構 成 要 素 で 成 り 立 つ モ デ ル が 成 立 し た
(図 3 0 )。適 合 度 指 標 は 、S R M R＝ 0 . 0 3 1 2、G F I = 0 . 9 7 3、A G F I = 0 . 9 6 1、
C F I = 0 . 9 7 3、 R M S E A = 0 . 0 3 5、 A I C = 2 9 4 . 3 7 1 の 最 小 の 値 を 選 択 し 、
適 合 度 指 標 は 、 各 基 準 を 満 た し た (以 下 浅 い 層 と 使 う )。  
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１ ）  深 い 層 ： 看 護 管 理 の 工 夫 の 1 0 の 構 成 概 念 と 2 4 の 構 成 要 素  
 
1 0の 構 成 概 念 と は 、 7つ の 下 位 因 子 と 、そ の 上 位 に 7つ を ま と め る
3つ の 高 次 因 子 を 持 つ 構 成 概 念 で あ る 。  
そ の 3 つ の 高 次 因 子 と は 、 ( 1 )【 病 棟 看 護 の 探 求 と 自 覚 】、 ( 2 )【 管
理 の 切 り 替 え 】、 ( 3 )【 人 を つ な ぎ 現 場 力 を 創 造 】 で あ る 。  
7 つ の 下 位 因 子 と は (イ )《 互 い の 仕 事 の 仕 方 を 理 解 し 合 う 接 触 と
探 求 を す る 》、 (ロ )《 病 棟 看 護 の 方 向 性 に 関 与 す る 》、 (ハ )《 病 棟 管 理
へ の 提 言 を 促 す 情 報 を 取 り 出 す 》、 (ニ )《 小 さ な 単 位 の 知 恵 を 仕 事 管
理 に 使 う 》、 (ホ )《 前 向 き な 交 渉 と 協 働 を す る 》、 (ヘ )《 部 署 を 巻 き 込
み 人 を つ な ぐ ア ク シ ョ ン 》、 (ト )《 多 く の 資 源 を つ な ぐ 連 続 線 上 の ア
ク シ ョ ン 》 で あ る 。 以 下 高 次 因 子 を 【 】 、 下 位 因 子 を 《 》 、 構 成 要
素 を 〈 〉 で 示 す 。  
 
( 1 )  高 次 因 子 の 概 念 間 の 関 係  
【 病 棟 看 護 の 探 求 と 自 覚 】の 高 次 因 子 は【 管 理 へ の 切 り 替 え（ パ
ス 係 数 0 . 9 2、 決 定 係 数 0 . 8 4）】 と 関 係 が 成 立 し 、 さ ら に 【 人 を つ
な ぎ 現 場 力 を 創 造 （ パ ス 係 数 0 . 9 9、 決 定 係 数 0 . 9 8）】 と 関 係 し て
い た 。  
( 2 )  高 次 因 子 と 下 位 因 子 の 概 念 間 の 関 係  
【 病 棟 看 護 の 探 求 と 自 覚 】 と は 、 部 署 目 標 に 向 か う 意 図 の 探 求
が 続 け ら れ 、 病 棟 の 看 護 を 自 覚 す る こ と で あ り 、 (イ )《 互 い の 仕
事 の 仕 方 を 理 解 し 合 う 接 触 と 探 求 を す る (パ ス 係 数 0 . 8 5、 決 定 係
数 0 . 7 2 )》、 (ロ )《 病 棟 看 護 の 方 向 性 に 関 与 す る (パ ス 係 数 0 . 7 9、決
定 係 数 0 . 6 3 )》 の 2 つ の 下 位 因 子 と 関 係 が 成 立 し て い た 。  
【 管 理 の 切 り 替 え 】 と は 、 働 き や す い 看 護 管 理 の 再 構 成 を 行 う
切 り 替 え を す る こ と で あ り 、 (ハ )《 病 棟 管 理 へ の 提 言 を 促 す 情 報
を 取 り 出 す (パ ス 係 数 0 . 5 9、決 定 係 数 0 . 3 5 )》、 (ニ )《 小 さ な 単 位 の
知 恵 を 仕 事 管 理 に 使 う (パ ス 係 数 0 . 8 9、決 定 係 数 0 . 8 0 )》、 (ホ )《 前
向 き な 交 渉 と 協 働 を す る (パ ス 係 数 0 . 5 7、決 定 係 数 0 . 3 2 )》の 3 つ
の 下 位 因 子 と 関 係 が 成 立 し て い た 。 と く に 《 小 さ な 単 位 の 知 恵 を
仕 事 管 理 に 使 う 》 因 子 は 他 の 2 つ に 比 べ て 影 響 力 が 強 い 結 果 で あ
っ た 。  
【 人 を つ な ぎ 現 場 力 を 創 造 】 と は 、 内 在 す る 部 署 全 体 の 知 を 結
び つ け 、 資 源 を つ な ぎ 、 そ の 力 を 大 き な 力 に 育 て 発 揮 す る こ と で
あ り 、 (ヘ )《 部 署 全 体 を 巻 き 込 み 人 を つ な ぐ ア ク シ ョ ン (パ ス 係 数
0 . 9 4、 決 定 係 数 0 . 8 9 )》、 (ト )《 多 く の 資 源 を つ な ぐ 連 続 線 上 の ア
ク シ ョ ン (パ ス 係 数 0 . 7 0、決 定 係 数 0 . 4 9 )》の 2 つ の 下 位 因 子 と 関
係 が 成 立 し て い た 。  
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( 3 )  7 つ の 下 位 因 子 と 2 4 の 構 成 要 素 間 の 関 係  
(イ )《 互 い の 仕 事 の 仕 方 を 理 解 し 合 う 接 触 と 探 求 を す る 》 と は 、 仕
事 環 境 に 目 を 向 け な が ら 、ス タ ッ フ の 置 か れ て い る 状 況 に 接 近 し 、
通 じ 合 う 関 係 に な り 探 求 す る こ と で あ る 。 こ の 下 位 因 子 を 6 つ の
構 成 要 素 に よ り 7 2％ 説 明 す る こ と が で き た 。そ の 関 係 は 、①〈 ス
タ ッ フ の 感 性 に 触 れ る (パ ス 係 数 0 . 6 0、 決 定 係 数 0 . 3 6 )〉、 ② 〈 ス
タ ッ フ に 意 見 を 聞 く (パ ス 係 数 0 . 6 1、 決 定 係 数 0 . 3 8 )〉、 ③ 〈 ス タ
ッ フ か ら 新 し い 提 案 を 取 り 入 れ る (パ ス 係 数 0 . 5 4、決 定 係 数 0 . 3 0 )〉、
④〈 ス タ ッ フ が 話 し や す く て 聞 き や す い 環 境 を 作 る (パ ス 係 数 0 . 6 0、
決 定 係 数 0 . 3 6） )、 ⑤ 〈 メ ン タ ル が 弱 い ス タ ッ フ と 面 接 す る (パ ス
係 数 0 . 6 3、 決 定 係 数 0 . 4 0） )、 ⑥ 〈 ス タ ッ フ の ワ ー ク ・ ラ イ フ ・
バ ラ ン ス を 支 援 す る (パ ス 係 数 0 . 5 4、 決 定 係 数 0 . 2 9 )〉 で あ っ た 。 
(ロ )《 病 棟 看 護 の 方 向 性 に 関 与 す る 》と は 、看 護 の 探 求 を 掘 り 下 げ 、
方 向 性 に 関 与 す る こ と で あ り 、こ の 下 位 因 子 を 3 つ の 構 成 要 素 に
よ り 6 3％ 説 明 す る こ と が で き た 。そ の 関 係 は 、①〈 ス タ ッ フ と 看
護 サ ー ビ ス を 良 く す る 考 え を 分 か ち 合 う (パ ス 係 数 0 . 7 0、 決 定 係
数 0 . 4 9）〉、 ② 〈 ス タ ッ フ と 目 指 す 看 護 の 方 向 性 を 統 一 す る (パ ス
係 数 0 . 7 4、決 定 係 数 0 . 5 4）〉、③〈 ス タ ッ フ に 師 長 の 根 本 的 な 病 棟
管 理 の 考 え を 示 す (パ ス 係 数 0 . 7 0、 決 定 係 数 0 . 4 9 )〉 で あ っ た 。  
(ハ )《 病 棟 管 理 へ の 提 言 を 促 す 情 報 を 取 り 出 す 》 と は 、 実 行 性 の あ
る 提 言 と な る 情 報 を 取 り 出 す こ と で あ り 、 こ の 下 位 因 子 を 2 つ の
構 成 要 素 に よ り 3 5％ 説 明 し た 。そ の 関 係 は 、①〈 管 理 デ ー タ を わ
か り や す い 形 に し て ス タ ッ フ に 説 明 す る (パ ス 係 数 0 . 8 2、 決 定 係
数 0 . 6 7 )〉、 ② 〈 病 棟 運 営 上 の 課 題 を 何 ら か の 手 法 を 用 い て 分 析 す
る (パ ス 係 数 0 . 7 1、 決 定 係 数 0 . 5 0 )〉 で あ っ た 。  
(ニ )《 小 さ な 単 位 の 知 恵 を 仕 事 管 理 に 使 う 》 と は 、 委 員 会 や チ ー ム
の 小 さ な 単 位 に よ る 知 恵 を 用 い る こ と で あ り 、 こ の 下 位 因 子 を 3
つ の 構 成 要 素 に よ り 8 0％ 説 明 し た 。そ の 関 係 は 、①〈 ス タ ッ フ に
勤 務 時 間 内 で 業 務 が 終 わ る 仕 事 管 理 を し て も ら う (パ ス 係 数 0 . 5 5、
決 定 係 数 0 . 3 0 )〉、 ② 〈 病 棟 の 各 委 員 会 が 成 果 を 出 す よ う に 活 動 を
促 す (パ ス 係 数 0 . 6 3、 決 定 係 数 0 . 4 0 )〉、 ③ 〈 ス タ ッ フ が 動 き や す
い チ ー ム 編 成 を 考 慮 し て チ ー ム を 運 用 す る (パ ス 係 数 0 . 6 4、 決 定
係 数 0 . 4 0 )〉 で あ っ た 。  
(ホ )《 前 向 き な 交 渉 と 協 働 を す る 》 と は 、 チ ー ム 医 療 の 協 力 に 向 か
う 交 渉 と 協 働 で あ り 、こ の 下 位 因 子 を 2 つ の 構 成 要 素 に よ り 3 2％
説 明 し た 。 そ の 関 係 は 、 ① 〈 多 職 種 の 協 力 が 得 ら れ る よ う な 手 際
の 良 い 交 渉 を す る (パ ス 係 数 0 . 7 8、 決 定 係 数 0 . 6 9 )〉、 ② 〈 地 域 連
携 の 取 り 組 み を 強 化 す る た め に 地 域 連 携 者 と 協 働 す る (パ ス 係 数
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0 . 1 3、 決 定 係 数 0 . 2 0 )〉 で あ っ た 。 こ れ ら の 2 つ の 要 素 は 、《 多 く
の 資 源 を つ な ぐ 連 続 線 上 の ア ク シ ョ ン 》 の 下 位 因 子 に も 影 響 を 与
え 、 複 数 の 下 位 因 子 と 因 果 関 係 が 成 立 し て い た 。  
 (ヘ )《 部 署 を 巻 き 込 み 人 を つ な ぐ ア ク シ ョ ン 》と は 、ス タ ッ フ の 経
験 知 を 全 員 で 引 き 出 し 使 う こ と で あ る 。こ の 下 位 因 子 を 5 つ の 構
成 要 素 に よ り 8 9％ 説 明 で き た 。そ の 関 係 は 、①〈 主 任 や 副 師 長 を
病 棟 運 営 の 要（ か な め ）に す る (パ ス 係 数 0 . 5 4、決 定 係 数 0 . 2 9 )〉、
②〈 病 棟 全 体 で 考 え た 方 法 で 中 堅 の 指 導 力 を 育 て る (パ ス 係 数 0 . 6 7、
決 定 係 数 0 . 4 4 )〉、 ③ 〈 ス タ ッ フ 個 人 の 目 標 管 理 を 全 員 が 認 識 し て
関 わ っ て も ら う (パ ス 係 数 0 . 5 1、 決 定 係 数 0 . 2 6 )〉、 ④ 〈 問 題 を 確
実 に 解 決 で き る カ ン フ ァ レ ン ス を 行 っ て も ら う (パ ス 係 数 0 . 5 7、
決 定 係 数 0 . 3 2 )〉、 ⑤ 〈 ス タ ッ フ か ら 認 定 看 護 師 や 専 門 看 護 師 な ど
へ 相 談 し て も ら う (パ ス 係 数 0 . 1 8、 決 定 係 数 0 . 2 0 )〉 で あ っ た 。  
(ト )《 多 く の 資 源 を つ な ぐ 連 続 線 上 の ア ク シ ョ ン 》 と は 、 入 院 と 退
院 が 同 じ 因 子 に 位 置 づ け ら れ 、 多 く の 資 源 と つ な が り 行 動 す る 連
続 線 上 の 支 援 で あ る 。こ の 下 位 因 子 を 6 つ の 構 成 要 素 に よ り 4 9 %
説 明 で き た 。 そ の 関 係 は 、 ① 〈 ス タ ッ フ か ら 認 定 看 護 師 や 専 門 看
護 師 な ど へ 相 談 し て も ら う (パ ス 係 数 0 . 3 0、 決 定 係 数 0 . 2 0 )〉、 ②
〈 緊 急 入 院 を い つ で も 受 け 入 れ る 体 制 を 病 棟 で つ く る (パ ス 係 数
0 . 4 2、 決 定 係 数 0 . 1 7 )〉、 ③ 〈 退 院 支 援 が で き る 体 制 を 病 棟 で つ く
る (パ ス 係 数 0 . 6 8、 決 定 係 数 0 . 4 6 )〉、 ④ 〈 ス タ ッ フ に 再 入 院 に つ
な が ら な い 退 院 指 導 を し て も ら う (パ ス 係 数 0 . 5 9、決 定 係 数 0 . 3 5 )〉、
⑤ 〈 地 域 連 携 の 取 り 組 み を 強 化 す る た め に 地 域 連 携 者 と 協 働 す る
(パ ス 係 数 0 . 6 9、 決 定 係 数 0 . 2 0 )〉、 ⑥ 〈 多 職 種 の 協 力 が 得 ら れ る
よ う な 手 際 の 良 い 交 渉 を す る (パ ス 係 数 0 . 11、決 定 係 数 0 . 3 8 )〉で
あ っ た 。  
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図 2 9  看 護 管 理 の 工 夫 の 構 造 （ 深 い 層 ）  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
適 合 度 指 標 ： S R M R = . 0 3 7 、 G F I = . 9 5 5 、 A G F I = . 9 4 3 、 C F I = . 9 5 1 、 R M S E A = . 0 3 7 、 A I C = 6 7 8 . 7 5 6  
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２ ） 浅 い 層 ： 看 護 管 理 の 工 夫 の 6 の 構 成 概 念 と 1 6 の 構 成 要 素  
 
6 つ の 構 成 概 念 と は 、 4 つ の 下 位 因 子 と 、 2 つ の 高 次 因 子 で あ る 。
高 次 因 子 は 【 病 棟 看 護 を 見 渡 し 方 向 決 め 】 と 【 人 ・ し く み の 円 滑 な
流 れ の 創 造 】で あ る 。 4 つ の 下 位 因 子 と は １ ）《 互 い の 仕 事 の 仕 方 を
理 解 し 合 う 接 触 と 探 求 を す る 》、 ２ ）《 病 棟 看 護 の ビ ジ ョ ン を 形 に す
る 》、 ３ ）《 経 験 に 潜 む 力 を 伸 ば す 》、 ４ ）《 既 存 の 支 援 体 制 に 新 し い
し く み を 加 え る 》 で あ る 。  
 
( 1 )  高 次 因 子 の 概 念 間 の 関 係  
【 病 棟 看 護 を 見 渡 し 方 向 決 め 】 の 高 次 因 子 は 【 人 ・ し く み の 円 滑
な 流 れ の 創 造 （ パ ス 係 数 0 . 9 9、 決 定 係 数 0 . 9 8）】 と 関 係 が 成 立 し て
い た 。  
( 2 )  高 次 因 子 と 下 位 因 子 の 概 念 間 の 関 係  
【 病 棟 看 護 を 見 渡 し 方 向 決 め 】 と は 、 ス タ ッ フ の 仕 事 を 取 り 巻 く
背 景 や 感 情 を 見 渡 し 、 速 や か に 方 向 性 を ま と め る こ と で あ り 、 (イ )
《 互 い の 仕 事 の 仕 方 を 理 解 し 合 う 接 触 と 探 求 を す る (パ ス 係 数 0 . 8 1、
決 定 係 数 0 . 6 5 )》、 (ロ )《 病 棟 看 護 の ビ ジ ョ ン を 形 に す る (パ ス 係 数
0 . 7 0、 決 定 係 数 0 . 5 0 )》 の 2 つ の 下 位 因 子 と 関 係 が 成 立 し て い た 。  
【 人 ・ し く み の 円 滑 な 流 れ の 創 造 】 と は 、 ス タ ッ フ の 経 験 知 と 新
し い し く み を 、 円 滑 な 流 れ に 変 換 、 創 造 す る こ と で あ り 、 (ハ )《 経
験 に 潜 む 力 を 伸 ば す (パ ス 係 数 0 . 8 6、決 定 係 数 0 . 7 5 )》、 (ニ )《 既 存 の
支 援 体 制 に 新 し い し く み を 加 え る (パ ス 係 数 0 . 7 8、 決 定 係 数 0 . 6 0 )》
の 2 つ の 下 位 因 子 と 関 係 が 成 立 し て い た 。  
( 3 ) 4 つ の 下 位 因 子 と 1 6 の 構 成 要 素 間 の 関 係  
(イ )《 互 い の 仕 事 の 仕 方 を 理 解 し 合 う 接 触 と 探 求 を す る 》 と は 、 仕
事 環 境 に 目 を 向 け な が ら 、ス タ ッ フ の 置 か れ て い る 状 況 に 接 近 し 、
通 じ 合 う 関 係 に な り 探 求 す る こ と で あ る 。 こ の 下 位 因 子 を 7 つ の
構 成 要 素 に よ り 6 5％ 説 明 す る こ と が で き た 。そ の 関 係 は 、①〈 ス
タ ッ フ を 承 認 す る (パ ス 係 数 0 . 6 6、 決 定 係 数 0 . 4 3 )〉、 ② 〈 ス タ ッ
フ に 意 見 を 聞 く (パ ス 係 数 0 . 6 4、 決 定 係 数 0 . 4 1 )〉、 ③ 〈 ス タ ッ フ
か ら 新 し い 提 案 を 取 り 入 れ る (パ ス 係 数 0 . 5 8、 決 定 係 数 0 . 3 4 )〉、
④〈 ス タ ッ フ が 話 し や す く て 聞 き や す い 環 境 を 作 る (パ ス 係 数 0 . 6 2、
決 定 係 数 0 . 3 8） )、 ⑤ 〈 メ ン タ ル が 弱 い ス タ ッ フ と 面 接 す る (パ ス
係 数 0 . 6 4、 決 定 係 数 0 . 4 0） )、 ⑥ 〈 ス タ ッ フ の 成 長 に 合 わ せ て 時
間 を 置 き な が ら 待 つ (パ ス 係 数 0 . 5 5、決 定 係 数 0 . 3 1）〉⑦〈 ス タ ッ
フ の ワ ー ク ・ ラ イ フ ・ バ ラ ン ス を 支 援 す る (パ ス 係 数 0 . 5 4、 決 定
係 数 0 . 2 9 )〉 で あ っ た 。  
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(ロ )《 病 棟 看 護 の ビ ジ ョ ン を 形 に す る 》 と は 、 方 向 性 を 決 め て 形 に
す る こ と で あ り 、こ の 下 位 因 子 を 3 つ の 構 成 要 素 に よ り 5 0％ 説 明
す る こ と が で き た 。 そ の 関 係 は 、 ① 〈 ス タ ッ フ に 師 長 の 根 本 的 な
病 棟 管 理 の 考 え を 示 す (パ ス 係 数 0 . 6 9、 決 定 係 数 0 . 4 8 )〉 、 ② 〈 ス
タ ッ フ と 目 指 す 看 護 の 方 向 性 を 統 一 す る (パ ス 係 数 0 . 7 5、 決 定 係
数 0 . 5 6 )〉 、 ③ 〈 ス タ ッ フ が 理 解 で き る よ う に ビ ジ ョ ン を 形 に す
る (パ ス 係 数 0 . 7 6、 決 定 係 数 0 . 5 7 )〉 で あ っ た 。  
(ハ )《 経 験 に 潜 む 力 を 伸 ば す 》 と は 、 仕 事 の 中 で 個 の 経 験 知 を 伸 ば
す こ と で あ り 、こ の 下 位 因 子 を 4 つ の 構 成 要 素 に よ り 7 5％ 説 明 す
る こ と が で き た 。 そ の 関 係 は 、 ① 〈 ス タ ッ フ の 能 力 が 発 揮 で き る
役 割 を 持 た せ る (パ ス 係 数 0 . 6 9、 決 定 係 数 0 . 4 8 )〉 、 ② 〈 ス タ ッ フ
の キ ャ リ ア 発 達 を ス タ ッ フ に 支 援 し て も ら う (パ ス 係 数 0 . 6 1、 決
定 係 数 0 . 3 7 )〉 、 ③ 〈 ス タ ッ フ に 医 療 安 全 の 水 準 を 上 げ る 学 習 を
行 っ て も ら う (パ ス 係 数 0 . 5 5、 決 定 係 数 0 . 3 1 )〉 、 ④ 〈 問 題 を 確 実
に 解 決 で き る カ ン フ ァ レ ン ス を 行 っ て も ら う (パ ス 係 数 0 . 5 5、 決
定 係 数 0 . 3 0 )〉 で あ っ た 。  
(ニ )《 既 存 の 支 援 体 制 に 新 し い し く み を 加 え る 》 と は 、 新 体 制 を 加
え て 、 既 存 の 体 制 を 補 う こ と で あ り 、 こ の 下 位 因 子 を 2 つ の 構 成
要 素 に よ り 6 0％ 説 明 す る こ と が で き た 。そ の 関 係 は 、①〈 緊 急 入
院 を い つ で も 受 け 入 れ る 体 制 を 病 棟 で つ く る (パ ス 係 数 0 . 5 2、 決
定 係 数 0 . 2 7 )〉 、 ② 〈 退 院 支 援 が で き る 体 制 を 病 棟 で つ く る (パ ス
係 数 0 . 5 5、 決 定 係 数 0 . 3 0 )〉 で あ っ た 。  
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図 3 0  看 護 管 理 の 工 夫 の 構 造 （ 浅 い 層 ）  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
適 合 度 指 標 ： SR M R＝ . 0 3 1、 G F I = . 9 7 3、 A G F I = . 9 6 1、 C F I = . 9 7 3、 R M S E A = . 0 3 5、 A I C = 2 9 4 . 3 7 1  
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第 Ⅵ 章  考 察  
 
Ⅰ  考 察 の 構 成  
１  考 察 の 枠 組 み  
 考 察 の 枠 組 み を 、研 究 課 題 と 研 究 の 枠 組 み を 用 い て 図 3 1 に 示 す 。  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
        図 3 1  考 察 の 枠 組 み  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
内 的 要 因・外 的 要 因  
 
病 棟 運 営
の 成 果  
 
病 棟 で 行 う 看 護 管 理 の 工 夫  
 
 因 子  
＜ 深 さ ＞  
因 子  因 子  
因 子  
因 子  
因 子  
因 子  
研 究 課 題 1  
【 研 究 課 題 】  
１  看 護 管 理 の 工 夫 を 構 成 す る 因 子 を 明 ら か に す る  
２  病 棟 運 営 の 成 果 の 程 度 を 明 ら か に す る  
３  病 棟 運 営 の 成 果 に 貢 献 し て い る 看 護 管 理 の 工 夫 の 実 践 の 違 い を
明 ら か に す る  
４  ど の よ う な 内 的 要 因 、外 的 要 因 が 看 護 管 理 の 工 夫 を 高 め て い る の
か を 明 ら か に す る  
５  ど の よ う な 看 護 管 理 の 工 夫 が 病 棟 運 営 の 成 果 に つ な が っ て い る
の か を 明 ら か に す る  
６  病 棟 で 行 う 看 護 管 理 の 工 夫 の 構 造 を 明 ら か に す る  
研 究 課 題 2  
研 究 課 題 3  
研 究 課 題 6  
研 究 課 題 5  
研 究 課 題 4  
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２  研 究 課 題 別 の 考 察 の 視 点  
 
看 護 管 理 の 工 夫 の 体 系 化 を 図 る た め に 、 研 究 課 題 に 沿 い 、 次 の 視
点 に そ っ て 考 察 を 述 べ る 。  
１ ） 研 究 課 題 1： 看 護 管 理 の 工 夫 を 構 成 す る 因 子 か ら の 考 察  
( 1 )看 護 管 理 へ の 取 り 入 れ が 多 い 工 夫 の 因 子  
( 2 )看 護 管 理 へ の 取 り 入 れ が 看 護 師 長 に よ り ば ら つ い て い る 工
夫 の 因 子  
２ ） 研 究 課 題 2： 病 棟 運 営 の 成 果 か ら の 考 察  
３ ） 研 究 課 題 3： 病 棟 運 営 の 成 果 に 貢 献 す る 看 護 管 理 の 工 夫 の 実 践
か ら の 考 察  
( 1 )  病 棟 運 営 の 成 果 へ の 認 識 が か な り 高 い 看 護 師 長 の 実 践  
( 2 )  病 棟 運 営 の 成 果 の 認 識 が ど ち ら と も ・ そ う で な い 看 護 師 長
の 実 践  
４ ） 研 究 課 題 4： 看 護 管 理 の 工 夫 を 高 め る 内 的 要 因 と 外 的 要 因 か ら
の 考 察  
( 1 )看 護 管 理 の 工 夫 を 高 め る 看 護 管 理 者 研 修  
( 2 )看 護 管 理 の 工 夫 を 高 め る 設 置 主 体 と 病 床 規 模  
５ ） 研 究 課 題 5： 看 護 管 理 の 工 夫 と 病 棟 運 営 の 成 果 と の 関 連 か ら の
考 察  
( 1 )【 ス タ ッ フ が 働 き や す い 環 境 に な っ た 】成 果 に 関 連 す る 項 目  
( 2 )【 看 護 師 を 取 り 巻 く 連 携 が 強 化 し た 】 成 果 に 関 連 す る 項 目  
( 3 )【 や る 気 の あ る ス タ ッ フ が 増 え た 】 成 果 に 関 連 す る 項 目  
( 4 )【 看 護 サ ー ビ ス が 向 上 し た 】 成 果 に 関 連 す る 項 目  
( 5 )【 経 営 に 貢 献 で き た 】 成 果 に 関 連 す る 項 目  
( 6 )  複 数 の 成 果 に 影 響 を 与 え た 項 目  
６ ） 研 究 課 題 6： 病 棟 で 行 う 看 護 管 理 の 工 夫 の 構 造 か ら の 考 察  
( 1 )高 次 因 子 と 下 位 因 子 の 構 成 概 念 間 の 関 係  
( 2 )下 位 因 子 と 構 成 要 素 間 の 関 係  
( 3 )構 造 の 層 別 化  
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Ⅱ  研 究 課 題 1： 看 護 管 理 の 工 夫 を 構 成 す る 因 子 か ら の 考 察  
 看 護 管 理 の 工 夫 を 構 成 す る 因 子 は 、 因 子 分 析 の 結 果 、 9 つ の 共 通
因 子 と 4 2 の 要 素 が 明 ら か に な っ た 。 共 通 因 子 は 《 》、 要 素 は 〈 〉 で
示 す 。  
 
１  看 護 管 理 へ の 取 り 入 れ が 多 い 工 夫 の 因 子  
 
看 護 師 長 が 実 践 の 中 で 多 く 取 り 入 れ て い た の は 、 3 つ の 因 子 で
あ っ た (表 2 3 )。 １ つ 目 は 第 2 因 子 で あ る 。《 互 い の 仕 事 の 仕 方 を
理 解 し 合 う 接 触 と 探 求 を す る 》 は 8 項 目 中 7 項 目 の 平 均 が 1 . 0 以
上 で あ っ た 。 7 項 目 と は〈 ス タ ッ フ を 承 認 す る 〉〈 ス タ ッ フ に 意 見
を 聞 く 〉〈 ス タ ッ フ か ら 新 し い 提 案 を 取 り 入 れ る 〉〈 ス タ ッ フ が 話
し や す く 聞 き や す い 環 境 を 作 る 〉〈 メ ン タ ル が 弱 い ス タ ッ フ と 面 接
す る 〉〈 ス タ ッ フ の 成 長 に 合 わ せ て 時 間 を 置 き な が ら 待 つ 〉〈 ス タ
ッ フ の ワ ー ク ・ ラ イ フ ・ バ ラ ン ス を 支 援 す る 〉 で あ り 、 こ れ ら の
平 均 が 高 い の は 、 各 要 素 の 中 に 看 護 師 長 の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン が
入 り 込 ん で エ ネ ル ギ ー が 投 入 さ れ て い る た め と 考 え る 。  
ま た 電 子 化 の 影 響 が あ る と 考 え ら れ 、 コ ン ピ ュ ー タ が 導 入 さ れ
る ま で は 、 情 報 は 人 に よ っ て 処 理 、 伝 達 さ れ コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン
が 入 り 込 み 、直 接 話 し 合 い 意 見 を 聞 い て い た 。ド ラ ッ ガ （ー 2 0 0 6）
は 「 今 日 、 突 然 、 情 報 が 大 幅 に 非 人 格 化 し 、 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン
を ま っ た く 含 ま な い も の と な っ た 。 し た が っ て 今 日 、 わ れ わ れ は
互 い に 理 解 し 合 い 、 互 い の ニ ー ズ や 目 標 、 感 じ 方 や 仕 事 の 仕 方 を
知 る た め に コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン を 確 保 し な け れ ば な ら な い こ と に
な っ た 」 と 述 べ 、 情 報 が 電 子 化 さ れ る ほ ど 、 個 人 と 意 見 を 交 わ す
コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン や 接 触 が 必 要 と さ れ て い る 。  
2 つ 目 は 第 6 因 子 の 《 緊 急 入 院 受 け 入 れ の ア ク シ ョ ン プ ラ ン と
実 行 》 で あ り 、 3 つ 目 は 第 7 因 子 の 《 退 院 支 援 の ア ク シ ョ ン プ ラ
ン と 実 行 》で あ っ た 。ア ク シ ョ ン プ ラ ン の 重 要 性 に つ い て 、「 い か
な る 知 識 と い え ど も 行 動 に 転 化 し な い 限 り 無 用 の 存 在 で あ る 。 行
動 の 前 に は 計 画 し な け れ ば な ら な い 。 望 む べ き 結 果 、 予 想 さ れ る
障 害 、 必 要 と な る 修 正 、 チ ェ ッ ク ポ イ ン ト 、 時 間 管 理 上 の 意 味 合
い を 考 え な け れ ば な ら な い (ド ラ ッ ガ ー 2 0 0 6 )」と 述 べ ら れ て お り 、
緊 急 入 院 や 退 院 支 援 の ア ク シ ョ ン プ ラ ン と 実 行 の 平 均 が 高 い の は 、
入 退 院 支 援 の た め の プ ラ ン と ア ク シ ョ ン が 、 看 護 の 質 を 大 き く 左
右 す る 管 理 者 に 課 せ ら れ た 病 棟 運 営 上 の “使 命 ”と し て 捉 え て い る
た め エ ネ ル ギ ー が 投 入 さ れ て い る と 考 え ら れ る 。  
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２  看 護 管 理 へ の 取 り 入 れ が 看 護 師 長 に よ り ば ら つ い て い る 工 夫 の
因 子  
平 均 が 「 ど ち ら と も い え な い 」 か ら 「 わ り と そ う で あ る 」 の 間
で ば ら つ い て い る 因 子 は 6 つ の 因 子 で あ っ た 。 6 つ の 因 子 と は 、
第 1 因 子 の《 ス タ ッ フ の 中 に あ る ア イ デ ア を 現 場 の 力 と し て 引 き
出 す （ 11 項 目 中 9 項 目 ）》 と 第 3 因 子 の 《 意 図 す る も の が 組 織 に
見 合 っ て い る か 病 棟 の 理 解 を 得 る（ 4 項 目 中 2 項 目 ）》と 第 4 因 子
の 《 成 果 を 出 す よ う に ス タ ッ フ の 仕 事 管 理 を 支 え る （ 6 項 目 中 4
項 目 ）》、 第 5 因 子 ≪ 想 定 さ れ る 障 害 へ の 対 応 を と る （ 4 項 目 中 4
項 目 ）≫ 、第 8 因 子《 変 化 を 機 会 と し て 捉 え る（ 2 項 目 中 2 項 目 ）》、
第 9 因 子《 情 報 が 示 し て い る 意 味 を 探 す（ 2 項 目 中 2 項 目 ）》で あ
っ た 。  
ほ と ん ど の 看 護 師 長 が 管 理 実 践 に 多 く 取 り 入 れ て い る 工 夫 の 因
子 （ 第 2 因 子 、 第 6 因 子 、 第 7 因 子 ） と 比 べ 、 標 準 偏 差 の 幅 が や
や 大 き く 、 工 夫 を 取 り 入 れ て い な い 看 護 師 長 の 数 が 増 え 、 平 均 が
下 が っ た も の と 考 え ら れ 、平 均 の 値 が 0 . 1 か ら 1 . 0 未 満 と な っ た 。  
と く に 第 1 因 子 は 現 場 で ス タ ッ フ を 動 機 づ け 、能 力 を 引 き 出 す
要 素 で あ り 、 看 護 師 の 忙 し さ の 中 で 看 護 師 長 の コ ー チ ン グ 力 が 関
係 す る 。〈 ス タ ッ フ 個 人 の 目 標 管 理 を 全 員 が 認 識 し て 関 わ っ て も ら
う 〉の 平 均 が 0 . 1 7 で あ り 、そ の 理 由 と し て は 、施 設 に よ り 、目 標
管 理 を 取 り 入 れ て い な い 場 合 や 、 他 人 の 目 標 管 理 に 全 員 で 関 わ る
と い う 認 識 が 弱 く 、孤 独 の 管 理（ 個 人 と 看 護 師 長 で 行 う 目 標 管 理 ）
で と ど ま っ て い る こ と が 考 え ら れ る 。 個 人 プ レ イ よ り も 目 標 管 理
の ツ ー ル を 幅 広 く 活 用 す る こ と に よ り 、 誰 が ど の よ う な 目 標 に 取
り 組 ん で い る の か 皆 が 共 有 し 、 や る 気 を 引 き 出 す コ ー チ ン グ が 人
材 育 成 を 進 め る た め に 必 要 不 可 欠 で あ る 。 看 護 師 長 に 求 め ら れ る
資 質 と し て 森 田（ 2 0 11）は 、人 こ そ が 看 護 管 理 に お け る 最 大 の 資
源 で あ る こ と や 、 常 に そ の 人 の 強 み を 見 つ け 大 き く 引 き 出 し て い
く 資 質 が 必 要 で あ る と コ ー チ ン グ 力 を 挙 げ て い る 。 吉 田 （ 2 0 11）
も コ ー チ ン グ を 、管 理 を 行 う た め に 必 要 な 能 力 と し て 挙 げ て い る 。
看 護 師 長 の コ ー チ ン グ 力 が 弱 い と 、 第 1 因 子 の 管 理 実 践 は ば ら つ
く と 考 え ら れ る 。  
第 3 因 子 の ば ら つ き は 、取 り 入 れ の 多 い 第 2 因 子 を さ ら に 進 め 、  
自 分 た ち の 実 践 し て い る 病 棟 の 看 護 を 自 覚 し 、 強 み 弱 み を 理 解 し
て 、 意 図 す る も の に 納 得 で き る ま で 探 求 す る 活 動 が 関 係 す る と 考
え 、 第 4 因 子 の ば ら つ き は 、 部 署 の シ ス テ ム が 、 ス タ ッ フ を 支 え
て い る か ど う か の 認 識 の 違 い が 関 係 し て い る の で は な い か と 考 え
た 。  
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第 5 因 子 の 《 想 定 さ れ る 障 害 へ の 対 応 を と る 》 で は 、〈 困 難 な
問 題 に 対 応 す る た め に 病 院 全 体 会 議 な ど の 公 式 な 力 を 利 用 す る 〉
〈 病 棟 外 の 連 携 が 図 り や す い よ う に プ ラ イ ベ ー ト な 人 脈 を つ く
る 〉〈 地 域 連 携 の 取 り 組 み を 強 化 す る た め に 地 域 関 係 者 と 協 働 す
る 〉 の 3 項 目 が 、 平 均 が 0 . 5 未 満 で ば ら つ き の 幅 も か な り 大 き い
傾 向 を 示 し た 。 こ れ は 、 看 護 師 長 の 発 言 や 役 割 が 病 院 の 規 模 や 組
織 の 文 化 、さ ら に は 病 院 の 機 能 の 影 響 を 受 け る こ と が 考 え ら れ る 。 
第 8 因 子 は 、森 田（ 2 0 11）は 、看 護 管 理 者 の 仕 事 に つ い て 、『 計
画 』『 組 織 化 』『 指 示・命 令・動 機 づ け 』『 統 制 』『 調 整 』の 他 に『 イ
ノ ベ ー シ ョ ン 』 の 働 き を 説 明 し 、 看 護 師 長 と い う 管 理 者 が 新 し い
満 足 を 生 み 出 す イ ノ ベ ー シ ョ ン 活 動 を す る 存 在 で あ る こ と を 一 人
ひ と り が 認 識 し て 管 理 を し て い る か を 問 う て い る 。 つ ま り 新 し い
も の を 取 り 入 れ る 働 き が 関 係 し 、 ば ら つ き が 見 ら れ た と 考 え ら れ
る 。 つ ま り ば ら つ き を 生 む の は 、 看 護 サ ー ビ ス 管 理 過 程 で 看 護 師
長 の コ ー チ ン グ 力 や イ ノ ベ ー シ ョ ン の 働 き が 関 係 す る と 考 え た 。  
第 9 因 子 の 《 情 報 が 示 し て い る 意 味 を 探 す 》 で は 、〈 病 棟 運 営
上 の 課 題 を 何 ら か の 手 法 を 用 い て 分 析 す る 〉〈 管 理 デ ー タ を わ か り
や す い 形 に し て ス タ ッ フ に 説 明 す る 〉 の 平 均 が 0 . 5 未 満 で 、 ば ら
つ き も 1 . 0 に 近 い 大 き い 傾 向 を 示 し た 。 つ ま り 、 デ ー タ を 看 護 管
理 に 活 用 す る 苦 労 が 浮 き 彫 り に な り 、 情 報 管 理 の 工 夫 の 弱 さ が 課
題 で あ る こ と が 明 ら か に な っ た 。「 生 デ ー タ の 結 果 か ら ア ク シ ョ ン
へ 飛 ぶ と 適 切 な ア ク シ ョ ン の 可 能 性 は 低 い （ 相 澤 2 0 0 8）」 と 言 わ
れ て い る よ う に 、 生 デ ー タ を 編 集 し て 情 報 化 し そ の 分 析 や ス タ ッ
フ へ の 説 明 を 工 夫 で き な い と 、 看 護 師 長 は デ ー タ に 振 り 回 さ れ る
状 況 に 陥 る 。 こ の 平 均 の 値 は 、 生 デ ー タ か ら ア ク シ ョ ン に 飛 ぶ 看
護 師 長 が 多 い こ と が 考 え ら れ 、情 報 の 使 い 方 に 課 題 が 潜 ん で い る 。
分 析 や 説 明 時 の ア ク シ ョ ン プ ラ ン を 検 討 す る 段 階 の 工 夫 が 必 要 で
あ る 。 ま た 標 準 偏 差 の 大 き さ か ら 、 科 学 的 分 析 や ス タ ッ フ へ の わ
か り や す い 説 明 が 実 践 で き る 看 護 師 長 も 含 ま れ て い る 。 や る 気 を
支 え る 情 報 の 活 用 に は 、「 す べ て の も の を 可 能 な 限 り 数 値 と し て 把
握 す る 『 見 え る 化 』 か ら ス タ ー ト し 、 そ れ ら の 数 字 か ら ど う い う
問 題 点 が あ り 、 ど う す れ ば 良 い の か を 指 摘 で き る 『 言 え る 化 』 に
移 行 す る (遠 藤 2 0 0 8 )」必 要 が あ り 、看 護 師 長 に 求 め ら れ て い る こ
と は 、 や る 気 を 支 え る 情 報 を 見 え る よ う に し 、 わ か り や す く ス タ
ッ フ に 伝 え る 行 動 で あ り 、 取 り 出 し た 情 報 を 看 護 管 理 に 反 映 さ せ
る 工 夫 で あ る 。   
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Ⅲ  研 究 課 題 2： 病 棟 運 営 の 成 果 か ら の 考 察  
人 数 と 割 合 の 分 布 、 平 均 、 標 準 偏 差 (表 2 5・ 2 6 )か ら 考 え る と 、 病
棟 運 営 の 成 果 の 中 の 【 ス タ ッ フ が 働 き や す い 環 境 に な っ た 】 で は
6 0％ 以 上 の 看 護 師 長 が 成 果 を 自 覚 し 、【 看 護 師 を 取 り 巻 く 連 携 の 強
化 】【 看 護 サ ー ビ ス の 向 上 】【 経 営 に 貢 献 】は 5 0％ 以 上 が 成 果 を 自 覚
し て い た 。し か し 全 体 の 平 均 が 0 . 5～ 0 . 6 前 後 と 低 く な っ て い る 理 由
は 成 果 を 自 覚 し て い な い 看 護 師 長 の 割 合 が 4 項 目 と も 4％ 前 後 、 ど
ち ら と も 言 え な い 割 合 が 4 0％ 程 度 を 占 め て い る た め で あ る 。成 果 を
自 覚 し て い た 5～ 6 割 の 看 護 師 長 は 、 工 夫 の 要 素 を う ま く 組 み 合 わ
せ て 病 棟 運 営 の 成 果 を 得 て い る の で は な い か と 考 え ら れ る 。  
し か し 【 や る 気 の あ る ス タ ッ フ を 増 や す 】 成 果 に つ い て の み 、 他
の 成 果 と 比 べ 自 覚 し て い な い 割 合 が 5 0％ 以 上 と 逆 転 し て い た 。ス タ
ッ フ の や る 気 を 高 め る た め の 看 護 管 理 の 工 夫 は 成 果 が 表 れ る の に 時
間 を 要 す る 。 し か し 看 護 師 長 が 工 夫 を 行 い 最 も 成 果 を あ げ た い 分 野
で あ る 。 人 材 育 成 の 成 果 は 他 の 成 果 へ の 波 及 効 果 も 高 く 、 第 1 因 子
の 《 ス タ ッ フ の 中 に あ る ア イ デ ア を 現 場 の 力 と し て 引 き 出 す 》 こ と
が 人 材 育 成 の 工 夫 に な る と 考 え る 。  
 看 護 管 理 者 に 強 く 望 ま れ て い る こ と は 、 各 世 代 の 看 護 師 の 人 材 確
保 を し て い く こ と で あ り 、 そ れ ぞ れ の 世 代 の 需 要 と 供 給 の 管 理 が で
き る 能 力 で あ る 。 そ の 戦 略 と し て 、 ま ず モ デ ル マ ネ ジ ャ ー の 育 成 を
早 期 に 開 始 し 、 病 院 の 管 理 者 教 育 の 中 に 、 よ り 若 手 の 看 護 師 を 育 て
る シ ス テ ム を 置 く 必 要 性 が 述 べ ら れ て い る （ K  l y u n  2 0 1 0）。  
つ ま り 、 次 世 代 の 管 理 者 で あ る 中 堅 看 護 師 か ら 支 持 さ れ る よ う な
看 護 管 理 者 教 育 の シ ス テ ム を 病 院 の 中 に 構 築 す る こ と が 、 や る 気 の
あ る ス タ ッ フ を 増 や す こ と に つ な が る と 考 え ら れ る 。  
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Ⅳ  研 究 課 題 3： 病 棟 運 営 の 成 果 に 貢 献 す る 看 護 管 理 の 工 夫 の 実 践
か ら の 考 察   
１  病 棟 運 営 の 成 果 へ の 認 識 が か な り 高 い 看 護 師 長 の 実 践  
 
表 2 8 - 3 2 の 結 果 よ り 肯 定 的 な 認 識 の 看 護 師 長 は 、【 ス タ ッ フ が 働
き や す い 環 境 に な っ た （ 4 2 項 目 中 2 3 項 目 ）】 と 、【 経 営 に 貢 献 で き
た （ 4 2 項 目 中 2 4 項 目 ）】 は 5 割 の 平 均 が 1 . 0 を 超 え て い た 。【 看 護
師 を と り ま く 連 携 の 強 化（ 4 2 項 目 中 2 8 項 目 ）】と【 看 護 サ ー ビ ス が
向 上 し た （ 4 2 項 目 中 2 8 項 目 ）】 は 6 割 の 平 均 が 1 . 0 以 上 で あ っ た 。 
【 や る 気 の あ る ス タ ッ フ が 増 え た（ 4 2 項 目 中 3 0 項 目 ）】は 7 割 の 平
均 が 1 . 0 以 上 で あ り 、 他 の 成 果 以 上 に 、 看 護 師 長 が 相 当 な エ ネ ル ギ
ー を 注 い で い た こ と が 明 ら か に な っ た 。  
以 上 の こ と か ら 成 果 に 肯 定 的 な 認 識 を 得 て い る 看 護 師 長 は 、 状 況
に 応 じ て あ ら ゆ る 要 素 の 統 合 を 図 り な が ら 実 践 し て い る こ と が わ か
っ た 。  
表 3 3 - 3 5 の 結 果 よ り 、病 棟 運 営 の 成 果 が か な り 高 い 看 護 師 長 の【 状
況 的 考 え の 探 求 】 か ら 【 考 え つ い た 方 法 ・ 手 段 の 意 思 決 定 と 行 動 】
に 至 る ま で の 過 程 に つ い て 考 察 す る 。  
【 状 況 的 考 え の 探 求 】で は 、第 2 因 子 の〈 ス タ ッ フ に 意 見 を 聞 く 〉
〈 ス タ ッ フ か ら 新 し い 提 案 を 取 り 入 れ る 〉〈 ス タ ッ フ が 話 し や す く て
聞 き や す い 環 境 を 作 る 〉〈 ス タ ッ フ の ワ ー ク・ラ イ フ・バ ラ ン ス を 支
援 す る 〉〈 メ ン タ ル が 弱 い ス タ ッ フ と 面 接 す る 〉〈 ス タ ッ フ を 承 認 す
る 〉 を 頻 繁 に 使 っ て い た 。  
成 果 を あ げ る に は こ れ ら の 要 素 を 【 思 考 ・ 方 法 ・ 構 造 の 再 構 成 】
に つ な げ て い く こ と で あ る 。 第 3 因 子 の 〈 ス タ ッ フ と 看 護 サ ー ビ ス
を 良 く す る 考 え を 分 か ち 合 う 〉〈 ス タ ッ フ と 目 指 す 看 護 の 方 向 性 を 統
一 す る 〉 と 第 4 因 子 の 〈 ス タ ッ フ が 動 き や す い チ ー ム 編 成 な ど を 考
慮 し て チ ー ム を 運 用 す る 〉 に 業 務 連 鎖 さ せ る こ と が 大 事 で あ る 。 遠
藤 （ 2 0 0 8） は 仕 事 の 管 理 に つ い て 、「 全 体 の 仕 事 の 流 れ が ど う な っ
て い る の か 、 ど う い う こ と を や っ て い る の か な ど 、 業 務 プ ロ セ ス の
全 体 像 が 見 え る よ う に な っ て い な け れ ば な ら な い 。 業 務 連 鎖 の 意 識
を 高 め る た め に も 、 プ ロ セ ス の 見 え る 化 は 不 可 欠 で あ る 」 と 述 べ て
い る 。 看 護 管 理 の プ ロ セ ス の 見 え る 化 が 、 現 場 を 動 か す 状 況 や 危 機
へ の 対 処 力 を 養 う こ と に な る 。  
す な わ ち 実 践 に 至 る ま で の 管 理 プ ロ セ ス の 工 夫 が 、 意 思 決 定 後 の
実 践 を 牽 引 し て い く と 考 え る 。  
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２  成 果 の 認 識 が ど ち ら と も ・ そ う で な い 看 護 師 長 の 実 践  
 
【 看 護 師 を と り ま く 連 携 の 強 化 】【 や る 気 の あ る ス タ ッ フ が 増 え た 】
【 看 護 サ ー ビ ス が 向 上 し た 】【 経 営 に 貢 献 で き た 】に 関 し て は 、看 護
師 長 の 成 果 の 認 識 に 関 係 な く 、 次 の 8 つ の 要 素 が 実 践 さ れ て い た 。
そ の 行 動 と は 、  
１ ）〈 ス タ ッ フ に 意 見 を 聞 く 〉  
２ ）〈 ス タ ッ フ か ら 新 し い 提 案 を 取 り 入 れ る 〉  
３ ）〈 ス タ ッ フ の ワ ー ク ・ ラ イ フ ・ バ ラ ン ス を 支 援 す る 〉  
４ ）〈 メ ン タ ル が 弱 い ス タ ッ フ と 面 接 す る 〉  
５ ）〈 緊 急 入 院 を い つ で も 受 け 入 れ る 体 制 を 病 棟 で つ く る 〉  
６ ）〈 緊 急 入 院 を ど の よ う な 状 況 で も 受 け 入 れ る 〉  
７ ）〈 ス タ ッ フ を 承 認 す る 〉  
８ ）〈 ス タ ッ フ が 話 し や す く て 聞 き や す い 環 境 を 作 る 〉 で あ る 。  
【 ス タ ッ フ が 働 き や す い 環 境 に な っ た 】 に 関 し て は 、 看 護 師 長 の
成 果 の 認 識 に 関 係 な く 、 上 記 １ ） ～ ６ ） の 実 践 が さ れ て い た 。  
こ れ ら の 行 動 を 実 践 し て い て も 、 肯 定 的 な 認 識 を 全 員 が 持 て な い
の は 、 上 記 以 外 の 要 素 の 影 響 が 考 え ら れ る 。 言 い 換 え れ ば 成 果 に 肯
定 的 な 認 識 を 持 つ に は 、 上 記 の 8 つ の 要 素 で は 不 十 分 な の で は な い
だ ろ う か 。〈 ス タ ッ フ に 意 見 を 聞 く 〉〈 ス タ ッ フ か ら 新 し い 提 案 を 取
り 入 れ る 〉〈 ス タ ッ フ の ワ ー ク ・ ラ イ フ ・ バ ラ ン ス を 支 援 す る 〉〈 メ
ン タ ル が 弱 い ス タ ッ フ と 面 接 す る 〉〈 ス タ ッ フ を 承 認 す る 〉〈 ス タ ッ
フ が 話 し や す く て 聞 き や す い 環 境 を 作 る 〉 の 6 つ の 要 素 は 、【 状 況
的 考 え の 探 求 】 の 第 2 因 子 に 含 ま れ て い た 。〈 緊 急 入 院 を い つ で も
受 け 入 れ る 体 制 を 病 棟 で つ く る 〉〈 緊 急 入 院 を ど の よ う な 状 況 で も 受
け 入 れ る 〉 の 2 つ の 要 素 は 【 考 え つ い た 方 法 ・ 手 段 の 意 思 決 定 と 行
動 】 の 第 6 因 子 に 含 ま れ て い た 。  
工 夫 の 実 践 が こ の 2 因 子 に 偏 る と い う こ と は 、他 の 因 子 の 工 夫 に
つ な が ら ず 個 人 的 あ る い は 部 分 的 な 実 践 で と ど ま っ て い る こ と が 考
え ら れ る 。 看 護 管 理 の 工 夫 は 、 部 分 的 な 行 動 で は 成 果 ま で 反 映 さ れ
な い こ と が わ か り 、 ハ ー ド 面 と ソ フ ト 面 の 両 側 面 の 充 実 に は 意 思 決
定 に 至 る ま で の 他 の 因 子 と の つ な が り が 重 要 と 考 え た 。  
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Ⅴ  研 究 課 題 4： 看 護 管 理 の 工 夫 を 高 め る 内 的 要 因 と 外 的 要 因 か ら
の 考 察  
１  看 護 管 理 の 工 夫 を 高 め る 看 護 管 理 者 研 修 (内 的 要 因 )  
 
看 護 管 理 者 研 修 の う ち 日 本 看 護 協 会 の 認 定 看 護 管 理 者 セ カ ン ド レ
ベ ル 研 修 の 受 講 が 、 看 護 管 理 の 工 夫 を 高 め て い る こ と が 明 ら か に な
っ た (図 1 2～ 図 2 0）。  
セ カ ン ド レ ベ ル の 研 修 の 中 で 〈 病 棟 運 営 上 の 課 題 を 何 ら か の 手 法
を 用 い て 分 析 す る 〉〈 管 理 デ ー タ を わ か り や す い 形 に し て ス タ ッ フ に
説 明 す る 〉 は 、 研 修 内 容 の 中 に 含 ま れ 、 看 護 管 理 者 と し て 身 に つ け
る こ と が で き る 。 決 め ら れ た ル ー テ ィ ン 業 務 を 遂 行 し 、 対 症 的 な 処
理 の 繰 り 返 し で は 、 そ の 途 上 で 生 ま れ て く る 問 題 を 根 本 的 に 解 決 す
る こ と が 困 難 な 状 況 に 陥 る 。 セ カ ン ド 研 修 で 身 に つ け た 課 題 の 分 析
手 法 や ス タ ッ フ の 理 解 を 得 る 説 明 は 、 有 意 差 は 見 ら れ て も 平 均 は
0 . 1 5 か ら 0 . 5 7 で あ っ た 。 こ れ は 看 護 師 長 が そ の 工 夫 を 現 場 で 行 動
に 移 せ な い 苦 手 部 分 と 考 え ら れ 、 看 護 管 理 者 研 修 の 課 題 で あ る 。  
目 標 管 理 の 使 い 方 は 、〈 ス タ ッ フ 個 人 の 目 標 管 理 を 、全 員 が 認 識 し
て 関 わ っ て も ら う 〉が セ カ ン ド 研 修 を 受 講 し た も の で も 平 均 が 0 . 3 1
（ フ ァ ー ス ト 0 . 0 5）で あ っ た 。こ れ は 個 人 の 活 用 で と ど ま っ て い る
こ と が 課 題 と 考 え ら れ 、 全 員 で 認 識 し て 関 わ る 管 理 を 検 討 す る 必 要
が あ る 。  
次 に 平 均 が 1 . 0 前 後 で あ る 〈 ス タ ッ フ に 師 長 の 根 本 的 な 病 棟 管 理
の 考 え を 示 す 〉〈 ス タ ッ フ を 承 認 す る 〉〈 主 任 や 副 師 長 を 病 棟 運 営 の
要 に す る 〉〈 ス タ ッ フ の 能 力 が 発 揮 で き る 役 割 を 持 た せ る 〉〈 ス タ ッ
フ か ら 認 定 看 護 師 や 専 門 看 護 師 な ど へ 相 談 し て も ら う 〉〈 ス タ ッ フ に
過 不 足 な く 医 療 用 消 耗 品 を 適 正 に 管 理 し て も ら う 〉の 6 つ の 要 素 は 、
認 定 看 護 管 理 者 セ カ ン ド レ ベ ル 研 修 が 効 果 的 で あ り 、 看 護 管 理 の 工
夫 を 高 め た 要 素 で あ る 。 セ カ ン ド の 研 修 を 受 け た 看 護 師 長 が よ り 工
夫 を 凝 ら し て い る こ と が 明 ら か に な っ た 。  
河 野 ( 2 0 1 4 )は マ ネ ジ メ ン ト ス キ ル は 、 看 護 ス キ ル と 異 な り マ ネ ジ
メ ン ト 場 面 の 状 況 が 一 般 化 で き な い た め 経 験 学 習 が 中 心 と な る 。 そ
の 学 習 方 法 と し て 、コ ル ブ の 経 験 学 習 モ デ ル（ 経 験 、内 省 、概 念 化 、
実 践 ） の ４ 段 階 を ベ ー ス に サ イ ク ル を 良 い 形 で 回 す こ と が 、 経 験 か
ら 学 ぶ こ と を 有 効 に す る と 述 べ て い る 。 つ ま り 経 験 の 中 で 内 省 の 場
面 を グ ル ー プ で 支 援 す る 「 看 護 マ ネ ジ メ ン ト リ フ レ ク シ ョ ン 」 が 、
管 理 の 気 づ き や 学 び を 生 み 出 し 、 こ れ か ら の 看 護 部 門 は 経 験 学 習 や
看 護 マ ネ ジ メ ン ト リ フ レ ク シ ョ ン を 組 織 全 体 で 取 り 組 む 方 法 が よ い
と 考 え て い る 。  
セ カ ン ド レ ベ ル の 研 修 後 は 、 看 護 師 長 が 関 心 を 向 け る 視 野 が 広 が
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る た め 、 看 護 管 理 の 工 夫 を 高 め た 6 つ の 要 素 を 実 践 し な が ら 、 看 護
マ ネ ジ メ ン ト リ フ レ ク シ ョ ン を 分 析 の 段 階 、 説 明 の 段 階 、 目 標 管 理
の 段 階 で 、 部 署 全 体 で 取 り 組 む よ う に 使 っ て い く こ と が 、 部 署 に 見
合 う 管 理 の 特 性 を だ す こ と が で き る の で は な い か 。  
 
２  看 護 管 理 の 工 夫 を 高 め る 設 置 主 体 と 病 床 規 模 (外 的 要 因 )  
 
設 置 主 体 と 病 床 規 模 か ら 考 え ら れ る こ と は 、 国 公 立 系 の 病 院 で 病
床 規 模 が 大 き い ほ ど 、認 定 看 護 師 や 専 門 看 護 師 を 活 用 し て い る こ と 、
病 棟 運 営 上 の 課 題 を 何 ら か の 分 析 手 法 を 用 い て 分 析 し て い る こ と 、
医 療 安 全 の 水 準 を 上 げ る 学 習 を 行 っ て い る こ と が 考 え ら れ た 。  
病 床 規 模 が 小 さ い と 、 資 源 に 限 り が あ り 職 員 数 も 少 な い 。 そ れ に
対 し 病 床 規 模 が 大 き い と 職 員 数 が 多 く 、 資 源 が 豊 か で あ り 、 他 部 門
の 協 力 や 相 談 で き る 人 材 が 施 設 内 に 揃 う 。 さ ら に 組 織 の 教 育 体 制 も
整 い 、 機 能 分 化 に よ り 看 護 の 役 割 も 細 分 化 で き る 。  
こ れ ら の 環 境 が 有 意 に 働 き 、 分 析 手 法 や 相 談 、 医 療 安 全 学 習 や キ
ャ リ ア 発 達 支 援 の 方 法 が シ ス テ ム 化 で き る と 考 え る 。  
中 島（ 2 0 0 9）は 、同 じ 日 本 と い え ど も 病 床 数 に よ っ て 全 く と 言 っ
て よ い ほ ど 、 実 際 の 師 長 『 業 務 』 は 、 大 き く 異 な っ て い る 実 態 が あ
る こ と や 、「 日 本 に お け る 多 く の 師 長 た ち は 、決 し て 型 に は ま っ た マ
ネ ジ メ ン ト に 専 念 で き る 環 境 で は な い 状 況 に あ る 」 と い う 事 実 を 踏
ま え た 議 論 の 展 開 が 必 要 だ と 述 べ て い る 。  
認 定 看 護 師 や 専 門 看 護 師 の 活 用 は 相 談 で き る 人 材 が 施 設 内 に そ ろ
っ て い る か ど う か で 、 コ ン サ ル テ ー シ ョ ン の 機 会 が 異 な り 、 中 小 規
模 の 4 0 0 床 未 満 の 施 設 で は 資 源 の 活 用 に 限 り が あ る と 考 え ら れ る 。 
課 題 分 析 に 関 し て は 大 規 模 病 院 ほ ど 情 報 の 電 子 化 が 進 ん で い る た
め 、 分 析 手 法 を 用 い て の 分 析 が シ ス テ ム 化 さ れ 、 他 部 門 の 協 力 も 得
や す い 。 医 療 安 全 に 関 し て も 大 規 模 病 院 で は 、 組 織 の 機 能 分 化 に よ
り 看 護 の 役 割 が 細 分 化 さ れ 、 看 護 職 員 の 数 も 多 く 、 事 故 の リ ス ク が
高 い た め 、 イ ン シ デ ン ト に 関 し て の 安 全 学 習 が 組 織 の 教 育 体 制 と し
て 整 え る こ と が で き る 。  
工 夫 を シ ス テ ム 化 し て い く 環 境 づ く り や 資 源 を 持 た な い 施 設 の 場
合 で も 、外 部 資 源 と し て 活 用 や 相 談 で き る 体 制 を 整 え る 必 要 が あ る 。 
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Ⅵ  研 究 課 題 5： 看 護 管 理 の 工 夫 と 病 棟 運 営 の 成 果 と の 関 連 か ら の
考 察  
１ 【 ス タ ッ フ が 働 き や す い 環 境 に な っ た 】 成 果 に 9 つ の 要 素 が 関 連  
 
表 3 7 よ り 、 4 2 項 目 の う ち 9 項 目 が 【 ス タ ッ フ が 働 き や す い 環 境
に な っ た 】 成 果 に 影 響 を 与 え た 。 病 棟 を 働 き や す い 環 境 に し て い る
看 護 師 長 は 、 ま ず ス タ ッ フ が 話 や す く て 聞 き や す い 環 境 に 配 慮 し 、
感 性 に 触 れ 、 状 況 に 応 じ 考 え を 探 求 し て い る 。 次 に 看 護 師 長 の 病 棟
管 理 の 考 え を ス タ ッ フ に 示 し て ビ ジ ョ ン を 形 に し 、 委 員 会 活 動 や 、
勤 務 時 間 内 の 仕 事 管 理 、 多 職 種 へ の 手 際 の 良 い 交 渉 を 行 い 働 く 環 境
の 再 構 成 を 行 っ て い る 。 さ ら に 考 え つ い た 方 法 ・ 手 段 と し て 緊 急 入
院 の 受 け 入 れ 体 制 を 整 え る 方 法 と 中 堅 の 指 導 力 育 成 の 方 法 を 工 夫 し
て 、 成 果 を あ げ て い た 。  
4 0 歳 以 上 で は 3 分 の 1 の 看 護 師 が 職 場 を 去 る 可 能 性 が あ り 、次 の
1 0 年 の 計 画 的 戦 略 が 求 め ら れ て い る （ K  l y n n 2 0 1 0）。 離 職 予 防 や 働
き や す さ の 工 夫 は 職 員 確 保 の た め に 不 可 欠 で あ り 、 β が 0 . 1 以 上 の
影 響 の 強 い 話 や す く て 聞 き や す い 環 境 と 中 堅 の 指 導 力 を 育 て る 2 項
目 か ら 取 り 組 み 、 ス タ ッ フ の 働 き 方 の デ ザ イ ン を 考 え て い く こ と で
は な い か 。  
 
 
２ 【 看 護 師 を 取 り 巻 く 連 携 が 強 化 し た 】 成 果 に 11 の 要 素 が 関 連  
 
表 3 8 よ り 、4 2 項 目 中 11 項 目 が【 看 護 師 を 取 り 巻 く 連 携 が 強 化 し
た 】 成 果 に 影 響 を 与 え た 。 看 護 師 を 取 り 巻 く 連 携 を 強 化 し て い る 看
護 師 長 は 、 や は り ス タ ッ フ が 話 や す く て 聞 き や す い 環 境 に 配 慮 し 、
何 ら か の 手 法 を 用 い て 課 題 を 分 析 し 話 し 合 い 状 況 的 考 え を 探 求 し て
い る 。そ こ か ら 目 指 す 看 護 の 方 向 性 を 統 一 し 、ビ ジ ョ ン を 形 に し て 、
意 図 す る も の が 病 棟 に 見 合 っ て い る か ス タ ッ フ の 理 解 を 得 よ う と し
て い た 。 さ ら に 公 式 な 力 を 利 用 し 、 地 域 関 係 者 と 協 働 し 、 手 際 の 良
い 交 渉 を 臨 機 応 変 に 行 い 想 定 さ れ る 障 害 へ の 対 応 に よ り 人 と 人 や 、
場 と 場 を つ な げ 、 情 報 を つ な げ 再 構 成 を 行 っ て い た 。 そ の 結 果 考 え
つ い た 方 法 ・ 手 段 と し て は 、 退 院 支 援 に 関 す る 実 践 や 中 堅 の 指 導 力
育 成 、 ス タ ッ フ に 役 割 を 担 っ て も ら い 各 自 の 能 力 を 発 揮 さ せ て い く
実 践 が 他 者 と の か か わ り を 通 し て 、 チ ー ム 医 療 を 強 め て い た 。  
連 携 を 強 化 す る ポ イ ン ト は 、 β が 0 . 1 以 上 の 3 項 目 （ 目 指 す 看 護
の 方 向 性 を 統 一 す る こ と 、 手 際 の 良 い 交 渉 を 行 う 。 再 入 院 に 繋 が ら
な い 退 院 支 援 ） を 行 う こ と で あ り 、 な か で も 影 響 の 強 い 「 多 職 種 の
協 力 が 得 ら れ る よ う な 手 際 の 良 い 交 渉 を す る 」 が 有 効 で は な い か 。  
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３ 【 や る 気 の あ る ス タ ッ フ が 増 え た 】 成 果 に 11 の 要 素 が 関 連  
 
表 3 9 よ り 、4 2 項 目 中 11 項 目 が【 や る 気 の あ る ス タ ッ フ が 増 え た 】
成 果 に 影 響 を 与 え た 。 や る 気 の あ る ス タ ッ フ を 増 や し て い る 看 護 師
長 は 、 他 の 成 果 と 同 様 に ス タ ッ フ が 話 や す く て 聞 き や す い 環 境 に 配
慮 し 管 理 デ ー タ を わ か り や す い 形 に し て 説 明 す る こ と や 承 認 行 為 が
や る 気 を 引 き 出 す こ と に つ な が っ て い た と 考 え ら れ る 。 看 護 師 長 が
手 際 の 良 い 交 渉 が で き る と ス タ ッ フ の や る 気 は 維 持 で き る が 、 手 際
の 良 い 交 渉 が で き な い と ス タ ッ フ の や る 気 は 下 が る と 考 え ら れ る 。  
し か し ス タ ッ フ と 看 護 サ ー ビ ス を 良 く す る 考 え を 分 か ち 合 う こ と
が 、 や る 気 に 強 く 影 響 し て い た た め 、 納 得 で き る ま で 何 度 も 対 話 を
繰 り 返 す こ と や 成 果 が 出 る よ う に 委 員 会 活 動 を 促 し て い く 手 段 が 効
果 的 な こ と が 明 ら か に な っ た 。  
ま た 看 護 師 長 は ス タ ッ フ の 基 本 的 な 価 値 観 を 育 て る こ と で ス タ ッ
フ の 実 践 知 か ら 、 や り が い を 引 き 出 し て い た と 考 え ら れ る 。 と く に
や る 気 へ の 影 響 が 強 か っ た キ ャ リ ア 発 達 を ス タ ッ フ に 支 援 し て も ら
う 工 夫 は 、 組 織 的 な 対 応 で や る 気 を 高 め る 方 法 で あ り 、 他 者 を 指 導
す る こ と が 自 分 自 身 の 育 成 に な る 「 互 い に 育 ち 合 う 教 育 」 を 目 指 し
て い た の で は な い か と 考 え ら れ た 。 遠 藤 （ 2 0 0 8） は 、「 現 場 で 業 務
に 従 事 す る 一 人 ひ と り が 『 高 い 意 識 と や る 気 』 を 持 つ こ と が す べ て
の 出 発 点 と な る 。 湧 源 性 が 触 発 さ れ た 現 場 に 『 責 任 と 権 限 』 を 付 与
し 、さ ら に 個 人 だ け で な く 、『 チ ー ム 』で 取 り 組 む こ と に よ っ て 、知
恵 の 創 出 が 加 速 さ れ る 。こ う し た 要 素 が 連 結 し て 、『 自 ら 問 題 点 を 発
見 し 、 解 決 す る 現 場 』 が 生 ま れ て く る 」 と 述 べ て い る 。  
 
４ 【 看 護 サ ー ビ ス が 向 上 し た 】 成 果 に 11 の 要 素 が 関 連  
 
表 4 0 よ り 、4 2 項 目 中 11 項 目 が【 看 護 サ ー ビ ス が 向 上 し た 】成 果
に 影 響 を 与 え た 。 看 護 サ ー ビ ス が 向 上 し た と 評 価 し て い る 看 護 師 長
は 、 病 棟 運 営 上 の 課 題 を 何 ら か の 手 法 を 用 い て 分 析 を し て い た 。 そ
れ を 軸 に ス タ ッ フ と 看 護 サ ー ビ ス を 良 く す る 考 え を 分 か ち 合 い 、 方
向 性 を 統 一 し 、 多 職 種 へ の 交 渉 を 行 い チ ー ム の 運 用 を 再 構 成 し て い
た 。  
つ ま り 、 や る 気 を 起 こ し た 現 場 に 責 任 と 権 限 を 与 え 緊 急 入 院 へ の
受 け 入 れ 体 制 や 退 院 指 導 、中 堅 の 指 導 力 育 成 、基 本 的 価 値 観 の 育 成 、
カ ン フ ァ レ ン ス な ど チ ー ム で 取 り 組 む 実 践 で 、 看 護 サ ー ビ ス に つ な
げ て い る 。  
ま た メ ン タ ル が 弱 い ス タ ッ フ と 面 接 す る こ と が 負 の 関 係 で あ る こ
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と は 、 面 接 を 繰 り 返 し 行 っ て も 、 看 護 サ ー ビ ス の 向 上 は な い 。 け れ
ど も メ ン タ ル が 弱 い ス タ ッ フ と 面 接 し な い と 、 サ ー ビ ス が 維 持 で き
な い か あ る い は さ ら に 低 下 す る た め と 考 え ら れ る 。  
 
５ 【 経 営 に 貢 献 で き た 】 成 果 に 7 の 要 素 が 関 連  
 
表 4 1 よ り 、 4 2 項 目 中 7 項 目 が 【 経 営 に 貢 献 で き た 】 成 果 に 影 響
を 与 え た 。 経 営 に 貢 献 で き た と 評 価 し て い る 看 護 師 長 は 、 根 本 的 な
病 棟 管 理 の 考 え を 示 す こ と が 最 も 必 要 で あ る と 考 え て い た 。 そ し て
交 渉 や 公 式 な 力 の 利 用 、 シ ス テ ム や チ ー ム 運 用 を 通 じ て 緊 急 入 院 体
制 を 病 棟 で つ く る こ と と ス タ ッ フ の 能 力 を 発 揮 さ せ る 働 き を し て も
ら う こ と が 、 経 営 貢 献 に 導 く も の で あ る と 考 え て い た 。  
木 村 （ 2 0 1 3） は 、「 看 護 管 理 者 は 病 院 や 看 護 部 門 の 方 針 の 徹 底 、
部 下 の 育 成 、 知 識 ・ 技 能 の 向 上 な ど 、 そ の 役 割 を 果 た し て き た 。 与
え ら れ た 職 務 を 果 た す に し て も 、 マ ネ ジ メ ン ト と し て 戦 略 が 必 要 と
な っ て く る 。 経 営 的 な 面 か ら は 施 設 の 予 算 に 関 す る 戦 略 、 さ ら に 医
療 安 全 で は 危 機 を 回 避 す る 戦 略 を 立 て る こ と が 求 め ら れ る 。 管 理 者
と し て 戦 略 を 考 え て 提 言 し 、 か つ 部 下 の 戦 略 的 発 想 を も 育 成 し な け
れ ば な ら な い の で あ る 」 と 述 べ て い る 。  
看 護 師 長 は 、 最 も 影 響 の 強 い 「 ス タ ッ フ に 師 長 の 根 本 的 な 病 棟 管
理 の 考 え を 示 す 」中 で 、師 長 の 経 営 戦 略 を 入 れ る こ と が 必 要 で あ る 。
師 長 が 示 し た 戦 略 が 既 存 の シ ス テ ム 、 緊 急 入 院 の 体 制 や ス タ ッ フ に
役 割 を 持 た せ る 中 で 、 部 下 の 行 動 に 組 み 込 ま れ 、 戦 略 的 発 想 が 膨 ら
ん で い く と 考 え る 。  
 
６  複 数 の 成 果 に 影 響 を 与 え た 工 夫 の 要 素  
 
表 4 2 よ り 、5 つ の 成 果 に 影 響 を 与 え て い た〈 多 職 種 の 協 力 が 得 ら
れ る よ う な 手 際 の 良 い 交 渉 を す る 〉 は 、 病 棟 運 営 の 中 で 大 き な 役 割
を 果 た し て い る 要 素 と わ か っ た 。  
3 つ の 成 果 に 影 響 を 与 え た 〈 ス タ ッ フ が 理 解 で き る よ う に ビ ジ ョ
ン を 形 に す る 〉 こ と や 〈 ス タ ッ フ が 話 し や す く て 聞 き や す い 環 境 〉
を 作 り 、〈 緊 急 入 院 の 受 け 入 れ 体 制 〉〈 中 堅 の 指 導 力 を 育 て る 〉 こ と
は 、 共 通 し て 働 き や す い 環 境 に す る 成 果 に 影 響 し て い る 。 働 き や す
い 環 境 を 良 く す る こ と は 表 2 7 の 病 棟 運 営 の 成 果 の 相 関 よ り 、 連 携
と や る 気 に 影 響 を 及 ぼ す 。 さ ら に 連 携 と や る 気 は 看 護 サ ー ビ ス に 影
響 す る 。  
新 井 （ 2 0 0 1） は 、「 こ れ か ら の 管 理 者 に 求 め ら れ る 要 件 は 、 戦 略
を 考 え て 提 案 、 提 言 す る 、 環 境 に 柔 軟 に 対 応 す る こ と 、 問 題 の 形 成
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を し 、 解 決 す る こ と 、 部 下 の 育 成 な ど で あ る 。 な ぜ な ら 、 世 の 中 の
動 き の 変 化 と と も に 、 使 え る し く み 、 使 え な い し く み 、 運 営 の し 方
の チ ェ ッ ク 等 が 求 め ら れ 、 そ れ に 見 合 っ た 行 動 が 求 め ら れ る か ら で
あ る 」 と 述 べ 、 工 夫 を い か に 統 合 で き る か ど う か が 看 護 管 理 者 に 問
わ れ る 要 件 で あ り 、 5 つ の 要 素 を 病 棟 運 営 に 活 用 し て い く こ と が 有
効 と 言 え る 。  
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Ⅶ  研 究 課 題 6： 病 棟 で 行 う 看 護 管 理 の 工 夫 の 構 造 か ら の 考 察  
１  高 次 因 子 と 下 位 因 子 の 構 成 概 念 間 の 関 係  
 
深 い 層 で は 【 状 況 的 考 え の 探 求 】 に 因 子 分 析 の 《 情 報 が 示 し て
い る 意 味 を 探 す 》 が 含 ま れ 、 【 思 考 ・ 方 法 ・ 構 造 の 再 構 成 】 に 因
子 分 析 の 《 意 図 す る も の が 組 織 に 見 合 っ て い る か 病 棟 の 理 解 を 得
る 》 が 含 ま れ る と 考 え て い た 。 し か し 、 分 析 結 果 は 仮 説 と は 異 な
っ て い た 。 《 意 図 す る も の が 組 織 に 見 合 っ て い る か 病 棟 の 理 解 を
得 る （ パ ス 係 数 0 . 7 9、 決 定 係 数 0 . 6 3） 》 が 【 状 況 的 考 え の 探 求 】
と 関 係 が 成 立 し 、 そ の 意 味 は 《 病 棟 看 護 の 方 向 性 に 関 与 す る 》 こ
と と 考 え ら れ た 。  
つ ま り 【 病 棟 看 護 の 探 求 と 自 覚 】 に 、 2 つ の 下 位 因 子 《 互 い の
仕 事 の 仕 方 を 理 解 し 合 う 接 触 と 探 求 を す る（ パ ス 係 数 0 . 8 5、決 定
係 数 0 . 7 2） 》 と 《 病 棟 看 護 の 方 向 性 に 関 与 す る （ パ ス 係 数 0 . 7 9、
決 定 係 数 0 . 6 3）》が 強 く 影 響 を 与 え て い る こ と が 明 ら か に な っ た 。
因 子 間 相 関 も ｒ ＝ . 5 7 4 と 強 い 結 果 で あ り 、 新 山 王 （ 2 0 1 3） ら は 、
何 か を 創 出 す る に は 、 ① 思 い と 意 図 を も つ 、 ② 全 員 で 共 有 し よ う
と す る 、 ③ メ ッ セ ー ジ を 伝 え よ う と す る 3 つ の 特 徴 を 述 べ 、 管 理
者 が 現 場 に 目 線 を あ わ せ る こ と が 重 要 で あ り 、 そ の た め に 、 ス タ
ッ フ と お 互 い の 仕 事 へ の 考 え 方 を 理 解 し 合 う 基 盤 を つ く り 、 共 通
の 意 思 を 見 出 せ る と こ ろ ま で 【 病 棟 看 護 の 探 求 と 自 覚 】 を す る こ
と を 続 け て い る の だ と 考 え ら れ る 。  
ま た 因 子 分 析 の 《 情 報 が 示 し て い る 意 味 を 探 す 》 は 【 病 棟 看 護
の 探 求 と 自 覚 】 で は な く 、【 管 理 の 切 り 替 え 】 と 関 係 が 成 立 し た 。
そ の 意 味 は ≪ 病 棟 管 理 へ の 提 言 を 促 す 情 報 を 取 り 出 す （ パ ス 係 数
0 . 5 9、決 定 係 数 0 . 3 5）≫ こ と で 実 行 性 を 導 き 、看 護 管 理 に 関 心 を
向 け る 必 要 な 再 構 成 と 考 え た か ら で あ る 。遠 藤（ 2 0 0 8）は「 現 場
に 目 線 を 合 わ せ 、 現 場 に 深 く 入 っ て い き 、 そ れ ぞ れ の 持 つ 現 場 の
本 質 を え ぐ り 出 す こ と が 、 実 行 性 の あ る 提 言 に つ な が る （ 遠 藤
2 0 0 8）」 と 述 べ て い る 。  
【 管 理 の 切 り 替 え 】に 影 響 し て い た 3 つ の 下 位 因 子 の 強 さ か ら
言 え る こ と は 、 《 小 さ な 単 位 の 知 恵 を 仕 事 管 理 に 使 う 》 が 他 の 2
つ の 因 子 と 比 べ て パ ス 係 数 、 決 定 係 数 が 強 い 。 看 護 師 長 た ち が チ
ー ム や 委 員 会 に エ ネ ル ギ ー を 投 入 す る の は 、 病 棟 の し く み を 追 求
す る 過 程 で 看 護 管 理 の 働 き を 再 構 成 し 、 《 病 棟 管 理 へ の 提 言 を 促
す 情 報 を 取 り 出 す 》 こ と で 看 護 師 の や る 気 を 支 え て い る 。 さ ら に
想 定 さ れ る 障 害 へ の 対 応 と い う よ り《 前 向 き な 交 渉 と 協 働 を す る 》
こ と で 、 部 門 を ま た が る 問 題 点 の 対 処 を 行 い 、 チ ー ム 医 療 を 支 え
て い る 。 仕 事 へ の 満 足 度 を あ げ 病 棟 全 体 の 働 き や す い 【 管 理 の 切
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り 替 え 】 が 行 な わ れ て い る と 考 え た 。  
こ れ ら の 段 階 を 踏 み な が ら 、 【 人 を つ な ぎ 現 場 力 を 創 造 】 し て
内 在 す る 知 や 資 源 を つ な ぎ 、 部 署 全 体 の 大 き な 力 に 育 て 発 揮 し て
い る 。そ の 下 位 因 子 の《 部 署 を 巻 き 込 み 人 を つ な ぐ ア ク シ ョ ン（ パ
ス 係 数 0 . 9 4）》は 、パ ス 係 数 が 大 き く 、部 署 の 力 が 結 集 す る 部 分
で あ り 、 経 験 知 を 全 員 で 引 き 出 し 、 そ れ を 現 場 で 使 い 、 大 き な 力
へ と 転 換 し て い く ア ク シ ョ ン と 考 え ら れ る 。 主 任 や 副 師 長 、 中 堅
の 経 験 知 は 活 用 し て い る が 、 そ れ に 対 し て 認 定 看 護 師 や 専 門 看 護
師 の 経 験 知 の 活 用 は 不 十 分 で あ る こ と が わ か っ た 。  
ま た 《 多 く の 資 源 を つ な ぐ 連 続 線 上 の ア ク シ ョ ン 》 は 、 入 院 と
退 院 が 同 じ 因 子 の 中 に 位 置 づ け ら れ 、 入 院 と 退 院 の ア ク シ ョ ン プ
ラ ン と 実 行 を 別 に 考 え る の で は な く 、 連 続 線 上 の も の と し て 地 域
包 括 ケ ア の 視 点 に 立 っ て ア プ ロ ー チ す る こ と が 重 要 な 工 夫 で あ る 。
複 雑 な ケ ー ス を 、 地 域 連 携 者 と 協 働 、 手 際 の よ い 交 渉 、 認 定 ・ 専
門 看 護 師 へ の 相 談 な ど 多 く の 資 源 と つ な が っ て 、 連 続 線 上 の 入 退
院 支 援 を 行 っ て い く こ と が 重 要 で あ る 。  
浅 い 層 で は 、 2 つ の 下 位 因 子 《 互 い の 仕 事 の 仕 方 を 理 解 し 合 う
接 触 と 探 求 を す る（ パ ス 係 数 0 . 8 1、決 定 係 数 0 . 6 5》と《 病 棟 看 護
の ビ ジ ョ ン を 形 に す る（ パ ス 係 数 0 . 7 0、決 定 係 数 0 . 5 0）》が 影 響
を 与 え 、ス タ ッ フ の 仕 事 を と り ま く 背 景 や 感 情 か ら 、【 病 棟 看 護 を
見 渡 し 方 向 決 め 】 を し て い る と 考 え ら れ る 。  
【 病 棟 看 護 を 見 渡 し 方 向 決 め 】 は 直 接 【 人 ・ し く み の 円 滑 な 流
れ の 創 造 】 に 至 っ て お り 、 ≪ 経 験 に 潜 む 力 を 伸 ば す ≫ こ と や ≪ 既
存 の 支 援 体 制 に 新 し い し く み を 加 え る ≫ こ と で 円 滑 な 流 れ の 工 夫
が 行 わ れ て い る 。  
 
 
２  下 位 因 子 と 構 成 要 素 間 の 関 係  
 
１ ） 2 4 の 構 成 要 素 か ら な る 深 い 層 と 1 6 の 構 成 要 素 か ら な る 浅 い 層
の 違 い を 考 察 す る と 、《 互 い の 仕 事 の 仕 方 を 理 解 し 合 う 接 触 と 探 求
を す る 》 中 の 浅 い 層 は 、 病 棟 看 護 を 見 渡 し 、 焦 点 化 し 方 向 を 定 め
る ア プ ロ ー チ で あ っ た 。 逆 に 深 い 層 は 、 広 げ て 掘 り 下 げ て 方 向 性
に 関 与 さ せ て 、 そ の 内 的 思 考 か ら 自 覚 に 至 る 階 層 で あ っ た 。 看 護
師 長 は ス タ ッ フ の 置 か れ て い る 状 況 に 接 近 し 、 お 互 い を 尊 重 す る
関 係 に な る た め に 関 わ っ て い る が 、 状 況 に よ っ て 浅 い 層 で は ＜ ス
タ ッ フ を 承 認 す る ＞ ＜ ス タ ッ フ の 成 長 に 合 わ せ て 時 間 を 置 き な が
ら 待 つ ＞ 、深 い 層 で は ＜ ス タ ッ フ の 感 性 に 触 れ る ＞ の 3 つ の 要 素
が 使 い 分 け さ れ て い た 。  
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２ ）《 病 棟 看 護 の ビ ジ ョ ン を 形 に す る 》と《 病 棟 看 護 の 方 向 性 に 関 与
す る 》の 違 い は 、浅 い 層 で は 、〈 ス タ ッ フ が 理 解 で き る よ う に ビ ジ
ョ ン を 形 に す る 〉 が 実 践 さ れ 、 深 い 層 で は 〈 ス タ ッ フ と 看 護 サ ー
ビ ス を 良 く す る 考 え を 分 か ち 合 う 〉 が 実 践 さ れ て い た 。 浅 い 層 で
は 看 護 サ ー ビ ス を 良 く す る 考 え が あ る 程 度 意 思 統 一 さ れ て い る 状
況 が あ る た め 、 ビ ジ ョ ン を 形 に す る 方 法 が 実 践 さ れ て い る も の と
考 え ら れ る 。  
深 い 層 で は 〈 ス タ ッ フ と 目 指 す 看 護 の 方 向 性 の 統 一 〉 が た だ の
意 図 に 終 わ ら せ な い た め に は 、サ ー ビ ス の 質 管 理 を 皆 で 考 え 、〈 ス
タ ッ フ に 師 長 の 根 本 的 な 病 棟 管 理 の 考 え を 示 す 〉 過 程 で ‘個 ’の 理
解 を 超 え て ‘組 織 ’の 理 解 に 移 行 し て い く こ と で あ る 。 そ の た め に 、
〈 ス タ ッ フ と 看 護 サ ー ビ ス を 良 く す る 考 え を 分 か ち 合 う 〉 こ と と
し て 、 自 分 た ち の 提 供 す る 看 護 サ ー ビ ス の 実 態 を 自 覚 し 、 ‘部 署 ’
と し て の 看 護 サ ー ビ ス を 考 え 続 け 、方 向 性 に 関 与 し て い く こ と が 、
探 求 と 自 覚 で あ る と 考 え る 。  
３ ）深 い 層 の ≪ 病 棟 管 理 ヘ の 提 言 を 促 す 情 報 を 取 り 出 す ≫ で は 、個 々
の 状 況 に お い て 互 い に 協 力 で き る 仕 事 を す る た め に 情 報 が 必 要 で
あ る 。 師 長 会 議 や 管 理 会 議 で 得 た 病 院 の デ ー タ を 報 告 事 項 の 形 で
ス タ ッ フ に 伝 達 し て も あ ま り 効 果 を 実 感 し な い 場 合 は 、 デ ー タ は
意 味 を 持 た な い 。 病 院 の デ ー タ を 看 護 サ ー ビ ス と し て 使 え る よ う
に 取 り 出 し 、 可 視 化 で き る 降 ろ し 方 が 求 め ら れ て い る 。 そ れ が 管
理 デ ー タ の 看 護 へ の 活 用 で あ る 。 ド ラ ッ ガ ー （ 2 0 0 6） は 、「 誰 も
が 仕 事 を す る た め に 、 知 る べ き こ と を 知 っ て い る 。 仕 事 を す る た
め に 、 必 要 な 資 源 を み な 手 に し て い る 」 こ と で あ り 、 常 に 最 新 の
情 報 を タ イ ム リ ー に 入 手 し 、 ス タ ッ フ を や る 気 に す る こ と で 複 数
の 頭 脳 を 合 わ せ た 【 管 理 の 切 り 替 え 】 が 可 能 と 考 え る 。  
ま た 《 小 さ な 単 位 の 知 恵 を 仕 事 管 理 に 使 う 》 は 、 タ イ ム マ ネ ジ
メ ン ト と し て 、 ① 〈 ス タ ッ フ に 勤 務 時 間 内 で 業 務 が 終 わ る 仕 事 管
理 を し て も ら う 〉 こ と が 実 践 で き 、 チ ー ム 単 位 で の ス タ ッ フ の 活
用 と し て 、 ② 〈 病 棟 の 各 委 員 会 が 成 果 を 出 す よ う に 活 動 を 促 す 〉、
③ 〈 ス タ ッ フ が 動 き や す い チ ー ム 編 成 を 考 慮 し て チ ー ム を 運 用 す
る 〉工 夫 が 再 構 成 の 大 き な 役 割 を 占 め て い る 。「 現 場 か ら 自 発 的 に
知 恵 や 創 意 工 夫 が 『 湧 き 出 し て く る 』 た め に 有 効 な ア プ ロ ー チ は
『 小 さ な 単 位 の 組 織 』に よ る 改 善 活 動 で あ る (遠 藤 2 0 0 8 )」と 言 わ
れ 、 こ の よ う に チ ー ム の 知 恵 を 使 う 組 織 づ く り が 成 果 を 出 す 決 め
手 に な る と 考 え る 。 委 員 会 活 動 や チ ー ム 運 用 の 活 用 の 再 構 成 が 工
夫 さ れ る と 、 意 思 決 定 の 段 階 で 、 ス タ ッ フ の 力 を 現 場 で 引 き 出 す
こ と が ス ム ー ズ と な り 、 現 場 が 成 果 を 出 し て い く 。  
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さ ら に 《 前 向 き な 交 渉 と 協 働 を す る 》 で は 、 看 護 師 長 の 手 際 の
良 い 交 渉 の 影 響 力 が 強 い こ と は 、 多 職 種 と の 協 力 を ス ム ー ズ に す
る も の で チ ー ム 医 療 を 支 え て い る と 考 え ら れ る 。 地 域 連 携 の 取 り
組 み は 、 ≪ 多 く の 資 源 を つ な ぐ 連 続 線 上 の ア ク シ ョ ン ≫ と 関 係 し
て お り 、 入 退 院 支 援 へ 影 響 を 及 ぼ し て い る 。 つ ま り チ ー ム を 組 み
立 て て 、 動 け る よ う な 組 織 を 考 え て い く こ と が 求 め ら れ て い る 。  
４ ） 浅 い 層 の 《 経 験 に 潜 む 力 を 伸 ば す 》 と 深 い 層 の 《 部 署 を 巻 き 込
み 人 を つ な ぐ ア ク シ ョ ン 》 で は 、 共 通 し て い た 要 素 は 〈 問 題 を 確
実 に 解 決 で き る カ ン フ ァ レ ン ス を 行 っ て も ら う 〉 の み で あ り 、 そ
れ 以 外 は 違 っ て い た 。浅 い 層 で は 、〈 ス タ ッ フ の 能 力 が 発 揮 で き る
役 割 を 持 た せ る 〉〈 ス タ ッ フ の キ ャ リ ア 発 達 を ス タ ッ フ に 支 援 し て
も ら う 〉〈 ス タ ッ フ に 医 療 安 全 の 水 準 を 上 げ る 学 習 を 行 っ て も ら
う 〉 が 実 践 さ れ て い た 。 深 い 層 で は 〈 主 任 や 副 師 長 を 病 棟 運 営 の
要（ か な め ）に す る 〉〈 病 棟 全 体 で 考 え た 方 法 で 中 堅 の 指 導 力 を 育
て る 〉〈 ス タ ッ フ 個 人 の 目 標 管 理 を 全 員 が 認 識 し て 関 わ っ て も ら
う 〉〈 ス タ ッ フ か ら 認 定 看 護 師 や 専 門 看 護 師 な ど へ 相 談 し て も ら
う 〉 が 実 践 さ れ て い た 。  
つ ま り 深 い 層 と 浅 い 層 で は 現 場 の 力 と し て 引 き 出 す 方 法 が か な
り 異 な っ て い る 。 そ の 違 い は 浅 い 層 で は 認 定 看 護 師 や 専 門 看 護 師
に 相 談 を 必 要 と せ ず 自 分 た ち で 解 決 に 導 い て い く 課 題 で あ り 、 深
い 層 で は 専 門 的 資 源 を 使 い 有 効 活 用 す べ き 課 題 に 用 い て い る と 考
え ら れ る 。 主 任 ・ 副 師 長 を 要 に す る こ と や 中 堅 の 育 成 、 目 標 管 理
は 、 組 織 的 な 内 容 と 解 釈 で き 、 病 棟 の 意 思 決 定 を 円 滑 に 行 う た め
に 管 理 の 切 り 替 え の 段 階 で 前 準 備 を 整 え て 、 は じ め て 意 味 を な す
現 場 力 の 発 動 が で き る と 考 え ら れ る 。 逆 に 管 理 の 切 り 替 え を 踏 ま
ず に 、 主 任 ・ 副 師 長 を 要 に す る こ と や 中 堅 の 育 成 、 目 標 管 理 の 意
思 決 定 を 行 っ て も 、 形 骸 化 さ れ 病 棟 が 動 か な い 状 況 に 陥 る 可 能 性
が 高 い 。  
そ れ に 対 し 浅 い 層 と し て 位 置 づ け ら れ た 、 ス タ ッ フ に 能 力 が 発
揮 で き る 役 割 を 持 た せ 、 キ ャ リ ア 発 達 を ス タ ッ フ に 支 援 し て も ら
う こ と 、医 療 安 全 の 水 準 を 上 げ る 学 習 は 、現 場 の 力 を 引 き 出 す 時 、
ス タ ッ フ の 経 験 に 潜 む 力 を 伸 ば す こ と で 、 流 れ を 円 滑 に し て い る
と 考 え ら れ る 。 危 機 管 理 に 関 し て 、 勝 （ 2 0 1 0） は 「 社 会 全 体 が 医
療 安 全 に 対 し て 敏 感 に な っ て い る と い う 現 代 医 療 の も つ 特 徴 が 影
響 し て い る も の と 考 え ら れ る 。 師 長 は 、 医 療 安 全 を 守 る こ と は 自
分 の 重 要 な 役 割 と 認 識 し た 上 で 解 決 に 向 け て 取 り 組 ん で い る も の
の 、 こ れ は 師 長 一 人 の 努 力 で 解 決 で き る も の で は な い と 捉 え て い
た 」 と 述 べ 、 徹 底 的 な 医 療 安 全 を 即 実 践 に 移 し て い る 学 習 の 浸 透
が 伺 え る 。  
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５ ）入 退 院 支 援 で は 、浅 い 層 で は 、〈 緊 急 入 院 を い つ で も 受 け 入 れ る
体 制 を 病 棟 で つ く る 〉と〈 退 院 支 援 が で き る 体 制 を 病 棟 で つ く る 〉
の 2 つ の 要 素 が シ ン プ ル で あ り 、《 既 存 の 支 援 体 制 に 新 し い し く
み を 加 え る 》 調 整 で 流 れ を 円 滑 に し て い た 。 深 い 層 で は 複 雑 に 6
項 目 が 関 連 し 合 い 、 多 職 種 の 協 力 が 得 ら れ る 交 渉 や 地 域 連 携 者 と
の 協 働 、 認 定 看 護 師 や 専 門 看 護 師 へ の 相 談 、 さ ら に 再 入 院 に つ な
が ら な い 退 院 指 導 に 取 り 組 み な が ら 、《 多 く の 資 源 を つ な ぐ 連 続 線
上 の ア ク シ ョ ン 》 に よ り 、 困 難 な 課 題 に 大 き な 力 を 使 い 実 行 ま で
の 工 夫 が な さ れ て い た 。 つ ま り ケ ー ス に よ っ て 浅 い 層 と 深 い 層 の
両 方 の 入 退 院 支 援 の ア ク シ ョ ン プ ラ ン と 実 行 を 使 い 分 け る 病 棟 運
営 が 示 唆 さ れ た 。  
 
３  構 造 の 層 別 化  
 
１ ）  深 い 層  
看 護 管 理 の 工 夫 の 構 造 を 明 ら か に す る た め に U 理 論 を 用 い 体 系 化
を 試 み た 。 そ の 結 果 、 2 つ の モ デ ル が 体 系 化 さ れ た 。 そ の 1 つ は 、
看 護 管 理 の 工 夫 が 1 0 の 構 成 概 念 と 2 4 の 構 成 要 素 か ら 成 り 立 っ て い
た 。1 0 の 構 成 概 念 と は 7 つ の 下 位 因 子 と 、そ の 上 位 に 7 つ を ま と め
る 3 つ の 高 次 因 子 で あ る 。 そ の 3 つ の 高 次 因 子 と は 、 ( 1 )  【 病 棟 看
護 の 探 求 と 自 覚 】 、 ( 2 )  【 管 理 の 切 り 替 え 】 、 ( 3 )  【 人 を つ な ぎ 現
場 力 を 創 造 】 で あ る 。 こ れ ら の 高 次 因 子 の 関 係 は 、 【 病 棟 看 護 の 探
求 と 自 覚 】 を し て 、 【 管 理 の 切 り 替 え 】 の 再 構 成 を 行 い 、 【 人 を つ
な ぎ 現 場 力 を 創 造 】 す る こ と で あ る 。  
7 つ の 下 位 因 子 と は ① 《 互 い の 仕 事 の 仕 方 を 理 解 し 合 う 接 触 と 探
求 を す る 》 、 ② 《 病 棟 看 護 の 方 向 性 に 関 与 す る 》 、 ③ 《 病 棟 管 理 へ
の 提 言 を 促 す 情 報 を 取 り 出 す 》 、 ④ 《 小 さ な 単 位 の 知 恵 を 仕 事 管 理
に 使 う 》 、 ⑤ 《 前 向 き な 交 渉 と 協 働 を す る 》 、 ⑥ 《 部 署 を 巻 き 込 み
人 を つ な ぐ ア ク シ ョ ン 》 、 ⑦ 《 多 く の 資 源 を つ な ぐ 連 続 線 上 の ア ク
シ ョ ン 》 で あ る 。 こ れ ら は 一 貫 し て ス タ ッ フ の 中 に あ る ア イ デ ア を
現 場 の 力 と し て 使 う こ と を 目 指 し て い る と 考 え ら れ る 。  
2 4 の 構 成 要 素 と は 、 4 2 項 目 か ら 焦 点 化 さ れ た も の で あ り 、 よ り
重 要 性 が あ り 、 多 く の 看 護 師 長 が 管 理 に 取 り 入 れ る 必 要 が あ る 要 素
と 考 え ら れ る 。 し か し 抽 出 さ れ た 看 護 管 理 の 工 夫 を 局 所 的 に 行 っ て
も 効 果 的 で な い 。 経 験 年 数 が 長 く セ カ ン ド レ ベ ル 研 修 を 終 え た 看 護
師 長 は 、 病 院 全 体 や 地 域 を 視 野 に 入 れ て 、 あ ら ゆ る 工 夫 を 段 階 的 に
取 り 入 れ て 病 棟 を 運 営 し て い た 。  
マ ネ ジ ャ ー の 技 能 は 、 そ れ ぞ れ の 世 代 の 必 要 度 と 要 求 を 管 理 す る
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能 力 （ w i e c k , K  l y n n  2 0 1 0） で あ り 、 あ ら ゆ る 世 代 間 の 職 場 を リ ー
ド し て い く た め の 注 意 は 、 未 来 の マ ネ ジ ャ ー を 方 向 づ け る 構 造 と 現
在 の マ ネ ジ ャ ー を 開 発 す る 必 要 が 述 べ ら れ て い る 。 看 護 師 長 が 病 棟
の 看 護 管 理 を 行 う と き に 、 広 い 視 野 で 状 況 を 認 識 で き る か ど う か が
重 要 で 、新 人 の 看 護 師 長 が 病 棟 を 動 か そ う と 目 の 前 の 課 題 に 反 応 し 、
解 決 策 を 実 践 す る マ ネ ジ メ ン ト で は 行 き 詰 ま り や 限 界 を 感 じ 、 病 棟
が 動 か な く な る 状 況 に 陥 る こ と も あ る 。看 護 管 理 の 工 夫 の 構 造 で は 、
【 人 を つ な ぎ 現 場 力 を 創 造 】 す る に 至 る ま で の 【 病 棟 看 護 の 探 求 と
自 覚 】 を 次 の 【 管 理 の 切 り 替 え 】 の 段 階 に つ な げ 、 組 織 づ く り を 行
う こ と が 看 護 管 理 の 工 夫 と 考 え る 。  
看 護 を 丁 寧 に 具 現 化 し て い く 深 い 層 の マ ネ ジ メ ン ト が 基 盤 と な り 、
そ こ に ス タ ッ フ が 自 部 署 の 病 棟 運 営 に 関 心 を 持 ち 、 管 理 を 創 造 す る
こ と で 、 そ の 先 に あ る 病 棟 を 動 か す 実 践 に 意 味 を 持 た す の で は な い
か と 考 え ら れ る 。  
 
２ ）  浅 い 層  
2 つ 目 の 構 造 は 、 す べ て が 深 い 層 を た ど る の で は な く 、 別 の 構 造
を し た モ デ ル も 存 在 す る こ と が 明 ら か に な っ た 。  
そ の モ デ ル と は 、 【 病 棟 看 護 を 見 渡 し 方 向 決 め 】 か ら 【 人 ・ し く
み の 円 滑 な 流 れ の 創 造 】 に 至 る 浅 い 層 で あ る 。 こ れ は 、 6 つ の 構 成
概 念 と 1 6 の 構 成 要 素 で 成 り 立 っ て お り 、 6 つ の 構 成 概 念 と は 、 4 つ
の 下 位 因 子 と 、2 つ の 高 次 因 子 で あ る 。2 つ の 高 次 因 子 と は 、( 1 )  【 病
棟 看 護 を 見 渡 し 方 向 決 め 】と ( 2 )  【 人・し く み の 円 滑 な 流 れ の 創 造 】
で あ る 。 4 つ の 下 位 因 子 と は ① 《 互 い の 仕 事 の 仕 方 を 理 解 し 合 う 接
触 と 探 求 を す る 》、 ② 《 病 棟 看 護 の ビ ジ ョ ン を 形 に す る 》、 ③ 《 経 験
に 潜 む 力 を 伸 ば す 》、 ④ 《 既 存 の 支 援 体 制 に 新 し い し く み を 加 え る 》
で あ っ た 。  
工 夫 は 技 能 で あ り 、修 行 に よ り 体 得 す る も の (松 里 2 0 0 8 )と 言 わ れ
て い る が 、 看 護 師 長 は 工 夫 を 実 践 し て い く 際 に 、 管 理 経 験 の ア ウ ト
プ ッ ト の 蓄 積 で は な く 、 う ま く い っ た 管 理 経 験 の パ タ ー ン の 蓄 積 を
し て い け ば 、 次 の 課 題 の と き に 、 う ま く い っ た パ タ ー ン を 工 夫 と し
て 取 り 出 す こ と が で き る と 考 え る 。 相 澤（ 2 0 0 8）は「 思 考 作 業 パ タ
ー ン を 抽 象 化 し て 頭 の 引 き 出 し に 蓄 積 す る に は 、 ま さ に 思 考 作 業 の
経 験 を 多 く 積 む し か な い 」 と 述 べ て い る 。 看 護 師 長 が 2 つ の 層 の 工
夫 を 柔 軟 に 活 用 し て い く 経 験 が パ タ ー ン の 蓄 積 に つ な が る 。  
以 上 の こ と よ り 2 つ の 層 の 看 護 管 理 の 工 夫 の 構 造 か ら 言 え る こ と
は 、 あ る 状 況 の 中 に 置 か れ た と き に 浅 い 層 と 深 い 層 の 両 者 の 工 夫 を
柔 軟 に 活 用 し て い く こ と で あ る と 考 え る 。  
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Ⅷ  研 究 の 限 界  
文 献 検 討 と 面 接 調 査 の イ ン タ ビ ュ ー 結 果 か ら 質 的 に 看 護 管 理 の 工
夫 の 要 素 を 取 り 出 し 、 そ れ を 基 に ア ン ケ ー ト の 調 査 項 目 を 作 成 し 、
量 的 調 査 に 取 り 組 ん だ 。 全 国 の 現 場 で 看 護 管 理 に 取 り 組 ん で い る 看
護 師 長 の 協 力 を 得 て 、 貴 重 な 結 果 を 得 る こ と が で き た 。  
し か し 施 設 規 模 が 3 0 0 床 以 上 の 病 院 を 協 力 施 設 と 限 定 し た た め 、
看 護 部 の 組 織 体 制 が 整 っ て い る 病 院 の 状 況 に 限 定 さ れ る 。  
看 護 管 理 は 、 病 院 の 役 割 、 経 営 状 況 、 さ ら に 看 護 を 取 り 巻 く 環 境
や 組 織 文 化 に よ り 工 夫 を 取 り 入 れ る 方 法 も 異 な り 、 看 護 管 理 の 工 夫
が よ り 求 め ら れ る 3 0 0 床 未 満 の 小 規 模 病 院 の 実 態 が 、今 回 は 明 ら か
に な っ て い な い 。  
ま た 量 的 調 査 ま で の 研 究 結 果 で は 、 看 護 管 理 の 工 夫 と し て の 根 拠
に 至 っ て お ら ず 、 現 場 で 看 護 管 理 の 工 夫 の 浅 い 層 と 深 い 層 を 取 り 入
れ た 看 護 管 理 を 行 う こ と に よ っ て 、 モ デ ル が 適 用 で き る も の か ど う
か 検 証 で き る 。  
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第 Ⅶ 章  結 論  
Ⅰ  結 論  
病 棟 で 行 う 看 護 管 理 の 工 夫 は 、 看 護 師 長 の 病 棟 運 営 上 の 人 事 管 理
や 物 品 管 理 、 業 務 管 理 、 経 営 管 理 、 情 報 管 理 に お い て 、 あ る 状 況 に
置 か れ た と き 、 探 求 と 管 理 を 切 り 替 え る プ ロ セ ス を 経 て 、 考 え 抜 い
た 方 法 を 行 動 に 結 び つ け る と い う 一 連 の 流 れ を 包 括 し た 行 動 で あ る
と 考 え ら れ 、 次 の よ う な 結 論 が 得 ら れ た 。  
 
研 究 課 題 に 基 づ い た 考 察 を 踏 ま え て 4 つ の 観 点 か ら 結 論 を 述 べ る 。 
１  看 護 管 理 へ の 工 夫 の 取 り 入 れ (研 究 課 題 1 )  
２  病 棟 運 営 の 成 果 の 自 覚 と 成 果 に 貢 献 す る 工 夫 (研 究 課 題 2 . 3 . 5 )  
３  看 護 管 理 の 工 夫 を 高 め る 内 的 要 因 と 外 的 要 因 (研 究 課 題 4 )  
４  病 棟 で 行 う 看 護 管 理 の 工 夫 の 構 造 (研 究 課 題 6 )  
 
１ （ 研 究 課 題 1） 看 護 管 理 へ の 工 夫 の 取 り 入 れ  
１ ） 取 り 入 れ の 割 合 が 高 い 因 子  
多 数 の 看 護 師 長 が 実 践 の 中 で 、 看 護 管 理 に 取 り 入 れ て い た 割 合 の
高 い 因 子 は 、 第 2 因 子 《 互 い の 仕 事 の 仕 方 を 理 解 し 合 う 接 触 と 探 求
を す る 》、第 6 因 子《 緊 急 入 院 受 け 入 れ の ア ク シ ョ ン プ ラ ン と 実 行 》、
第 7 因 子 《 退 院 支 援 の ア ク シ ョ ン プ ラ ン と 実 行 》 で あ っ た 。  
 
２ ） 看 護 管 理 の 個 別 性 か ら 重 点 の 置 き 方 が 異 な る  
 看 護 管 理 へ の 工 夫 の ば ら つ き が あ る 因 子 は 、 第 1 因 子 《 ス タ ッ フ
の 中 に あ る ア イ デ ア を 現 場 の 力 と し て 引 き 出 す 》、 第 3 因 子 《 意 図
す る も の が 組 織 に 見 合 っ て い る か 病 棟 の 理 解 を 得 る 》、第 4 因 子《 成
果 を 出 す よ う に ス タ ッ フ の 仕 事 管 理 を 支 え る 》、 第 5 因 子 ≪ 想 定 さ
れ る 障 害 へ の 対 応 を と る （ 4 項 目 中 4 項 目 ） ≫ 、 第 8 因 子 《 変 化 を
機 会 と し て 捉 え る （ 2 項 目 中 2 項 目 ）》、 第 9 因 子 《 情 報 が 示 し て い
る 意 味 を 探 す （ 2 項 目 中 2 項 目 ）》 で あ っ た 。  
こ れ ら が ば ら つ く の は 、 型 に は ま っ た マ ネ ジ メ ン ト で は な く 、 内
部 環 境 や 外 部 環 境 で あ る 実 際 の 看 護 管 理 の 個 別 性 に 左 右 さ れ 、 管 理
の ど こ に 重 点 を お く の か 異 な る た め で あ る 。  
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２ （ 研 究 課 題 2 . 3 . 5） 病 棟 運 営 の 成 果 の 自 覚 と 成 果 に 貢 献 す る 工 夫  
１ ） 病 棟 運 営 の 成 果 の 自 覚  
病 棟 運 営 の 成 果 を 自 覚 し て い た 看 護 師 長 は 、 工 夫 の 要 素 を う ま く
組 み 合 わ せ 、 状 況 に 応 じ て 病 棟 運 営 の 成 果 と し て 、 ① 働 き や す い 環
境 、 ② 連 携 の 強 化 、 ③ 看 護 サ ー ビ ス の 向 上 、 ④ 経 営 に 貢 献 す る 能 力
を 獲 得 し て い る 。  
し か し 【 や る 気 の あ る ス タ ッ フ を 増 や す 】 成 果 に つ い て は 、 成 果
を 5 割 以 上 が 自 覚 で き て い な い 。 成 果 が 表 出 さ れ る ま で 時 間 が か か
る 。  
２ ） 病 棟 運 営 の 成 果 に 貢 献 す る 工 夫  
看 護 管 理 の 工 夫 が 限 局 さ れ る と 、 他 の 工 夫 に つ な が ら ず 部 分 的 な
実 践 に と ど ま る 。病 棟 運 営 の 成 果 を 認 識 し 貢 献 す る 工 夫 を 行 う に は 、
6 割 か ら 7 割 の 方 法 を 取 り 入 れ る 必 要 が あ り 、 さ ま ざ ま な 工 夫 の 要
素 を 組 み 合 わ せ る こ と で あ る 。 そ の こ と が 状 況 に 応 じ た 工 夫 の ス キ
ル の 獲 得 に つ な が り 、 看 護 師 長 の 看 護 管 理 能 力 を 高 め 、 病 棟 運 営 の
成 果 に 貢 献 す る こ と が で き る 。  
病 棟 運 営 の 成 果 に 応 じ て 貢 献 す る ポ イ ン ト を 述 べ て い く 。  
( 1 )ス タ ッ フ を 働 き や す い 環 境 に 導 く に は 、と く に 影 響 が 強 か っ た ①
ス タ ッ フ が 話 や す く て 聞 き や す い 環 境 づ く り と ② 病 棟 全 体 で 考 え
た 方 法 で 中 堅 の 指 導 力 を 育 て る 方 法 の 工 夫 を す る こ と で あ る 。  
( 2 )看 護 師 を 取 り 巻 く 連 携 を 強 化 す る に は 、影 響 の 強 か っ た ① ス タ ッ
フ に 再 入 院 に つ な が ら な い 退 院 指 導 を し て も ら う こ と と 、 ② 目 指
す 看 護 の 方 向 性 を 統 一 す る こ と 、 ③ 看 護 師 長 は 手 際 の 良 い 交 渉 を
行 う 工 夫 を す る こ と で あ る 。  
( 3 )や る 気 の あ る ス タ ッ フ を 増 や す に は 、前 提 と し て ス タ ッ フ が 話 や
す く て 聞 き や す い 環 境 に 配 慮 し 管 理 デ ー タ を わ か り や す い 形 に し
て 説 明 す る こ と や 承 認 行 為 が 求 め ら れ る 。  
そ の 上 で と く に や る 気 へ の 影 響 が 強 い キ ャ リ ア 発 達 を ス タ ッ フ
に 支 援 し て も ら う こ と は 、 他 者 を 指 導 す る こ と が 互 い に 育 ち 合 う
教 育 方 法 と し て 効 果 的 で あ る こ と が 明 ら か に な っ た 。 キ ャ リ ア 発
達 を ス タ ッ フ に 支 援 し て も ら う た め に は 、 納 得 で き る ま で 何 度 も
対 話 を 繰 り 返 し ス タ ッ フ と 看 護 サ ー ビ ス を 良 く す る 考 え を 分 か ち
合 う こ と や 委 員 会 活 動 へ の 促 し 方 を 工 夫 す る こ と で 成 果 を 上 げ る
こ と が で き る 。  
( 4 )看 護 サ ー ビ ス を 向 上 さ せ る に は 、カ ン フ ァ レ ン ス の 方 法 を 工 夫 す
る な ど し て 、 ス タ ッ フ と 看 護 サ ー ビ ス を 良 く す る 考 え を 分 か ち 合
い 、 基 本 的 な 価 値 観 を 育 て て い く こ と が 必 要 で あ る 。 そ れ だ け で
な く 、多 職 種 の 協 力 が 得 ら れ る よ う な 交 渉 を 手 際 よ く 行 う こ と で 、
看 護 サ ー ビ ス の 向 上 に 影 響 を 与 え る こ と が で き る 。  
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メ ン タ ル が 弱 い ス タ ッ フ と 面 接 す る こ と は 、看 護 サ ー ビ ス の 質
に 影 響 し 、看 護 サ ー ビ ス を 低 下 さ せ な い た め に 必 要 な こ と で あ る 。 
( 5 )経 営 に 貢 献 す る ポ イ ン ト は 、第 1 に 看 護 師 長 の 病 棟 管 理 の 考 え を
示 す こ と 、 第 2 に 公 式 な 力 の 利 用 や シ ス テ ム を 有 効 に 使 い 、 部 署
を 再 構 成 す る こ と 、第 3 に 緊 急 入 院 の 体 制 や ス タ ッ フ の 能 力 が 発
揮 で き る 働 き 方 の 工 夫 が で き る こ と で あ る 。  
３ ） 複 数 の 成 果 に 影 響 を 及 ぼ す 工 夫 の 要 素  
5 つ の 成 果 に 影 響 を 与 え て い た 、〈 多 職 種 の 協 力 が 得 ら れ る よ う
な 手 際 の 良 い 交 渉 を す る 〉 は 、 病 棟 運 営 を 行 う 際 に 大 き な 役 割 を
果 た す 中 核 の 要 素 で あ る 。  
他 に も 3 つ の 成 果 に 影 響 を 与 え て い た〈 ス タ ッ フ が 理 解 で き る
よ う に ビ ジ ョ ン を 形 に す る 〉〈 話 し や す く て 聞 き や す い 環 境 を 作
る 〉〈 緊 急 入 院 の 受 け 入 れ 体 制 を 病 棟 で つ く る 〉〈 病 棟 全 体 で 考 え
た 方 法 で 中 堅 の 指 導 力 を 育 て る 〉 4 つ の 要 素 を 有 効 に 使 う こ と が
看 護 管 理 者 に 求 め ら れ る 。  
 
３ （ 研 究 課 題 4） 看 護 管 理 の 工 夫 を 高 め る 内 的 要 因 と 外 的 要 因  
１ ） 内 的 要 因  
セ カ ン ド レ ベ ル 認 定 看 護 管 理 者 の 研 修 後 の 工 夫 は 、 フ ァ ー ス ト レ
ベ ル 認 定 看 護 管 理 者 研 修 や 他 の 管 理 者 研 修 に 比 べ て 有 意 に 管 理 の 工
夫 が 行 え て い た 。 看 護 師 長 が 関 心 を 向 け る 視 野 の 広 が り の 違 い 、 情
報 の 分 析 的 思 考 と 説 明 力 の 違 い な ど 看 護 マ ネ ジ メ ン ト リ フ レ ク シ ョ
ン の 深 ま り に よ っ て 看 護 単 位 を ま と め 、 ス タ ッ フ を 動 か し て い る 。  
２ ） 外 的 要 因  
病 床 規 模 が 工 夫 の シ ス テ ム 化 に 影 響 し 、 病 床 規 模 が 大 き い ほ ど ①
認 定 看 護 師 や 専 門 看 護 師 の 活 用 、 ② 分 析 手 法 を 用 い て の 分 析 、 ③ 医
療 安 全 の 水 準 を 上 げ る 学 習 は シ ス テ ム 化 で き る 環 境 に あ る  
 
４ （ 研 究 課 題 6） 病 棟 で 行 う 看 護 管 理 の 工 夫 の 構 造  
１ ） 看 護 管 理 の 工 夫 の 構 造  
（ １ ）看 護 管 理 の 工 夫 の 構 造 は 深 い 層 の 構 造 は 1 0の 構 成 概 念 と 2 4の
構 成 要 素 か ら 成 り 立 っ て い た 。 浅 い 層 の 構 造 は 6の 構 成 概 念 と
1 6の 構 成 要 素 か ら 成 り 立 っ て い た 。  
（ ２ ）深 い 層 と 浅 い 層 の 構 成 要 素 は 、4 2 項 目 か ら 焦 点 化 さ れ た も の
で あ り 、 よ り 重 要 性 が あ り 、 多 く の 看 護 師 長 が 管 理 に 取 り 入 れ
る 必 要 が あ る 要 素 と 考 え ら れ る 。 し か し 抽 出 さ れ た 看 護 管 理 の
工 夫 を 局 所 的 に 行 っ て も 効 果 的 で な い 。 経 験 年 数 が 長 く セ カ ン
ド レ ベ ル 研 修 を 終 え た 看 護 師 長 は 、 病 院 全 体 や 地 域 を 視 野 に 入
れ て 、あ ら ゆ る 工 夫 を 段 階 的 に 取 り 入 れ て 病 棟 を 運 営 し て い た 。 
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２ ） 看 護 管 理 の 工 夫 の 層 別 化  
看 護 管 理 の 工 夫 に は 深 さ が あ り 、 深 い 層 で は 、 病 棟 構 造 の 探 求 と
自 覚 を 行 い 、 管 理 の 切 り 替 え を し 、 人 を つ な ぎ 現 場 力 を 創 造 す る こ
と で あ る 。 浅 い 層 で は 、 病 棟 看 護 を 見 渡 し 方 向 を 決 め 、 人 ・ し く み
の 円 滑 な 流 れ を 創 造 す る 行 動 で あ る と い う 知 見 を 得 た 。  
看 護 管 理 の 工 夫 を 体 系 化 し た こ と で 、2 4 の 重 点 項 目 と な る 要 素 が
引 き 出 さ れ た 。  
( 1 )  工 夫 の 構 造 は 自 分 の 強 み 弱 み を 把 握 す る 指 標 に な り 、【 病 棟 看 護  
の 探 求 と 自 覚 】 や 【 病 棟 看 護 を 見 渡 し 方 向 決 め 】 を す る 力 を 強 化
す る に は 、 管 理 者 が 現 場 に 目 線 を 合 わ せ る こ と が 重 要 で あ り 、 第
1 に ス タ ッ フ と 《 互 い の 仕 事 の 仕 方 を 理 解 し 合 う 接 触 と 探 求 を す
る 》 こ と で あ る 。 そ の た め に 、 方 法 と し て は 深 い 層 で は ① 〈 ス タ
ッ フ が 話 し や す く て 聞 き や す い 環 境 〉を 作 り 、〈 ス タ ッ フ の 意 見 を
聞 き 〉、〈 ス タ ッ フ の 感 性 に 触 れ る 〉 こ と で あ る 。 ② 〈 ス タ ッ フ の
新 し い 意 見 を 取 り 入 れ る 〉こ と や 、〈 メ ン タ ル が 弱 い ス タ ッ フ と 面
接 す る 〉こ と 、〈 ワ ー ク・ラ イ フ・バ ラ ン ス を 支 援 〉し て い く 手 段
を 鍛 え る こ と で あ る 。浅 い 層 で は〈 ス タ ッ フ を 承 認 す る 〉こ と や 、
〈 ス タ ッ フ の 成 長 に 合 わ せ て 時 間 を 置 き な が ら 待 つ 〉 手 段 を 取 り
入 れ る こ と で あ る 。  
第 2 に《 病 棟 看 護 の 方 向 性 に 関 与 す る 》た め に 、深 い 層 で は 方
法 と し て は〈 師 長 の 根 本 的 な 病 棟 管 理 の 考 え を 示 す 〉こ と や〈 ス
タ ッ フ と 看 護 サ ー ビ ス を 良 く す る 考 え を 分 か ち 合 い 〉を 重 ね 、〈 目
指 す 看 護 の 方 向 性 を 統 一 〉に 関 与 し 、病 棟 看 護 を 自 覚 す る こ と で
あ る 。 浅 い 層 で は 、〈 師 長 の 根 本 的 な 病 棟 管 理 の 考 え を 示 す 〉 こ
と か ら〈 目 指 す 看 護 の 方 向 性 を 統 一 〉し て《 病 棟 看 護 の ビ ジ ョ ン
を 形 に す る 》 こ と で あ る 。  
目 指 す 看 護 の 方 向 性 が た だ の 意 図 に 終 わ ら せ な い た め に は 、‘個 ’
の 理 解 を 超 え ‘組 織 ’の 理 解 に 移 行 さ せ る こ と と 、 ‘部 署 ’と し て の 看
護 サ ー ビ ス を 問 い 続 け る こ と が 、看 護 管 理 の 工 夫 の 始 ま り で あ る 。 
( 2 )  深 い 層 の 【 管 理 の 切 り 替 え 】 を す る 力 を 強 化 す る に は 、 第 1 に
再 構 成 の 根 幹 で あ り 最 も 影 響 力 の 強 い 《 小 さ な 単 位 の 知 恵 を 仕 事
管 理 に 使 う 》 た め に 、 方 法 と し て は ① 〈 ス タ ッ フ が 動 き や す い チ
ー ム 編 成 な ど を 考 慮 し て チ ー ム を 運 用 す る 〉こ と や 、〈 病 棟 の 各 委
員 会 が 成 果 を 出 す よ う に 活 動 を 促 す 〉、②〈 ス タ ッ フ に 勤 務 時 間 内
で 仕 事 管 理 を し て も ら う 〉 手 段 を 鍛 え る こ と で あ る 。 第 2 に 《 情
報 管 理 へ の 提 言 を 促 す 情 報 を 取 り 出 す 》た め に 、方 法 と し て ①〈 管
理 デ ー タ を わ か り や す い 形 に し て ス タ ッ フ に 説 明 す る 〉、②〈 病 棟
運 営 上 の 課 題 を 何 ら か の 手 法 を 用 い て 分 析 す る 〉 手 段 を 鍛 え る こ
と で あ る 。 第 3 に 《 前 向 き な 交 渉 と 協 働 を す る 》 た め に 、〈 手 際
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の 良 い 交 渉 が で き る 〉 手 段 を 訓 練 し 、 再 構 成 す る 力 を 鍛 え る こ と
で あ る 。  
( 3 )  深 い 層 の 【 人 を つ な ぎ 現 場 力 を 創 造 】 を 強 化 す る に は 、 前 述 し
た 病 棟 看 護 の 探 求 と 自 覚 す る 力 と 管 理 を 切 り 替 え 再 構 成 す る 力 を
蓄 積 し て い く こ と が 不 可 欠 で あ り 、2 つ の 力 を 使 い こ な し な が ら 、
《 部 署 を 巻 き 込 み 人 を つ な ぐ ア ク シ ョ ン 》《 多 く の 資 源 を つ な ぐ 連
続 線 上 の ア ク シ ョ ン 》 を 実 行 す る こ と で あ る 。  
第 1 に 《 部 署 を 巻 き 込 み 人 を つ な ぐ ア ク シ ョ ン 》 の た め に 、 ①
〈 病 棟 全 体 で 考 え た 方 法 で 中 堅 の 指 導 力 を 育 て る 〉 こ と や 〈 ス タ
ッ フ 個 人 の 目 標 管 理 を 全 員 が 認 識 し て 関 わ っ て も ら う 〉、②〈 問 題
解 決 型 の カ ン フ ァ レ ン ス 〉 の 実 施 、 ③ 〈 主 任 や 副 師 長 を 病 棟 運 営
の 要 に す る 〉 手 段 を 鍛 え る こ と で あ る 。 第 2 に 《 多 く の 資 源 を つ
な ぐ 連 続 線 上 の ア ク シ ョ ン 》 を 行 う た め に 、 ① 〈 緊 急 入 院 と 退 院
支 援 が で き る 体 制 を つ く る 〉 こ と 、 ② 〈 再 入 院 に つ な が ら な い 退
院 指 導 の 強 化 〉と〈 地 域 連 携 の 取 り 組 み の 強 化 〉、③〈 認 定 や 専 門
看 護 師 へ の 相 談 〉 を 強 化 す る 手 段 を 鍛 え 、 意 思 決 定 す る 力 を 強 化
す る こ と で あ る 。  
浅 い 層 の 【 人 ・ し く み の 円 滑 な 流 れ の 創 造 】 を 強 化 す る に は 、
【 病 棟 看 護 を 見 渡 し 方 向 決 め 】 を 行 い 、 ≪ 経 験 に 潜 む 力 を 伸 ば す
≫ ≪ 既 存 の 支 援 体 制 に 新 し い し く み を 加 え る ≫ こ と で あ る 。  
≪ 経 験 に 潜 む 力 を 伸 ば す ≫ に は 、 ① 〈 ス タ ッ フ の 能 力 が 発 揮 で
き る 役 割 を 持 た せ る 〉、②〈 ス タ ッ フ の キ ャ リ ア 発 達 を ス タ ッ フ に
支 援 し て も ら う 〉、③〈 医 療 安 全 の 学 習 〉を 強 化 す る 手 段 を 鍛 え る
こ と で あ る 。  
≪ 既 存 の 支 援 体 制 に 新 し い し く み を 加 え る ≫ に は 、 ① 〈 緊 急 入
院 を い つ で も 受 け 入 れ る 体 制 を 病 棟 で つ く る ＞ こ と や ＜ 退 院 支 援
が で き る 体 制 を 病 棟 で つ く る 〉 こ と で 新 し い 病 棟 の し く み を 創 造
す る こ と で あ る 。  
( 4 )新 人 の 看 護 師 長 が 病 棟 を 動 か そ う と 目 の 前 の 課 題 に 反 応 し 、解 決
策 を 実 践 す る マ ネ ジ メ ン ト で は 行 き 詰 ま り や 限 界 を 感 じ 、 病 棟 が
動 か な く な る 状 況 に 陥 る こ と も あ る 。 そ う な ら な い よ う に 、 病 棟
看 護 を 見 渡 し 探 求 し 、 自 覚 し た こ と を 次 の 段 階 に つ な げ 、 ア ク シ
ョ ン を お こ し て い く こ と が 看 護 管 理 の 工 夫 で あ る 。  
 
以 上 の こ と か ら 深 い 層 と 浅 い 層 の 構 造 を 理 解 し 、 う ま く 使 い こ な
す こ と に よ っ て 、 現 場 の 活 性 化 が 行 え 、 さ ら に 看 護 管 理 者 を 目 指 す
看 護 職 の 人 材 育 成 に つ な が り 看 護 管 理 を 工 夫 す る 力 を 強 化 し て い く
こ と が で き る 。  
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Ⅱ  今 後 の 課 題 と 展 開  
１ ． 新 人 看 護 師 長 の 工 夫  
1 年 目 と 2 年 目 の 看 護 師 長 の 人 数 が 1 9 1 名（ 1 7 . 6％ ）と 少 な く 、
新 人 看 護 師 長 の み で 工 夫 の 構 造 を 分 析 す る こ と が で き な い が 、 新
人 看 護 師 長 の 工 夫 の 構 造 が 分 析 で き れ ば 、 全 体 の 看 護 師 長 の 工 夫
の 構 造 と 比 較 検 討 す る こ と で 、 新 人 看 護 師 長 の 看 護 管 理 の 強 み 弱
み を 知 り 、 成 長 過 程 の 指 導 に 役 立 て ら れ る 。  
今 後 は 、看 護 師 長 に な る ま で に ど の よ う な 育 成 が 必 要 で あ る か 、
新 人 看 護 師 長 に な っ て ど の よ う な か か わ り が 必 要 か を 考 察 す る た
め に 、 新 人 看 護 師 長 を 対 象 に デ ー タ 収 集 を 進 め 、 新 人 看 護 師 長 の
工 夫 の 構 造 化 を 図 り 、 今 回 の 結 果 と 比 較 検 討 し 、 研 究 を 深 め る 。  
 
２ ． 看 護 管 理 者 研 修 の 工 夫 の 違 い  
  セ カ ン ド レ ベ ル 研 修 を 受 け て い る 看 護 師 長 は 4 4 1 名 （ 4 0 . 7％ ）
で あ っ た 。フ ァ ー ス ト レ ベ ル 研 修 を 受 け て い る 看 護 師 長 は 4 5 2 名
（ 4 1 . 7％ ） で あ っ た 。 セ カ ン ド レ ベ ル 研 修 を 受 講 し て い る 看 護 師
長 の 工 夫 の 構 造 は 、 フ ァ ー ス ト レ ベ ル 研 修 を 受 け て い る 看 護 師 長
の 工 夫 の 構 造 よ り も 、 仮 説 と し て 工 夫 を 取 り 入 れ る 管 理 実 践 に 違
い が あ る こ と が 想 定 さ れ る 。 今 後 は 、 今 回 の デ ー タ か ら 分 析 を 進
め 、2 つ の 構 造 の 違 い を 明 ら か に し 、そ の 違 い の 原 因（ 管 理 経 験 、
研 修 内 容 、 勤 務 環 境 ） に つ い て 探 索 し て い く 。  
 
３ ． 看 護 管 理 の 工 夫 の 構 造 と 病 棟 運 営 の 成 果 と の 関 連 の 明 確 化  
看 護 管 理 の 工 夫 の 構 造 と 病 棟 運 営 の 成 果 の 関 連 に つ い て 体 系 化
を 図 る こ と は 、 ど の 要 素 を 使 う と 病 棟 運 営 が 効 果 的 に な る か 、 さ
ら に 絞 り 込 め る た め 、 優 れ た 管 理 実 践 を 促 進 す る 示 唆 が 得 ら れ る
と 考 え る 。  
 
４ ． 看 護 管 理 の 工 夫 の 方 法 を 実 際 に 活 用  
本 研 究 で 得 ら れ た 結 果 と 今 後 の 研 究 で 明 確 化 し た 看 護 管 理 の 工
夫 の 方 法 を 実 際 に 現 場 の 看 護 管 理 教 育 や 病 棟 を 運 営 す る と き に 活
用 い た だ き 、 研 究 成 果 を 立 証 し て い く 。  
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に 伴 う 支 援 に 関 す る 文 献 検 討 、 ヒ ュ ー マ ン ケ ア 研 究 学 会 誌 5 ( 1 )、
7 9 - 8 3  
横 山 重 子 他 ( 2 0 0 5 )： 看 護 管 理 者 の 管 理 能 力 因 子 に 関 す る 研 究 、 上 武
大 学 看 護 学 部 紀 要 2 ( 2 )、 5 9 - 6 5  
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Tr o s s m a n . S u s a n  （ 2 0 0 2）：N u r s i n g  m a g n e t s :  a t t r a c t i n g  t a l e n t  a n d  
m a k i n g  i t  s t i c k  、A m e r i c a n  J o u r n a l  o f  N u r s i n g、1 0 2 ( 2 )、8 7 -  8 9   
日 本 看 護 協 会 ( 2 0 0 1 ) :ナ ー シ ン グ ・ マ ネ ジ メ ン ト ・ ブ ッ ク ス 1 新 ・
病 院 看 護 機 能 評 価 マ ニ ュ ア ル 、 日 本 看 護 協 会 出 版 会 、 6 - 1 0  
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署 に 関 す る 看 護 管 理 の 現 状 と 課 題 、 日 本 看 護 学 会 論 文 集 (看 護 管
理 ) 3 7 号 、 3 3 2 - 3 3 4  
原 田 美 佐 ( 2 0 1 4 )： 教 育 委 員 会 と 看 護 管 理 者 で 行 う マ ネ ジ メ ン ト ラ ダ
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望 3 9 ( 1 )、 1 4 - 2 0  
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吉 田 二 美 子 ( 2 0 0 7 )： 看 護 師 長 の 選 定 と 育 成 の 方 法  ジ ュ ニ ア ・ マ ネ
ジ ャ ー の 重 要 性 、 看 護 管 理 1 7 ( 1 0 )、 8 3 6 - 8 4 2  
劉 瑞 霜 他 ( 2 0 0 4 )： 看 護 師 長 の 看 護 管 理 度 測 定 尺 度 の 作 成 の 試 み 、 富
山 医 科 薬 科 大 学 看 護 学 会 誌 5 ( 2 )、 9 3 - 1 0 2  
和 栗 百 恵 ( 2 0 1 0 )： 「 ふ り か え り 」 と 学 習 ―大 学 教 育 に お け る ふ り か
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資料１-１ 
 
研究計画書概要（面接調査） 
高知県立大学大学院 看護学研究科 
森木妙子 
 
 
１．課題 
看護師長が病棟運営上で行う看護管理の工夫 
 
２．研究の背景 
 2014 年度の診療報酬の改定を受けて、医療機関の機能分化・強化と連携、在宅医療の推
進が基本方針として打ち出された。すなわち団塊の世代が 75歳を迎える 2025年をめどに、
地域包括ケアシステムが導入される方向で医療がシフトしている。 
病院組織ではこれらの医療界の変化を察知し、その変化に適応できる組織への変革が求
められている。また入院医療についての機能分化や在宅復帰の促進など病院を取り巻く現
状は、病院関係者だけでなく国民の生活にも著しい変化を及ぼす事柄であり、国民の病院
への関心もさらに高まると予測できる。 
 2025 年問題に向けて、医療経営環境もますます厳しくなり、看護管理者の経営参画の必
要性として、医療の質を保持しながら病院の利益の向上が求められている。医療の質を維
持するためには、病棟運営の責任者である病棟師長は、設備の課題、組織の課題、人材の
課題、情報の課題に向き合い、他部署との調整やヒトを活用する工夫をし、モノの削減や
コミュニケーションを図りながら、必然的に看護管理の中でさまざまな工夫を行っていか
なければならない。そのため看護師長の役割は増大し、組織の効率性や合理性の追求が緊
張を強いている。 
そこで看護師長職に優れた管理能力を保有し実践できる人材を配置することは人事管理
上の重要な課題となる。増え続ける救急患者の病床確保、高齢患者の重症化や長期化、さ
らに看護業務の複雑化によるリスク回避、在院日数短縮化による看護の役割変化などは、
看護師に忙しさを感じさせ、看護のやりがいに影響を及ぼしている。 
看護師の働きやすさは師長の考え方や、工夫次第で違ってくると考えられるが、効率よ
く、質を考慮した看護管理の工夫ができなければ悪循環を繰り返す事態となるため、病棟
運営上ではさまざまな看護管理の工夫が必要とされている。 
 
３．目的 
１）本研究の目的 
看護管理の工夫を探索する力、実践する力を強化できる能力を有する看護師長の育
成に役立てるために、看護師長が部署の管理運営を行う時、どのような看護管理の工
夫を行っているのかを明らかにし、効果的な看護管理の工夫を体系化する。 
尚、本研究は、面接調査および質問紙調査の 2つの調査を用いて進める。 
 
２）本面接調査の目的 
病棟運営上で工夫が必要であった出来事について、組織運営の面、職員の活用の面、
患者サービスの面から、①工夫が必要な状況に置かれたときにあらゆる考えを探索す
る方法、②その考えを再構成するための選択・判断の方法、③さらに案出した方法・
手段の内容を質的に明らかにし、抽出された工夫を構成する要素に基づいて質問紙を
作成することを目的とする。 
 
４．意義 
１）看護師長の病棟における看護管理の工夫を明らかにすることは、自分の実践を
振りかえり、管理の強みと弱みを把握し、自分自身の看護管理の評価指標として
役立てることができる。 
２）看護管理の工夫の要素を統合化することは、エキスパート師長の看護管理の工
夫の要素とその構造を理解することにつながり、看護管理の工夫を探索する力、
実践する力の強化を支援できる。 
３）新任看護師長やこれから看護管理者を目指す看護職が看護管理を行う際に、必
要最小限の役割遂行に留まらず、状況に応じて工夫を実践する管理能力を高める
ことができる。 
４）エキスパート師長の工夫のプロセスや行動が明らかになることは、効果的な看
護管理の工夫の構造を普遍化し、体系化した知識を確立し看護管理教育や指導に
使うことができる。 
５）看護管理の工夫ができる能力を有する看護師長を育成し支援体制を整えること
は、患者サービスや患者満足度、職員の満足度を高め、さらに病院経営にまで影
響し、看護管理学に貢献できる。 
 
５．研究期間 
平成 26 年 4 月 1 日～平成 28 年 3 月 31 日 
 
６．面接調査期間 
平成 26 年 7 月 1 日～平成 26 年 8 月 31 日 
 
７．面接調査の研究協力者 
   病棟看護師長 6 名 
選定条件 
１）一般病床数が 300 床以上を有する病院の病棟に勤務する看護師長 
２）看護師長経験年数 6 年目以上 
３）病棟管理の経験が豊富であり、組織運営、職員活用、患者サービスの点での工夫
が優れており、問題解決、組織変革へのコンピテンシーが高いと所属長の推薦が
ある方 
４）看護協会主催の認定看護管理者セカンド研修を既に終えているか、あるいは大学
院を修了している方 
 
８．データ収集方法 
１）文献検討に基づき、インタビューガイドを作成してプレテストを行い、インタビ
ューガイドの洗練化を図る。 
 ２）1）の後、インタビューガイドを用いて、研究協力者に対して面接を行う。 
 ３）面接の場所は、研究協力者が自分の勤務する病院を面接場所として希望する場合
には、プライバシーの保てる個室を借りて行う。研究協力者が勤務している病院を
希望したくない場合は、高知県立大学の個室あるいは高知大学の個室を準備する。
また研究協力者の許可を得て、面接内容の録音、メモを取る。 
４）面接の時間は 1時間以内とする。 
  
９．データ分析方法 
１）研究協力者が語った内容から看護管理の工夫の研究の枠組みに添って、（1）状況
的考えの探求方法、（2）思考・方法・構造の再構成をする方法､（3）考えついた方
法・手段の視点に基づき、要素を抽出しカテゴリー化を行う。 
２）研究の信頼性を確保するために、指導教員よりスーパーバイズを受ける。 
 
１０．倫理的配慮 
１）対象や施設に理解を求め同意を得る方法 
・研究協力施設の責任者に対して研究の目的や内容、倫理的配慮について説明し、
研究協力の承諾を得て、研究協力候補者選定を依頼する。 
・研究協力への紹介手続きとして、事前に施設の責任者から研究協力候補者への
「研究協力へのお願いとお願いしたい内容（研究協力者用）」を渡していただき、
研究者への紹介の諾否を確認してもらう。 
・研究に関する説明を聞く意思がある研究協力候補者に対して、研究者自身が本
研究の目的や内容、倫理的配慮について説明し、同意を得られた者のみを研究協
力者とする。 
２）研究協力の撤回が自由にできること 
・研究に協力するかしないかを判断できる十分な情報提供と説明を事前に行い、
研究の協力は自由意思であることを説明する。 
・研究の途中での辞退や終了後の取り消しも自由であること、また研究への参加
を辞退したことで不利益を被ることはないことを説明する。 
・研究協力者から同意を得ていても、施設から研究協力の承諾の取り消しの申し
出があった場合は、その研究施設で行ったデータは全て破棄することを伝える。 
・実際に取り消しが可能な期間は、質問紙調査を開始する前の平成 26 年 10 月 31
日を目安とする。 
  ３）研究協力者のプライバシーの保護 
・面接は、研究者と一対一で行い、第 3 者が入ってくることなく、面接している
ことが知られない静かな場所で行う。 
    ・研究協力者が自分の勤務する病院を面接場所として希望する場合には、研究協 
力が得られた施設の看護部門の責任者あるいは担当者と相談し、決定する。研究
協力者が勤務している病院を希望したくない場合は、高知県立大学の個室あるい
は高知大学の個室を準備する。 
    ・研究協力者が話したくない内容については話さなくてもよいこと、話した内容
であっても研究協力者が使って欲しくない内容については、データとして使用し
ないこと、面接を続けたくない時には断る権利があることを説明する。また、承
認取り消しや同意取り消しがあった場合は、データは全て破棄する約束をする。 
    ・研究内容の録音やメモは、研究協力者の許可を得て行い、固有名詞はアルファ
ベットで記載、研究協力や施設が特定できないように処理し、提供されたデータ
の匿名性を守ることを約束する。 
    ・得られたデータは本研究以外では使用しないこと、研究終了後には録音内容を
破棄することを説明する。 
    ・データは鍵のかかる場所に保管し、研究者が責任をもって管理する。 
    ・データ分析に当たっては、指導教員がデータを見ることについて了解を得る。 
  ４）対象の心身の負担、不利益や危険性への配慮 
・面接時間は 1 時間以内とし、研究協力者の希望に添って、管理業務への支障が
生じないように時間の短縮、面接の中断、延期が可能であることを伝える。 
    ・面接に対しての質問や相談、意見などを研究協力者がいつでも行えるよう、研 
    究者の連絡先を文書にて伝える。 
・研究協力者は、面接を受けることで時間的制約を受けることや、面接を受ける
ことによる疲労感や工夫が必要であった体験を想起していただくことによる心理
的な負担が生じる可能性があることを説明する。 
５）研究協力者が受ける利益や看護上の貢献 
・面接で実践を振り返ることによって、看護管理の工夫に至っている自分自身の
考えや気づきを含む内面の「知」を再認識する機会を得ることができます。 
・看護上の貢献として新人看護師長やこれから看護管理職を目指す看護職の看護
管理教育に使うことができる。 
・体系化した看護管理の工夫を役立てて、看護管理の工夫ができる能力を有す
る看護師長を育成し支援体制を整えることは、患者サービスや患者満足度、職
員の満足度を高め、さらに病院経営にまで影響し、看護管理学に貢献できる。 
 
  ６）研究結果の公表の仕方 
・本研究は、研究者の博士論文としてまとめることを目的としていること、研究
結果は個人が特定されないように配慮することを約束し、専門領域における学会
発表、もしくは専門誌などで公表することの了解を得る。 
 
１１．インタビューガイド（別紙添付資料参照） 
 
 
 
 
 
 
資料１-２ 
研究計画書概要（質問紙調査） 
高知県立大学大学院 看護学研究科 
森木妙子 
 
１． 課題 
看護師長が病棟運営上で行う看護管理の工夫 
 
２．研究の背景 
 2014 年度の診療報酬の改定を受けて、医療機関の機能分化・強化と連携、在宅医療の推
進が基本方針として打ち出された。すなわち団塊の世代が 75歳を迎える 2025年をめどに、
地域包括ケアシステムが導入される方向で医療がシフトしている。 
病院組織ではこれらの医療界の変化を察知し、その変化に適応できる組織への変革が求
められている。また入院医療についての機能分化や在宅復帰の促進など病院を取り巻く現
状は、病院関係者だけでなく国民の生活にも著しい変化を及ぼす事柄であり、国民の病院
への関心もさらに高まると予測できる。 
 2025 年問題に向けて、医療経営環境もますます厳しくなり、看護管理者の経営参画の必
要性として、医療の質を保持しながら病院の利益の向上が求められている。医療の質を維
持するためには、病棟運営の責任者である病棟師長は、設備の課題、組織の課題、人材の
課題、情報の課題に向き合い、他部署との調整やヒトを活用する工夫をし、モノの削減や
コミュニケーションを図りながら、必然的に看護管理の中でさまざまな工夫を行っていか
なければならない。そのため看護師長の役割は増大し、組織の効率性や合理性の追求が緊
張を強いている。 
そこで看護師長職に優れた管理能力を保有し実践できる人材を配置することは人事管理
上の重要な課題となる。増え続ける救急患者の病床確保、高齢患者の重症化や長期化、さ
らに看護業務の複雑化によるリスク回避、在院日数短縮化による看護の役割変化などは、
看護師に忙しさを感じさせ、看護のやりがいに影響を及ぼしている。 
看護師の働きやすさは師長の考え方や、工夫次第で違ってくると考えられるが、効率よ
く、質を考慮した看護管理の工夫ができなければ悪循環を繰り返す事態となるため、病棟
運営上ではさまざまな看護管理の工夫が必要とされている。 
 
３．目的 
看護管理の工夫を探索し再構成する力、実践する力を強化できる能力を有する看護師長
の育成に役立てるために、看護師長が病棟の管理運営を行う時、どのような看護管理の工
夫を行っているのかを明らかにし、効果的な看護管理の工夫を体系化する。 
 
４．意義 
１）看護師長の病棟における看護管理の工夫を明らかにすることは、自分の実践を
振りかえり、管理の強みと弱みを把握し、自分自身の看護管理の評価指標として
役立てることができる。 
２）看護管理の工夫の要素を統合化することは、エキスパート師長の看護管理の工
夫の要素とその構造を理解することにつながり、看護管理の工夫を探索する力、
実践する力の強化を支援できる。 
３）新任看護師長やこれから看護管理者を目指す看護職が看護管理を行う際に、必
要最小限の役割遂行に留まらず、状況に応じて工夫を実践する管理能力を高める
ことができる。 
４）エキスパート師長の工夫のプロセスや行動が明らかになることは、効果的な看
護管理の工夫の構造を普遍化し、体系化した知識を確立し看護管理教育や指導に
使うことができる。 
５）看護管理の工夫ができる能力を有する看護師長を育成し支援体制を整えること
は、患者サービスや患者満足度、職員の満足度を高め、さらに病院経営にまで影
響し、看護管理学に貢献できる。 
 
５．研究期間 
平成 26 年 4 月 1 日～平成 28 年 3 月 31 日 
 
６．質問紙調査期間 
平成 27 年 1 月 4 日～平成 27 年 2 月 29 日 
 
７．研究協力者 
病棟に所属する看護師長 1000 名 
選定条件：一般病床数が 300 床以上を有する病院に勤務する看護師長 
外来・手術室の看護師長を除く 
選定方法：300 床以上の全国の病院を無作為抽出する。 
 
８．データ収集方法 
１）調査項目の作成 
（１）看護管理の工夫の調査項目は、インタビュー結果から得られたデータをもとに、 
質問項目を絞る。 
①状況的考えを探求・・・8 項目 
②思考・方法・構造の再構成・・・20 項目      
③病棟を動かす方法の実践・・・25 項目 
（２）看護管理の工夫による成果は、[働きやすい環境]、[看護師を取り巻く連携]、[や
る気のあるスタッフの増加]、[看護サービスの向上]、[経営に貢献]である。 
（３）内的要因は管理職経験年数・教育背景・看護管理者研修の有無の 3 項目である。 
（４）外的要因は設置主体、病床規模の 2 項目である。 
２）測定尺度は、間隔尺度として 5 段階評定法を用いる。 
測定時は、回答者が正確に答えやすいようにするために、尺度を＋２（かなりそう
である）、＋１（わりとそうである）、０（どちらともいえない）、－１（あまりそう
でない）、－２（ほとんどそうでない）とする。 
 
３）パイロットテストを 11 名行い、項目の表現のわかりやすさ、曖昧さ、適切さ、回
答のしやすさ、回答に要する時間を検討し、調査用紙を修正する。 
４）本調査：郵送法 
 配布は調査用紙を協力施設の責任者に送付し、研究協力者に配布をお願いする。 
  回収は、返信用封筒にて研究者あてに投函してもらう。 
５）本調査のアクセス 
    協力施設の責任者に、電話連絡と文書（研究計画書概要、研究協力依頼書、調査
用紙、承諾書）で説明し、当該施設の倫理審査の承認を得る。そのあと施設責任者
に協力可能な看護師長の人数を文書で知らせてもらい、調査用紙を責任者に送付し、
研究協力者に配布をお願いする。 
 
９．質問紙データ分析方法 
基礎統計と重回帰分析などの多変量解析 
 
１０．倫理的配慮 
１）対象や施設に理解を求め同意を得る方法 
協力施設の責任者に、電話連絡と研究計画書概要、研究の主旨を説明した研究
協力依頼文書、調査用紙、承諾書を郵送し、協力施設の倫理審査の承認を得て、
研究協力が可能な看護師長の人数を知らせていただくことを依頼する。  
２）研究協力の撤回が自由にできること 
（１）研究への参加は、個人の自由意思により決定されること、研究に参加しなく
ても不利益を被ることはないことを説明文書に明記する。 
（２）調査目的と倫理的配慮についての説明文書を質問用紙に添付し、研究に同意
を得られる場合のみ返信してもらう。 
３）研究協力者のプライバシーの保護 
データは本研究に関する目的以外で使用せず、得られたデータは記号や番号で
入力・整理し、個人が特定できないようにしたデータ処理を行う。データの保管
は鍵のかかる場所で適切に行い研究終了後は、研究者が責任をもって破棄する。
データ分析に当たっては、指導教員がデータを見ることについて了解を得る。 
４）対象の心身の負担、不利益や危険性への配慮 
研究参加に伴う費用の負担や研究に参加しなくても不利益はないことを説明す
る。質問紙調査に対しての質問や相談、意見などを研究協力者がいつでも行える
よう、研究者の連絡先を文書にて伝える。 
研究に参加することにより 10 分程度時間的拘束が生じる。 
５）研究協力者が受ける利益や看護上の貢献 
質問紙調査で実践を振り返ることによって、看護管理の工夫に至っている自分
自身の考えや気づきを含む内面の「知」を再認識する機会を得ることができる。 
・看護上の貢献として新人看護師長やこれから看護管理職を目指す看護職の看護
管理教育に使うことができる。 
・体系化した看護管理の工夫を役立てて、看護管理の工夫ができる能力を有す
る看護師長を育成し支援体制を整えることは、患者サービスや患者満足度、職
務満足度を高め、さらに病院経営にまで影響し、看護管理学に貢献できる。 
  ６）研究結果の公表の仕方 
・本研究は、研究者の博士論文としてまとめることを目的としていること、研究
結果は個人が特定されないように配慮することを約束し、専門領域における学会
発表、もしくは専門誌などで公表すること説明文書に明記する。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
資料２-１ 
 
○○病院                          平成 26 年○月○日 
看護部長 ○○様 
研究協力へのお願い 
拝啓 
初夏の候、ますます御健勝のこととお慶び申し上げます。 
私は、高知大学医学部看護学科の教員であり、高知県立大学大学院看護学研究科博士後
期課程に在籍し、看護管理学の研究を行っております森木妙子と申します。今回「看護師
長が病棟運営上で行う看護管理の工夫」をテーマに、平成 26 年度から 2 年間を予定とする
研究を行うにあたり、貴施設での面接調査のご協力をお願いしたいと考えております。 
看護師長は、多くの制約条件の中で様々な工夫を凝らし病棟運営の責任を果たしていま
すが、個々の経験の中で見出された看護管理の工夫は可視化されていないことが課題です。
そこで看護師長が実際に行っている病棟運営上の工夫を明らかにし、効果的な看護管理の
工夫を体系化することを目的とし、看護管理の工夫ができる能力を有する看護師長育成の
ための看護管理教育に貢献できると考えています。尚本研究は、面接調査および質問紙調
査の 2 つの調査を用いて進めます。 
その第１段階として、質問紙調査票を作成するために、今回は面接調査を行いたいと考
えております。面接調査において、病棟運営上でかなり工夫が必要であった出来事、およ
び考えついた方法の工夫を実践し成功した出来事について組織運営の面、職員の活用の面、
患者サービスの面から伺います。伺いたい内容は、工夫が必要な状況に置かれたときにあ
らゆる考えを探索する方法やその考えを再構成するための選択・判断の方法、さらに案出
した方法・手段の内容です。それらをもとに研究の枠組みの妥当性を確認し、抽出された
工夫を構成する要素に基づいて質問紙を作成します。 
お忙しい中、誠に恐縮ではございますが、本研究の主旨をご理解いただき、ご協力くだ
さいますようお願いいたします。 
この面接調査にあたり下記の点について十分な配慮を行いますことをお約束いたします。 
1.研究計画書概要に記載している倫理的配慮に基づいて、研究を進めていきます。 
2.この研究への協力は、貴施設や研究協力候補者の方の自由意思によるものです。研究に
承諾されたあとも、承諾の撤回や協力の辞退は可能であり、またそれに伴う不利益を
被ることはありません。実際に取り消しが可能な期間は、質問紙による調査を開始す
る前となりますので平成 26 年 10 月 31 日を目安とさせていただきます。 
本研究は、高知県立大学看護研究倫理審査委員会の承認を得ています。     敬具 
 
高知県立大学大学院 看護学研究科博士後期課程  
森木 妙子 （高知大学医学部看護学科 准教授） 
連絡先：★★（携帯） 
勤務先住所：高知県南国市岡豊町小蓮 高知大学医学部看護学科 
指導教員：山田 覚（高知県立大学看護学部 教授） 
連絡先：088-847-8716（山田研究室） 
施設にお願いしたい内容 
１．承諾書への署名 
本面接調査へのご協力を承諾していただけましたら、承諾書 2 通にご署名いただき、そ
のうち 1 通を本研究が終了する平成 27 年 3 月 31 日まで、本依頼書とともにお手元に保管
くださいますようお願いいたします。もう 1 通は研究者の方で保管させていただきます。 
また研究の途中で承諾を取り消したい場合は、同封の承諾取り消し書に署名し、添付封
筒にて送付してください。研究者が署名し、コピーを取った後、原本を返送させていただ
きます。尚承諾取り消しは研究者の手元に文書が届いた時点で成立いたします。実際に取
り消しが可能な期間は、質問紙による調査を開始する前となりますので平成 26 年 10 月 31
日を目安とさせていただきます。 
 
２．研究協力者の選定：○名 
貴施設に在職している看護師長で、以下の条件を満たす方の選定をお願いいたします。 
１）看護師長経験 6 年目以上 
２）病棟管理の経験が豊富であり、組織運営、職員活用、患者サービスの点での工夫が
優れており、問題解決、組織変革へのコンピテンシーが高いと所属長の推薦がある方 
３）日本看護協会主催の認定看護管理者セカンド研修を既に終えている、あるいは大学
院を修了している方 
 
３．研究協力者への研究協力へのお願い及び研究者から直接説明を聞くことの確認 
推薦いただきました看護師長（研究協力候補者）の方には、お手数ですが研究協力への
お願いとお願いしたい内容（研究協力者用）の文書を渡して説明していただき、研究者か
らの話を聞くことに対する了承をご確認ください。その際、研究の説明を聞くことは強制
力をもたず、自由意思で判断できること、たとえご協力いただけなくても、いかなる不利
益を伴うものではないことを看護師長の方にご説明くださいますよう、お願いいたします。 
 
４．研究者との電話連絡について連絡先の確認 
ご紹介いただいた看護師長（研究協力候補者）の方には、研究者が電話にて直接、研究
の目的や方法を説明させていただきますので、お手数ですが○月○日（○）までにお名前
と連絡先を研究者までご連絡ください。なお、連絡先は所属部署もしくはご自宅または携
帯電話のいずれかをお知らせください。所属部署に連絡させていただく場合、研究者の所
属（高知県立大学）を述べさせていただくことをご了承ください。 
 
５．プライバシーが保てる場所の借用 
 研究協力者の方への研究の説明や面接を行う場所は、プライバシーを保てる場所で実施
する予定ですが、研究協力者が希望された場合、貴施設内で面接可能な個室を貸していた
だきたいと思っております。 
 
 
 
資料２-２ 
 
○○病院                           平成 26 年○月○日 
看護師長○○様 
研究協力へのお願い 
拝啓 
初夏の候、ますます御健勝のこととお慶び申し上げます。 
私は、高知大学医学部看護学科の教員であり、高知県立大学大学院看護学研究科博士後
期課程に在籍し、看護管理学の研究を行っております森木妙子と申します。今回「看護師
長が病棟運営上で行う看護管理の工夫」をテーマに、平成 26 年度から 2 年間を予定とする
研究を行うにあたり、貴施設でのご協力を得て、看護師長経験が豊富であり、病棟運営に
おいて管理の工夫が優れており、コンピテンシーが高いと所属長が推薦された○○○○様
を研究協力者としてご紹介いただきました。 
看護師長は、多くの制約条件の中で様々な工夫を凝らし病棟運営の責任を果たしていま
すが、個々の経験の中で見出された看護管理の工夫は可視化されていないことが課題です。
そこで看護師長が実際に行っている病棟運営上の工夫を明らかにし、効果的な看護管理の
工夫を体系化することを目的とし、看護管理の工夫ができる能力を有する看護師長育成の
ための看護管理教育に貢献できると考えています。尚本研究は、面接調査および質問紙調
査の 2 つの調査を用いて進めます。 
その第１段階として、質問紙調査票を作成するために、今回は面接調査を行いたいと考
えております。面接調査において、病棟運営上でかなり工夫が必要であった出来事、およ
び考えついた方法の工夫を実践し成功した出来事について組織運営の面、職員の活用の面、
患者サービスの面から伺います。伺いたい内容は、工夫が必要な状況に置かれたときにあ
らゆる考えを探索する方法やその考えを再構成するための選択・判断の方法、さらに案出
した方法・手段の内容です。それらをもとに研究の枠組みの妥当性を確認し、抽出された
工夫を構成する要素に基づいて質問紙を作成します。 
この調査は高知県立大学看護研究倫理審査委員会の承認を得ています。 
お忙しい中、誠に恐縮ではございますが、何卒、本研究の主旨をご理解いただき、ご協
力くださいますようお願い致します。                     敬具 
 
 
高知県立大学大学院 看護学研究科博士後期課程  
森木 妙子 （高知大学医学部看護学科 准教授） 
連絡先：★★携帯 
勤務先住所：高知県南国市岡豊町小蓮 高知大学医学部看護学科 
指導教員：山田 覚（高知県立大学看護学部 教授） 
連絡先：088-847-8716（山田研究室） 
 
お約束すること 
研究に際しまして、以下のことをお約束します。 
１． 研究への協力は自由意思に基づいて行われます。ご協力いただけるかどうかを判
断できる十分な情報を説明した上で、同意を得られた方のみを研究協力者とさせ
ていただきます。 
２． この研究への協力を同意した場合であっても、面接を続けられない時には、面接
中いつでも断ることができますし、終了後の取り消しも可能です。研究への協力
を辞退したことや、取り消したことによって不利益を被ることは一切ありません。
研究協力者から同意取り消しがあった場合あるいは施設から承諾取り消しの申し
出があった場合には、データはすべて破棄いたしますので、遠慮なく研究者にお
伝えください。実際に取り消しが可能な期間は、質問紙による調査を開始する前
の平成 26 年 10 月 31 日を目安とさせていただきます。 
３． 面接の日時、場所はあなたのご希望やご都合に合わせて、管理業務への支障が生
じないように調整させていただきます。 
面接の時間は 1 時間以内とさせていただきますが、時間的な制約が生じること
や、面接を受けることによる疲労感や工夫が必要であった体験を想起していただ
くことによる心理的な負担が生じる可能性があります。ご希望に沿って面接の短
縮や中断、延期をすることができます。 
面接場所はプライバシーを保つことができる個室で、研究者と一対一で行いま
す。話したくない内容について話す必要はありません。面接内容の録音、メモを
行う場合には、あなたの許可を得て行います。 
４． 面接で得られたデータおよび結果は、研究の目的以外に用いることはありません。
研究協力者の方が特定されないように、固有名詞はアルファベットで記載し、個
人名や施設名が特定できないように処理し、得られたデータの匿名性を守ります。
データは鍵のかかる場所に保管し、研究者が責任をもって管理いたします。個人
や施設等が特定される面接の録音内容及びメモは、本研究の終了後に消去・廃棄
いたします。 
５． この研究は、研究者の博士論文としてまとめます。研究結果は、個人や施設が特
定されないように配慮し、専門領域における学会発表、もしくは専門誌等への投
稿を予定しております。 
６． 面接で実践を振り返ることによって、看護管理の工夫に至っている自分自身の考
えや気づきを含む内面の「知」を再認識する機会を得ることができます。なお本
面接は管理能力を評価するものではございません。 
７． 面接についてのご質問や相談、ご意見などがございましたら、研究者の連絡先に
いつでもご連絡ください。 
 
 
お願いしたい内容 
１．同意書への署名 
本面接調査へのご協力に同意していただけましたら、同意書 2 通にご署名いただき、そ
のうち 1 通を本研究が終了する平成 27 年 3 月 31 日まで、本依頼書とともにお手元に保管
くださいますようお願いいたします。もう 1 通は研究者の方で保管させていただきます。 
また研究の途中で同意を取り消したい場合は、同封の同意取り消し書に署名し、添付封
筒にて送付してください。研究者が署名し、コピーを取った後、原本を返送させていただ
きます。尚同意取り消しは研究者の手元に文書が届いた時点で成立いたします。 
 
２．連絡先の確認と面接日時の決定について 
ご協力いただけるようでしたら、看護部門長様に連絡先をお伝えください。連絡先は所
属部署もしくは自宅、携帯電話のいずれでもかまいません。後ほど研究者より電話にて直
接連絡をさせていただき、貴方様のご都合に合わせて面接の日時、場所を決めさせていた
だきます。なお、所属部署に連絡させていただく場合、研究者の所属（高知県立大学）を
述べさせていただくことをご了承ください。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
資料２-３ 
 
○○病院                          平成 26 年○月○日 
看護部長 ○○様 
研究協力へのお願い 
拝啓 
寒冷の候、ますます御健勝のこととお慶び申し上げます。 
私は、高知大学医学部看護学科の教員であり、高知県立大学大学院看護学研究科博士後
期課程に在籍し、看護管理学の研究を行っております森木妙子と申します。今回「看護師
長が病棟運営上で行う看護管理の工夫」をテーマに、貴施設での質問紙調査のご協力をお
願いしたいと考えております。 
看護師長は、多くの制約の中で様々な工夫を凝らし病棟運営の責任を果たしていますが、
個々の経験の中で見出された看護管理の工夫は可視化されていないことが課題です。そこ
で看護師長が行う病棟運営上の工夫を明らかにし、効果的な看護管理の工夫を体系化し、
実践に活用することを目的としています。さらに看護師長育成のための看護管理教育に貢
献できると考えています。 
お忙しい中、誠に恐縮ではございますが、本研究の主旨をご理解いただき、ご協力くだ
さいますようお願いいたします。 
本研究は、高知県立大学看護研究倫理審査委員会の承認を得ています。 
本研究についてのご質問や、ご意見などがございましたら研究者にいつでもご連絡くだ
さい。  
   敬具 
 
 
 
 
 
 
高知県立大学大学院 看護学研究科博士後期課程  
森木 妙子 （高知大学医学部看護学科 准教授） 
連絡先：★★（携帯） 
勤務先住所：〒783-8505 
高知県南国市岡豊町小蓮 高知大学医学部看護学科 
 
指導教員：山田 覚（高知県立大学看護学部 教授） 
 連絡先：088-847-8716（山田研究室） 
 
 
 
 
 倫理的配慮 
この質問紙調査にあたり、下記の点について十分な配慮を行いますことをお約束いたし
ます。 
１．研究計画書概要に記載している倫理的配慮に基づいて、研究を進めていきます。 
２．この研究への協力は、貴施設や協力可能な看護師長様の自由意思によるものです。研
究への参加を辞退されてもそれに伴う不利益を被ることはありません。 
３．調査目的と倫理的配慮についての説明文を調査用紙に添付し、研究に同意を得られる
場合のみ協力者の方に直接返信していただきます。 
 
施設にお願いしたい内容 
１．承諾書への署名 
本質問紙調査へのご協力を承諾していただけましたら、承諾書 2 通にご署名いただき、
そのうち 1 通を本研究が終了する平成 28 年 3 月 31 日まで、本依頼書とともにお手元に保
管くださいますようお願いいたします。もう 1 通は研究者の方で保管させていただきます。 
また研究の途中で承諾を取り消したい場合は、同封の承諾取り消し書に署名し、添付封
筒にて送付してください。研究者が署名し、コピーを取った後、原本を返送させていただ
きます。尚承諾取り消しは研究者の手元に承諾取り消し書が届いた時点で成立いたします。
実際に取り消しが可能な期間は、質問紙を送付後、研究協力者に調査用紙が配布されるま
でとさせていただきます。 
 
２．研究協力者の選定と協力可能な人数の返送 
貴施設に在職している看護師長で、手術室と外来を除く部署で勤務されている看護師長
様の選定をお願いし、研究調査のご協力についての文書に協力可能な人数と病院名、責任
者のご氏名を記入いただき、研究者控えの承諾書とともに、平成 27 年○月○日までに返信
をお願いします。 
 
３．研究協力者への調査用紙の配布 
協力可能な人数の調査用紙を責任者に郵送させていただきますので、推薦いただきまし
た看護師長（研究協力候補者）の方に、質問紙と調査に関する説明書をお渡しください。 
その際、調査への協力は強制力をもたず、自由意思で判断できること、たとえご協力い
ただけなけない場合も、不利益を伴うものではないことを看護師長の方にご説明ください
ますようお願いいたします。 
 
 
 
 
 
資料２-４ 
 
研究調査のご協力について 
 
 
 
御協力いただける看護師長の人数           名 
 
 
 
 
病院名                         
 
 
 
職名           
 
 
宛名御氏名                       
 
 
 
 
 後日アンケートを郵送させていただきます。 
ご協力を心からお礼申し上げます。 
 
研究依頼者   森木妙子 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
資料２-５ 
 
○○病院                           平成 27 年○月○日 
看護師長様 
研究協力へのお願い 
拝啓 
初春の候、ますます御健勝のこととお慶び申し上げます。 
私は、高知大学医学部看護学科の教員であり、高知県立大学大学院看護学研究科博士後
期課程に在籍し、看護管理学の研究を行っております森木妙子と申します。 
今回「看護師長が病棟運営上で行う看護管理の工夫」をテーマに、貴施設での質問紙調
査のご協力をお願いしたいと考えております。 
看護師長は、多くの制約の中で様々な工夫を凝らし病棟運営の責任を果たしていますが、
個々の経験の中で見出された看護管理の工夫は可視化されていないことが課題です。そこ
で看護師長が行う病棟運営上の工夫を明らかにし、効果的な看護管理の工夫を体系化し実
践に活用することを目的としています。さらに看護師長育成のための看護管理教育に貢献
できると考えています。 
お忙しい中、誠に恐縮ではございますが、本研究の主旨をご理解いただき、ご協力くだ
さいますようお願いいたします。 
本研究は、高知県立大学看護研究倫理審査委員会の承認を得ています。      
本研究についてのご質問や、ご意見などがございましたら研究者にいつでもご連絡くだ
さい。  
   敬具 
 
 
 
 
高知県立大学大学院 看護学研究科博士後期課程  
森木 妙子 （高知大学医学部看護学科 准教授） 
連絡先：★★（携帯） 
勤務先住所：〒783-8505 
高知県南国市岡豊町小蓮 高知大学医学部看護学科 
 
指導教員：山田 覚（高知県立大学看護学部 教授） 
  連絡先：088-847-8716（山田研究室） 
 
 
 
 
 
 
お約束すること 
研究に際しまして、以下のことをお約束します。 
１． 研究への協力は自由意思に基づいて行われます。研究への参加を辞退されてもそ
れに伴う不利益を被ることはありません。ご協力いただける場合は、質問紙の返送を
持ちまして、同意していただいたと判断させていただきます。 
２． データは本研究に関する目的以外で使用せず、得られたデータは記号や番号で入
力・整理し、個人が特定できないようにデータ処理を行います。 
３． データの保管は鍵のかかる場所で適切に行い研究終了後は、研究者が責任をもっ
て破棄いたします。 
４． 研究参加に伴う費用の負担はございません。 
５． この研究は、研究者の博士論文としてまとめます。専門領域における学会発表、
もしくは専門誌等への投稿を予定しておりますが、研究結果は、個人や施設が特定さ
れないように匿名性を遵守いたします。 
 
お願いしたい内容 
１． 同封の返信封筒にて平成 27 年○月○日までに、協力者の方が直接投函をお願いいた
します。 
２． 調査用紙はＡ３用紙の裏表 1枚です。回答に要する時間は 10 分程度です。 
３． データ分析に当たっては、指導教員がデータを見ることについてご了承ください。 
４． 質問紙調査についてのご質問や相談、ご意見などがございましたら、研究者の連絡先
にいつでもご連絡ください。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
資料３-１ 
承諾書 
                                  （施設用） 
 
 
 私は、この度、「看護師長が病棟運営上で行う看護管理の工夫」の研究に関す
る目的、意義、研究方法、守秘義務、研究協力への任意性、協力中断の自由、
心身負担への配慮、研究結果の公表の仕方、ならびに看護上の貢献に関する説
明を受け、研究の主旨を理解しましたので研究に協力いたします。 
 
 
 
施設責任者   
                平成   年   月   日 
 
 
署名             
 
 
 
 研究依頼者 
                  平成   年   月   日 
 
 
署名             
 
 
高知県立大学大学院 看護学研究科博士後期課程  
森木 妙子 （高知大学医学部看護学科 准教授） 
連絡先：★★携帯 
勤務先住所：高知県南国市岡豊町小蓮 高知大学医学部看護学科 
指導教員：山田 覚（高知県立大学看護学部 教授） 
連絡先：088-847-8716（山田研究室） 
 
 
 
 
この承諾書と別紙の研究協力へのお願い、施設にお願いしたい内容、研究計画書概要を研
究期間（平成 27 年 3 月 31 日）が終了するまで、大切に保管していただきますよう、お願
い致します。 
資料３-２ 
承諾書 
                                （研究者控え） 
 
 
 私は、この度、「看護師長が病棟運営上で行う看護管理の工夫」の研究に関す
る目的、意義、研究方法、守秘義務、研究協力への任意性、協力中断の自由、
心身負担への配慮、研究結果の公表の仕方、ならびに看護上の貢献に関する説
明を受け、研究の主旨を理解しましたので研究に協力いたします。 
 
 
 
施設責任者   
                平成   年   月   日 
 
 
署名             
 
 
 
 研究依頼者 
                  平成   年   月   日 
 
 
署名             
 
 
 
高知県立大学大学院 看護学研究科博士後期課程  
森木 妙子 （高知大学医学部看護学科 准教授） 
連絡先：★★携帯 
勤務先住所：高知県南国市岡豊町小蓮 高知大学医学部看護学科 
指導教員：山田 覚（高知県立大学看護学部 教授） 
連絡先：088-847-8716（山田研究室） 
 
 
 
この承諾書と別紙の研究協力へのお願い、施設にお願いしたい内容、研究計画書概要を
研究期間（平成 27 年 3 月 31 日）が終了するまで、大切に保管していただきますよう、お
願い致します。 
                              資料３-３ 
承諾書 
                                  （施設用） 
 
私は、この度、「看護師長が病棟運営上で行う看護管理の工夫」の研究に関す
る目的、意義、研究方法、守秘義務、研究協力への任意性、協力中断の自由、
心身負担への配慮、研究結果の公表の仕方、ならびに看護上の貢献に関する説
明を受け、研究の主旨を理解しました。当施設の看護師長が研究に参加するこ
とを承諾し、調査用紙の配布に協力をいたします。 
 
 
 
施設責任者   
                平成   年   月   日 
 
 
署名             
 
 
 
 研究依頼者 
                  平成   年   月   日 
 
 
署名             
 
 
高知県立大学大学院 看護学研究科博士後期課程  
森木 妙子 （高知大学医学部看護学科 准教授） 
連絡先：★★携帯 
勤務先住所：高知県南国市岡豊町小蓮 高知大学医学部看護学科 
指導教員：山田 覚（高知県立大学看護学部 教授） 
連絡先：088-847-8716（山田研究室） 
 
 
この承諾書と別紙の研究協力へのお願い、施設にお願いしたい内容、研究計画書概要を研
究期間（平成 28 年 3 月 31 日）が終了するまで、大切に保管していただきますよう、お願
い致します。 
 
 
資料３-４ 
 
承諾書 
   （研究者控え） 
 
 私は、この度、「看護師長が病棟運営上で行う看護管理の工夫」の研究に関す
る目的、意義、研究方法、守秘義務、研究協力への任意性、協力中断の自由、
心身負担への配慮、研究結果の公表の仕方、ならびに看護上の貢献に関する説
明を受け、研究の主旨を理解しました。当施設の看護師長が研究に参加するこ
とを承諾し、調査用紙の配布に協力をいたします。 
 
 
 
施設責任者   
                平成   年   月   日 
 
 
署名             
 
 
 
 研究依頼者 
                  平成   年   月   日 
 
 
署名             
 
 
高知県立大学大学院 看護学研究科博士後期課程  
森木 妙子 （高知大学医学部看護学科 准教授） 
連絡先：★★携帯 
勤務先住所：高知県南国市岡豊町小蓮 高知大学医学部看護学科 
指導教員：山田 覚（高知県立大学看護学部 教授） 
連絡先：088-847-8716（山田研究室） 
 
この承諾書と別紙の研究協力へのお願い、施設にお願いしたい内容、研究計画書概要を
研究期間（平成 28 年 3 月 31 日）が終了するまで、大切に保管していただきますよう、お
願い致します。 
 
 
資料４-１ 
承諾取り消し書 
                                    (施設用) 
 
 
 
 
高知県立大学大学院 看護学研究科博士後期課程  
森木 妙子宛 
 
 
 
私は自由意思に基づいて、「看護師長が病棟運営上で行う看護管理の工夫」の
研究への協力を承諾しましたが、その承諾を撤回します。 
 
 
 
 
平成   年   月   日 
 
 
 
               署名 （施設責任者）                 
 
 
 
                 署名 （研究依頼者）           
 
 
         
 
 高知県立大学大学院 看護学研究科博士後期課程  
森木 妙子 （高知大学医学部看護学科 准教授） 
連絡先：★★携帯 
勤務先住所：高知県南国市岡豊町小蓮 高知大学医学部看護学科 
指導教員：山田 覚（高知県立大学看護学部 教授） 
連絡先：088-847-8716（山田研究室） 
 
資料４-２ 
承諾取り消し書 
                                  (研究者控え) 
 
 
 
 
高知県立大学大学院 看護学研究科博士後期課程  
森木 妙子宛 
 
 
 
私は自由意思に基づいて、「看護師長が病棟運営上で行う看護管理の工夫」の
研究への協力を承諾しましたが、その承諾を撤回します。 
 
 
 
 
平成   年   月   日 
 
 
 
               署名 （施設責任者）                 
 
 
 
                 署名 （研究依頼者）           
 
 
 
 
  高知県立大学大学院 看護学研究科博士後期課程  
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高知県立大学大学院 看護学研究科博士後期課程  
森木 妙子宛 
 
 
 
私は自由意思に基づいて、「看護師長が病棟運営上で行う看護管理の工夫」の
研究への協力を承諾しましたが、その承諾を撤回します。 
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承諾取り消し書 
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森木 妙子宛 
 
 
 
私は自由意思に基づいて、「看護師長が病棟運営上で行う看護管理の工夫」の
研究への協力を承諾しましたが、その承諾を撤回します。 
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  高知県立大学大学院 看護学研究科博士後期課程  
森木 妙子 （高知大学医学部看護学科 准教授） 
連絡先：★★携帯 
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資料５-１ 
同意書 
                               （研究協力者用） 
 
 
 私は、この度、「看護師長が病棟運営上で行う看護管理の工夫」の研究に関す
る目的、意義、研究方法、守秘義務、研究協力への任意性、協力中断の自由、
心身負担への配慮、研究結果の公表の仕方、ならびに看護上の貢献に関する説
明を受け、研究の主旨を理解しましたので研究に協力いたします。 
 
 
                  平成   年   月   日 
 
 
研究協力者   
                 
 
署名             
 
 
 研究依頼者 
                   
 
署名             
 
 
 
高知県立大学大学院 看護学研究科博士後期課程  
森木 妙子 （高知大学医学部看護学科 准教授） 
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指導教員：山田 覚（高知県立大学看護学部 教授） 
連絡先：088-847-8716（山田研究室） 
 
 
この同意書と別紙の研究協力へのお願い、お約束すること、お願いしたい内容、研究計
画書概要を研究期間（平成 27 年 3 月 31 日）が終了するまで、大切に保管していただきま
すよう、お願い致します。 
 
 
資料５-２ 
同意書 
                                （研究者控え） 
 
 
 私は、この度、「看護師長が病棟運営上で行う看護管理の工夫」の研究に関す
る目的、意義、研究方法、守秘義務、研究協力への任意性、協力中断の自由、
心身負担への配慮、研究結果の公表の仕方、ならびに看護上の貢献に関する説
明を受け、研究の主旨を理解しましたので研究に協力いたします。 
 
 
                  平成   年   月   日 
 
 
研究協力者   
                 
 
署名             
 
 
 研究依頼者 
                   
 
署名             
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指導教員：山田 覚（高知県立大学看護学部 教授） 
連絡先：088-847-8716（山田研究室） 
 
 
この同意書と別紙の研究協力へのお願い、お約束すること、お願いしたい内容、研究計
画書概要を研究期間（平成 27 年 3 月 31 日）が終了するまで、大切に保管していただきま
すよう、お願い致します。 
 
 
資料６-１ 
同意取り消し書 
                                 (研究協力者用) 
 
高知県立大学大学院 看護学研究科博士後期課程  
森木 妙子宛 
 
 
私は自由意思に基づいて、「看護師長が病棟運営上で行う看護管理の工夫」の
研究への協力に同意しましたが、その同意を撤回します。 
 
 
 
平成   年   月   日 
 
 
               署名（研究協力者）                  
 
                 本文書を受領したという確認のため、研究依頼者が 
                 署名し、貴方に返送致しますので、下記に返送先を
記載して下さいますよう、お願い致します。 
 
                  
                 ご住所                  
 
 
 
署名（研究依頼者）            
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同意取り消し書 
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森木 妙子宛 
 
 
 
私は自由意思に基づいて、「看護師長が病棟運営上で行う看護管理の工夫」の
研究への協力に同意しましたが、その同意を撤回します。 
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               署名                  
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資料７ 
インタビューガイド 
 
１．基本情報に関してお伺いします。 
１）年齢、性別 
２）病棟師長としての経験年数 
３）病棟の特徴（診療科、稼働率、平均在院日数、看護方式、勤務体制） 
 
２．病棟運営上で行う看護管理の工夫について面接させていただきます。 
１）病棟を管理運営してきた中で、看護管理の工夫が成功した出来事をお聞かせくだ
さい。 
 
会話が広がらない場合は以下の発問を切り口に聞いていく。 
＊病棟組織の運営に関することについて、成功した出来事をお聞かせください。 
＊職員の活用に関することについて、成功した出来事をお聞かせください。 
＊患者サービスに関することについて成功した出来事をお聞かせください。 
 
２）看護管理の工夫がかなり必要であった出来事についてお聞かせください。 
 
３）その状況（工夫がかなり必要であった状況）に置かれたとき、そこにある課題や
問題を発見するまでの、あらゆる考えの探索プロセスや方法をお話しください。 
 
会話が広がらない場合は以下の発問を切り口に聞いていく。 
＊課題や問題に関連する情報や理由、影響要因などをどのような方法で把握し、
状況を認識していましたか。 
   ＊病棟で共通の意思を見出すために、考えや課題などをフォーカスする方法を 
使って現状認識している出来事がありましたらお聞かせください。 
＊病棟で共通の意思を見出すために、考えや課題などを広げる方法を使って、 
異なる認識を感知している出来事がありましたらお聞かせください。 
＊病棟で共通の意思を見出すために、考えや課題などを掘り下げる方法を使っ 
て、深い 源みなもととなっているものを浮上させている出来事がありましたらお聞か 
せください。 
 
４）病棟運営上の課題が認識されたとき、状況的考えを深めるため解決策の抽出に使
っている自分流の技法についてお話しください。 
 
会話が広がらない場合は以下の発問を切り口に聞いていく。 
  ＊病棟運営で解決策の抽出に過去のパターンを再度具現化する方法や看護師
長の思考の組み立てについてお聞かせください。 
 
    ＊アイデアを創造(生成)していくための開かれた思考やプロセスについてお
聞かせください。 
      ＊病棟組織の構造を新たに考えるときは、看護師長としての思考や取られて
いる方法・手段をお聞かせください。(再構造化)。 
    ＊新たな行動とプロセスを考えるときの看護師長としての選択、判断をお聞
かせください。(再設計)。 
      ＊新たな思考と原則を創造するときに、使っている方法をお聞かせください。  
（枠組みの再構成）。 
 
５）その考えついた方法・手段(案出)について、具体的にお話しください。 
＊考えついた計画、方針、主義について教えてください。 
＊ある状況に置かれたとき、既にある知識で十分工夫できる考えや方法(アイデ
ア)について教えてください。 
＊ある状況に置かれたとき、新しい考えや方法を創出するような工夫が必要な出
来事について教えてください。その工夫についても具体的に教えてください。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
資料８-１ 
 
 
 
 
 
資料８-２ 
 
 
 
 
 
資料９ 
 
 
看護師長が病棟運営上で行う看護管理の工夫に関する調査 
 
 
 
この質問紙は、看護師長が病棟運営上でどのように看護管理の工夫を実践されているか
調査するものです。 
 同封の研究協力へのお願い、お約束すること、お願いしたい内容を参考に、研究の主旨
をご理解いただき、ご協力くださいますようお願いいたします。 
 
 質問紙は、A3 用紙裏表 1枚です。 
 回答時間は約 10 分です。 
 この質問紙は全て統計的に処理され、個人や病院が特定されることはございません。 
 質問紙調査に関してのご質問やご意見がございましたら、下記の研究者までご連絡くだ
さい。 
 
 
調査用紙は、○月○日までに返信用封筒にて返信をお願いいたします。 
 
 
 
 
 
 
 
 
高知県立大学大学院 看護学研究科博士後期課程  
森木 妙子 （高知大学医学部看護学科 准教授） 
連絡先：★★（携帯） 
勤務先住所：〒783-8505 
                 高知県南国市岡豊町小蓮 高知大学医学部看護学科 
指導教員：山田 覚（高知県立大学看護学部 教授） 
連絡先：088-847-8716（山田研究室） 
 
 
 
 
  
 質問紙はＡ３用紙両面 1 枚です。 
 質問紙は、「Ⅰ．あなたご自身のこと」、「Ⅱ．普段の仕事でとられている行動」、 
「Ⅲ．病棟の状況」の 3 つで構成されています。 
  
Ⅰ．あなたご自身のことについて伺います。 
（ ）に数字を記入し、または当てはまる丸数字を○で囲んでください。 
 
１．看護師長経験年数は何年ですか。（    年    か月） 
 
２．教育背景について当てはまるものをお答えください（複数回答可）。 
① 看護短大 2 年課程 ② 看護短大 3 年課程 ③ 看護専門学校 2 年課程 
④ 看護専門学校 3 年課程 ⑤ 5 年一貫教育課程 ⑥ 4 年制大学 
⑦ 大学院 ⑧ その他（               ） 
 
３．看護管理者研修への参加の有無をお答えください（複数回答可）。 
① ファーストレベル研修 ② セカンドレベル研修 ③ サードレベル研修 
④ その他の看護管理者研修 ⑤ なし 
 
４．現在勤務されている病院の設置主体をお伺いします。 
① 国 ② 都道府県・市町村 ③ 日赤 ④ 済生会 ⑤ 厚生連 
⑥ 国民健康保険団体連合会 ⑦ 社会保険関係団体 ⑧ 公益法人 
⑨ 医療法人 ⑩ 学校法人 ⑪ その他（           ） 
 
５．病院の病床規模をお伺いします。 
① 300 床以上 400 床未満 ② 400 床以上 500 床未満 ③ 500 床以上 600 床未満 
④ 600 床以上 700 床未満 ⑤ 700 床以上 
 
 
 
 
 
 
 
１） 最新の患者情報、スタッフ情報、経営情報など、常々管理に必要な  情報を得る -2 -1 0 1 2 
２） 病棟運営上の課題を何らかの手法を用いて分析する -2 -1 0 1 2 
３） 管理データをわかりやすい形にしてスタッフに説明する -2 -1 0 1 2 
４） スタッフと看護サービスを良くする考えを分かち合う -2 -1 0 1 2 
５） スタッフに師長の根本的な病棟管理の考えを示す -2 -1 0 1 2 
 
Ⅱ．あなたは普段の仕事で、次のような行動をどの程度 
とられているか伺います。 
以下の質問について、右の例のように、当てはまる 
数字を１つ○で囲んでください。 
（例） 
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看護師長が病棟運営上で行う看護管理の工夫に関する調査 
  
 
 
 
 
 
６） スタッフと目指す看護の方向性を統一する -2 -1 0 1 2 
７） スタッフが理解できるようにビジョンを形にする -2 -1 0 1 2 
８） スタッフの感性に触れる -2 -1 0 1 2 
９） スタッフを承認する -2 -1 0 1 2 
10） スタッフに意見を聞く -2 -1 0 1 2 
11） スタッフから新しい提案を取り入れる -2 -1 0 1 2 
12） 他病棟の成功例を取り入れる -2 -1 0 1 2 
13） 看護部長や他病棟の看護師長の意見を取り入れる -2 -1 0 1 2 
14） スタッフからの師長評価を受け入れる -2 -1 0 1 2 
15） 看護系雑誌、研究論文や研修で得た知識や技術を使う -2 -1 0 1 2 
16） 看護師と看護助手が容易に連携できるように、間をつなぐ -2 -1 0 1 2 
17） 多職種の協力が得られるような手際の良い交渉をする -2 -1 0 1 2 
18） 困難な問題に対応するため病院全体会議などの公式な力を利用する -2 -1 0 1 2 
19） 病棟外の連携が図りやすいようにプライベートな人脈をつくる -2 -1 0 1 2 
20） 地域連携の取り組みを強化するために、地域関係者と協働する -2 -1 0 1 2 
21） スタッフが話しやすくて聞きやすい環境を作る -2 -1 0 1 2 
22） インシデントや指導を要する問題などをスタッフと振り返る -2 -1 0 1 2 
23） メンタルが弱いスタッフと面接する -2 -1 0 1 2 
24） スタッフの成長に合わせて時間を置きながら待つ -2 -1 0 1 2 
25） スタッフのワーク・ライフ・バランスを支援する -2 -1 0 1 2 
26） スタッフに勤務時間内で業務が終わる仕事管理をしてもらう -2 -1 0 1 2 
27） スタッフに既存のシステムを有効に使わせる -2 -1 0 1 2 
28） 看護師をすぐれた人材に育てる新しいシステムを導入する -2 -1 0 1 2 
29） 問題があれば、病棟の教育体制を変更する -2 -1 0 1 2 
30） 病棟の各委員会が成果を出すように活動を促す -2 -1 0 1 2 
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31） スタッフが動きやすいチーム編成などを考慮してチームを運用する -2 -1 0 1 2 
32） スタッフに必要に応じてマニュアルをつくってもらう -2 -1 0 1 2 
33） スタッフにマニュアルを活用しながら仕事をしてもらう -2 -1 0 1 2 
34） スタッフに病棟会が最終決定の場であることを認識してもらう -2 -1 0 1 2 
35） 緊急入院をいつでも受け入れる体制を病棟でつくる -2 -1 0 1 2 
36） 緊急入院をどのような状況でも受け入れる -2 -1 0 1 2 
37） 退院支援ができる体制を病棟でつくる -2 -1 0 1 2 
38） 転院が難しいケースは看護師長が退院調整に関わる -2 -1 0 1 2 
39） スタッフに再入院につながらない退院指導をしてもらう -2 -1 0 1 2 
40） 次に看護師長や副看護師長になれる人材を育てる -2 -1 0 1 2 
41） スタッフに模範となる行動を見せる -2 -1 0 1 2 
42） 主任や副師長を病棟運営の要（かなめ）にする -2 -1 0 1 2 
43） 病棟全体で考えた方法で中堅の指導力を育てる -2 -1 0 1 2 
44） スタッフの能力が発揮できる役割を持たせる -2 -1 0 1 2 
45） スタッフの基本的な価値観を育てる -2 -1 0 1 2 
46） スタッフのキャリア発達をスタッフに支援してもらう -2 -1 0 1 2 
47） スタッフ個人の目標管理を、全員が認識して関わってもらう -2 -1 0 1 2 
48） スタッフから認定看護師や専門看護師などへ相談してもらう -2 -1 0 1 2 
49） スタッフが学んだ良い方法を繰り返し学習してもらう -2 -1 0 1 2 
50） スタッフに医療安全の水準を上げる学習を行ってもらう -2 -1 0 1 2 
51） スタッフに過不足なく医療用消耗品を適正に管理してもらう -2 -1 0 1 2 
52） 問題を確実に解決できるカンファレンスを行ってもらう -2 -1 0 1 2 
53） スタッフ中心の業務改善を行ってもらう -2 -1 0 1 2 
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で
な
い
 
ど
ち
ら
と
も
い
え
な
い
 
－2 －1 0  1 2
裏にお進みください→ 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
1） スタッフが働きやすい環境になった -2 -1 0 1 2 
2） 看護師を取り巻く連携が強化した -2 -1 0 1 2 
3） やる気のあるスタッフが増えた -2 -1 0 1 2 
4） 看護サービスが向上した -2 -1 0 1 2 
5） 経営に貢献できた -2 -1 0 1 2 
 
 
～ご協力、ありがとうございました～ 
 
 
Ⅲ．あなたが師長になって、病棟はどのように変わりましたか。 
当てはまる数字を１つ○で囲んでください。 
（例） 
か
な
り
そ
う
で
あ
る
 
わ
り
と
そ
う
で
あ
る
 
あ
ま
り
そ
う
で
な
い
 
ほ
と
ん
ど
そ
う
で
な
い
 
ど
ち
ら
と
も
い
え
な
い
 
－2 －1 0  1 2
